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宇土半島北部から同基部に位置する宇土市には,国 指定史跡 ・中世宇土城跡や,古

墳時代前期の女性首長が埋葬された市指定史跡・向野田古墳 (出土品は国指定文化財)

をはじめ数多くの誇るべき文化財が残されています。

また,周 辺地域には縄文時代の貝塚が数多く分布しており,九 州において最も貝塚

が密集する地域として知られています。これら貝塚の存在は,当 地域の人々が古くか

ら豊穣の海である有明海や八代海の恩恵を受けて生活していたことを雄弁に物語 りま

す。

宇土市岩古曽町に所在する曽畑貝塚は,曽 畑式上器 (縄文時代前期後半)の 標式遺

跡で,100年 以上前から学会に知られていた著名な縄文時代の員塚です。これまでの

調査の結果,曽 畑式上器をはじめとする大量の縄文土器や石器,貝 製品など様々な生

活道具が出上しており,貝 塚に隣接する低湿地ではドングリの貯蔵穴群が確認される

など,当 時の人々の営みを知るうえで貴重な資料となっています。

1959年 (昭和34)の 江坂輝開氏を中心とした発掘調査では,縄 文時代前期と後期の

2時 期にわたる貝層が確認され,縄 文土器や石器などの重要な資料が出上しました。

調査終了後,本 資料は長年にわたり慶應義塾大学で保管されていましたが,2001年

(平成13)に 宇土市に移管され,整 理作業を実施しました。本書はその成果をまとめ

た調査報告書です。

最後になりましたが,資 料の移管や報告書作成にあたって絶大なるご理解とご協力

を賜りました江坂輝輔氏をはじめとする慶應義塾大学関係者の皆様,調 査指導をいた

だきました関係各位に厚くお礼申し上げます。

平成23年 3月

宇土市教育長 木 下 博 信
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曽畑員塚の位置 (左 :1/20,000,000、 右 :1/2,000,000)

例  言
1 本 書は熊本県宇土市岩古曽町字曽畑に所在する曽畑貝塚の慶應義塾大学 (以下1慶 応大学)資 料再整理報告 (国庫補助事業)

である。

2 調 査地は宇土市岩古曽町字曽畑11961,H971,11981,■ 98-3に所在する。調査は1959年 (昭和34)10～ 11月に慶応大学考

古学民族学研究室の江坂輝聴氏を中心として組織された調査団が実施した。

3 調 査終了後,出 土品は慶応大学で保管されていたが,平 成13年10月に宇土市教育委員会 (宇土市新小路町95)へ ,そ の大半が

移管された。本出土品は一般に 「慶応大学資料Jと 呼称されている。

4 発 掘調査地における実測図は,乙 益重隆氏 ・賀川χ夫氏 ・渡辺誠氏 ・後藤英男氏 笹 津備洋氏 議 静也氏 ・東光彦氏 ・松岡史

氏が作成した。

5 発 掘調査時の写真撮影は主に江坂輝開氏が担当した。また,遺 物写真は藤本貴仁 (宇土市教育委員会)が 撮影した。

6 遺 物実測図作成および遺構 ・遺物実測図の製図は,春 川香子 境 美和 ・山日陽子 士 野雄貴 (宇土市教育委員会)力S行い。 こ

れらを藤本が補正した。また,石 器や貝製品の一部は備九州文化財研究所に実測を委託した。なお,本 編の挿図と図版の遺物

番号は対応する。

7 石 器 石 製品の石材同定については熊本大学名誉教授渡辺一徳氏 (地質学)に ご指導いただいた。動物遺存体については,貝

類を九州大学名誉教授菊池泰二氏 (海洋生物学)に 指導助言を賜わり,育 椎動物遺体の同定作業は独立行政法人国立文化財機

構 ・奈良文化財研究所埋蔵文化財センター環境考古学室の松井章氏 ・丸山真史氏指導の下,僻 吉田生物研究所が実施した。

8 出 土遺物一覧表の作成は士野 ・藤本が行つた。

9 本 書の全般的な内容については,杉 村彰一氏 (日本考古学協会員)に ご指導いただいた。

10 本編で用いた方位は磁北である。

11 本書の執筆は,第 1～ 9章 のうち第3章 を藤本 ・士野,そ れ以外を藤本が担当した。また,第 7章 第 3節 は伸吉田生物研究所

及び第8章 第2節 は働九州環境管理協会より報告を受けた放射性炭素年代測定結果を藤本が再構成して掲載した。付編につい

ては江坂輝捕氏 ・可兒弘明氏 笹 津備洋氏 ・渡辺誠氏 ・小片保氏 ・乙益重隆氏の当該調査にかかる未発表原稿を付編 1にて掲

載し,若 林勝邦氏 ・杉村彰一氏 ・清野謙次氏の曽畑貝塚及び曽畑式上器 (文化)に 関する報告及び論文を付編2に おいて再録

した。また.付 編3(藤 本 ・士野 ・杉村担当)は ,曽 畑貝塚及び曽畑式上器に関する主な論考 ・調査報告などの文献一覧表で

ある。

12 本 書の編集は,高 木恭二 (宇土市教育部長)の 指導のもとに藤本が行つた。掲載遺物・関連資料は,宇 土市教育委員会に収蔵・

保管している。
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第 1章  序 章

第 1章 序

第 1節 調 査に至る経緯と経過

曽畑貝塚は縄文時代前期後半の曽畑式上器の標式遺跡であり,古 くから研究者の間で注 目されてきた

員塚である。1958年 (昭和33)3月 14日には,本 市を代表する重要遺跡であることから市史跡に指定さ

れ現在に至っている。

本貝塚の存在は,か なり以前から学会では知 られてお り,す でに1890年 (明治23)に は若林勝邦氏や

寺石正路氏により曽畑貝塚に関する報告がなされている (若林1890,寺石1890)。若林氏による出土土器

に関する記述では,「土器ハ縁,腹 部二種々ノ模様ヲ附ス刻ミロノ並行アリ斜線ノ交文アリ表豪二書ケ

ル」と曽畑式上器を指したとみられる土器の特徴が報告されている。当時,す でに本貝塚が人為的に形

成されたものと認識されていたことを知ることができる。

これまで行われた調査ならびに報告を列記すれば,明 治時代に上述した若林氏,寺 石氏による報告が

なされ,大 正時代には,1918年 (大正 7)に 中山平次郎氏による採集資料報告 (中山1918),1922年 (大

正11)の清野謙次氏による当時としては本格的な発掘調査 (清野1924)力S行われた。

昭和時代に入ると,1930年 (昭和 5)に 小林久雄氏による発掘調査,1959年 (昭和34)に 実施された

江坂輝爾氏を主査とする慶応大学を主体とした発掘調査が実施された。また,熊 本県教育委員会による

一般国道 3号 松橋バイパス建設に伴う1974年 (昭和49)の 試掘調査,1986～ 1987年 (昭和61～62)の 本

1959年発掘調査の様子 (西より)

一-1-



第 1節  調 査に至る経緯と経過

発掘調査で,貝 塚に隣接する低湿地より縄文時代の貯蔵穴やイテイガシ ・アラカシなどの ドングリ類が

入つた編み物製品が出土するなど注目すべき成果が得られた (隈・江本ほか1976,江本編1988)。

その他,宇 土市教育委員会が主体とな り,1988年 (昭和63)か ら1990年 (平成 2)に かけて曽畑貝塚

の範囲確認調査や1994年 (平成 6)に 個人住宅建築に伴う緊急発掘調査などを実施した (帆足2002,高

木 ・木下2002)。

これらの調査及び報告については,今 回報告する1959年調査を除き,第 3章 でその概要を報告するこ

とにしたい。なお, これ らの発掘調査の成果や曽畑式上器については,多 数の関連論文や報告書などが

刊行されている (付編 3参 照)。

なお,江 坂氏は上述した発掘調査に加え,曽 畑貝塚から西へ約4 kmに所在する轟式上器の標式遺跡で

ある議員塚 (宇土市宮庄町)の 発掘調査も実施している。1966年 (昭和41)に 江坂氏を中心とする熊 日

学術調査国による発掘調査では,木 製コンテナ180箱 (10×40×60cm),小破片まで含めると約27,000点

慶応大学資料保管状況 (慶応大学,2000年 6月 )

曽畑 ・轟員塚出土遺物里帰り展 (2001年11月)

渡辺誠氏による調査指導 (2009年 3月 ) 菊池泰二氏による調査指導 (2010年10月)
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第 1章  序 音

の人工遺物が出上した (藤本2008)。調査終了後,本 出土品は慶応大学で保管され,曽 畑貝塚調査出土品

とあわせて 「慶応義塾大学資料」(以下,慶 応大学資料)と 呼ばれてきたが,2001年 (平成13)に 調査図

面 (原図)・写真 ・日誌などの複写物とともに宇土市へ移管された。移管後まもなく開催された 「曽畑 ・

轟貝塚出土遺物里帰り展」 (2001年11～12月,於 :宇土市立図書館郷土資料室)で は,県 内外より数多く

の見学者が訪れた。

さて,江 坂氏らによる1959年実施の曽畑貝塚発掘調査の目的は次の点であった。曽畑式上器文化の時

期を特定するとともに,石 器や骨角器などの共伴遣物や狩猟採集に伴う自然遣物などの分析を通じて,

曽畑式上器文化の実態を明らかにすることを目指した。調査は1959年10月28日から11月6日 にかけて実

施され,連 日,新 聞紙上を賑わせた (付編 1-6参 照)。本書はこの内容についてまとめた調査報告書で

ある。

なお,付 編 1において未発表となっていた当該調査に関する報告を掲載し,付 編 2に おいては, 曽畑

貝塚や曽畑式上器を理解するうえで基本となる調査報告や論文を再録した。また,付 編 3に おいて曽畑

貝塚や曽畑式上器に関連する主な論考及び調査報告に関する文献一覧を掲載した。

第 2節  調 査 の 組 織  (敬称略,所 属は当時)

一発掘調査― (昭和34年10～11月)

主   査  江 坂輝捕 (慶応大学文学部)

調 査  員  笹 津備洋 ・可見弘明 ・渡辺誠 (慶応大学文学部),乙 益重隆 (熊本女子大学),賀 川光夫

(別府大学文学部),渡 辺直経 (東京大学理学部),渡 辺正気 (九州大学文学部),小 林久

雄 ・坂本経寿 (肥後考古学会),東 光彦 (熊本市立博物館),富 樫卯二郎 (宇上高等学校),

松岡史 (佐賀大学史学研究室),大 給ヂ (仙台市図書館)

作 業  員  慶 応大学学生 ・宇上高等学校生徒

―報告書作成一 (平成20～22年度)

責 任  者  木 下博信 (宇土市教育長)

総   括  山 内清人 (宇土市教育部長,20・ 21年度),高 木恭二 (同,22年 度)

事 務  局  高 木恭二 (宇土市教育委員会文化課長,20・ 21年度),坂 本純至 (同,22年 度),松 下敏

親 (文化課長補佐兼文化財係長,20・ 21年度),中 国静子 (文化財係長,22年 度),村 田

嘉奈子 (文化財係参事,20年 度),湯 野良子 (文化財係参事,21・ 22年度),村 上淳子 (文

化財係主事,20・ 21年度),宮 崎幸樹 (同,21・ 22年度)

整理作業員 境 美和,春 川香子,山 口陽子 (文化課非常勤職員)

執   筆  士 野雄貴 (文化課非常勤職員)

執筆 ・編集 藤 本貴仁 (文化課文化財係参事)

協力機関及び調査指導 ・協力者

慶応大学, 日本考古学会,九 州考古学会,熊 本史学会,岩 波書店,熊 本 国日新聞社,江 坂輝爾 (慶

応大学名誉教授),渡 辺誠 (名古屋大学名誉教授),菊 池泰二 (九州大学名誉教授),渡 辺一徳 (熊本大

学名誉教授),近 森正 (慶応大学名誉教授),田 部祥人 (慶応大学文学部),岡 村道雄 ・水ノ江和同 (文
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第 2節  調 査の組織

化庁記念物課),松 井章 ・丸山真史 (奈良文化財研究所),宮 地聡一郎 (九州国立博物館),島 津義昭 ・

木崎康弘 ・西住欣一郎 ・丸山伸治 ・帆足俊文 ・池田朋生 ・能登原孝道 ・前田真由子 (熊本県教育委員

会),杉 村彰一 (日本考古学協会員),久 野啓介 (宇土市史編察委員長),佐 藤伸二 ・辻誠也 ・浜 口俊

夫 ・村田房夫 ・吉田恒 (宇上市文化財保護審議会),小 林明子 (医療法人小林会理事長),中 村五郎,

倉元慎平 (福岡県朝倉市役所)

引用 ・参考文献

江本 直 編 1988『 曽畑―熊本県宇土市花園町 曽畑貝塚・低湿地の調査―』熊本県文化財調査報告第100集 熊 本県

教育委員会

清野 謙 次 1924「肥後国宇土郡花園村大字岩古曽字曽畑田貝塚」『歴史地理』43-2

隈昭志 ・江本直ほか 1976『微雨 ・曽ltB』熊本県文化財調査報告第19集 熊 本県教育委員会

高木恭二 ・木下洋介 2002「 曽畑遣跡 (貝塚)」『新字上市史』資料編2 宇 土市

寺石 正 路 1890「 九州ノ貝塚J『東京人類学雑誌』 5-53 東 京人類学会

中山平次郎 1918「 肥後国宇土郡花園村岩古曽字曽畑貝塚の上器」『考古学雑誌』 8-5 考 古学会

帆足 俊 文 2002「 曽畑貝塚」『新宇上市史』資料編2 宇 土市

藤本
)貴

仁 2008『 毒貝塚―慶應義塾大学資料再整理報告―』字上市埋蔵文化財調査報告書第30集 宇土市教育委員

会

若林 勝 邦 1890「肥後旅行談」『東京人類学雑誌』 5-49 東 京人類学会
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第 2章  位 置と環境

第 2章 立置と環境

第 1節  地 理的環境

(1)遺 跡の位置 (第1図)

熊本県宇土市は,熊 本県の中央沿岸部から西側に突出した宇土半島北側から同基部にかけて位置する。

市域は,東 西約24 8km,南北約7 6km,面積は約7419面 である。宇土半島は北側に有明海,南 側に不知

火海 (八代海)と 面し,先 端部に天草諸島が連な り,熊 本平野と八代平野,有 明海と不知火海を隔てる

境界となっている。

宇土半島基部北側には熊本県三大河川の一つである緑川が東西に貫流してお り,そ の下流域南側には

緑川の支流である浜戸川 (旧緑川)が 東西に流れている。流域周辺は両河川によって形成された沖積平

野が展開し,北 に熊本平野,南 に八代平野をのぞむ古代から現在にいたる交通の要衝である。

曽畑員塚は宇土市岩古曽町字曽畑に所在する。発掘調査が行われた50年程前は周辺に民家が点在し,

周囲に田畑が広がる典型的な農村集落であったが,熊 本市に比較的近く,国 道 3号 線に隣接するなどの

地理的条件から,現 在,古 くから存在する集落の周辺に新興住宅地が広がってお り,宅 地造成に伴い周

辺の人日は年々増加傾向にある。

(2)地 理 的特 色

宇土半島は臼杵―八代構造線 (中央構造線)と ,大 分一熊本構造線に挟まれた地域に属 してお り,宇

土半島基部から突端にかけて白亜系,古 第二系の堆積岩がほば北東方向に走向している。新第三紀 (鮮

新世)か ら第四紀 (更新世)の 大岳,三 角岳を中心とした火山活動による安山岩類や凝灰角礫岩類は,

この白亜系,古 第二系の堆積岩を不整合に覆っている (林2003)。

本半島の山地群は木原山 (3144m),宇 土半島の主峰である大岳 (4776m)を 中′いとする大岳火山系

山地,三 角岳火山系山地の3つ に分けられ,半 島に占める平野部の割合は比較的少ない。木原山は, 白

亜系の姫浦層群下部の雁回岩層に属 し,泥 岩,砂 岩,砂 泥岩,礫 岩より構成され,そ の南麓に曽畑員塚

が立地する。

宇土半島基部に広がる平野は,熊 本平野南部にあたり,緑 川やその支流の浜戸川の堆積によって形成

された沖積平野である。曽畑貝塚はこの沖積平野南東側に位置し,木 原山から南側へ向かって派生する

標高約 8mの 舌状台地末端部に立地する。合地末端部から南西側に約 2～ 4m低 くなった低湿地の調査

では,標 高約25mで 縄文時代の貯蔵穴群が検出されている (江本編1988)。

曽畑貝塚が位置する宇土半島基部周辺は,九 州を代表する貝塚の密集地域として著名であるが,こ れ

は波穏やかで豊富な魚員類が生息する有明海に面するという立地的な要因が大きいとみられている。

宇土半島北側に面する有明海は,九 州西岸に位置する内湾で,南 北約100km弱,東 西約20km,面積は

約1,700k面である。潮汐による干満の差が日本一大きいことで知られてお り,湾 奥部では 6mに も達す

る。干潮時に露出する干潟の面積は有明海全体で約250k市もあり,日 本沿岸の内湾中最大である (弘田

2003)。宇土市沿岸の子潟は,海 岸か ら約 4 kmの沖合まで海底が露出し,主 に砂質であるが,場 所 に

よつては泥分が多い。熊本平野から宇土半島地域にかけては約 1万年前より堆積した有明粘土層と呼ば

れる沖積層が形成されている。
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第 2節  歴 史的環境

(1)曽 畑貝塚周辺の遺跡 (第2図)

曽畑貝塚 (1)周 辺は,縄 文時代から歴史時代までの数多くの遺跡が残されている。本貝塚周辺の主

な縄文時代の道跡として,石 ノ瀬遺跡 (2),古 保里遺跡 (3),立 岡遺跡 (4)が ある。

石ノ瀬遺跡では,道 路建設に伴う発掘調査で縄文時代早期中葉の押型文土器が出上 してお り (古森

2002),近くに集落の存在が想定されている。古保里遺跡では縄文時代後期の貝塚が確認されてお り,

立岡遺跡では縄文時代早期の押型文土器が出土している。

弥生時代の遺跡として,石 ノ瀬遺跡,古 保里遺跡,畑 中遺跡 (5),山 内遺跡 (6),下 松山遺跡 (7),

境目遺跡 (8),善 導寺遺跡 (9)が ある。

石ノ瀬遺跡では,弥 生時代中期前半を中心とした上器が出上しており,な かでも朝鮮系無文土器が出

上していることは注目される (川日 ・片岡ほか2001)。古保里遺跡からは中期末から後期初頭の合日甕棺

墓が検出され,畑 中遺跡では弥生時代中期以降の遣物が出上しており,仰 臥屈葬の成人女性が埋葬され

た甕棺墓が検出されている (金田2002a,金 田2002d)。下松山遺跡は弥生時代後期の集落跡と考えられ

る (原田2002)。

境目遺跡と善導寺遺跡は切 り通し状の道路を挟んで立地しているが,本 来,同 一台地上に形成された

遺跡である。境目遺跡は,弥 生時代中期前半から後期終末まで継続してお り, これまでの発掘調査で住

居跡は検出されていないものの多量の遺物が出土し,数 基の甕棺墓が検出されている。注目すべき遺物

として,石 ☆や鋳造鉄斧,祭 祀上器とみられる赤彩を施した高好などが出上している (富樫1969,金田

2002b)。一方,善 導寺遺跡では,境 目遺跡と同一時期以外にも前期末から中期前半にかけての上器群

が比較的まとまって出上していることは注目される (金田2002c)。遺跡の内容から,両 遺跡は弥生時代

の宇土半島基部地域における拠点的集落であった可能性が高い。

続く古墳時代の宇土半島基部地域は,県 下で最も早く首長系譜が形成された地域で,前 期の前方後円

墳があいついで築造された。当時,宇 土半島基部が肥後地域の政治的中心地であったと推測される。

このうち,向 野田古墳 (10)は前期後半に築造された墳長約86mの 前方後円墳で,阿 蘇溶結凝灰岩製

の石棺に納められた遺存状態が良好な30代後半から40代の女性人骨が発見された (富樫1978)。副葬品は,

銅鏡,鉄 刀,鉄 剣,碧 玉製車輪石,翡 翠製勾玉などがあり,そ の内容や遺存状況が極めて良好であるこ

とから,出 土品は国重要文化財に指定されている。また, 6基 の古墳から構成される立岡古墳群 (11～

16)の うち,墳 長約39mの 前方後円墳 ・潤野 3号 墳 (12)では,中 心主体部で粘土榔が検出され,出 土

土師器から4世 紀中頃に築造されたと推定される (高木 ・木下 ・元松1992)。また,中 期には後円部に割

抜式舟形石棺や組合せ式家形石棺など4基 の埋葬施設が存在する墳長約46mの 前方後円墳 ・楢崎古墳

(17)が築造された (高木 ・木下 ・元松1986)。

その他の古墳として, 2基 の古墳で構成される神ノ山古墳群 (18・19), ともに後期の前方後円墳であ

る女夫塚古墳 (男塚)や 女夫塚古墳 (女塚)(20・ 21),横穴式石室を主体部とする円墳 ・三 日鬼の岩屋

古墳 (22),円筒埴輪が出上した山下古墳 (23)など,曽 畑貝塚周辺には数多くの古墳が分布 している

(高木2002,古城2002a,高 木 ・木下1985,古城2002b)。なお,古 保里遺跡や境目遺跡では箱式石棺群,

上松山遺跡 (24)では方形周溝墓群が検出されている (武末 ・高木 ・木下2001)。

古墳時代の集落については,境 目遺跡,善 導寺遺跡があり,上 述した上松山遺跡でも方形周溝墓群が
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泊橘

第 1図  曽 畑員塚の位置 (1/600,000)

。鑑憩

主7 ― 一 一 翠 ― ― ― 」 斗

1 曽畑貝塚
7下 松山遺跡
13潤 野古墳
19神 ノ山 2号 墳
25北 園遺跡
31池 尾古墳
37花 園山城跡

4立 田道跡
10向野田古墳

5畑 中遺跡
11晩 免古墳

6山 内遺跡
12贈 野 3号 墳
18神 ノ山 1号墳
24上 松山遣跡
30御 手洗古墳
38前 田遺跡

2石 ノ瀬遺跡    3古 保里遺跡
8境 目遺跡     9善 導寺遺跡
14潤 野 2号 墳    15西 滴野古墳
20女 夫塚古墳 (男塚)21女 夫塚古墳 (女塚)
26桶 底古壇     27チ ャン山古墳
32条 里跡      33古 保山廃寺跡
38石 ノ瀬城跡    39高 城跡

16西 潤野 2号 墳   17楢 崎古墳
22三 日鬼の岩屋古墳 23山 下古墳
28向 野口石蓋土壌  29南 山内箱式石棺群
34三 日如来寺跡   35安 国寺跡

第 2図  曽 畑貝塚周辺遺跡分布図 (1/25,000)
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形成される以前の竪穴住居跡が検出されている。

古代には境目遺跡や善導寺遺跡,上 松山遺跡か ら土師器や須恵器などの豊富な遺物が出上 してお り

(網田2002a,網 回2002b),な かでも注目されるのは,境 目遺跡出上の靖描製鈴具 (丸輌)や 善導寺遺

跡出上の硯に転用された須恵器蓋がある。これ らの遺跡は旧宇土郡の中心的な集落跡と考えられ,北 側

には条里跡 (32)に推定されている低湿地が広がっている。

中世の遺跡としては,曹 洞宗開祖 ・道元の直弟子である寒厳義チが1269年 (文永 6)に 開いた三 日如

来寺跡 (34)力ヽあり,瓦 や嬉,上 師質土器などが出上している。境目遺跡では,14世 紀代とみられる道

路状遺構が検出され,青 磁や白磁などが出上している (藤本2001)。また,肥 後国安国寺跡 (35)は天台

宗寺院であった佐野寺の寺号を改めたものである。その他,中 世の想定古道である岩熊古道 (仮称)が

条里跡東側に南北方向にのびており,本 古道を見下ろす丘陵上に花園山城跡 (37)が所在する。

近世では,キ リシタン大名 ・小西行長が近世宇土城や城下の防御を目的に築城 したと想定される石ノ

瀬城跡 (38)があり,発 掘調査で空堀跡が検出され,景 徳鎮窯系や淳州窯系の染付が出上している。また,

宇土半島周辺地域で最大級の灌概池である立岡池や花園池が築造された。

(2)字 上 半 島基 部 周辺 地域 にお け る縄 文 時 代 の貝塚 につ いて (第3・ 4図 )

熊本県では84ヶ所の縄文時代の貝塚が確認されており (池田2001,帆足編2005),西日本有数の貝塚が

密集する地域として知 られている。主に有明海東岸地域,八 代海東岸地域,宇 土半島先端部か ら天草上

島周辺地域などに集中しているが,遠 浅でよく発達した千潟が広がる有明海や不知火海に面するという

地理的な要素が極めて大きいとみられる。曽畑貝塚 (40)が位置する宇土半島基部北側は有明海東岸地

域の南境にあたる。

宇上半島基部地域は,曽 畑以外にも宇土市議員塚 (38)や西岡台貝塚 (39),宇城市松橋町大野貝塚

(44),熊本市城南町の黒橋貝塚 (33),阿高貝塚 (34),御領貝塚 (35)など,九 州における縄文時代貝

塚を研究するうえで欠くことができない重要遺跡が点在している。古くから研究者の間で注目されてき

た地域であり, これまで18ヶ所の貝塚が確認されている。以下では, これ らの貝塚について概観 し,曽

畑貝塚については次章以降で詳述する。

轟貝塚は,縄 文早期末から前劇の轟式上器の標式遺跡であり,曽 畑貝塚とならび古 くから研究者の間

で注目されてきた学史的にも重要な貝塚である。戦前には小林久雄氏が 「轟式上器」の名称を用いてお

り (小林1935),貝殻条痕を地文とし,隆 起線文などを特徴とする轟式上器は,古 くから知 られた土器型

式であった。

大正時代以降,轟 員塚は多くの研究者によって発掘調査が実施されており,古 くは1917年の濱田耕作

氏や鈴木文太郎氏,山 崎春雄氏らによる京都帝国大学や1日制熊本医学専門学校 (現熊本大学医学部)に

よる調査 (鈴木1917・1918),1919年の濱田耕作氏,清 野謙次氏ら京都帝国大学の調査 (濱田 ・榊原1920、

清野1920)などがある。戦後は,1958年の小林久雄氏,松 本雅明氏,富 樫卯二郎氏を主体 とした宇上高

校や熊本大学などによる調査 (松本 ・富樫1961),1966年に江坂輝爾氏を主査とする熊日学術調査団によ

る調査が実施された (江坂1971,藤本2008)。これらの調査によって轟式をはじめとする縄文土器や貝製

品,石 器,漁 具,骨 角器等,多 種多様な遺物が出上した (池田2002)。

轟貝塚中心部から東約100mに位置する西岡台貝塚では,発 掘調査により貝層が 2つ に大別されるこ

とが明らかとな り,下 層が轟 ・曽畑式上器などの前期の上器を主体とし,上 層は出水式や北久根山式な
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１

1者 園貝塚     2

7腹 示貝塚     8

lS保 口木只塚    14

19久 島貝塚     20

25川 戸貝塚     26

31辺 田見貝塚    32

37敷 田貝塚     38

13北 萩尾貝塚 B   44

49宮 島貝塚     50

55引 地貝塚     56

01赤 追A貝 塚    62

67際 崎貝塚     88

73柳 貝塚      7`

79郡 築十二番町遺跡 80

ス

Ft

海 “

代

3境 崎員塚   4四 山貝塚

9浜 田貝塚   10庄 司 (員島)貝 塚

15片 諏訪貝塚  16ビ ナワラ貝塚

21湯 の浦員塚  22中 川内平 (平)貝 塚

27渡 鹿貝塚   28沼 山津員塚

33黒 橋貝塚   34阿 高貝塚

89西 岡台員塚  40曽 細員塚

45松 橋貝塚   48上 久具貝塚

51瀬 戸貝塚   52七 ツ江カキワラ貝塚

57四 ツ江貝塚  58土 穴瀬貝塚

63西 平貝塚   64大 瀬田貝塚

69辺 田貝塚   70西 木の浦貝塚

75沖 ノ原貝塚  76-尾 貝塚

81田 ノ川内貝塚 82橋 本貝塚

官内貝塚

尾崎貝塚

机田貝塚

尾田員塚

打越貝塚

ツビエ石真塚

轟貝塚

松橋大野貝塚

年の神員塚

大坪員塚

赤迫 B貝 塚

小崎貝塚

前島貝塚

五反田貝塚

第 3図  熊 本県縄文時代貝塚分布図 (1/800,000)

も・丸y
5堀 崎貝塚A

ll古 閑原貝塚

17キ ャアガラワラ貝塚

23北 内潟貝塚 (参考地)

29カ キワラ貝塚

35御 領貝塚

41古 保里貝塚

47曲 野貝塚

53竹 ノ下貝塚

59段 貝塚

65有 佐貝塚

71道 の峯貝塚

77大 矢貝塚

83浜 崎貝塚

※次貢に拡大

6 ttB崎貝塚 B

12繁 根木貝塚

18竹 崎貝塚

24千 金甲富蒲谷貝塚

30甘 木具塚

36今 村貝塚

42北 萩尾貝塚A

48仲 間貝塚

54中 小野貝塚

00大 野貝塚

86州 の上貝塚

72浜 の州員塚

78産 島員塚

84南 福寺貝塚
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第 4図  宇 土半島基部地域の縄文時代員塚 (1/100,000)

どの後期の上器を主体とすることが判明している (平山 ・高木1977,木下 ・高木ほか1985)。

宇土半島基部北側内陸部の木原山北麓には,国 指定史跡の町高貝塚,黒 橋貝塚,御 領貝塚などの著名

な貝塚が分布する。

阿高貝塚は大正時代から知られていた貝塚であり,器 壁に太形凹線が施文される縄文時代中期に位置

づけられる阿高式上器の標式遺跡である。近年の発掘調査で,縄 文中期末か ら後期前半にかけての貝層

の時期的変遷がとらえられ,マ イワシや力タクテイワシを主体 とする魚骨などの動物遺存体が大量に出

上した (帆足編2005)。

阿高貝塚の南約300mに は,御 領式上器の標式遺跡である御領貝塚が所在する。長さ約100m,幅 約30

m,貝 層の厚さが 2mを 越える縄文後期末から晩期初頭の大規模員塚で, この時期のものでは西 日本最

大級である。貝層より磨製 ,打製石器,石 鏃,貝 輪,土 偶などが出上している。

小林久雄氏は,阿 高貝塚と御領貝塚の形成時期について,職 水産のマガキを主体とする阿高貝塚と,

淡水産のヤマ トシジミが主体の御領員塚を,海 進海退現象による環境変化によるものと指摘 し,阿 高式

上器と御領式上器の相対的な時期差を明らかにした (小林1981)。

1988～1991年度に実施された黒橋貝塚 (縄文中期から後期)の 発掘調査では,土 壊が73基検出され,

縄文時代中 ・後期の上器の変遷を明らかにするうえで貴重な資料が出土するとともに,石 器や骨角器,

貝製品,獣 骨や魚骨, ドングリが大量に出上した (高木 ・村崎編1998)。

以上,宇 土半島基部周辺地域だけでも縄文時代早期末から前期の轟式上器,同 前期の曽畑式上器,中

期の回高式上器,後 期の御領式上器が標式上器として型式設定されてお り,学 史的にも遺跡の内容から
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第 2章  位 置と環境

みても,九 州の縄文文化を知るうえで重要な貝塚が分布する地域 といって差 し支えないだろう。 これ ら

の員塚以外でも,鳥 居龍造氏や清野謙次氏が調査を行った宇城市松橋町松橋大野貝塚や,曽 畑式上器出

土層の下層から轟式上器が出上した同宮島貝塚などが所在 している。

宇上半島基部北側にあたる熊本平野周辺部では,曽 畑式上器が出上 した上益城郡嘉島町カキワラ貝塚

(乙益1959)や ,阿 高式上器が出上 した熊本市渡鹿貝塚 (富田1996)な ど10ヶ所の貝塚が確認されてい

る。宇土半島基部南狽」の氷川が貫流する八代平野北部では,西 平式上器の標式遺跡である八代郡氷川町

西平貝塚 (今回2002),1879年 (明治12)に EWモ ースによって発掘調査が行われた同大野貝塚や,

中 ・後期の貝塚である八代市鏡町有佐貝塚など16ヶ所の貝塚が分布する。

このように熊本平野か ら宇土半島基部地域,八 代平野北部にかけて実に県内の 5割 強の貝塚が分布 し

てお り,九 州でも特に多くの員塚が形成された地域であることがわかる。さらに,学 史的 。学術的にも

貴重な貝塚が多数含まれていることは,九 州及び西 日本の縄文研究を進めるうえで極めて重要な地域で

あることを示しているといえよう。
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第 3章  曽 畑貝塚における過去の調査について

第 1節  曽 畑貝塚の調査概要

曽畑貝塚の調査の歴史は古く,1890年 (明治23)に は若林勝邦氏や寺石正路氏の表面採集資料の報告,

1923年 (大正12)に は清野謙次氏による発掘調査が行われている。その後,1959年 (昭和34)に 慶応大

学を中心とした調査団,1986・1987年 (昭和61・62)に 熊本県教育委員会などによる発掘調査が実施さ

れた。

これまでの調査の結果,貝 塚の範囲は南北140m,東 西40m程 度と推定されてお り,縄 文早期から後

期の上器片,磨 製石斧や石匙などの石器,貝 輪などの装飾品,網 代などが出上し,県 教育委員会が実施

した曽畑貝塚西側の低湿地の調査では,62基 にのばるイチイガシを主体とする ドングリ類の貯蔵穴群が

検出された。また,縄 文時代以外にも古墳時代の上壊墓や土師器が出上している。

以下, これまで実施された明治期から平成期までの調査概要について報告する。

算

Jl士l】卜 :
第 5図  若 林勝邦氏採集遺物

(若林1890b)

第 2節  明 治期の調査 悌5図)

(1)明治期の調査について

若林勝邦氏,寺 石正路氏による調査があり,若 林氏による

1890年発表の 「肥後旅行談」や 「肥後ニオケル石器時代ノ遺跡

調査報告J,寺 石氏による 「九州ノ貝塚」として報告された (若

林1890a・1890b,寺 石1890)。

(2)若 林 勝 邦 氏 及 び 寺 石 工 路 氏 に よ る調 査

者林報告 (若林1890a・1890b)に よれば,曽 畑貝塚につい

て 「面積凡ソ七畝 (約700面)貝 殻堆積ス厚サ凡ソ三尺 (約90

cm)ト ス音時ハ数町二渉 リシモ回畠開拓ノ為消滅シ現今ノ広サ

ニ縮小」,「貝殻ハ皆職水産」,「土器ニハ種々ノ飾紋アル」など,

貝塚の特徴を詳細な観察に基づいて記述している。

遺物については,縄 文土器や磨製石斧,獣 骨,貝 殻などの表

採資料を報告し,挿 図より曽畑式上器と後期の磨消縄文土器と

みられる縄文土器を表採したことがわかる。後者のうち 1点は

赤色顔料が塗布されていたという。

なかでも注目されるのは,「土器ハ縁,腹 部二種々ノ模様フ

附ス刻ミロノ並行アリ斜線ノ交叉アリ表裏二書ケル斜線アリ」

と曽畑式上器の文様の特徴を記述していること,さ らに 「通例

貝塚ヨリ出ルコ ト少キー種ノ上器ナリ余輩ノ毎二称スル朝鮮土

器ノ類ナリ」と曽畑員塚から出土する土器 (曽畑式上器)と 櫛

目文土器のことを指したとみられる朝鮮半島の上器との類似性
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を指摘した。

寺石氏も,縄 文土器や磨製石斧,獣 骨,貝 殻などが出上したことを報告したが,報 文中に曽畑式上器

とみられる土器を指したとみられる 「朝鮮土器破片」との記述があることは注目される (寺石1890)。こ

のように,若 林氏,寺 石氏の両者は,曽 畑式上器と朝鮮系櫛目文上器との類似性をすでに明治期の段階

で示唆している点は特筆すべきである。

このうち,若 林氏がまとめた 「肥後旅行談」については,曽 畑貝塚を学会に初めて紹介 したものとし

て学史的にも重要なため,付 編 2に おいて再録した。

第 3節  大 正期の調査 悌6図)

(1)中 山平次郎氏による調査

中山平次郎氏は表採資料を上器の文様から分類し,そ の特徴を報告した (中山1918)。記述内容や掲載

図版から判断すれば,中 山氏は轟式上器や曽畑式上器,阿 高式上器,鐘 崎式上器などを採集 したと判断

できる。表採資料のうち最も多いものは,「箆書の横又は斜なる平行線文様を示すもの」として曽畑式上

器の詳細を紹介した。その他,曽 畑式上器に該当するものとして,「矩形の格子紋があるものJ「菱形の

格子紋に平行線を加へたものJな どがある。

(2)清 野 謙 次 氏 に よ る調 査

1922年 (大正11),宇城市松橋町の大野貝塚を調査した清野謙次氏は,そ の帰途, 当時熊本県史蹟調査

委員だった古賀精義氏の案内で曽畑貝塚を訪問した際,た またま貝塚部分の上取作業によって土砂が運

び去 られている現場に遭遇した。すでに地下げされた場所の断面を精査したところ,「二尺内外Jの 貝層

が見え,す でに土取 りした所から人骨が出たと地権者から聞いたことから,地 権者と相談 し急還発掘調

査の実施を決心したという。

調査は翌年 (大正12)3月 2日 ～4日 にかけて,清 野氏及び宮本博人氏によって実施された。調査の

結果,約 1尺 (約30cm)の厚さの表上の下に厚さ 1尺から2尺 5寸 (約30～76cm)の黒土まじりの貝層

があり, この貝層の下部から人骨が出上 したという。また,貝 層を構成する貝種は,カ キ ・ハマグリ ・

サルボウ ・アカガイ ・ニシ ・アカニシなどの海産貝類が主体であったという。

当該調査では,数 百点の上器片をはじめ,人 骨6体 ,ハ マグリ製 (一部にアカガイ製を含む)貝 輪50

以上 ・石杵 5・石皿 1・磨製石斧11・打製石斧4・ 土製紡錘車など多数の遺物が出上した (清野1924,

清野1969)。

土器については,そ の8～ 9割 が曽畑式上器を指す 「細形刻紋土器Jで あり,そ の他は轟式上器や阿

高式上器などが出土した。「細形刻紋土器Jを 構成する文様を,「点線並列紋」,「短直線或は長めの直線

の並列紋J,「短直線を斜めに並列させて羽状とした紋様J,「直線を組合せて重ねた四角形紋様J,「直線

を組合せて重ねた菱形紋様」の6類 に分類し, これらの組み合わせにより 「細形亥J紋として特異な印象

を生ずるJと 記している。

なお,清 野本人が述べているとお り, このときの調査は 「地層的に深さを定めて土層を順次に上げて

行ったのではない」ことから層位学的に十分とはいえないという一面もあるものの (加えて,貝 層中出

上の馬歯を縄文時代の所産と誤認するなどの問題もあった),曽 畑貝塚における本格的な発掘調査の初
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例として大きな成果をあげた点で特筆すべき調査である。

このことから,1969年 に岩波書店から刊行された 『日本貝塚の研究』収録の当該調査報告を付編 2に

おいて再録した。

第4節  昭 和期の調査 鋳7～12図)
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(1)小 林 久雄 氏 に よ る調 査

小林久雄氏著 『九州縄文土器の研究』 (小林1967)の 「小林久雄年譜」によれば,1980年 (昭和 5),

10月25日と11月2日 に小林氏が曽畑貝塚の発掘調査を実施していることがわかる。この時の成果につい

ては次のように記されていたという (坂本1983)。

調査地は 「雁回山ノ西麓ガ宇土町東方水田二降下接続スル位置二残サルJと のみ記されているだけで,

具体的な調査地点は不明である。

出土上器については,

「第一類 爪 ・指頭圧文ノ太形文ハ甚ダ貧弱ナル気風,即 チ退化形フ示シ,数 マタ多カラズ。

第二類 箆 ,単 歯 ・二歯ノ施文具フ以テ単直線及ビ単簡ナル曲線ヲ斜行,羽 状形,並 立形,連 点文

戦 怪
3群冊艶

轍
出

十ぽ
9        甲

韓

第 7図  小 林久雄氏発掘調査出土品 (坂本1983)
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第 3章  曽 畑貝塚における過去の調査について

二組ミ合ワセテ,幾 何学式ノ文様ヲ表ス。滑石ヲ多量二混ジテ,墓 (日縁二限ル)面 二同様

ナル施文ヲ見ルモノアリ。曽畑貝塚ハ第二系ヲ主体 トス。

第二類 平 行直線間二縄文フ施セルモノ,研 磨精巧ナルー片。

第四類 上 縁ニシテ平行線フ条刻セルモノ,帯 状文ノー部一片。

第五類 山 形二組メル籠目文土器一片。底部二木葉文ヲ残セルモノアリ,腹 片ハ竪形」

とあり,曽 畑式上器は第二類に相当するとみられる。曽畑貝塚から出土する土器は,い わゆる 「細形

刻紋土器」である 「第二系 (第二類の誤記か)フ 主体」とする追跡であることを認識していたことがう

かがえる。後年,小 林氏はこの 「細形刻紋土器」を 「曽畑式上器Jと して型式設定している (小林1935)。

その他の出土遺物については,

「石器 磨 製石斧 (粘板岩)

猪下顎骨,貝 ハカキ ・ハマグリ ・赤貝 ・巻員 ・シジミ。赤貝二穿孔シテ五六十個連繋セリト思ハレ

ルモノ。混乱貝層中ヨリ弥生式 ・祝部破片混出ス」と記録されている。

小林氏による当該調査の出土品は,現 在,熊 本市城南町歴史民俗資料館にて 「小林コレクション」 と

して収蔵されている。

なお,小 林氏は1989年 (昭和14)に発表した 「九州の縄文土器J(小 林1939)で,曽 畑式上器の起源に

ついて,「阿高式及其類縁土器よりの推移を求むることは困難で,全 く他の文化的要素の介入と考へざる

を得ない」,「東三洞及牧ノ島航仙町貝塚土器と対比すべきもので,其 三角組合文及異方向の集束平行線

の組合の如き,文 様としての類縁を辿る事が出来やう」と指摘した。曽畑式上器の朝鮮半島起源論をは

じめて明確に提起した点で重要である (木崎2004)。

(2)江 坂輝輔氏 を中心 とした調査 団による調査

1959年(昭和34),江坂輝輔氏を中心とした調査団による発掘調査が実施された。曽畑貝塚を層位的に

調査することにより,曽 畑式上器文化の時期を特定し,石 器,骨 角器などの共伴遺物,狩 猟採集に伴う

自然遺物の分析などを通じて,曽 畑式上器文化の実態把握を目的としたものであった。

本書は当該H7H査に関する再整理報告であり,詳 細については後述するが,本 貝塚において初めて実施

された組織的かつ層位学的な調査であり,大 きな成果が得られた。

(3)熊 本県教育委員会 による調査

① 国道3号線松橋バイバス建設に伴う試掘確認調査

1974年 (昭和49)3月 ,十日建設省九州地方建設局熊本工事事務所は,国 道 3号 松橋バイパス建設計画

を発表した。計画路線内における埋蔵文化財の分布確認調査を熊本県教育委員会に依頼 したことから,

1975年 (昭和50)2月 5日 ～ 3月 17日にかけて試掘確認調査が行われた (隈・江本ほか1976)。

調査地点は, これまで貝塚本体があるとされてきた台地の西側約100m付近で,幅 約15m・ 長さ約15

mの 2本 の トレンチ (Aト レンテ ・Bト レンチ)を 掘削したところ,い ずれの トレンチからも自然遺物

に混じって縄文上器や木製品などの遺物が出上した。また,1959年の調査区西端から約50m西 側地点に

おいても試掘確認調査が実施されたが (Cト レンチ), ここからは貝類が散在する状況が確認された。

Aト レンテは部分的に深掘 りを実施したため,層 序は10層に及んでおり,遺 物が認められたのは,A

トレンテIV層,Ⅷ 層,Ⅸ 層であった。
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第 4節  昭 和期の調査

IV層 (赤褐色粘質土層)で は,V層 と接する部分に弥生式上器と思われる細片が出上した。ll l層(青

褐色砂礫層)は ,湧 水が著しく砂および小石が多く,曽 畑式上器や出水式上器,加 工痕が認められる木

片などが出上した。Ⅸ層 (泥炭層)は 黒褐色の砂が主で,小 石が混じり角閃石が多く,曽 畑式上器や加

工痕がある木片や網代などが出上した。このことから,IV層 を第 I文化層,llll層を第 工文化層,IX層 を

第Ill文化層に比定している。

Bト レンチでは6層 が確認され, このうちWI層 (砂礫層)の 上部は赤褐色,下 部は淡青褐色を呈 して

おり,縄 文時代後期とみられる土器が出上した。本層はAト レンテ第Ⅷ層と同一層に比定されている。

つまり, この調査では縄文時代の文化層が 2面 存在することが確認され,出 土遺物から上層は中～後

期,下 層が前期に属する可能性が高いことが判明した。

② 国道3号線松橋バイパス建設に伴う本調査

前掲の試掘確認調査結果に基づき,曽 畑貝塚低湿地遺跡として1986年 (昭和61)9月 ～1987年6月 に

かけ,熊 本県教育委員会文化課によって記録保存を目的とした本調査が実施された (江本編1988)。

調査区は前掲Aト レンチを含む形で,計 画路線内の20m X40m=800面 の範囲で設定され,層 序は21

層に及び,地 表面から約52mの 深さまで発掘されたが,16層 以下の層では無遺物層であった。つまり,

遺物が出上したのは15層以上である。また, 9層 から上層は弥生時代以降の堆積層であり,縄 文時代の

遺物を含むのは10～15層であった。

各層の概要を以下に示すと,10層 (灰褐色砂礫層,地 表下約17～ 20m)で は,阿 高式上器や南福寺

式上器,御 領式上器,古 閑式上器など中期から晩期までの縄文土器が出上し,貯 蔵穴群 5基 を検出した。

11層 (暗灰褐色砂質シル ト層,地 表下約20～ 25m)は 前期の曽畑期に形成された上層であり,57基 の

貯蔵穴群が検出され,曽 畑式上器や石鏃,磨 製石斧などの石器,獣 骨などの動物遺存体が出上した。12

～15層 (12層:黄灰褐色シル ト混砂傑層,13層 :暗灰褐色シル ト質砂層,14a層 :黄灰褐色砂礫層,14

b層 :暗灰褐色礫混 り砂層,15層 :暗灰褐色砂質シル ト層,地 表下約25～ 45m)は 前期の轟式上器の

包含層である。

上述した貯蔵穴群中からは,イ テイガシを主体とする ドングリ類やこれらを貯蔵穴に貯える際に入れ

た細代,ヒ ョウタンなど,低 湿地の調査であったため通常残 り難い植物質の製品や植物遺存体が出上し

たことは大きな成果であつた。これらの貯蔵穴群から出上した ドングリ類や組代は,保 存処理が施され

展示会などで公開 ・活用されている。

また,当 該調査では縄文時代当時の曽畑貝塚周辺における自然環境や地形環境などを総合的に理解す

るため,出 上した植物種子や動物遺存体の同定,花 粉分析や珪藻分析,放 射性炭素年代測定などの自然

科学分析が行われ,大 きな成果が得られた。

同定された植物種子は20種類,16科 19属であり, うち木本は11種類でカジノキ,ヤ マグワ,マ タタビ,

などの食利用可能な植物であり,草 本は 9種類で,そ のうち6種 は畑地雑草であった。検出された植物

遺体の多くは,今 日でもその 「木の実」力S食利用されるものであったことが判明している (藤沢1988)。

また,花 粉分析の結果から,縄 文時代前期は遺跡周辺の丘陵地一常にはイテイガシを優先種とするカシ

型の照葉樹林が旺盛に繁茂したと推定されている (畑中1988)。さらに,瑳 藻分析から,轟 期は海水の影

響が強く,海 水が遺跡の近くまで入 りこんでいたとみられるが,続 く曽畑期では,海 に近い場所であっ

たと想定されるものの,轟 期よりも海水の影響は薄まることが判明している (海津1988)。
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第 3章  曽 畑貝塚における過去の調査について

第 8図  曽 畑員塚 ・貯蔵穴群分布想定図 (江本編1988)
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第 9図 曽畑低湿地遺跡層位概略図
(江本編1988)

一

(江本編1988)

翻 ン

第12図 曽 畑低湿地遺跡出土曽畑式土器

及び石器 (江本編1988)

Ｑ
ｑ
ャも

０
８

８
４
等
９

1ぱず

第10図 曽 畑低湿地遺跡貯蔵六群分布図 (江本編1988)
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第 3章  曽 畑貝塚における過去の調査について

本調査において出上した曽畑式上器 (11号貯蔵穴内出土,第 12図右下の上器)に ついては,付 着した

炭化物の年代測定が県立装飾古墳館によって実施されてお り,補 正年 BP5240±40という結果が得 られて

いる (古環境研究所2007)。

(4)宇 土 市 教 育 委 員 会 に よ る調 査 (第13図)

宇土市教育委員会により1986・1987年度 (昭和61・62)に 下水道工事に伴う緊急発掘調査 (1・ 2次

調査), 1988年度 (昭和63)か ら1990年度 (平成 2)に は国庫補助金を得て貝塚の範囲確認調査 (3～ 5

次調査)を 実施した。

上記の下水道工事に伴う発掘調査では,1959年調査 トレンテ西端より約15m西 の地形が一段下がった

地点 (2次 4区 )の 黄褐色土層 (縄文前期)よ り曽畑式上器や轟式上器が出上し,さ らに下層の黒色土

層より縄文早期の円筒形条痕文土器が出上した。

また,1988年度調査では,後 述する1959年調査の トレンチ東端より約10m東 地点 (3次 2区 )で 縄文

後期の貝層が検出され,1959年調査で検出された東貝塚の広がりの一部を確認した。

第5節 平 成期の調査 悌13～16図)

第13図 下 水道工事及び範囲確認調査事業に伴う発掘調査 (木下1990を改変)
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第 5節  平 成期の調査

ｒ

ｒ

ｉ

‥

８

１

、

‐

‐

ｍ

ｍ‐‐‐‐‐‐‐‐刑附町　　　中学

日

＝

Ｕ

Ｉ
◎

‖

/夕
々｀`

ヽ
第1員層 ′

N

Ｂ
ト
レ
．夕／

テ
、

Ｃト

レ

ン

テ
Aト レンテ

0              10m

い L    :

第14図 1994年 調査主張墓検出地点 (高木 ・木下2002)

第15図 1994年調査出土品 (高木 ・木下2002)

?      lm第 16図 1994年調査土壌墓実測図
(高木 ・木下2002)

1988年度に引き続き,字 上市教育委員会は1989年度 (平成元)か ら1990年度まで範囲確認調査を実施

した。

その結果,1959年調査 トレンテ東端より約20m東 地点 (4次 T6)で 1988年度調査に続き縄文後期の

貝層が検出された。貝層はマガキ ・ハイガイ ・アサ リ ・アゲマキ ・オキシジミ ・アカニシなどの貝類で

構成されており,貝 層からは北久根山式上器や市来式上器が出上した。その下層の黄褐色土層か らは曽

畑式上器や轟式上器, さらに下層の黒色土層からは早期の円筒形条痕文土器が出上したことから, この

付近まで1959年調査の東貝塚で確認された土層堆積状況や各層から出土する遺物の時期がほぼ対応する

ことを確認した。

また,1994年 (平成 6)7～ 8月 に個人住宅建設に伴う緊急調査を宇土市教育委員会が実施 し,土 壌

墓 1基 を検出した。墓坑はかなり狭く,遺 体との隙間はほとんどなかった。墓坑内か らは胸部付近を中

均

―

ゝ

ｗ

り

ｔ

＼
ゃ
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第 8章  曽 畑貝塚における過去のFrB査について

心 に赤色顔料 の散布が見 られた20～30代前半の女性人骨が 1体 検 出され,左 下顎骨付近か ら碧玉製管玉

が 1点 ,下 肢骨付近か ら刀子片が出土 したのみで,細 かい時期 の特定はできなか った ものの,付 近か ら

出上 した上師器か らおおむね古墳時代前期～中期 の所産である ことが確認 された。

上述 した人骨の出土状況や土壊墓の形状な どが,慶 応大学調査 における人骨 の出土状況 と酷似す る こ

とか ら,1959年 調査 当時,縄 文 時代 とされ た人骨 につ いて も同様 に古墳 時代 の所産 と想定 されて いる

(高木 ・木下2002)。
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第4章  調 査の概要

第 1節  調 査の方法 悌17図)

1959年 (昭和34)10月28日から11月6日 の計10日にわたり,江 坂氏を中心とする調査回は曽畑貝塚が

所在する舌状台地末端部 (標高約 8m)の 耕作地で発掘調査を実施した。調査地の地番は宇土市岩古曽

町宇曽畑11961,11971,11981,11988で ある。調査地よ り南へ約50mの 地点には,清 野氏調査地

(1923年調査)力S所在する。

本調査では,東 西方向に 1～ 7区 (1～ 6区 :約10m, 7区 :約 6m)か らなるAト レンチ,Aト レ

ンテ 1区 中央東よりに南北方向の 1～ 3区 から構成されるBト レンチ,さ らにBト レンテ 2区 を西に拡

張したCト レンチを設定した (第17図)。各 トレンチの規模は,Aト レンテが長さ約66m・ 幅約15m・

面積約99111, Bトレンチが長さ約12m(Aト レンチとの重複部分含む)・幅約 2m・ 面積約24拭, Cト レ

ンテは長さ約35m・ 幅約25m・ 面積約 9111で,A～ Cト レンテの合計面積は約132拭である。

まず,Aト レンテから発掘調査を開始し,層 序と出土遺物との関係を把握 しながら調査が進められ,

調査の進行にともなってBト レンテとCト レンテを設定,調 査が実施された。また,並 行して調査地周

辺の地形測量 (lmコ ンター)や 土層断面図の作成 (縮尺 1/10),写 真撮影 (35mmカラーリバーサル,

35mmモノクロ)な どが行われた。各 トレンチにおいて表土から基盤層までの上層堆積状況を把握するこ

とが努められたが,一 部に調査期間の関係から未掘となった部分もある。しかしなが ら,お おむね当該

調査地点の上層堆積状況が明らかとなった。

続いて,各 トレンテの概要についてふれるが,付 編 1-2「 発掘経過」 (渡辺 ・可兄)に おいて各 トレ

ンチの層序や出土遺物などに関する具体的な報告を掲載していることから,次 節では当該報告を要約す

るにとどめたい。

第 2節  各 トレンチの概要

(1)Aト レンチ (第18～20図)

調査の結果, 1区 から2区 西側において曽畑式上器を包含する貝層 (第2貝 層)が検出されるとともに,

間に礫層をはさみ,そ の上層においても縄文時代後期の上器を包含する貝層 (第1貝 層)が 検出され,

時期が異なる縄文時代の貝層の重複が明らかになった。また, 6区 から7区 においても前述の員層とは

異なる縄文時代後期の貝層が確認されたため,調 査回は前者を 「西貝塚J,後 者を 「東貝塚」と仮称 し,

区別した。

Aト レンチにおける層序は,上 層堆積状況より大きく分けて 1区から2区 西側, 2区 中央部から5区 ,

6区 から7区 で違いがある。

まず, 1区 西側は近代以降の道路開発に伴う2次 堆積層であったが,中 央付近から東側にかけては表

上下に厚い部分で約20cmをはかるハイガイ,マ ガキを主体とする貝層 (第1貝層),そ の下層に10cm弱の

礫を多量に包含する礫層が約10cm堆積している。さらにその下層に厚さ5～ 40cmの礫を多量に含み,曽

畑式上器を包含する貝層 (第2貝 層)が 堆積しており, 2区 西端まで広がっている。貝種はマガキを主

体とし,ハ イガイやカガミガイがやや多い。第 2貝 層下層は,厚 さ約40～60cmの褐色土層が堆積 してお
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第 2節  各 トレンチの概要

り,褐 色土層以下は基盤層である。

なお,曽 畑式上器を包含するのは第 2貝 層だけでなく,下 層の褐色土層上部 (約10cm)までおよび,

その下部からは微隆起帯文や貝殻条痕文土器などを施す轟式上器や押型文上器が出上した。

次に2区 中央付近から5区 では,表 上下に二次的に破壊された厚さ約10～40cmの混貝土層,そ の下層

に厚さ約10～50cmの茶褐色土層の順に堆積しており, 3区 では土援墓, 5区 束端ではマガキを主体とす

る厚さ20cm程のごく小規模な貝層が確認された。混貝土層からは,須 恵器や土師器,青 磁が出上 してお

り,中 世以降に形成された堆積層とみられる。混貝土層下層の茶褐色土層からは,曽 畑式上器や轟式上

器,押 型文土器が出上してお り, 1区 における褐色土層と対応する可能性が高い。

最後に6・ 7区 においては,混 貝土層下にAl区 で検出された第 1貝層や第 2貝 層とは異なる縄文時

―

――
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第17図 調 査 トレンテ配置図 (1/1,000)

清野調査区
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第19図 Aト レンチ 5～ 7区 北壁土層断面図 (1/40)
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第 4章  調 査の概要

1表土
2貝 盾 (第1貝 盾)
3礫 層
4貝 層 (第2貝 眉)
5黒 福色土盾

Aト レンチ 1区 (西端より約6m)

Bト レンチ 2 3区 西壁
1表上
2混 貝土層
3員 層 (第1貝 層)
4混 上貝層
5貝 層 (第2貝 層)
6福 色上層
7黒 褐色上層

1表土
2貝層 (第1貝層)
3礫層
4貝層 (第2貝層)
5黒色土膚
6黒褐色土庸

Cト レンテ西壁

第20図 A～ Cト レンテ土層断面図 (1/40)

代後期のマガキを主体とする厚さ約10～70cllの貝層が確認された。マガキ以外にはイワガキ,ハ イガイ,

マテガイ,ハ マグリ,ア サリ,シ オフキ,オ オノガイ,ウ ネナシトマヤガイなどの二枚貝,ア カニシ,

テングニシ,イ ボニシ,フ トヘナタリ,イ ボウミニナ,ス ガイなどの巻貝がある。また,当 該貝層は

ボーリングや試掘の結果, 6・ 7区 の北側や東側に広がることが判明し,南 側の道路に面した法面にも

露出していることから,直 径20m程度の広がりをもつ貝層と想定され,最 も厚い部分で約70cmをはかる。

貝層下の褐色土層 (厚さ約60cm)上部からは,曽 畑式上器や轟式上器,褐 色土層下部からは横位の貝

殻条痕文を施す轟式上器や山形押型文土器などが出土した。

(2)Bト レンチ (第20図)

Aト レンチ 1区から2区西側にかけて検出された西貝塚の規模を確認するために設定されたトレンテ

であり, 3区 に分けられる。Aト レンチ 1区南側に設定されたBト レンチ 1区 (幅約 2m,長 さ約35

m)で は,Aト レンテ 1区 とほぼ同様の層序であることが確認された。

このうち, Bト レンチ 1区では,表 土 (厚さ30cm),貝層 (第1貝層,厚 さ約 5～25cm),礫層 (厚さ

約10cm),貝層 (第2貝 層,厚 さ約15～30cm),黒褐色土層 (厚さ50cm以上)の 順に堆積する遺物包含層

が確認された。縄文後期の上器を包含する第 1員層ではマガキを主体とし,南 へ下降しながら厚みを増
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第 3節  調 査日誌抄

すことが確認された。一方,第 2員 層もマガキを主体とし,そ の他にハイガイ,ハ マグリ,マ テガイ,

カガミガイ,ヤ マ トシジミ,サ ルボウ,オ ウノガイ,ア カニシ,ッ メタガイなどで構成される。当該貝

層最下部では,復 元可能な曽畑式上器の破片が出上した。

第 2貝 層下の黒褐色土層は,Aト レンチ 1区 の褐色土層に相当し,そ の上部 (約10cm)では,第 2貝

層に引き続き曽畑式上器を包含 しており,そ の下層では微隆起帯文の轟式上器,押 型文土器,さ らに最

下部では押型文土器や条痕文土器が出土した。

(3)Cト レンチ (第20図)

Aト レンチ 1区 北側,Bト レンチ 2区 西側に設定された約35m× 25mの トレンチである。調査の結

果,表 土 (厚さ約20～40cm),貝層 (第1貝層,厚 さ約15～20cm),礫層 (厚さ約10～30cm),貝層 (第2

貝層,厚 さ約15cm),黒色土層 (厚さ約20cm),黒褐色土層 (厚さ約30cll)の順に堆積する遺物包含層が

確認された。

第 1貝眉はA・ Bト レンチで検出された縄文後期の貝層と同一であり,マ ガキを主体とし,ハ イガイ,

アサリ,オ キシジミ,ハ マグリ,シ オフキ,サ ルボウ,ヤ マ トシジミ,ア カニシ,フ トヘナタリ,ス ガ

イ,イ ボウミニナなどで構成され, シカゃ小動物の動物遺体が出上した。一方, 曽畑式上器を包含する

第 2貝 層は多量の礫を含んでおり, トレンチ北西側で消失することが判明した。第 2貝 層の下層である

黒色土層上部は曽畑式上器の包含層であり,下 部では貝殻条痕文や微隆起帯文を施文する轟式上器や押

型文土器が出上した。また,最 下層の黒褐色土層から遺物は出上していない。

A～ Cト レンチにおける調査の結果,曽 畑期に形成されたとみられる第 2貝 層の広がりは直径10m程

度であり,曽 畑期に小規模な貝塚が形成されたと考えられる。

第 3節  調 査日誌抄

1959年 (昭和34)10月 28日

地権者へ挨拶。 ト レンチ設定。東西約66m,幅 約15

mの Aト レンチを設定。

10月29日

Aト レンチ 1～ 8区 より調査開始。 2区 の貝層 (地表

下約31～40cm)及び貝層下褐色土層 (地表下約41～58cm)

で曽畑式上器出土。 3区 の地表下約35cm付近では土墳墓

を検出,伸 展葬の人骨が出上したことから, これらの実

測図 (平面図)を 作成。小林久雄氏,熊 本大学法文学部

松本雅明氏ら来訪。

10月30日

Aト レンチ 1～ 3区 に加え1新 たにAト レンチ 6区 の

調査開始。Aト レンテ 1区 の貝層 (第2貝 層,地 表下約

60cm)よ り遺存状態のよい曽畑武土器が出土。地表下約

30～60cmで,マ ガキ,ハ イガイ,ス ガイ,カ ガミガイな

どを含む純貝層を検出。 2区 の地表下約40～60cmの礫層

中では,曽 畑式土器ととともに黒曜石などの剥片が数多

く出土。 3区 で検出した上壌墓の断面図作成。 6区 では,

マガキが大半を占める純貝層より縄文後期の上器が出土。

宮樫卯三郎氏ら来訪。

10月31日

新たにAト レンテ4・ 5,7区 の調査開始。Aト レン

チ 1区で曽畑式上器を単純に包含する純員層(第2貝 層)

検出(地表下約50cm)。本貝層と貝層下土層 (褐色土層)の

境界付近で曽畑式上器が多量に出土。 3区 西半部の混土

貝層 (地表下約20～45cm)よ り,上 師器 ・須恵器 ・青磁

が出土。 4区 では,地 表下15cm程より下部は基盤層まで

混土貝層で,上 師器や須恵器出土。 5区 貝層下褐色上層

でお式上器出土。 6区 東側はマガキが多い純貝層で,鐘

崎式上器や獣骨が出上。字上小学校 6年 生 (約250名),
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平岡勝昭氏ら来訪。

11月1日

Aト レンチ 1区南側に直交するBト レンテ 1区 (長さ

約35m,幅 約 2m)を 設定し,調 査開始。Aト レンチ 5

区の貝層下褐色土層より押型文土器出上。 6区 貝層下土

層より轟式上器出上。 7区 の純貝層より鐘崎式上器が出

上したことから当該貝層が縄文後期の貝層であることが

判明。宇上市長大和忠三氏,鶴 田倉造氏ら来訪。

11月2日

Bト レンチ 1区 より北側にBト レンテ 2区 ・3区 を設

定し,調 査開始。Aト レンチ 5区 員層より縄文後期の上

器j貝 層下土層上部より押型文,嘉 式上器出土。同 7区

でマガキが多い貝層より炭化物を採集。 Bト レンチ 1・

2区 の貝層 (第1貝層)で 鐘崎式,市 来式などの縄文後

期の上器が出上。第 1貝 層下層の貝層 (第2貝 層)で 曽

畑式上器,獣 骨出上。花園小学校校長及び職員,松 橋警

察署長,熊 本市立博物館牛島盛光氏ら来訪。

11月3日

調査地周辺の地形測量を実施。Aト レンチ 5区 のマガ

キを主体とする純貝層 (厚さ約20cm)で ,縄 文後期の土

器出上。貝層下土層 (褐色土層)で は条痕文土器が出土。

Aト レンチ 7区 貝層中よリフグ下顎, アワビ貝製垂飾品

出上。Bト レンテでは, 1～ 3区 の第 2貝 層直下から貝

層下土層 (褐色土層)に かけて曽畑式上器の大型破片が

数多く出上し,褐 色土層上部付近でも曽畑式上器が出上。

玉名高等学校田辺哲夫氏,肥 後考古学会三島格氏ら来訪。

11月4日

Cト レンチの発掘開始。Aト レンチ 5区 の貝層下土層

中の条痕文上器や押型文土器, 曽畑式上器の取り上げ終

了。同6区 中央部の混員土層より縄文後期の磨消縄文上

器,茶 褐色上層より轟式や曽畑式上器が出上。Aト レン

チ北壁断面図作成。 Bト レンテ 1区貝層下褐色土層より

押型文土器片出上。 Bト レンチ 3区 貝層下褐色土層より

押型文上器出上。 Cト レンチ第 1貝層では,骨 製尖頭器,

縄文後期の上器出土。熊本県教育次長鈴木知男氏,宇 土

市教育委員長金森盛起氏ら来訪。

11月5日

Aト レンチ 7区 貝層下褐色土層上部より条痕文土器,

同層下半から黒褐色土層上面より山形押型文土器出土。

Bト レンチ検出の第 2貝 層は 1区東南部で消滅すること

が判明。同 2区 褐色上層 (地表下約90～100cm)より押型

文土器出土。

Bト レンテ 1・ 2区 とAト レンテ 1区 の第 2貝 層で微

細魚骨を採集。イナダ,マ イワシ,ク ロダイなど数種類

を同定。 Cト レンチ第 1貝 層で縄文後期の磨消縄文土器

が多数出土。調査地周辺の地形測量を実施。Aト レンテ

2～ 4区 北壁 ・同2区 南北壁 ・同7区 北壁, Bト レンチ

1～ 3区 西壁の上層断面図を作成。A・ Bト レンチ調査

終了箇所の埋め戻し作業開始。小林久雄氏,山 鹿高等学

校原日長之氏ら来訪。

11月6日

Cト レンテ第 2貝 層最下部から貝層下黒色土層直上に

て曽畑式上器の大型破片出土。貝層下の上層上部からも

曽畑式上器が出上し,そ の下部では条痕文土器や細隆起

線文土器,押 型文土器が出土。全 トレンチの埋め戻し作

業完了。
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第 5章  検 出遺構

第 5章  検 出遺構

第 1節 検 出遺構の概要 悌21図)

本調査で検出された遺構は,上 墳墓 1基のみである。

検出地点はAト レンテ 3区 西側で,茶 褐色土層上面において検出された。主軸を西北西一東南東方向

にとり,検 出規模は長径約188cm,短径約90cmあまり,検 出面か らの深さは約24cmである。調査 日誌に

よれば,埋 上に腐植上が堆積していたと記されている。土塘墓底部より頭部を東に向けた仰臥伸展葬の

熟年男性人骨が 1体出上した。

なお,第 3章 第 5節 で示したように,1994年に宇土市教育委員会が実施した発掘調査で,当 該土援墓

から約 5m南 側で上援墓 1基 を検出した。墓坑内からは胸部付近を中心に赤色顔料の散布が見られた20

～30代前半の仰臥伸展葬の女性人骨が 1体 出上し,付 近から出上した上師器か らおおむね古墳時代前期

～中期の所産であることが確認された。この2つ の上壊墓と人骨の出土状況が酷似することから,現 在

では,慶 応大学調査で出上した人骨についても同様に古墳時代の所産と想定されている。

第 2節  出 土人骨について

当該入骨の特徴については,付 編 1-3の 小片報告を参照。

第21図 Aト レンテ 3区 検出土墳墓 (1/20)

Aト レンチ
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第 6章  出 土遺物

第 6章  出 上遺物

第 1節 出 土遺物の概要

本調査で出上し,慶 応大学資料として管理されてきた人工遺物の総数は計約5,700点 (自然遺物を除

く),コ ンテナ数80箱であり,ほ ぼ縄文土器で占められる。 しかし,調 査 日誌には,古 墳時代や中世の

遺物も出上したことが記載されていることから,当 該調査では基本的には縄文土器だけが選別されて持

ち帰られた可能性が高い。

縄文時代早期から後期までの幅広い時期の上器が出上しており,早 期末から前期の轟式上器や曽畑式

上器,後 期の鐘崎式上器や北久根山式上器,市 来式上器などがあるが,曽 畑式上器の出土量はその他の

型式の上器にくらべ突出している。これ らについては,器 面調整や施文技法,文 様などにより本章第 2

節のとお りに分類した。

また,土 器以外では,石 器や貝製品が出上している。石器は石鏃,石 匙,削 器,磨 製石斧などで,貝

製品は二枚貝の貝類遺体を利用した貝輪である。

これ ら出土遺物については,調 査地点によって堆積上の様相や貝層の形成時期などが異なることから

以下の地点に分けて報告する。

・Aト レンチ 1区 (Aト レンチ 1区 とBト レンテ 1区 との連絡部含む)

・Aト レンチ 2～ 5区

・Aト レンチ6・ 7区

・Bト レンチ 1～ 3区

・Cト レンチ

なお,出 土品のなかには,出 上した トレンテは判明するが層位が不明な土器,出 土地点そのものが不

明な土器などがある。そのなかには残存状況が良好なものも含まれているため, これについてもあわせ

て記述する。

第 2節  土 器 ・土製品

(1)出 土土器の分類 (第22・23図)

出上した縄文土器は大きくI～Ⅵ類に分類され,さ らに細分を行った。以下では分類 した土器群につ

いて概観し,さ らに細かな特徴については後述する出土層位ごとに掲載した個々の上器について具体的

に詳述することにしたい。

I類 押 型文土器群

Ia類 :原体の円周に鋸歯状の三角波状文を彫刻し,山 形押型文を施文。

1 lb類 :交差する格子目状の刻みを施した原体を回転施文した格子目押型文を施文。

I類  孟 式土器群

深鉢形を呈し,地 文にハイガイなどのフネガイ科の貝殻腹縁を用いた貝殻条痕を施すものや,そ の系

譜上に位置づけられる土器群。これらは施文技法や文様などからⅡa～ Ⅱd類 に分けられ, Ⅱb類 はさ

らに細分できる。
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第 2節  土 器 土 製品

Ea類

Ib類

Ic類

工d類

内外の器壁に強い条痕を施す。胎上にやや大きめの砂粒が混じり,他 のⅡ類の上器にくらべ

てやや器壁が厚い。轟A式 に相当する。

器外面に隆起文帯が施されるもの。隆起文帯の大さや施文技法より細分が可能である。轟B

式に相当する。

工bl類 :縦位の微隆起帝文を器外面全体に多数貼り付ける。

Eb2類 :横位の隆起帯文を成形し,数 条貼 り付ける。

Eb3類 t口縁部を中心に縦位や横位,曲 線状の大い隆起帯文を数条貼 り付ける。

地文の浅い貝殻条痕が残 り, 2本 単位のヘラ状工具で蛇行する直線を斜位や横位に施文する

もの。轟C式 に相当する。

日縁部外面に横位の沈線が施され,地 文の浅い条痕が残る。轟D式 に該当する。

回類 曽 畑式土器群

丸底を呈し,外 面全面及び口縁部内面に沈線文や刺突列点文,押 引文などを幾何学的に組み合わせ,

文様帯を形成する土器群で,曽 畑式上器に相当。器種は深鉢を主体とする。ここでは, 日縁部の特徴 と

文様帯の規則性を考慮してIll a～Ill d類に分類した。また,曽 畑貝塚低湿地遺跡出土曽畑式上器も考慮

したうえで

口a類

Ill  b類

Ill  c類

胴部から口縁部にかけて外開き状に広がり,そ のままの傾きで日縁端部にいたるもの。日縁

部そのものは外反しないもの。

, 日縁部外面の文様や文様帯の有無などから細分した。

日縁部が直日ないし外側にやや傾くもの。

I l l  a  l類

Il l  a  2類

Il l  a  3類

Ⅱ a4類

田 a5類

I l l  b  l類

Ill  b  2類

III  b  3類

田 b 4類

回b5類

I l l  c  2類

Ⅱ c3類

Il l  c  4類

Il l  c  5類

刺突文のみで文様帯を構成するもの。

横位の沈線文のみで文様帯を構成するもの。

束!突文と横位の沈線文を組み合わせて文様帯を構成するもの。

横位の沈線文と山形文などの文様を組み合わせて文様帯を構成するもの。

明確な文様帯が存在しないもの。

刺突文のみで文様帯を構成するもの。

横位の沈線文のみで文様帯を構成するもの。

刺突文と横位の沈線文を組み合わせて文様帯を構成するもの。

横位の沈線文と山形文などの文様を組み合わせて文様帯を構成するもの。

明確な文様帯が存在しないもの。

日縁部がゆるやかに外反するもの。波状日縁のものもある。

Ill c l類:刺突文のみで文様帯を構成するもの。

横位の沈線文のみで文様帯を構成するもの。

刺突文と横位の沈線文で文様帯を構成するもの。

横位の沈線文と山形文などの文様を組み合わせて文様帯を構成するもの。

明確な文様帯が存在しないもの。

口縁部がゆるやかに外反するとともに, 日縁端部が 「くの字」状に強く外反するもの。波状

日縁のものもある。

Ill d l類t刺突文のみで文様帯を構成するもの。

Ill d 2類:横位の沈線文のみで文様帯を構成するもの。

田d類
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第 6章  出 土遺物

Ill d 3類:刺突文と横位の沈線文を組み合わせて文様帯を構成するもの。

Ill d 4類:横位の沈線文と山形文などの文様を組み合わせて文様帯を構成するもの。

皿d5類 :明確な文様帯が存在しないもの。

なお,本 土器群は出上した土器の大半を占めており,全 体的な形状や文様構成などがわかる良好な資

料が少なくないことから, これらを対象に第 9章 第 2節 で器形や文様の特徴などについて詳述する。

W類  市 来式土器群

日縁部が断面三角形状に肥厚する土器群で,波 状口縁のものが多い。本田縁部外面に短沈線や爪形文,

貝殻文を施す。深鉢がほとんどで, 日縁部は外反する。表面に貝設条痕が残るものもある。

Wa類 :日縁部に粘土帯を貼り付けて肥厚させ,沈 線文などの文様を施す。

Wb類 :粘土帯を貼 り付けずに肥厚させ,沈 線文や刺突文を施す。

V類  磨 消縄文土器群

器面に縄文を施した後,一 部を磨 り消して文様を表現する磨消縄文の上器群である。Va類 とVb類

に分類した。

Va類 :口縁部が強く外反し,胴 部から頭部を中心に左右対称に斜線や平行する沈線文を施文すると

ともに,沈 線による渦巻文で胴部を飾る。文様帯は日縁部,頭 部,胴 部に区分される。器種

には鉢や浅鉢,深 鉢 (日縁端部に刻目文などを施文)力Sあり,鐘 崎式上器に相当するものを

含む。

Vb類 :器形は日縁部が外反し,胴 部が丸 く膨 らみをもつ器形をなす。深鉢を主体 とする。日縁部は

肥厚し,そ の部分に短直線文などを施文する。北久根山式上器に相当するものを含む。

その他,無 文上器など特に文様を施さない一群をⅥ類とする。

(2)Aト レンチ 1区 出上 の縄文上器 ・土製品

①表上層及び撹乱層出土土器 (第24図)

1・ 2は Ⅱb類 の上器。 1は 外面に細かな粘土紐を縦位に貼り付けたⅡbl類 , 2は横位の隆起帯文

をもつⅡb2類 である。 3～ 7は lll類の上器で3は Ill b l類, 4・ 5は Ill b 5類とみられる日縁部, 6・

7は胴部。 3は 日縁端部と日縁部内外面に刺突列点文を施す。6は綾杉沈線文, 7は刺突列点文と横位

の平行沈線文を施す。 8は Vb類 の鉢で, 9は深鉢の底部。10はIV類の台付皿か鉢の脚部であろう。

②第 1貝 層出土土器 ・土製品 (第25図)

11はIll類の胴部で綾杉沈線文を施す。12は円形の用途不明の上製品で,約 5分 の2が残存する。全体

が研磨されており,特 に凹部は著しい。

③礫層出土上器 (第26図)

13はVb類 で,肥 厚する日縁部に斜位の短沈線文と下部の突帯上に刺突列点文を施す。14～17はIll類

の上器で日縁部が残存しており,14・ 15はIll c 4類,16は II a 4類,17は Ill c 2類である。14～16の外

面は横位の平行沈線文と山形沈線文で文様帯を構成し,17の 日縁部内面は押引文を施す。

④第2貝層出上土器 (第27～29図)

18～48はIll類の上器で,18～ 36は日縁部が残存する。このうち,18は Ill a 2類,20は Ill a 4類,23・

25はIlb 2類,24・ 28・30はIll b 4類,22は Ill b 2類,19・ 21・26・27はIll c 2類,29は Ill c 8類,31

～38,35は Ill c 4類,34・ 36はIll d 4類である。
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第 2節  上 器 ・土製品
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第 2節  土 器 ・土製品

第24図 Aト レンテ 1区悦乱層及び表土層出土縄文土器 (1/3)
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第25図 Aト レンテ 1区第 1員層出土縄文土器 ・土製品 (1/3)

第26図 Aト レンテ 1区礫層出土縄文土器 (1/3)
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第 6章  出 土遺物

18・19はやや小型の深鉢で日縁部内外面に平行短沈線文,胴 部に縦位や斜位の平行沈線文で文様帯を

構成する。20は大型の深鉢で, 日縁端部に刻目文, 日縁部内外面に平行沈線文を施した後,外 面はX字

状沈線文,内 面には山形沈線文を施す。21・22は外面のみに平行沈線文を施す。23・26は中型の深鉢で,

日縁部外面に平行短沈線文,胴 部に綾杉沈線文で文様帯を構成するが,23は 内面には施文 しない。27は

日縁端部に利突列点文,内 外面に横位の平行短沈線文,胴 部に羽状文で文様帯を構成する。28は大型の

深鉢で, 日縁部内外面に短沈線文を施した後,外 面に山形沈線文を施す。29は日縁端部と口縁部内外面

に刺突列点文を施文する。31は中型の深鉢で日縁部内外面に横位の平行沈線文,胴 部外面には山形沈線

文を施す。32はやや細い施文具を用い,縦 位や横位の平行沈線文を施す。

37～48は日縁部下部や胴部,底 部にかけての上器である。38・40はやや大型の深鉢の胴部で,38は 日

縁部に近い部分に横位の平行沈線文,そ の下部にほぼ一定間隔の縦位の沈練文,そ の間を斜位の平行沈

線文で充填する。40は縦位と横位の平行沈線文に加えて曲線文を施す。41は口縁下部か ら胴部にかけて

残存し, 日縁部に横位の平行沈線文,胴 部は斜位の平行沈線文を充填することにより文様帯を構成する。

43は比較的整った羽状文や横位の平行沈線文を施す。47の胴部は充填三角文,底 部は横位の平行沈線文

で文様帯を構成する。48も底部は平行沈線文を施す。

⑤第 2貝 層最下部出上土器 (第30・31図)

49～55はIll類の上器で,49～51,54は日縁部が残存する。51はIll a 4類,49は Ill c 5類,50・ 54はIll

c4類 である。

49は大型の深鉢で,日 縁部文様帯がなく日縁部から胴部にかけてやや乱れた横位の平行沈線文のみを

施文する。51の日縁部外面は横位の平行沈線文を施した後,山 形文を施文し,胴 部は縦位の平行沈線文

で文様帯を構成する。54の日縁部外面の文様も51と同様であり,胴 部文様帯は縦位や横位,斜 位の平行

沈線文の組み合わせである。

52・53・55は洞部片で,縦 位や横位の平行沈線文,綾 杉文などを施す。

⑥褐色土層出土土器 (第32図)

56～61はIll類の上器で,56・ 58はIll c 2類,57は 皿d2類 である。58は日縁部内面に刺突列点文と横

位の沈線文を施す。59～61は胴部片で,59は 胴部上部に横位と縦位の平行沈線文,同 下部は縦位のみの

平行沈線文を施す。60は横位の平行沈線文内を斜位の平行沈線文で充填する。

④A・Bトレンチ連絡部第1貝層及び第2貝層出土土器 (第33～35図)

62～79はIll類の上器で,63～ 68は日縁部が残存する。その他は胴部や底部の破片である。65・68はIll

c2,63は Ill c 4類,64は III b 2類,67は Ill d 4類で,66は 斜位の平行沈線文を施すが文様帯を構成す

るか明確ではない。

62は日縁下部から胴部が残存してお り,日 縁部文様帯は横位の平行沈線文,胴 部はやや乱れた充填三

角文を施す。70は日縁部文様帯の一部とみられる横位の平行沈線文があり,胴 部文様常には縦位や斜位

の平行沈線文を施す。74は綾杉沈線文状の文様,77は 日縁部文様帯の可能性がある横位の平行沈線文と

綾杉沈線文とみられるやや組雑な文様を施す。76は胴部下半から底部が残存してお り,胴 部は横位の平

行沈線文,底 部には格子目沈線文を施す。

- 4 3 -
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第 2節  土 器 ・土製品

(3)Aト レンチ2～ 5区出上の縄文土器

①混貝土層出土土器 (第36・37図)

80は I類 ,81は Ⅱbl類 ,83・ 86も工類に属するとみられ,82・ 84はIll類,87は Vb類 ,85・ 88はV

a類 の上器である。

80は胴部片とみられ,外 面に押型文を施す。81は日縁端部から日縁部外面にかけて縦位の隆起帯文を

多数貼 り付け,帯 状の文様帯を形成する。82はlll c 2類で日縁部内面にも横位の平行沈線文,84は 胴部

で横位と斜位の平行沈線文を施す。83は条痕をナデ消し,外 面に爪形文を施す。85は波状口縁とみられ,

端部に大きめの刻目を施す。87も波状日縁を呈するとみられ縄文や太めの沈線文,刻 み目文を施文する。

88は深鉢で回縁部と胴部の間に頚部を形成し,波 状日縁の高くなった部分は肥厚し,端 部には刻目文が

ある。

②5区純貝層及び茶褐色土層出土土器 (第38～40図)

89・90はV類 ,91・ 92はWI類,93～ 96はⅡ類,97～ 104はIll類の上器である。

89,90と もに回縁部が肥厚し,そ の部分に89は横位の沈線文,90は 横位の回線文を施す。91・92は無

文土器で,外 面にミガキを施す。94はEbl類 ,95は 工a類 ,96は 工d類 である。97～103はIll類の回

縁部で,100は Ill a 2類,97・ 101はIll c 2類,98・ 102はIll c 4類,103は Ill d 4類で,99は Ill a 5類の

可能性がある。98は日縁端部に近い部分に押引文,そ の下部に平行沈線文と山形文で回縁部文様帯を形

成する。また,104は 日縁部文様帯の一部である横位の平行沈線文,胴 部は縦位や斜位の平行沈線文を

施す。

(4)Aト レンチ6・ 7区出上の縄文土器

①混貝土層出土土器 (第41図)

105～107はV類 の上器で,105は Vb類 ,100,107は Va類 である。105は日縁部が肥厚 し,斜 位の短

沈線文を施文する。106は鉢の日縁部で外面に縄文や沈線文,107は胴部が屈曲し,縄 文や沈線文を施す。

②純貝層出土上器 (第42～44図)

108はE類 ,121・122はIV類で,121はⅣ a類 ,122はⅣ b類 である。109～117・120・123はV類 で, 110・

111・113・115。117はVa類 ,109・ 112・114,116・120・123はVb類 ,118・ 119・127はⅥ類である。

108は日縁部を欠く深鉢で,底 部は脚台が付く。121・122は波状口縁で, 日縁部が 「くの字」状に屈曲

し,肥 厚した日縁部に沈線文や刻目文を施す。110・111は頸部で強く外反し,110・ 113・115。117は胴

部中位が張 り出す鉢で,縄 文や刺突列点文,沈 線文を施す。113・117の胴部中位には入組釣手文を施文

する。109・112・116は日縁部外面に斜位や横位の沈線文を施す。120は大型の深鉢で,丸 みを常びた胴

部に外反する日縁部外面に横位の凹線状沈線を施す。118。119・127は無文土器で,119は 日縁部が 「く

の字」状に強く外反する。123は波状日縁で,最 も高くなった部分の回縁端部に刻目文を施す。

125・126・128は深鉢の胴部で,外 面にミガキが施される。130～132は深鉢の底部であり, 130。132の

外面にはミガキが施される。

③褐色及び茶褐色土層出上土器 (第45図)

1 3 3・134はIa類 の鉢で,133は日縁部,134は胴部が残存し,外 面に山形押型文を施す。135～145は

Ⅱ類の上器で,138～140はEa類 ,135～137はⅡb2類 ,144は Ⅱd類 である。140は縦位と横位の条痕

を施 し,日 縁部に穿孔がある。135は3条 ,136・137は1条の隆起帯文を施す。144は日縁部外面に横位

―-50-―
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第44図 Aト レンチ 6・ 7区 純員層出土縄文土器 3(1/3)
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第 6章  出 土遺物

の爪形文を施文する。143は鉢の胴部とみられ,145は底部である。

(5)Aト レンチ出土層位不明の縄文土器 (第46図)

146はⅡ類の深鉢で,内 外面に条痕後,ナ デを施す。147～152はIll類の深鉢で,147～150は日縁部,

151・152は胴部である。148はlll a 4類,147・150はlll c 4類で,149はIll a 5類の可能性がある。153は

台付鉢とみられ,154は渡状回縁で回縁部が強く外反するVa類 の上器とみられる。155は外面に刻目文

を施す鉢で,穿 孔が lヶ所ある。166は日縁端部に沈線文と刺突文,157はVb類 で,肥 厚する日縁部外

面に横位の沈線文と刺突文をFtす。158はWI類の日縁部が外反する無文の深鉢,159はIV b類の深鉢で,

波状口縁を呈する。日縁部が断面三角形状に肥厚し,そ の外面に沈線文や刺突文を施す。

(6)Bト レンチ 1～ 3区 出上 の縄文上器

①表土層及び第1貝層出土土器 (第47図)

160～163はIII類,164は IV a類の上器である。160はlll b 4類で,日 縁部内面に横位の平行沈線文,同

外面には横位の平行沈線文を施文後,山 形沈線文を施す。161は斜位の平行沈線文を施 してお り,Ill a

5類 とみ られる。162はIll c 4類の中型の深鉢で,日 縁部文様帯は横位の平行沈線文と山形沈線文,胴

部文様帝は斜位の平行沈線文である。163も同様にlll c 4類の深鉢である。164は肥厚する日縁部内外面

に沈線文や刻目文を施文する。

②第2貝層出土土器 (第48～51図)

165～224は Ill類の上器で,165～ 195は日縁部や日縁部から胴部の上器,196～ 224は胴部や底部にかけ

ての上器である。165は浅鉢,そ れ以外の大半は深鉢とみられる。

Ill a類は,166・ 168・169・171で,168は Ill a 2類,169は Ill a 4類,166・ 171は Ill a 5類である。Ill

b2類 は177・178。Ill c類は, 167・ 170・172～176・179・181～183・190～192, 194で , 167・ 170・172

～174・176・179・182・188・190～192・194はIll c 2類,181は lll c 4類,175は III c 5類である。Ill d

類は, 165・ 180・184～189・193で, 165・ 180・185・187～189・198はIll d 2類, 184は Ill d 3類, 186は

Ilr d 4類である。

165は浅鉢で,日 縁部内面と日縁端部に刺突列点文, 日縁部外面に横位の平行沈線文を施 し,日 縁部

文様帯とする。胴部文様常は,胴 部上部は縦位の短沈線文,胴 部下部は横位の平行沈線文を施す。166

は中型の深鉢で,縦 位や斜位の平行沈線文をランダムに施し,明 確な日縁部文様帯は認め られない。

171も同様とみられる。167は日縁部内外面に横位の平行沈線文,168は 回縁部内面に横位の平行沈線文

と山形沈線文,同 外面に平行沈線文を施文する。172は日縁部に穿孔が lヶ 所あり, 日縁部内外面に横

位の平行沈線文を施す。174は中型の深鉢で,日 縁部内外面に横位の平行沈線文を施す。175は日縁部に

綾杉沈線文を施してお り,日 縁部文様常が明確ではない。177・180はやや大型の深鉢で, 日縁部内外面

に横位の平行沈線文,胴 部文様帯には縦位や斜位の平行沈線文を施す。178・179も同様に日縁部内外面

に横位の平行沈線文を施す。182は大型の深鉢で,日 縁部内外面に横位の平行沈線文,胴 部に充填三角

文状の沈線文や横位の平行沈線文を施す。184は日縁部が大きく外反し, 日縁部外面に刺突列点文と横

位の平行沈線文を施し,文 様帝とする。185は小型の鉢で,日 縁部内外面に横位の平行沈線文を施す。

186は胴部が下膨れ状を呈する中型の深鉢で,日 縁部は強く外反する。日縁部文様帯は横位の平行沈線

文を施文後,山 形沈線文を施 してお り,胴 部文様帯は羽状文や横位や縦位の平行沈線文で構成する。

- 5 5 -
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第 2節  上 器 ・土製品

187・188は小型の深鉢であろう。187は日縁部内面に刺突列点文と横位の平行沈線文,同 外面には横位の

平行沈線文を施す。189は波状日縁で, 日縁部内面は横位の平行沈線文と2条 単位の曲線文,同 外面に

は横位の平行沈線文を施す。胴部文様帝は羽状文である。192は日縁部内面に横位の押引文,同 外面に

積位の平行沈線文,胴 部に充填三角文と推定される沈線文を施す。

196は日縁部文様帯が横位の平行沈線文,胴 部文様帯がやや崩れた充填三角文とみられる。197の口縁

部内面は押引文,外 面は横位の平行沈線文で,胴 部文様帯上部は充填三角文,同 下部は横位の平行沈線

文を確認できる。199・200の胴部文様帯は羽状文が含まれ,199は その上部に横位の平行沈線文を施文す

る。201～207は胴部外面に横位の平行沈線文や羽状文などを施す。208・217は胴部文様常の縦位の平行

沈線文上に曲線文が施される。218は横位の平行沈線文の内部を充填するように縦位や斜位の平行沈線

文を施文する。

220～223は深鉢の底部であり,220,221は 中型,222は 小型のものであろう。222の底部は十字文の間

を充填するように平行沈線文をクモの巣状に施す。

225は曽畑式上器と同様の器形を呈するが文様はない。226はVb類 の上器で,肥 厚する日縁部外面に

沈線文を施す。227は丸底を呈するミニチュア土器である。

③第2貝層最下部出土上器 (第52・53図)

228～241はIll類の上器。228はIll a 5類,230・ 231・237はlll c 2類,229・ 233はIll d 4類である。228

は大型の深鉢で, 日縁部に lヶ所穿孔がある。日縁部内外面及び胴部に横位の平行沈線文を施し, 日縁

部と胴部の文様常に明確な区別はない。229は日縁部内外面に横位の平行沈線文と山形文を施文する。

233は大型の深鉢で, 日縁部か ら胴部下半まで残存する良好な資料であり,日 縁部内面の日縁端部に

近い部分に 1条 の押引文, 日縁部外面には横位の平行沈線文の後,山 形沈線文を施 し, 日縁部文様帯と

する。胴部文様帯は横位 と縦位の沈線文内を充填するように沈線文を施す。237は中型の深鉢で, 日縁

部内外面に横位の平行沈線文,胴 部に綾杉文を施す。238も,同部に綾杉文を施文する。239は斜格子状に

沈線で区画した内部を縦位や横位の平行沈線文で充填する。241は小型の鉢で,胴 部か ら底部にかけて

横位の平行沈線文を施す。

④褐色土層及び黒褐色土層出土土器 (第54図)

242はIb類 ,243は ■b2類 ,244～ 250はlll類の上器で, このうち245はIll b 5類,249は Ill b 4類,

247はIll d類である。

242は外面に回転施文による格子目押型文,243は微隆起帯文を横位に施す。245は中型の深鉢で, 日

縁部内面に横位の平行沈線文, 日縁部から胴部外面には斜位の平行沈線文を施し, 日縁部文様帯と胴部

文様帯の区別が明確ではない。247は内面及び日縁端部に刺突列点文,外 面に押引文を施す。249は日縁

部内外面に横位の平行沈線文と山形沈線文を施文する。

⑤貝層出土及び出土層位不明土器 (第55・56図)

Bト レンテ出土品のなかには,第 1貝層出土か第 2貝 層出土か区別されず 「貝層出土Jと のみ記録さ

れている土器や出土層位不明の上器がある。以下ではこれらについて述べる。

251は日縁部が肥厚 し,そ の部分に二枚員を用いたと推定される刺突文を施す。252～270はllI類の上

器で,253は Ill a 2類,252・ 267はIll a 5類,268は Ill b 4類,255,264・ 266はIll c 2類,254・ 256・

257・259はIll c 4類,258は Ill d 4類である。

252の日縁部は縦位の平行沈線文を施し,胴 部文様帯との区別はない。256は日縁部に lヶ所穿孔を施

- 5 8 -
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第54図 Bト レンテ褐色土層及び黒褐色土層出土縄文土器 (1/3)
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や怒 群 芸ヽ

轍 鞭

ン   亀

10cn

第58図 Cト レンチ礫層 ・第 2貝層出土縄文土器 (1/3)

す。257は日縁部内外面に横位の平行沈線文を施し,さ らに外面には曲線文が加わる。259の日縁部文様

帯は横位の平行沈線文と山形文,胴 部文様帯は上位に羽状文,そ の下部に横位の平行沈線文で構成する。

262・263は中型深鉢の胴部で,263の胴部文様帯は羽状文や十字沈線文の空間部分を充填するように縦位

や横位の沈線文を施す。266は渡状口縁で, 日縁部内外面に横位の平行沈線文を施す。267は中型の深鉢

で,日 縁部文様帯と胴部文様帯に区別がなく,綾 杉文と平行沈線文を交互に施文する。270は底部で平

行沈線文を施す。

(7)Cト レンチ出上の縄文上器

①第 1貝層出土土器 (第57図)

271はVb類 の浅鉢で,器 形はボウル状を呈し,胴 部上半部に釣手沈線文を施す。272・273はVI類の上

・
―

‐，
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第 2節  上 器 ・上製品

鞭鹸

第59図 Cト レンテ第 2員層出土縄文土器 (1/3)

器。272は無文の浅鉢で, ラッパ状に開き胴部からそのままの傾斜で日縁部にいたる。273は無文の鉢で,

日縁部が内湾し,外 面に丁寧なミガキを施す。

274～279はVb類 の上器で, 日縁部はいずれも肥厚する。274は回縁部に羽状文,276は 沈線文と刺突

列点文が施す。277は斜位の平行沈線文,そ の下部に突帯状の粘土紐を貼 り付け,刺 突列点文を施す。

280はVa類 で, 日縁部は外反し,端 部に刻目文を施す。281は深鉢の底部である。

②礫層,第2貝層出土土器 (第58図)

韓

- 6 4 -



第 6章  出 土遺物

283～298はIll類の上器で,283・ 284は浅鉢,そ れ以外は深鉢である。283・284は外面に横位や縦位の

平行沈線文を施す。285はIll a 4類,286は Ill d 2類。287は中型の深鉢で,日 縁端部と底部を欠損する

が,全 体の文様構成が判明する良好な資料である。日縁部内外面に横位の平行沈線文,胴 部文様常の上

半分は一定間隔に縦位の平行沈線文とその上に曲線文を施文し,内 部を斜位の沈線文で充填する。下部

は主に横位の平行沈線文を施す。288・289は胴部から底部にかけての上器片で,丸 底を呈し,平 行沈線

文を施文する。290～293は胴部片で,平 行沈線文を施す。

③第2貝層出上上器 (第59図)

294はⅡc類 の深鉢。丸みを帯びた胴部と外反する日縁部との間に頸部を形成し,条 痕後に2本 単位

のヘラ状工具で横位や斜位の沈線文を施文する。

295～300はIII類の上器で,295は浅鉢,そ れ以外は深鉢とみられる。295は日縁部内外面,胴 部に横位

の平行沈線文や曲線文を施す。295はIll c 5類, Ill c 4 5 296はIll c 2類,298は lll c 4類,297は Ill b 4

類である。299～306は胴部から底部の上器片で,300は胴部に縦位の沈線とX字 文を施文 し,内 部を縦

位と横位の平行沈線文で充墳する。305はクモの巣状に短沈線文を施す。300は平底を呈 し,胴 部に綾杉

文,底 部に横方向の平行沈線文を施文する。307は深鉢の胴部から底部にかけての上器片である。

④黒色土層以下出土上器 (第60図)

308・309は工b3類 の深鉢。308は日縁部に孤状の隆起帯文, 日縁部から胴部にかけて縦位,胴 部に横

位の隆起帯文を施す。

310～316はIll類の深鉢で,310・ 811はIll c 2類である。310は大型の深鉢で, 日縁部内外面に横位の平

行沈線文,胴 部に縦位 と横位の平行沈線文で文様帯を構成する。315も大型の深鉢で,横 位の平行沈線

文間に充填三角文を施す。

⑤Cトレンチ (推定)貝層直下出上土器 (第61～63図)

317～343は皿類の上器。319・324は皿b2類 ,323は 皿c2類 ,317・ 320・322はIll c 4類,321は IIE c

5類 ,318は Ill d 2類である。317は日縁部内面に横位の平行沈線文,外 面には横位の平行沈線文と山形

沈線文を施す。320は日縁部に穿孔を lヶ所施す。321は中型の深鉢で, 日縁部と胴部の文様帯に区別が

なく,横 位の平行沈線文を施文する。323も同様の文様構成とみられる。

325～343は胴部から底部にかけての上器片。328は中型の深鉢で,胴 部文様帯は主に縦位の平行沈線

文,底 部文様帯は横位の平行沈線文を施す。331も中型の深鉢で,胴 部に充填四角文,底 部に縦位の平

行沈線文を施す。332は穿孔をlヶ所有し,充 填四角文とみられる沈線を施す。340,341は小型の深鉢で,

340は底部に横位の平行沈線文を施す。343は横位の沈線文の間を縦位の平行沈線文で充填する。

(8)出 土 トレンチ不明の縄文上器 (第64～67図)

344～346はIb類 の深鉢。日縁端部と外面に格子目押型文を施す。348はVb類 の上器で,日 縁部が

肥厚し,横 位の平行沈線文を施す。

347・349～363はllI類の上器である。347はIll b 2類,350。355はIll b 4類,349・ 351・354はIII b 5類,

356はIll c 4類,352・ 360はIll c 5類,353・ 361はIll d 2類である。

347・351・352は小型の深鉢。347は日縁部内外面ともに横位の平行沈線文を施す。胴部は右上がりの

沈線文を施文後,内 部を左上がりの平行沈線文で充填する部分がある。351・352とも日縁部と胴部の区

別なく外面に横位の平行沈線文を施す。353・360・361は大型の深鉢。353は日縁部文様常に平行沈線文,

―-65-―
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第 2節  土 器 ・土製品

第63図 Cト レンテ (推定)貝 層直下出土縄文土器3(1/3)
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第64図 出 土 トレンテ不明縄文土器 1(1/3)
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第 2節  土 器 ・土製品

＼

ゝ 鶏 時

第66図 出 土 トレンテ不明縄文土器 3(1/3)

―-70-一

0                            10cm



第 6章  出 土遺物

胴部文様常に充填四角文を施文する。360は日縁部外面から胴部上面にかけて羽状文を施 し,そ れ以下

は横位の平行沈線文を施す。361は日縁部内外面に平行沈線文,胴 部上半は縦位にはば等間隔の沈線を

施文後,X字 文で区画し,内 部を平行沈線文で充填する。胴部下半は縦位と横位の沈線文を施す。

365はIV b類,366は IV a類,367・ 388はVa類 ,369,370は WI類の上器である。365は波状日縁を呈し,

日縁部を肥厚させる。366は日縁部に粘土帯を貼り付け,断 面が 「くの字J状 を呈し,外 面に刺突文を施

す。368は深鉢で波状口縁を呈し, 日縁端部に刻み目を施 し,胴 部から底部にかけてやや粗いミガキを

施す。369は鉢で,器 壁が厚く,外 面にハケメを施す。370は無文の深鉢で,内 面に丁寧なミガキを施す。

372・373はV類 で,372は外面に釣手文を施文し, 日縁部に穿孔が lヶ所ある。373は日縁部と胴部の境

が屈曲しており,外 面に磨消縄文を施す。374はVa類 の胴部片であり,釣 手文を施す。

第 3節  石 器 ・石製品 ・貝製品

(1)出上した石器・石製品・貝製品の概要

曽畑貝塚から出上した石器は,石 鉱,石 匙,肖J器,石 鍾,磨 製石斧,石 製垂飾,円 盤状石器,棒 状石

器,研 磨痕のある石器などである。石材については,石 鏃は黒曜石が多く,石 匙や削器は安山岩や粘板

岩が多い。それ以外の石器には,安 山岩や蛇紋岩,砂 質や泥質のホルンフェルスなどを石材として用い

ている。また,石 器や石製品以外に斧足類 (二枚貝)製 の貝輪片が出上した。

(2)Aト レンチ 出上 の石 器 ・石製 品 (第68・69図)

375～378は石鏃である。石材は376が流紋岩,そ れ以外は黒曜石を用いる。375・376は先端部を欠損 し

た有茎石鏃で,376は大型品である。377も有茎石鏃で,茎 先端部が欠損するが,ほ ば完形品である。石

材は黒曜石を用いる。378は黒曜石の無茎石鏃で,基 部の一部を欠損する。379は安山岩の削器である。

380～384は磨製石斧。380は珪岩製の小型品で,刃 部が頭部にくらべて幅広 く,台 形状を呈する。381は

蛇絞岩製の小型品で,刃 部はやや丸みを帯び,体 部は扁平で,T寧 な研磨が施されている。382は刃部

から体部中央付近が残存するもので,石 材は1/j岩の可能性がある。383は刃部を欠損するもの,384は 刃

部及び頭部を欠く。

385・386は円盤状石器。385は扁平な円盤状を呈し,周 囲を打ち欠いてお り,石 材は泥岩ホルンフェル

スとみられる。386もほぼ同様の形状を呈するが,片 面に浅い窪みがある。石材は安山岩である。387は

石製垂飾で,穿 孔部分か ら欠損してお り,表 面は丁寧に研磨されている。388は用途不明の研磨痕があ

る石器。粘板岩製で,端 部は丸みを帯びている。389も同様に用途不明の功岩製とみられる棒状石器で,

表面は丁寧に研磨されている。

(3)B・ Cト レンチ 出上 の石 器 ・貝製 品 (第70図)

390～392は安山岩製の石匙である。390,391は縦長を里し,390は直線的,391は 曲線的な刃部を有す

る。392は横長のもので,つ まみ部の反対側に曲線的な刃部をもつ。398～395は粘板岩製の削器である。

393・394は縁辺部の 1/2程 度に刃部を有する。395は二等辺三角形状を呈し, 1辺 に刃部をもつ。396・

397は石錘で,紐 掛けのために礫両端に小剥離を施す。396は泥岩製,397は砂岩製である。

398は貝輪で,斧 足類 (二枚貝)の 縁辺部を利用して製作されており,表 面は丁寧に研磨を施す。

- 7 1 -
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第 1表  縄 文土器 ・土製品観察表 (カッコ内の数字は復元値)

査

占
ヽ

調

地

測

号

実

番

図

号

挿

香
層 位  分 類  器 召 残■部位

器面潤豊

(内面/外 面)

文 擦

(内面/外 面/口 縁靖郎)

色 調

(内面/外 面)
続蔵 晋暫 脅盆戸摘 土 備 考

―

ぶ

―

1 280 Al l  撹 乱層  ]bl深 鉢   日 縁～胴部 条痕→ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             に ぷい資槍 (1011173)/組 灰 (10YR4/1)  角 閃石 砂 粒 長 石 石 英       良 好      91

2 68 ヽ 11  撹 乱層  ]b2深 鉢   胴 部   条 痕/条 痕→ナデ  ー /隆 起帝文/―            黒 桐 (75斌 3/,/灰 摘 (7うTR4/2)    組 砂粒 (l m lt)            良 好      86

3  41 Al l   撹 舌し層  II bl深 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ     刺 突小 文/刺 突列点文 沈 線文/刺 突列点文 灰資掲 00服 5/2)/に ぶい損 (7 5VR8/3)  長 石 角 閃石              良 年       17

4 159113  表 土層  Ⅱ  b5深 鉢   口 縁部   ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/ⅢⅢ突列点文        に 本い褐(75‖ 5/8)/に ぶい褐 (7 5VR5/8)石 英 長 石 角 閃石 砂 粒       良 年      49 外 器面に終付着

5 160A13  表 土層  lE b5深 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/ⅢⅢ突列点文        に ぶい褐(7 5VR6/3)/消 灰 (7 5YR4/じ   石 英 長 石 角 閃石 砂 粒       良 年      87  4と 同
一個体か

6 338A12  表 土層  Bl 深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/―             灰 黄褐 00R6/2)/禍 灰 (10YR5/1)    長 石 角 閃石             良 町      76

7  52畑 1  撹 乱層  81 ttal  胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /京 J突列点文 沈 線文/―       灰 桐 (7 5YRO/2)/筒灰 (75R4/1)    石 英 長 石 角 閃石 砂 粒       良 好       64

8 17S Al l  撹 言Ltt  Vb鉢    日 線部   ミ ガキ/ミ ガキ  ー /縄 文 沈 線文/―          に ぶい資槍 (10服7/2)/浅 黄俺 (10R8/3) 石 英 長 石 角 閃石          農 年      63

9 44 11   表 上層    深 鉢   胴 ～底部  ナ デ/ナ デ    ー /― /―               に ぶい赤掲 (5VR5′4)/に ぶい赤褐 (5γR5/4)長 石 角 閃石             長 年 (124) 60

10 266A11  境 3ttt  IV 台 付鉢 ?脚 部    ケ ズリ ナ デ/ナ デ ー/縄 文 刺 突列点文 凹 線文/―   黒 掲 (751R5/1)/に ぶい燈 (751R7/3)  長 石 角 閃石 (微細粒)        農 年  (128) 46  ‐ 部に赤色顔料有

11 164A13  第 1員 層 llI 操 鉢   胴 部    条 痕→ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             燈 (5YR6/6)/袴 (2 5YR6/6)       石 英 角 閃石 砂 粒          農 好       68

1, 371A13  第 1貝 層   円 形土製品 ―     ナ デ        ー /― /―               灰 黄禍 (10YR5/2)/に本い黄褐 (10】R5/3) 瓶 砂粒 (lm)            良 好 (07)  17 用 途不明

13 53 A13  葉 層   Vb深 鉢   日 縁～頚部 ケズリ→ナデ/ミ ガキ ー/rt線 文 剤 突列点文/―       に ぶい黄栓 (10YR8/3)/褐 灰 (10粗4/い   角 閃石 雲 母 細 砂～盛粒 (1～ 2 nn)良 好 (310) 117 外 器面に媒付着

14 04 A15  様 層   ■ c4深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刻 目文        に ぶい黄植 (10YR7/3)/にぷい黄澄 (101R7/3)石英 角 閃石 (彼細粒)       良 好       57

15 157A13  康 層   I c4深 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/沈 線文        に ぷい黄栓 (10R6/8)/に ぷい植 (10YR6/4)験 粒 (3m)石 茶 (微細粒)長 石 角 因石 良好      52

16 175A15  凄 層   134深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刻 目文        に ぶい棺 (7 5YR6/4)/にぶい俺 (5YR6/4) 石 英                 良 好      86

17 281A14  様 眉  lE c2深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ    押 引文/沈 線文/利 突列点文     に ぶい☆慣岬 閉)褐色00 PH」)/に本い黄ほ“限7/4)長石 角 閃石 石 英 滑 石を植かに含む 良好      40

18 10 A14  第 2貝 層 唖 a2深 鉢   日 繰～胴部 ナデ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/京J突列点文      に ぶいま種 (10‖7/3)/に 本い植 (7 5YR7/4)角 閑石                良 好 (210) 99

19 22 114  第 2員 層 I C2深 鉢   口 縁～胴部 ナデ/ナ デ    洸 線文/沈 線文/刺 突列点文     に ぶ↓境種10‖70/にぶいほf5‖7Ⅲ tぷいま棺10‖7)抵 砂粒 (1血 )            良 好 (182) 85

20 147A14  第 2貝 層 皿“4深 鉢   日 経～胴部 ナデ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刻 目文        に ぷい槍 (751R7/4)/灰 絹 (73R5/2)  石 英 長 石 角 閃石 雲 母      良 好 (357) 109

21 181A12  第 2貝 層 I c2深 鉢   日 像部   ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/一             褐 灰 (7 5YR4/1)/にぶいほ (51R6/3)   石 英 長 石 角 閑石          良 好      29

22 178112  第 2貝 層 狂 b2深 jyt  日 縁部   ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―             に ぶい赤褐 (51R5/4)/掲 灰 (5R5/ゆ     石 茉 長 石              良 好      31

23 141 Al l  第 2貝 層 I b2深 鉢   日 像～胴部 ナデ/ナ デ     ー /沈 線文/剤 突列点文        に ぶい黄槍 (101117/4)/にぶい☆燈601R6/3)長 石 角 閑石 砂 粒          良 好 (276) 132

24 186118  第 2貝 層 I bl深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ     充 線文 制突列汽文/1t線天 前突列R文/刺突列点文 にぶい俺 (7 5YR7/4)/燈 (51R7/6)    石 英 砂 粒              良 好      38

25 272A13  第 2貝 層 I b2深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/京,突列点文      灰 褐 (75R5/2)/灰 褐 (751R5/2)    砂 粒 長 石 角 閃石          良 好      40
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26 26 A14  第 2貝 層 正c2深 鮮   口 候～胴部 ケズリーナデ/ナ デ 沈線文/沈 線文/刺 突列点文     燈 (5TR76)/紀 (;R7/6)         石 英 差 石 綱 砂～健粒 (1～ 4m) 良 好 (218) 09

27 103A12  第 2貝 層 Ⅱ●2深 鮮   [1縁 ～隔師 ナデ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/おり突列点文      灰 式拒 (10R5/2)/禍 灰 00VR4/1)    長 石 角 閃石             良 好      100 内 器面に媒付着

28 12 A 3  第 2貝 層 81 bl深at  口 縁部   条 痕→ナデ/ナ デ  沈 線文/沈 線文/―           燈 (5】R6/6)/に ぶい絶 (5VR3/4)     石 英 長 石 角 閃石 磯 粒 (3～ 5回口)良 好 (3L4) 71  外 禅面にhl付着

20 185A 2  第 2貝 層 I c8深 鉢   口 縁部   ナ デ/ナ デ    沈 懐文 前突列点文/注線ス 罰安列A文/崩突男A文 にぶい路(7 5YRO/i)/柏灰 (7 5TR5/い   長 石 行 英              良 町      27

80 835 Al■   第 2貝 層 Ⅲ b4深 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/―           燈 (5】RG/6)/に ぶい柱 (5RS/4)     長 石 角 関石             良 夕F      28

31 253A15  第 2貝 日 I CJ深 鉢   口 縁部   ナ デ/ナ デ    注 練文/rt線 文/制 突列点文      に ぶい赤褐(5】R4/3)/に 本い赤柏(51114/3)滑 石をきわめて多重に合む      良 好 (289) ,7

32 318ヽ 14  第 2貝 日 I C4深 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ    沈 線文 章Ⅲ突列点文/沈 線文/―    灰 黄柏 (101116/2)/にぶい拒 (7 5YR3/4)  祖 砂粒 (l mnt)角 閃石        良 町      15

33 264 Al J  第 2貝 日 正C4擦 鉢   向 縁部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 擦文/刻 日文        灰 式描 ([Oll15/2)/にぶい黄燈 (10116/3) 長 石 角 閃石 有 英          良 好      38 外 器面に無付着

31 295112  第 2貝 屈 正d“採鉢   口 揚～顕部 ナデ/ナ デ    沈 線文 刺 突蓬点文/沈 線文/刻 目文  灰 黄神(101116/2)/褐灰(10R6/じ      長 石 (餃細地)            良 研      51

15 180A12  第 2貝 層 ll c4繰鉢   口 線部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刻 日文        に 本い☆燈dOYR7/3)/に ぶい黄電 (10YR6/3)長石 組 砂粒 (lm)         良 好       58 料 形の憂みが著しい

10 271本 13  第 2貝 層 唖 d4裸 鮮   日 禄部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刻 日文       灰 掲 (751R4/2)/掲 (7;R4/3)     石 英 長 石 角 閃石 滑 石      良 F      J2 夕 rt有 (1箇 所)

37 163本 13  第 2貝 層 正  探 鉢   頭 ～日部  ケ ズリ→ナデ/ナ デ 沈線文/沈 線文/―           に ぷい黄燈 (101R7/2)/にぶい黄ほ(10117/3)長石 石 英 角 関石          良 妊       52

38 244A14  第 2貝 層 Ⅱ  深 鉢   日 禄～開卸 条慎一ナデ/ナ デ  沈 線文/沈 線文/―           に ぶい燈(5YRO/4)/に 本い燈 (3YR6/4)  石 英 砂 粒 去 石           良 町 (292) 111

30 270A15  第 2貝 樽 lE 深 鉢   胴 部    ケ ズリ→ナ亨/ナ デ ー/沈 線文/―             に ぶい黄稔 0 0YR7/8)/に ぶい糧 (7 5YR?/4)長 石 角 閃石 砂 粒 滑 石をほかに含む 良町      79

10 247A13  第 2貝 層 コ  解 鉢   陶 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―             に 本い褐(75 Rヽ6/3)/神 灰 (7 5TR5/1)  長 石 角 閃石             良 町      12[

11 18 ヽ 13  第 2貝 層 ll 深 鉢   頬 部～胴郎 ケズリーナデ/ナ デ 枕線文/沈 線文/―           に 本い褐(751R5/4)/灰 褐(51R4/2)   験 H_(2～ 3m)長 石 角 閃石 石 英 良 好      80

12 105A18  第 2貝 層 Ⅱ  深 郎   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―             に ぶい拍 (7 5VR5/3)/灰掲 (7馬YR5/2)  石 英 長 石 角 閑石 砂 Hj       A好  (212) 75

48 129A14  第 2貝 層 Ⅱ  擦 鉢   隔 郎    ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/―             に ぷい資構00‖ 7/3)/に ぶい黄槍 (10‖74)長 石 角 閃石 く依細粒)       良 好       96

11 ‖ 3ヽ 12  第 2真 屈 Br 裸 外   日 部    条 痕―ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             に ぷい福(7 5YRS/8)/抱 灰 (7 5YR4/1)  長 石 (領剰粒)            良 毎       88

15 171 A134 第 2貝 日 IE 深 鉢   卿 部下半  条 寝‐ナデ/姿 慎‐ナデ ー/沈 線文/―             に ぶい燈 (51R3/4)/に ぶい糧 (5γRO/1)  石 英 長 石 (敏綱粒)         良 好       78

16 130A13  第 2貝 層 Ⅱ  深 鉢   胴 郎    ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―             に ぶいほ(10YR8/4)/に 本い種 (10R6/4) 石 英 長 石 角 閃石          農 好      47 外 鞘面に煤付着

17 21l Al l  第 2貝 層 Ⅱ  深 鉢   用 ～底部  条 痕→ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             に ぶい褐(7,VRO/3)/に ぷい燈 (5R6/4) 石 英 砂 粒 長 F           良 年 (183) 73

lⅢ 2J5 11 3 1 第 2貝 層 皿  探 算   は 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―             に ぶい黄燈 (10R7/8)/に ぶい紀〈7 5TR7/8)石 英 砂 粒 角 閃石 単 石      良 好 025) 26

19 228A15  常 2R層最Ttt ll c5深rt  日 縁～胴郎 ナデ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/―           灰 褐 (75R6/2)/灰 福 (5YR4/2)     石 英 長 石 角 閃石          Arf(lo 2) 104 外 器面にAl付着

50 17Jヽ 13■  好 2員唇置下朽 I c4採 鉢   口 縁部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/刻 目文        に ぷい黄優00YR7/3)/灰 褐 (7511t5/2)  石 英 砂 粒              良 好      i3
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A14  第 2R層最下奇 皿 a4深 鉢

Al巧   常 2貝層最下旬 lI 深 鉢

A14  常 2員層最下旬 lE 深 鉢

A14  路 2婦 最Ftt l c4深 鉢

A15  第 2購 最下胡 IE 探 鉢

1ヽ3  褐 色土層 II c2深 鉢

A13  褐 色上層 Ⅱ d2深 鉢

Al l  褐 色上層 I o2深 鉢

A18  褐 色土層 肛  深 鉢

A13  格 色土層 Ⅲ  深 鉢

A13  掲 色土層 Ⅱ  深 鉢

m‖ 喜結部 第 1貝 層 ll 深 鉢

H報 を格部第 2員 層 Ⅲ c4深 鉢

間 m喜路部 第 2員 層 31b2深 鉢

H‖ 達格部 第 2貝 層 I C2深 鉢

H‖ 達鷺部 第 2貝 層 m 深 鉢

村田選樽部 第 2貝 層 I d4深 鉢

村田選精部 第 2貝 層 I c2株 鉢

出対遜格部 第 2貝 層 皿  深 鉢

‖判達結部 第 2貝 層 Bl 深 鉢

‖ n選結母 第 2貝 層 I I‐ k鉢

‖刊遷結離 第 2貝 層 Ⅲ  深 鉢

‖い喜結部 第 2貝 層 I 深 鉢

m‖ 直結部 第 2貝 層 ll 探 鉢

H‖ 連絡部 第 2貝 層 I 深 鉢

日稼～胴部 ケズリ→ナデ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

頸～胴部  ケ ズリ‐ナデ/ナ デ

日爆～胴部 条痕‐ナデ/ナ デ

胴部    ケ ズリ‐ナデ/ナ デ

日経部   ナ デ/ナ デ

日縁～頸部 条痕→ナデ/ナ デ

日縁部   ナ デ/ナ デ

隔部    ケ ズリーナデ/ナ デ

胴部    条 痕→ナデ/ナ デ

胴部下半  条 痕→ナデ/ナ デ

胴部    ケ ズリ→ナデ/ナ デ

ロ縁～顕部 条4R→ナデ/ナ デ

ロ縁～顕部 ケズけ 条痕→ナデ/ナデ

日縁～胴部 ケズリ→ナデ/ナ デ

ロ縁部   ナ デ/ナ デ

日緑～頸部 ナデ/ナ デ

日縁部   ナ デ/ナ デ

Л同部    ナ デ/ナ デ

胴部    ケ ズリ→ナデ/ナ デ

項～胴部  ナ デ/ナ デ

胴部    条 痕→ナデ/ナ デ

胴部    ケ ズリ‐ナデ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

沈線文/沈 線文/―

―/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/刻 目文

―/沈 線文 刺 突連点文/―

沈緑文/rt線 文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

沈線文 刺 突列点文/沈 線文/刺 突列点文

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

―/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/一

沈線文/沈 線文/刻 目文

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

にぶい黄燈(10TR7/3)/に ぷい☆植 (10YR7/4)

にぶい☆緯 (10YR7/3)/に ぷい槍 (7 5YR7/4)

にぶい燈 (7 5YR7/4)/に ぶい種 (7 5YR7/4)

にぷい黄植 (101R7/3)/に ぷい☆滝 (10TR7/4)

にぶい掲 (7 5YR6/3)/灰 黄褐 (101R6/2)

灰黄桐 001R5/2)/褐 灰 (101R4/1)

にぶい黄栓 (101R7′2)/に 本い黄塘 dOYR7/2)

にぶい種 (751R74)/槍 (51R6/6)

にぶい俺 (7 5TR6/4)/績 (31R6/8)

浅黄槍 (10TR8/3)/灰 黄褐 (10YR8/2)

浅黄槍 (10】R8/3)/福 灰 (10】R4/1)

にぷい黄槍 (10YR6/3)/褐 灰 (101R5/D

灰黄褐 (10YRO/2)/灰 黄褐 (10YR5/2)

灰黄福 (10YR5/2)/褐 灰 (10YR4/1)

桐灰 dOIRS/1)/褐 灰 (10R4/1)

ほ (51R7/8)/褐 灰 (7 5YR5/1)

灰黄祖 (10YR6/2)/に ぶい黄燈 (10YR7/3)

灰黄摘 0 0YRS/2)/灰 黄褐 (10R6/2)

にぷい責種 (10YR3/3)/灰 桐 (751R5/2)

にぷい褐 (751R5/3)/に ぶい桐 (751R5/3)

にぷい黄績 00R7/3)/灰 黄褐 (101RO/2)

灰黄縞“OIR5/2)/掲 灰 (19YR4/1)

にぶい植 (7 5YR8/4)/灰 細 7 5YR5/2)

に本い種 (7 5YRO/4)/灰 褐 (5YR5/2)

にぶい褐 (75R6/3)/褐 灰 (751R4′ じ

78

80 外 器面に煤付着

70

188

73

28

61 器 形の歪みが著しい

4 2

118 外 3S面に縄付着

89

82

112

48 外 器面に煤付着

51  算 孔有 (1箇 所)

102

良好

良好

良好

良好 (241)

長好 (311)

良妊

良好

農好

良好 (286)

良好

良好

良好 (266)

良好

良好

良好 (226)

長好

良好

良好

良好

―

ミ

ー
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４８

規

‐８０

‐４０
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親
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61   127

6 8  1 9 5

69   17

70   13

71   227

74   28

75   tt4

９ ２
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(1～ 3m)角 閃石 良 好

良好

良好

5 5  外 器面に媒付着

6 4

5 5

7 5

107

100

80

134 外 器面に縦付着

127  外 器面こ燎付章 ほ面に作業台痕跡

9 8

良好 (3041

良好

良好
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76 230村 ‐82選接部 第 2貝 層 I 深 鉢   隔 ～底部  ケ ズリ‐ナデ/ナ デ ー/沈 線文/―             に ぶい☆ほ 001R7/4)/に ぷい黄IC(10VR7/4)長石 角 閃石             良 好  027) 101

77 134‖ 相とお観 第 2貝 層 BI 採 鮮   偏 部    条 痕―ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             に 本い黄構 001R7/3)/に ぷい慢〈751R7/4)長 石                 真 町      107

78 348m刊 とお厳第 2貝 層 II 深 鮮   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―             に ぶい陶(751R5/3)/に 本い褐 (75‖ 0/3)組 砂杜 〈1山 )雲 母         良 妊       48

79 352m‖ 選結部 第 2貝 層 I 深 鉢   嗣 部下半  条 rE―ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             に ぶい賞lE(10R7/3)/灰 黄欄〈10R5/2) 極 砂粒 (lm)長 石 角 閃石     良 年      16

80  1 A4   混 貝土層  I 深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ナ デ/押 型文/―            燈 (5YR3/8)/に ぶい俺 (7研 RO/4)    角 菌石 石 英 細 砂～韓粒 (1～ 3m)良 好      07

81 273A5   混 員上層 Ⅱ bl深 鉢   日 爆部   条 痕→ナデ/ナ デ  ー /格 土祉貼付文/粘 上紐貼付文    に ぶい☆機 (101R6/4)/にぶい黄rg ooYRO/4)長石 角 閃石 砂 粒          良 好      47

82 277A2   混 員上層 I c2深 外   口 禄部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/莉 突連点文     に 本い4E(75服 7/4)/に ぷい☆燈 0眺 7/1)石 英 角 関石             良 好      37

83 313A3   還 逝 段Ftt I 深 鉢   口 縁～硯部 条痕→ナデ/条夜‐ナデ ー/爪 形文/爪 形文          に ぷい☆ね 001R5/3)/に ぷい出 (751R5/3)角 閃石 粗 砂粒 (lm)       良 好 (230) 85

84 00 A2   混 貝土層 I 繰 体   胴 部   条 痕…ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             に ない☆植〈10粗7/4)/に ぷい糧 (7 5RO/4)石 英 長 石 角 閃石 (依細粒)    良 好      81

85 55 15   混 貝土層 VJ操 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ     ー /― /刻 目文            相 灰 001R4/1)/縞 灰 (10YR5/じ      角 閑石 石 英 砂 粒          農 好      68

88 314A3   混 貝土層 ■  浅 外   胴 部下半  ケ ズリーナデ/ナ デ ー/沈 線文/―             に ぷい悔〈7 5YRS/4)/灰 網 (751R5/2)  組 砂粒 (1～ 2m)石 英 雲 母    長 年      32

87 12 A3   呂 REEFtt V b探 鉢   日 禄部   条 長一ナデ/ナ デ  ー /沈 線文 潟 文/劇 目文       に ぶい黄績 (19173)/に ぶい☆に09R7/3)角 閃石 紐 砂粒 (1口 )       員 好      55

88 888A2   混 貝土層 V“ 探鉢   日 壊～頚部 ナデ/ナ デ ミガキ ー /― /燿 文             黄 灰 (2515/1)/栂 灰 (101R4/1)     長 石 石 英 角 閃石          真 町 (285) 88

89 181 A5    純 貝層  V 深 鉢   日 爆～頚部 条痕→ナデ/茶慎→ナデ ー/沈 線文/―              灰 ☆柏 001R3/2)/掲 灰 (10YR5/D     角 閃石 長 石              真 好       50

90 17 A5   純 貝層  V 裸 鉢   日 標～項部 ミガキ/ナ デ‐ミガキ ー/回 線文/―             暗 灰☆(2515/2)/網 灰 (10YR4/じ     長 石 角 閃石             良 好       60

91 115ヽ 5   純 貝層  Ⅵ  海 外   日 換～原部 ケズリサア/ケズリサテミ〃キ ー/― /―               灰 黄褐 091115/2)/にぶい褐 (75R3/3)  曝 粒 (5m)             良 好 080  141

92 23015   純 貝層  Ⅵ  深 鉢  頃 ～田部  夕 斉!ヨS,争
ケズリ/_/_/_              に

ぶい黄悔 00‖ 6/3)/に ぷい赤網 (5服5/4)角 閃石 滑 石 長 石 砂 粒      良 好 (286) 245

93 21l A4   末 掲色土再 ] 探 鮮   底 部    ナ デ/ケ ズリ ナ デ ー/押 形文/―             氏 黄描 (10‖5/2)/に ぶい糧 (7 5YR7/4)  長 石 角 閃石 石 英          中 腋 (158) 31

94 330A2   茶 掲色土日 I bl ttnt  日 繰部   条 腹→ナデ/ナ デ  ー /粘 土紙貼付文/―          増 (2 5YR3/8)/燈 (51R6/6)       垣 砂粒 (lm)滑 石を多く含む    良 好      52

95 208A2   茶 褐色土日 Ia深 体   胴 部    条 痕/条 な     一 /― /―               に 本い植 (751R3/4)/に ぶい褐 (7 5YR5/3)長 石 角 閑石 〈微細紅)       良 好      80

03 8 A123 環 褐色士再 I d ttat  日 最部   ナ デ/ナ デ     ー /沈 濠文 刻 目文/刻 目文     に ぶい赤褐(51R3/4)/灰 褐 (31R4/2)   雲 母 長 石 角 閃石          良 好      46 外 器面に盗付お

9? 92 A2   茶 褐色土層 I c2深 鉢   口 縁部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/刺 突列点文     灰 ☆48001R5/2)/褐 Fk(101R4/じ     角 閃石 〈微細粒)           良 好      38

9R 50 A2    索 縄色土幅 I c4漂 鉢   口 最部   ナ デ/ナ デ     沈 線文 連 続制突文/沈 線文 連 続刺突文/― itぶい黄担00R73)/に ぶい☆植 (101R3/3)石英 長 石 角 閃石          良 ,       45

99 63 A2   末 褐色土層 Ⅱ45深 鉢   回 線部   条 痕→ナデ/ナ デ  沈 線文 刺 突達点文/沈 線文/刻 目文  灰 ☆栂 (10YR5/2)/に本い黄種 (10YRO/‖) 石 英 角 閃石 碑 粒 (4m)     良 好       54

100 17212   本 掲色土E ll■2漂 at  口 縁部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刻 日文        に ぶい侵(75R7/4)/に さい4E(7 5YR7/4)長 石 角 関石 (徹劉粒)石 英     良 好       28

器面田整

く内面/外 面)

文 峰

(内面/外 面/口 様端部)

色 爾

(内面/外 面)
胎 土

―

料

―
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挿国 実現

番号 番号

器面日整

(内面/外 面)

色 隠
〈内面/外面)

聴 土 考特
高

＞

存

ｍ

残

く

呼

厳

ｍ

成焼
査

点

目

地
層 位  分 類  輯 ll 残存部位

文 様
〈内面/外 面/口 縁培部)

1 0 ] 1 6 9

102  187

103  280

104  170

牌

逆

肥

脱

茶掲色上日 皿 o2深 鉢

末綺色上日 皿●4深 鉢

末掲色上日 I d4深 鉢

莱掲色上日 IE 深 鉢

混員土層 Vb深 鉢

混貝土周 Va鉢

混貝土層 VJ鉢

純貝日  I 操 鉢

純員層酉開 Vb 裸 鉢

純貝周  Vこ 鉢

純貝石上部 Va 鉢

純貝層  Vb深 外

純貝層  V● 鉢

純民層  Vb(高 )好

純民日函卸 Vo鉢

純員層  Vb探 鉢

円民属上郎 Va at

純貝日  Ⅵ  深 体

純員層上再 lT 漆 鉢

純貝用  Vb探 鉢

純員層  IV a深 鉢

純員日西開 Ⅳ b擦 鉢

削民層上部 Vb鉢

純貝層  Ⅵ ?採 鉢

純員層  Ⅵ ?深 鉢

栂灰 (10VR5/1)/に 本い黄績 (10YR7/3)

にぶい槍 (5YRO/4)/灰 褐 (5γR5/2)

にぶい☆lE001R7/3)/灰 黄掲 (1硝R5/2)

にぶい☆松 001R7/2)/に ぷい☆ほ (10TR7/3)

にぶい☆槍 001R6/3)/に ぷい褐 (751R6/3)

灰☆褐 (10YR7/2)/に ぷい褐 (75服 5/3)

にぷい相(7 5YR3/8)/灰 褐 (7 5YR4/2)

にぶい檀(7 5YRO/4)/に ぷい槍 (5服6/3)

灰褐〈7 5YR3/2)/に ぷい褐 (751R3/3)

灰柏 (7 5YR5/2)/に ぶい黄槍 (101RO/3)

棺〈51RO/8)/に ぷい赤ほ〈5‖5/4)

褐灰 (,OYR3/1)/に ぷい黄種 (10‖6/3)

黒褐 (751R3/1)/黒 褐〈751R3/2)

灰☆拍 001RO/2)/に ぷい資lg(10W7/3)

褐灰 (10YR4/じ /灰 黄褐 (10粗5/2)

担灰 0 0YR4/じ /に ぷい績 (751R3/4)

に本い☆褐 (101R5/3)/褐 灰 (10YR4/D

組灰 (7 5YR4/じ /灰 褐 (73服 5/2)

褐灰 001R4/1)/に ぶい燈 (2 31RS/4)

灰掲 (75‖ 5/2)/褐 灰 (75‖ 5/1)

灰褐 (75R3/2)/に ぶい褐 (75R5/3)

褐灰 (10VR4/D/褐 灰 0い R5/1)

褐灰 (7 8YR4/D/褐 灰〈75R5/1)

灰☆褐 dOYR6/2)/灰 黄褐 (10YR6/2)

灰網 (75‖ 5/2)/褐 灰 (751R6/1)

49

Si 外 器面一部に娯付着

5 5

3 0

40

121

38

40

30

8:  一 部に抜熱瓢窪痕有

88

■8  日 禄部に赤色顔料有

6 8

日繰部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/刺 突列点文

日縁部   ナ デ/ナ デ    押 弓文/沈 線文/,Ⅲ突列点文

口縁瀬   条 痕→ナデ/ナ デ  押 引文/沈 線文/刻 目文

口禄～嗣部 ケズリーナデ/ナ デ 枕線文/沈 線文/―

口最～顕部 条痕→ナデ/4寝 ‐ナデ ー/沈 線文/―

口最部   ミ ガキ/ミ ガキ  ー /沈 線文 縄 文/刺 突連点文 沈 擦文

胴部    ケ ズリ‐ミガキ/ミ ガキ ー/枕 線文 縄 文 痢 突洸線文/―

胴～底部  条 痕→ナデ/条 痕  ― /― /―

Em3線部   ナ デ/ナ デ     ー /枕 線文/―

日禄部   ケ ズリ‐'テ ミガヤ/ナ|ミ 】キ ー/沈 線文 縄 文/刺 突列点文

日縁部   ミ ガキ/ナ デ→ミガキ ー/沈 棟文 縄 文/刺 突列点文

口縁部   ナ デ→ミガキ/ナ デ ー/沈 線文/―

隔部    ミ ガキ/ミ ガキ   ー /堀 文 tt線 文/―

口縁～胴部 ナデ‐ミガキ/ケズリ‐ナ■ ―/― /沈 線文 る 文

胴部上半  ミ ガキ/ナ デ ミ ガキ ー/沈 線文/―

回線～顕部 ケズリーナデ/ナ デ ー/沈 線文/―

胴部    ケ ズけ‐ナデ/ナデ‐ミ】キ ー/沈 線文/―

口縁部   ケ ズリ‐ナデ/ケズリ‐ナデ ー/― /―

日壊～田部 ケズリ■ビオj」tサ″ナ亨 ―/― /―

白禄～胴部 ナデ ユビオサエ/ナ デ ー/沈 線文/―

日猿～胴部 ケズリ‐ナデ/ナデ ミ"キ 沈線文/沈 線文/洸 線文

日縁～頬部 ミガキ ナア/ミガ|ナ デ ー/沈 線文/刻 目文

日縁部   ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/刻 目文

胴部    ケ ズリ‐ナテ/ナデ‐ミ"キ ー/― /一

胴部    ケ ズリ・|'/ケズササ■ミ】キ ー/― /―

長石 角 閃石             良 好

滑石を多とに含む 長 石 砂 粒     良 好

長石 角 閃石 lB石 をはかに合む    良 好 (238)

長石 角 閃百             良 好

長石 角 閃石 室 母 砂 粒       良 好

角閃rT 長 石 砂 粒          良 好

長石 角 閃石             良 好

望侵負紹崩梅阜賄 ♂ 為 瑞   良
好 は い

角閃石 (微細粒)           良 好

角関石 客 母 長 石          良 好

粗砂粒 (1申 )            R好

石英 角 閃石 糧 砂杜 (1～ 2m)  良 好 (140)

粗砂粒 (lm)角 閃石        長 年

砂粒                 良 好  014)

紅砂粒 (2m)角 閑石        良 好

角閑石 宴 母             良 好

組砂粒 〈i nm)角 閑石        良 好

長石 角 閃石             農 好 (229)

●粒 (7口)lt砂 ～瞑位 (1～8口)長 こ 角園石 良好  (172)

長石 雲 母              良 好  (343)

担砂粒 (1～ 2回 )長 石 角 閃石   良 好 〈175)

粗砂粒 (2 mn)芸 母 (微細粒)    良 好

長石 角 閃石             良 好

祖砂～陳粒 (1～ 3m)石 英     良 呼

紅砂粒 てlm)石 英 角 閃石     良 研

４９

２６８

２６７

３０

８９

榊

―

さ

―

111  353 A6

120  385 A7

123  270 AS

解

ヤ

Ｗ

Ａ７

・７

Ａ６

拘

３６９

８５

３５０

３９

３５７

内締面に盗付着

門

　
　

■

Ａ７

　

　

Ａ７

３６６

　

　

７３

138

4 5

90 避
ｏ
＝
　
Ｅ
け
陣
き
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Ｅ
■
鵬
ぎ
闘
精
難

考的
高

＞

存

ｍ

残

く呼醸ｍ
成焼

〓

点

コ

地

調

号

実

番

国

号

揮

書
胸 二

器面コE
〈内面/外 面)

支 偉

(内面/外 面/口 み増部〕

色 ヨ
(内面/外 面)

層 位  分 類  毒 理 残す部位

126  329 17

127  367 17

純貝層  Ⅵ ?深 鉢

純員再  Ⅵ  深 鉢

"貝 周  W'深 鉢

掬貝層    深 鉢

純貝層    採 鉢

純員層    深 鉢

純員層    深 鉢

れ色上層 Ia深 鉢

末褐色土層 I■  鉢

☆絶 1岳士傷 I b2 操 鮮

末穐色=層 I b2深 鉢

環縄色上目 ■b2探 鉢

末掲色ユ層 I`深 鉢

宗常色」再下ほ II d 深鉢

掲色土日 Ⅱ a深 鉢

■色18TS  II  深 鉢

【IEl,F`  ]  深 鉢

網色土層  ]鉢

末褐色土層 Id探 鉢

褐色土層  I 採 鉢

不明   I 深 鉢

不明   lE c4深 体

不明   lE a4深 鉢

不明   皿 ■5深 鉢

不明   I c4深 鉢

胴部   ケ ズリサテミ打ヤ/ナ'・ミ】十 一/― /―

口ほ～同部 ケズリ/ケ ズリ→ナデ ー/― /―

日郎   ケ ズリ‐ナ7‐//ナア‐ミ】キ ー/一 /―

嗣部下半  ケ ズリすデエピオサエ/ナア ー/一 /―

底部    ナ デ/ケズリヽ ナデ ミ"キ ー/一 /―

掲灰 (75服 5/1)/福 灰 (75R5/め

灰☆福 001R5/2)/灰 資桐 00R6/2)

長石 角 閃石 石 英 粗 砂粒 (l nln) 真 好

粗砂～磁粒 (1～ 4 mn)雲 母 角 閃石 真 年 (308)

長石 石 英 角 閃石         良 好

122

183

２８

２０

３０

３‐

３２

鞘

０１

０９

９

０２

館

２３

‐０

拙

３５

８６

８７

３８

８９

４０

１

∞
０
１

３２７

ｍ

２３８

８７

318 A7

358 A7

303 A0

71  A7

133 17

5  17

底部    ナ デ/ナ デ ―/― /―

開～底部  夕射こで所キ
ユビオサエ/ ~/~/_

にぶい☆構00R3/3)/灰 黄褐(10R8/2) 角 閃石 石 英

にぷい赤ね (5R5/4)/掲 灰 (5VR4/1)

[ 7 5

9 8

8 4

4 0

0 2

4 7

5  1

7 8

7 8

6 5

80

32

47 努 孔有 (1箇 所)

6  1

4 8

9 9

4 5

8 8

7 7

51  外 掛画及び内器面に燦付着

2 7

57 外 溺面に媒付着

よ5

良好

灰網 (751R5/2)/に ぶいれ(■51R5/3)  角 閃石 長 石 瓶 砂粒 〈lⅢ )    良 , (203)

桐灰 (7 5YR5/0/灰 掲 (75‖ 0/2)    組 砂粒 (1～ 2m)石 英 角 閃石   良 好 (99)

にぶい☆棺 (101R6/3)/にぶい☆構 00R3/3)雲 母 長 石 (徹細粒)        良 好 (99)

灰黄 (2517/2)/灰 掲 (75斌 0/2)     長 石 〈缶細粒)            良 好 006)

にぶい☆lE001RS/3)/に ぶい黄程 001R731石 英 長 石 角 閃石 臨 粒 (3m)  良 好 028)

に本い黄棺 001R7/4)/灰 黄褐 (101R5/2) 長 石 角 閃石 ほ 粒 (夕～ 3m)   良 好

口8郎   ナ 7~/ナ デ

胴部下半  ナ デ/ナ デ

日縁～顕部 条痕/条 頑

頭部～目部 条痕/条 掟

顕～原部  条 痕/条 疫

一/押 型文/―

―/押 型文/―

―/隆 起帯文/―

―/隆 息特文/―

―/隆 起構文/―

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

―/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/再 突逮点文

にぷい経 (731R3/4)/に 本い指〈7S漁 5/8)雲 母 長 石 紅 砂取 (1‐ )角 閃石 石 英 良仔

にぶい48(7 rJIR3/4)/種(5RI/0) 滑石を多こに合む 角 閃石      真 好

,45  40

149  276 Al

150  275 Al

A 6

A3

A6

A7西弾

A7西増

A6

A7

A6

t7

17東田

A】-3

Al-3

日壊部   条 痕→ナデ/条 痕  ― /― /―

日緑部   条 痕‐ナデ/茶 は‐ナデ ー/― /―

口格部   条 痕→ナデ/奈 頑  ― /― /―

―/― /―

日郎    ナ デ/条 慎→ナデ  ー /― /―

肩～周部  ケ ズリ‐ナア/茶は ミ】キ ー/― /―

日榛部  ナ デ/ナ デ ―/爪 形文/一

底題   ナ デ/条 痕→ナデ ー /― /―

口禄部   条 痕→ナデ/条衰‐ナデ ー/― /―

にぶい☆把(10hRS/3)/灰黄抱(10R,/2) 長 石 角 閃石 瓶 砂粒 (lm)    真 好

にぶい☆植(101R6/4)/にぷいね(7 5YRo/4)壇砂粒 (lm)滑 石をはかに合む   真 好

掲灰(75服4/1)/にぷいほ(ヤSYRI/2)  角 閃石 (領細粒)           良 好

にぶい☆絶(10117/2)/にぶい植〈75眼7/4)長石 石 交 角 閃石          良 好

にぷい☆植(101R6/4)/にぶい租〈7 51RO/4)角閃石 石 英 瓶 砂粒 (2口)    良 好

にぶい網(751R5/3)/にぶい栂(7 5YRO/3)角閃石 長 石 砂 粒 滑 石をほかに倉む 良好

にぶい☆機(10服8/3)/掲灰(101R5/け   長 石 角 閃石 砂 粒          良 好

日郎   ナ 7~/条 痕

☆灰(25ヤ4/1)/灰☆褐0船 3/2) 長石 察 母 (領担粒)細 ゆ～醸粒 て1～ 3■ )真 好 〈90)

３ ‐５

　

　

５４

　

　

２７４

口標郎   ナ デ/ナ デ

回線部   ナ デ/ナ デ

ロ燥部   ナ デ/ナ デ

日は離   ナ デ/ナ デ

にぶい☆ほ(101R7/2)/灰☆掲001■3/2) ほ 粒 (4口)曇 母

にぷい☆棺001R7/8)/にぷい☆構(10YR7/3)角閃石

黄灰(25Y5/1)/☆ 灰(25V5/D

ほ(5‖3/8)/にぶい燈(75R3/1)

良竹

良好

石英 長 石 砂 粒          良 呼

石英 長 石 砂 粒 角 因石      良 好

にぶい褐 (751R5/3)/に ない燈 (7 511tS/4)長 石 角 閃石 砂 粒 滑 石      良 好
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号骨廓ω
呼睡０

成焼
査

点

日

地

コ

号

菓

書

口

号

打

書 騎 土
器面輝整

(内面/外 面)

文 棟
〈内面/外 面/口縁培淳)

色 目

〈内面/外 国)
層 位  分 録  母 ほ 残存部位

1 5 1  2 8 5 A 1 2

152  347 Al-2

153 研  A7東 al

154   58  A2

155  292 Al-2

158  88  A7

157  284 Al-2

158  ol  A2

150 200A7東 側

180  84  B

181  90  B3

102  242

183  24

184  2'7

185  251

100  108

167  80

168  79

169  257

lE 深 鉢

皿 深 鉢

台付||?

at

採鉢

Vb深 鉢

VI 深 鉢

開部    ナ デ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

脚部    ナ デ/ナ デ

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/― /―

良好

良好

良好 (84)

良好

良,

良好

良好

良好 (238)

良好

良好

農好

良好 (244)

良好

真好

真好 (175)

良好 (240)

良好

長野

良j7

良妊

良好

真好

良好

良好 (254)

良好

不明

不明

不明

口縁～顕部 ナデ/ケ ズリ→ナデ ー/― /刺 突列点文

口機～胴部 ケズリ‐ナデ/ケズリ‐すデ ー/爪 形文/―

口様～願BIナ デ ミ ガキ/ナ デ ー/沈 8文 /沈 線文 刺 突文

日8～ 環部 ナデ ユビオサエ/ナ デ ー/用 突文 )沈 線文/―

にぷい☆ほ(10YR7/3)/灰 貴褐 00‖ 5/2)

にぶい☆檀(10YR3/3)/灰 資掲●船 5/2)

にぶい描 (751R5/3)/に ぷい槍 (75服 0/4)

灰掲〈75粗 5/2)/灰 褐〈751R5/2)

に本い赤褐 (51R4/3)/灰 褐 (51R4/2)

栂灰 aOIR4/1)/に ぷい黄lE〈〕OIR5/3)

にぶい棺 (5粗8/4)/に ぶい赤褐 (5R5/4)

掲灰 (75粗 5/1)/褐 灰 (10YR4/1)

にぶいれ (75R5/4)/に ぶい赤網 (5R5/4)

にぶい☆植 001R6/3)/掲 灰 (10R4/1)

褐灰 (10YR4/じ/に ぶい黄燈 (10L R6/8)

灰☆褐 00R3/2)/褐 灰 (101R4/D

灰網 (5粗4/2)/褐 灰 (5R4/1)

54 外 器面に煤付者

58

50

58

67  舛 掛面に卓付着 野孔有 (18所)

&3

は1

3 5

5 2

3 3  外 器面に燦付着 ?

8 6

1 0 3

4 9

45 外 器面に煤付者

93

53

40

59

50

50

57 外 器面に煤付若

41  穿 孔有 (1面 所)

49 外 樹面に煤付者

3 8

8 9

不明   Va?深 鉢

不明

不明

不明

不明

不明   It b深 鉢

表上層  jlll b4深鉢

第 1貝 層 lr ns深併

第 1貝 層 lE c4擦体

第 1貝 層 BI o4深鉢

第 1貝 層 IV■ 深鉢

第 2貝 層 I d2浅 鉢

第 2貝 層 I B5深 at

第 2貝 目 I c2深 鉢

第 2貝 層 I□2深 鉢

第 2貝 層 lE B4深い

第 2員 層 皿 o2深 体

第 2貝 層 185深 鉾

第 2貝 層 I C2深 鉢

第 2貝 層 I o2深 鉢

第 2貝 層 I c2漂 ||

第 2貝 層 lE o5漂鉢

日ほ部  ナ デ/ナ デ ―/― /―

日様部   ナ デ/ケ ズリ→ナデ ー/沈 線丈 刺 架列点文/―

日禄郎   ナ デ/ナ デ 沈練文/沈 線文/刻 目文

( 1 ～ 3  n a )

―

蟹

―

口縁郎   ミ ガキ/ナ デ    ー /沈 線文/一

172 102 81

口ほ～日都 ナ7~/ナ デ

ロ様師   ナ デ/ナ デ

ロ様～願郎 ナデ/ナ デ

日線～胴部 ナデ/ナ デ

日様部   ナ デ/ナ デ

日様郎   ナ デ/ナ デ

ロ禄～顕部 ナデ/ナ デ

ロほ郎   ナ デ/ナ デ

ロな部   ナ デ/ナ デ

日様部   ナ デ/ナ デ

ロ様部   ナ デ/ナ デ

日様部   ナ デ/ナ デ

ロ禄郎   ナ デ/ナ デ

ロな部   ナ デ/ナ デ

―/沈 線文/―

沈線文/成 中文/刻 目文

沈凛文/沈 線文/沈 線文

沈線文/沈 擦文/刺 突列京文

―/沈 線文/All目文

―/沈 棟文/一

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

―/沈 線文/―

班韓文/沈 線文/刺 突列点文

沈線文/沈 韓文/刻 日文

にぶい槍(5YRO/4)/褐灰(7 5YR3/1)

にぷい☆4E(101R3/3)/に本い黄臼(jOIRO/3)

にない☆極〈け‖?/3)/灰 黄褐(10W S/2)

にぷい費(25Y3/3)/黄 灰〈2514/1)

にさい☆栂(10粗7/3)/灰黄褐(10R8/2)

にぷい佃(781R5/3)/褐 灰(751R4/い

桐灰GOYR4/1)/に ぶい植(7 5YR7/4)

にぶい☆檀(10R7/4)/灰 黄褐〈附‖5/2)

にぶいほ(■51R6/4)/にぶい橙く751■6/4)

灰☆担09R6/2)/に ぶい燈(73Y86/4)

沈線文/沈 棟文/親 突題点文

沈壊文/沈 線文/刺 突題点文

劇目文/沈 線文 刻 日文/沈 擦文 剤 目文 灰☆褐 (10YR3/2)/によい掲 (76‖ 5/3)

沈棒文 .刺 突選点文/沈 線文/刺 突題点文 にぷい☆槍 (101R7/3)/にぶい黄ほ(101R7′2)

( 1 ～ 2 D 遭

０
対
　
Ｅ
け
厳
き
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殴
け
前
ミ
踏
対
洲

考憶
高

＞

存

伽

残

＜呼薩ｍ
成焼

〓

点

揮

地

測

号

実

書

□

号

挿

香
胎 土

器面翻盛

(内面/外 面)

文 練

(内面/外 面/口 捺指部)

色 調

(内面/外 面)
層 位  分 頭  器 活 残書部位

170  193 82

177  138 82

178  183 83

179  182 82

180  214 82

181  126 88

182  238 81

188  197 82

184  77  BJ

185  38  81

186  36  81

187  222 82

188  259 82

189  212 82

190  154 82

1 9 1  2 1 8 8 1

192  232 82

193  303 81

194  300 82

195  334 82

196  98  82

197  104 82

198  23  82

199  106 Bl

200  229 82

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

第 2貝 層 血 c2深 鉢

第 2貝 層 lE b2深鉢

第 2貝 層 血 b2深 鉢

第 2貝 層 m c2深 鉢

第 2貝 層 ll d2深鉢

第 2貝 層 m c4探 鉢

第 2貝 層 皿 C2探 鉢

第 2貝 層 皿 c2繰 球

第 2貝 層 lE d3操鉢

第 2貝 層 皿 d2鉢

第 2貝 層 』 d4深 鉢

第 2貝 層 皿 d2深 鉢

第 2貝 層 皿 d2深 鉢

第 2貝 層 唖 d2深 鉢

第 2貝 層 唖●2深 鈴

第 2貝 層 Ⅲ●2深 鉢

第 2貝 層 狂 c2深 鉢

第 2貝 層 I d2深 鉢

第 2員 層 I c2深 鉢

第 2員 層 皿  深 鉢

第 2貝 層 皿  深 鉢

第 2貝 層 皿  探 鉢

第 2貝 層 皿  深 鉢

第 2貝 層 皿  深 鉢

第 2貝 層 I 深 鉢

回線～顕部 ナデー条痕/ナ デ

ロ縁～顕部 ケズリ ナ デ/ナ デ

回線部  ナ デ/ナ デ

回線部  ナ デ/ナ デ

ロ線～顕部 ナデ/ナ デ

回線部  ナ デ/ナ デ

ロ線～胴部 条痕→ナデ/ナ デ

回線部  ナ デ/ナ デ

日爆部  ナ デ/ナ デ

日緑部  ナ デ/ナ デ

日縁～胴部 ナデ/ナ デ

日繰～頂部 ナデ/ナ デ

ロ繰部  ナ デ/ナ デ

ロ縁～顕部 ナデ/ナ デ

日緑部  ナ デ/ナ デ

日緑部  ナ デ/ナ デ

日緑～顕部 ナデ/ナ デ

日爆部  ナ デ/ナ デ

日縁部  ナ デ/ナ デ

日縁部  ナ デ/ナ デ

日縁部  ナ デ/ナ デ

日縁～胴部 ナデ/ナ デ

胴部   ナ デ/ナ デ

頚～胴部 ナ デイナデ

頸～胴部 条 痕→ナデ/ナ デ

沈線文/比 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

北線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

沈線文/沈 線文/利 突連点文

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

長石 角 閃石 (微細粒)

長石 (微細粒)

角閃石 石 英 長 石

長石

長石 角 閃石 石 英

滑石を多重に含む

長石 石 英 角 閑石 滑 石を合む

長石 石 英 角 閃石 (微細粒)

滑石を多重に合む

長石 (微細粒)

楓砂粒 (1～ 2 mnt)

長石 角 閑石 砂 粒

長石 角 閑石 砂 粒

長石 角 閑石 砂 粒

長石 角 閃石

角閑石 長 石 滑 石を陰かに合む

長石 砂 杜 角 閑石

長石 石 英 滑 石

長石 角 閃石

長石 角 閑石

粗砂粒 (lm)角 閃石

長石 角 閃石 砂 粒

長石 石 英 雲 母 ?

長石 角 閃石

長石 石 英 角 閃石 砂 粒

35 夕 孔有 〈1箇 所)

61

51

89

79

84

186

34

38

38

150

48 夕 孔有 (1箇 所)

29

105

4 8

4 8

8 0

3 3

2 6

3 1

4 2

1 0 1

7 1

1 1  1

9 8

灰桐 (7 5VR5/2)/個灰 (7 5TR5/1)

灰黄褐 (10服6/2)/梢 灰 (19TR5/1)

にぷい黄橙●OR7/4)/に ぶい黄槍 (10YR7/4)

灰黄褐 (10粗5/2)/褐 灰 (10R471)

に本い黄槍 (10R8/3)/摘 灰“OYR5/め

にぶい構 (51R6/4)/に ぶい赤禍 (5R5/3)

浅黄植 (10R8/3)/禍 灰く10R5/1)

褐灰 00TR5/1)/摘 灰 (101R4/0

良好

良好 (276)

良好

良好

良好 07D

良好

良好  (319)

良好

良好

良好 (112)

良好 (280)

良好 064)

良好 057)

良好

良好

良好

良好

良好

良圧

良好

良好

良好

良好

良好

良好

沈線文/ml突 列点文 沈 線文/刻 目文  灰 黄禍 (10VR5/2)/灰 黄褐 001R5/2)

にぷい黄俺 (10R8/8)/に ぷい褐 (7 5YRS/4)

滋黄 (25Y8/3)/に ぶい黄種 (101R7/4)―
―
∞
〕
―
―

刺突連点文 沈 線文/沈 線文/刺 突運点文 褐灰 (751R471)/褐 灰 (7 5YR4/1)

沈線文 押 弓1文/洸 線文/刺 突連点文  槍 (7 5YR7/6)/に ぷい植 (7 5TR3/4)

rt線文/沈 線文/刻 日文

洸線文/沈 線文/刻 目文

洸線文/沈 線文/力1突列点文

沈線文/泥 線文/策1突遵点文

押引文/rt線 文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

洸線文/淀 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/―

押引文/た 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

灰黄 (25Y7/2)/に ぷい黄種 (101R6/3)

にぷい黄植 (101R7/4)/にパいま種●ORO/3)

にぶい黄栓 (10TR7/3)/にぷいね (7 5YR7/3)

にぶい損 (751R6/2)/黒 褐 (7 5YR3/2)

にぶい黄樽 (10R7/2)/灰 黄桐 (10YR8/2)

灰黄褐 (101R6/2)/褐灰 (10YR4/め

にぶい黄糧 001R6/3)/灰 黄桐 (10YR5/2)

にぷい黄糧 (10YR7/3)/褐灰 (10YR5/1)

灰黄抱 001R6/2)/に ぷい資糖 00YR7/2)

にぶい黄燈(10ヤR6/3)/灰 褐 (751R6/2)

にぷい責植 (10YR8/3)/灰 黄褐 dOIRS/2)

灰黄褐 001R6/2)/褐 灰 (101R5/じ
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挿四 実 Rl

密号 番号

器面調整

(内面/外 面)

色 調

(内面/外 面)
胎  土

査

占
一

鋼

地
層 位  分 類  器 種 残存部位

文 様

(内面/外 面/口 総崩部)
考臨

高

＞

存

伽

残

く呼睡ｍ
成焼

２７

３ ２５

‐‐１

‐２０

９３

２ ０７

３２２

榔

３３９

３３２

３４５

３４２

‐４

１

鶴
―

８２

８‐

慨

Ｂ２

３‐

８２

201 31 81

221  821 81

224  125 32

225  250 82

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 眉

第 2貝 層

第 2貝 届

第 2貝 層

第 2貝 腐

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2員 層

第 2貝 層

第 2員 層

第 2員 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2員 層

第 2貝 層

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 緑文/一

―/沈 線文/―

―/沈 線文/一

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文メー

ー/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/― /―

探鉢   胴 部

探鉢   胴 部

探鉢   胴 部

探鉢   胴 部

探鉢   胴 部

探鉢   胴 部

深鉢   胴 部

深鉢   胴 部

深鉢   胴 部

探鉢   胴 部

深鉢   胴 部

深鉢   隔 部

操体   胴 部

深鉢   胴 部下半

深鉢   胴 部

深鉢   胴 部下半

探鉢   胴 部下半

深ek  胴 部下半

深鉢   胴 部下半

深鉢   】 同～底部

深鉢   胴 部下半

深鉢   底 部

深鉢  底 部

深鉢   胴 部下半

擦aF  底 部

ナデ/ナ デ

条痕→ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

条痕→ナデ/ナ デ

条痕→ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ケズリ‐ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

条痕→ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

条痕→ナデ/ナ デ

条痕→ナデ/ナ デ

ケズリ→ナデ/ナ デ

ケズリ‐ナデ/ナ デ

ケズリ→ナデ/ナ デ

ナデ ユビオサエ/ナデ

条痕→ナデ/ナ デ

ケズけ‐ナデ/ケズリ‐ナ亨

にぶい黄I「
4 0 0VR6/3)/にぶい拍 (751R馬/め

福灰 (751R1/1)/に ぶい縞 (75R3/D

にポい赤褐 (5‖5/3)/に ぷい燈 (5YR6/4)

灰黄褐 0 0YRO/2)/にぶい褐 (751116/3)

にポい黄燈 0 0YR7/2)/灰 黄縞 00YR6/2)

にぶい黄燈 00 Rヽ7/3)/灰 黄摘 00YR5/2)

灰黄摘 001R5/2)/に ぶい網 (7 5TRS/3)

にぶい掲 (7 5VR6/8)/掲灰 (751R5/1)

灰黄絹●Oll15/2)/灰禍 (7 5YR6/2)

にぶい黄種 00R6/3)/に ぶい貫燈 (10TR6/4)

にぶい黄燈 (10‖7/3)/に ぶい黄槍 (10YR7/3)

にヽい黄ほ 101R73)/褐 灰 (10YR5/1)

にぶい燈 (75R6/4)/に ぶいね (7 5YR7/4)

褐灰 (751R4/1)/に ぶい褐 (751R6/3)

にぶい黄燈 (10YRS/3)/灰 黄褐 (10YR5/2)

にぶい槍 (7 5YR6/4)/にぶいに (5平R6/4)

にぶい禍 (751R6/D/灰 掲 (75R6/2)

にぶい黄格 0 0VR7/3)/灰 黄掲 00YR5/2)

にぷい槍 (51RO/4)/に ぶい赤福 (5YR5/4)

措 (5RS/6)/に ぶい赤掲 (25R3/4)

にぷい黄績 001RO/3)/灰 掲 (75粗 5/2)

褐灰 (75R4/1)/に ぶい燈 (7 5YR6/4)

灰黄褐 (101R6/2)/褐灰 (101R4/1)

灰褐 (7 5YRO/2)/穏灰 (75服 5/1)

にぷい績 (75服 6/4)/灰 格 (7 5RS/2)

慎石 言資 瓶砂Ml‐ 2m)埼 日1 情Iを憎かに合む 良好

長石 石 英 雲 母 藤 粒 (4 mm)消 石 良 好

滑石を多量に含む           良 好

長石 石 英 角 閃石 雲 母      長 好

長石 角 関石 石 英 砂 粒       良 好

石英 角 閃石 長 石 雲 母 砂 粒    良 好

滑石を多重に含む           良 好

滑石を多量に含む           良 好

長石 角 閃石 石 英          良 好

粗砂～撲粒 (1～ 3 DD)角 閃石    良 ″

粗砂粒 (l mm)石 英 角 閃石     や ll賞

粗砂粒 て】～ 2m)角 閃石      良 好

操粒 (6m)組 砂粒 (lm)角 閑石 雲 母 良好

角閃石 雲母 榛lI(2～ 3 DB)消石を僅かに合む 良 好

長石 角 閃石 雲 母          良 好

石英 長 石 滑 石           氏 好

長石 砂 粒 角 閃石          良 好

長石                良 好

滑石を多重に合む           良 好

長石 (微細粒)榛 粒 (6m)     良 好 (131)

石英 角 閃石            良 好

長石 角 閃石             良 好 98

長石 角 閃石 滑 石を僅かに含む    良 好

石英 長 石 雲 母           良 好

石英 長 石 角 閃石 滑 石      良 塚 (116)

62

59

85

78

43

80

88

61

55

76 外 器面に媒付着

51

53 外 器面一部に煤付着

3  1

2 7

14

85 外 器面に媒付着

64 外 器面に煤付着

8 8

8 5

5 0

5 3

68

4 2

Ⅱ

　

　

皿

Ｉ

　

　

Ｉ

Ｗ

ｏ
冊
　
Ｅ
け
剛
き
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睡
卜
陣
き
轟
測
朋

tl口真お

子号 書号

〓

点

日

均
層 位  分 類  器 8 残存B「位

器面翻奎
〈内面/外 面)

文 張
て内面/外 面/口 告増部)

色 コ

(内面/外 面)
騎 土

口笹/

確成  底 饉

〈cm)

鶴手百

(c")
考備

９９

剛

８３

３‐７

４

‐２

２

去

ｉ

■

226  150 82

２３

；

＆

Ｈ

‐９

２９，

３０８

７５

３２０

‐９８

８４４

第 2貝 層 Vb課 鉢

第 2貝 層   深 鉾

着2民日E下諄 145擦 体

第2只目下極 I d4探 鉢

第2RBE下ほ I c2漂 鉢

第2R8軒 ほ I c2深 鉢

第2員8B下ほ I 探 鉢

第2員月B下母 IE d4探 鉢

寓2刺8下寓 I 深 鉢

密2員88下母 I 深 IF

骨2畑 BF3 1 採 体

第2買日BItt lE c2採 伴

期購 itt I 採 lt

期民骨慮下瀬  I  深 幹

常2員層慮下ほ  I  深 幹

身2R将慮下ほ 口  擦 aF

桐色土層 I b ttat

褐臼日以下 II b2課鉢

褐出陽以下 皿  深 鉢

褐こ■F以下 コ b5深 鉢

絹色ittlT IE 漂 併

福も主層 md深 体

黒格色主吊 I 探 幹

褐色■居以下 I b4深 atl

褐EJ以 下 Ⅱ  深 鉢

日様部   ナ デ/ナ デ

はEr   ナ デ/ナ デ

日像～胴郎 ナデ/ナ デ

日禄部   ナ デ/ナ デ

ロ禄部   ナ デ/ナ デ

日禄～項部 ナデ/ナ デ

閣部    ナ デ/ナ デ

日標～阿部 ナデ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

―/沈 練文/刻 目文

―/― /―

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

充線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/用 突列点文

lP引文 沈 線文/沈 線文/刻 日文

―/沈 線文/―

押引文/沈 務文/刺 突列点文

―/沈 線文/―

灰拍(7 5YRO/2)/にぶいね(7 5YR6/3)  雲 母 (髄細粒)

にぶい黄糧“OVRO/3)/にぶい黄掩(101Rイ/3)石英 角 閑石 長 石 砂 粒

にぶい黄IE〈10VR7/4)/にぶい黄燈(101R6/8)長石 角 閃石 砂 粒

灰☆掲(10W8/2)/灰黄褐(19YR6/2)   長 石

にぶいね(7 5VR3/3)/にぶい燈(751R73)長 石 石 英 角 閃石

にぶい黄栂(191R7/2)/灰☆褐(10H15/2) 長 石 角 閃石

にぶい黄糧001R7/3)/にぷい黄燈(10‖?ノ4)角閃石 (微刺杜)

にぷい☆櫓001R3/3)/灰黄掲(10YR5/2) 砂 社 長 石 角 閃石

良好

良好 32

良好 (322)

良好 (178)

良好

良好 (298)

良好

良好 (203)

良好

良好

良好  084)

良好  (221)

良好  (200)

良,

良好

良好 (58)

良好

良好

真好

良好 (210)

真好

良好

良仔

良好

良好

穿孔有 0箇 所)

客孔有 (〕簡所)

52

J母

231  299

232   19

233  137

234  123

235  131

―

置

―

238

237

238

230

240

241

242

255

29

235

1

05

07

81

81

81

81

Bl

Bl

81

81

83

聞

B2

B3

83

82

81

2 4 9  2 9 3 8 3

250  94  聞

日部下半 ナ 7~/ナデ

臼告～胴師 ナ■/ナ デ

石奏 長 石 砂 粒

石☆ (領知粒)砂 杜

石英 長 石 角 関石

長石 石 英 角 閃石

長石 砂 粒 滑 石

1 8 3

19 2

174 外 器面に媒付着

4 0

4 7

8 1

3 4

39 努 ■ (1箇所)

77 外 器面に経付着

隔部下半  ケ ズリーナデ/ナ デ ー/沈 線文/―

灰福 (7 5YR,/2)/灰網(7 5YR6/2)

糧 (5YRe/8)/灰 ね (3YR3/2)

福灰〈51R4/1)/に ぶいほ (73R6/4)

lE(5YR3/6)/陰〈7 5YR7/8)

灰黄褐(10粗6/2)/灰資褐(Ю‖5/2)

―/沈 線文/―

沈線文/沈 擦文/莉 突列点文 にさい褐 (751■6/3)/に ぶい4E(75‖ 7/4)長 石 (微細粒)

にさい赤褐 (5YR5/3)/褐 灰 (5‖1/1) 石英 角 閃石 長 石日～田部 ケ ズリ→ナデ/ナ デ ー/沈 線文/―

胴部   条 頂→ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―

胴Itr下半 条 慎‐ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―

胴～底部  ナ デ/ナ デ

同部    ナ デ/ナ デ

日禄観   ナ デ/ナ デ

ロ禄～顕部 ナデ/ナ デ

ロ様～日部 ナデ/ナ デ

胴部下半  条 痕→ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―

口様～頭部 ナデ/ナ デ 刺突列点文/押 引文/刺 突列点文

明赤褐(5YR5/6)/にぶいほ(751R3/4)  角 閃石 石英 組砂粒 (lⅧ 未満)

にぶいほ(7 5YR7/4)/福灰(751R4/1)  石 英 長 石 角 閃石

にぶい植〈7 5YR7/4)/にさいほ(7 6YRO/4)石 英 玉 石

にぶい☆燈(10R7/3)/に ぶい燈(7 5YR7/4)石英 角 閃石

にぶい褐(75‖5/4)/灰褐く751R4/2)  石 英 砂 社 長 石

にぶい☆4E(‖照7/3)/にぶいま種001R7/3)長 言 角 閃石 石 英

にぶい☆栂〈町R7/3)/に ぶい黄植〈10YR7/4)石英 ■触 (2～3‐j 長石 師 石 (筑傾曲)

植(7 5YR70)/にぶい糧(751R74)灰網(7引■3/2)長石 言 葉 角 閃石

にぶい黄旭ぐ9取7/3)/にぶい黄糧(10YR3/3)長石 角 閃石 砂 粒

―/沈 線文/―

―/押 型文/―

―/隆 起竹文/―

沈壊文 伸 引文/沈 線文 押 引文

沈擦文/沈 線文/刻 目文

胴部    ケ ズリ→ナデ/ナ デ ー/沈 務文/―

日様部   ケ ズリ→ナデ/ナ デ tt線文/沈 線文/一

開部   ナ デ/ナ デ ―/注 線文/― にぷい植 (75‖ 74)/に ぶい褐 (751R3/3)石 葉 角 閃石 5 7
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挿口 実測

番号 番号
者特

高

＞

存

ｍ

残

く呼離ｍ
朋

〓

点

日

も
層 位  分 類  器 を 残存Brt

器面闘豊

〈内面/外 面)

文 襟

(内面/外 面/口 操崎部)

色 爾
〈内面/外面)

胎 二

７６

９６

‐８９

‐８５

251   74  33

121  83

307 83

188 83

201 33

員層   V b9深 at  □ 縁部   条 痕―ナデ/ナ デ  ー /刺 突文/―             灰 黄桐〈10YR5/2)/網 灰 (10R4/1)    砂 粒 石 英 雲 母 角 閃石 (微細粒) 良 好      43

員層   lE■ 5深 aF  臼 縁部   ナ デ/ナ デ     沈 線文,刺突連点ん /沈線文 刺 突列点文/― 福灰 (101R4/1)/に さい黄種 (101R3/3)   角 閃石 細 砂～韓粒 (1～ 4m)掃 石 良 好       61

員層   Il■ 2深 俳   口 縁部   ナ /~/ナ デ    沈 線文/沈 線文/刻 日文       糧 (5服1/6)/種 (7うR7/6)       石 英 長 石 角 閃石          良 好      27

貝層   lE c4深 俳   口 縁部   ナ 7~/ナ デ    沈 線文/沈 線文/刻 目文        に ぷい黄栂 (191R7/3)/に ぶい黄植〈10間 /2)長 石 石 浜              良 好      44

員層   コ C2深 鉢   口 巌～顕部 ケズリ→ナデ/ナ デ 沈線文/沈 線文/刺 架列点文      に ぷい黄植 (101R7/3)/灰 ☆掲 (101R3/2) 長 石 角 閃石             良 好      01

貝層   コ C4採 針   口 縁部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/刻 目文        に ぶい種 (751R6/4)/ほ 〈51R6/6)    長 石 砂 粒 滑 石を多工に合む    良 好      43 葬 孔有 (1箇 所 両 面穿め

員層   II C4探 鉢   日 縁～項部 ナデ/ナ デ    洸 線文/沈 線文/刻 目文        に ぷい種 (751R6/4)/掲 灰 (751R471)  角 閃石                不 良      50

貝層   口 d4探 鉢   日 綴部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/剤 突列点文      に ぷいな 1751R7/4)/に ぶい植〈75R741 長 石 角 閃石 石 英 砂 粒      良 好      39

貝層   口 o4探 鉢   日 縁～日部 ナデ/ナ デ    沈 寵文/沈 線文/刻 目文       黒 網く751R3/2)/灰 桐〈75R4/2)    滑 石を多■に含む           良 好      99 200と 同一佃体の可能性有

員層   Il 探 錬   胴 部    ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/―             灰 網〈7引 m/2)/灰 桐〈75R5/2)    滑 石を多■に合む           良 好      43

貝層   lI 深 録   胴 部    ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/―             灰 黄掲 (10粗6′2)/褐 灰 (10R5/1)    長 石 角 閃石 石 共          良 好      07 字 孔有 (1箇所)

貝層   lI 深 鎌   胴 部    ケ ズリ‐ナデ/ナ デ ー/沈 線文/―             に さい黄槍 (101R7/2)/褐 灰 (101R5/1)  長 石 角 閃石 (債細HFl        や 郁嵐 (228) 72

員層   Il 深 鉢   胴 部下半  ナ ブ/ナ デ    ー /沈 線文/―             に ぶい黄種く10R73)/褐 灰 (101R5/1)  長 石 石 英 角 閃石 砂 粒      員 好 (198) 122

貝層   Ⅲ  o2課 鉢   日 縁部   ナ ブ/ナ デ    沈 線文/沈 験文/刻 日文       灰 黄〈25172)/灰 黄 (2518/2)     長 石 石 英 角 閃石 雲 母      員 好      35

貝層   Il 深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/―             に さい黄種〈10R7/3)/に ぶい種 (■51R731角 閃石 石 英 紅 砂粒 〈2皿 )    良 好      55

不明   Ⅲ  o2課 鉢   日 標部   ナ ブ/ナ デ    沈 線文/沈 凛文/刻 目文        に ぷい赤掲〈側M/3)/灰 縄 1751R472)  滑 石を多とに含む           良 好      43

不明   Ⅱ 85深 鉢   回 線～胴部 ナブ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/11突 列点文      に ぶい績 (25搬 0/41/れ 尿 (51rR5/1)   長 石 雲 母 石 英 角 閃=      良 好 (243) 103

不明  I b4深 鉢  日 ほ部  ナ デ/ナデ    沈 線文ノ批線文/刻日文       灰 黄福(101R6/2)/福灰(101R5/1)    長石 角閃石             真 好      34

不明   コ  深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/―             に ぶい☆櫨 (101R3/3)/灰 黄褐 (101R3/2) 長 石 石 英 角 閃石          良 好      59

不明   コ  課 鮮   胴 部下十一ほ部 ケズリ‐ナデ/奈痕→ナデ ー/沈 線文/―             に ぶい☆糧〈10田 ′3)/に ぶい黄績 (101R73)長 石 角 閃石 徹 細粒)滑 石を含む  良 好 (134) 37

第1貝層 Vb議 IH  日 擦～胴部 ナデ/ナ デ    ー /洸 線文 対 突文/―        網 灰く101R4/1)/にぶい貫横(101R3/3)  長 石 砂 粒 角 閃石         や 破 (136) 110 外 器面に赤色顔料有

第1貝層 Ⅵ  浅 鮮  日 爆～胴部 ケズリ‐ナデ/ナ ブ ー/― /―               ● x黄れ(10YRC/2)/にぷい☆種(10粗7/3) 角 閃石 長 石             良 好 (159) 50

第1貝層 Ⅵ  鉢    日 緑～胴部 ケズリ→ナデ/ミガキ ー/― /―              灰 掲〈751R5/2)/に本い赤掲〈25R5/4) 角 閃石 長 石 砂 粒 雲 母      良 好 (134) 52

第1貝層 Vb Fat  日 爆～顕部 ナデ/ナ デ    ー /沈 線文/―             灰 黄福(10118/2)/黄灰(2514/1)    長 石 角 閃石 (彼細粒)       良 好      50

第1貝層 Vb深 鉢  日 縁部  ケ ズリ‐ナデ/ナ デ ー/凹 練/―             網 灰(101R5/1)/陶灰(101R4/1)     長 石 ま 母              良 好      40

―
―
∞
０
１
１

200  122 33

201   7  83

202  225 83

203  228 83

204  296 83

2 6 5  9 1  8 3

200  204 31

267  130 81

2 0 8  2 9 4 8 1

289  349 81

272  286 C

273  200 C

274  150 C

275  138 C

紺

０
班
　
Ｅ
け
陣
苺



第12表 縄 文土器観察表11

Ｅ
け
厳
き
轟
測
別

考備
高

＞

有

価

残

く呼離ｍ
成脱

登

点

口

出

調

号

実

番

図

号

押

番
猫 土

器面覇整

〈内面/外 面)

文 体

〈内面/外 面/口 棒的BE)

色 田

(内面/外 面)
層 dI 分 類  tBを 残■部位

276   45  C

277  57  C

295  351 C

298  287 C

―/沈 線文/―

第 1貝 層 Vb漂 鉢

第 1貝 層 Vb深 鉢

第 1貝 層 Vb澤 鉢

第 1貝 層 Vb深 鉢

第 1貝 層 Va深 鉢

第 1貝 層   深 体

第 1貝 層   深 体

88崩2R尋 コ  浅 鉢

88第2員' lE 浅 鉢

研 第2員骨 皿 a4深 鉢

t,お2婚  I d2深 鉢

研 親 婿  BI 深 鉢

88第 2RB I 課 鉢

tl常 2Rtt ll 課 鉢

88常 2畑  I 深 鉢

8日常2R日 工  澤 鉢

8呂第2Rtt IE 課 鉢

88宮 2Rtt I 深 鉢

第 2貝 層 Ic深 鮮

第 2貝 層 コ●5浅 体

第 2貝 層 コ c2深 鉢

第 2貝 層 lE M深 ||

第 2貝 層 ll cJ探幹

第 2員 層 口  深 体

第 2貝 層 lE 漏 鉢

日凛部   ナ デ/ナ デ ―/沈 線文 莉 突文/―

回線～項部 ナデ/ナ デ

回線～顕部 条痕‐ナデ/条痕‐ナデ ー/沈 線文 刻 日突常文/―

日縁～頚部 ミガキ/ナ デ ミ ガキ ー/刺 架文/―

にぷい費績 001R3/3)/灰 黄褐 001R5/2) 長 石 砂 位              良 好

にぷい褐 (75R5/3)/に ぷい褐 (75R5/3)石 茶 ? 砂 粒             良 好

網灰 0 0YR4/D/灰 黄褐 (10YR5/2)    長 石 砂 杜              良 好

にぷい☆ほ00R6/3)/に ぷい☆糧 (19R6/3)長 石 石 英 雲 母 角 閃石 粗 砂粒 (1四 )良 好

灰黄褐く10R6/2)/灰 ☆褐001R5/2)   長 石 角 閃石             良 好

にぷい☆槍 (10服6/3)/灰 黄網 (10服5/2) 暑 母 石 英 長 石 紅 砂粒 (lm)  良 好 (89)

灰☆描 (10YR3/2)/灰 ☆抱 00YRO/2)   角 閃石 長 石 砂 粒          良 好

にぶい☆伯 (10粗6/3)/に ぶいね (731R5/8)角 閃石 長 石 〈伎細杜〉       良 好 (178)

にぷい黄4g(10R7打 )/灰 ☆缶(10RS/2) 角 閃石 長 石             良 好 (177)

灰☆褐 0 01RO/2)/灰 ☆掲 (10YR3/2)   長 石 角 閃石 (微細H_)       良 好

にぶい植〈5RS/4)/に さい赤授 (3YR5/4) 長 石 ?                良 好

にない☆掲(m照 6/8)/に ぶい☆褐(101R5/3)長石 角 閃石             良 好

にぶい☆ほ (10R7/8)/灰 資18 00YR3/2) 長 石 ?                良 好 (85)

灰黄相 (101R6/2)/灰 黄掲 (10YR3/2)   長 石 角 閑石 砂 粒 滑 石      良 好

にぷい☆確 (101R73)/に ぷい☆ほ 00R72)瓶 砂粒 (2口 )長 石 角 閃石     良 好

灰掲 (75R4/2)/黒 掲 〔?51R3/D     滑 石を多とに合む           真 好

にぶい黄糧 (1017/3)/に 本い糧 (7 5YR6/4)石 ☆ 砂 粒              良 好

にぷい☆糧(101R7/2)/にぶい☆協(10R7/2)長 石 角 閃石 石 葵          良 好

にぶい☆績 (1げR6/3)/に さいlC(5‖げ4) 長 石 角 関石 雲 母 紅 砂位 (1口 木め 良好 (280)

に本い費植 001R7/4)/灰 ☆ね 091R5/2) 長 石 角 閃石 石 英          良 好 037)

褐灰 0 0YR4/D/褐 灰 GOYR4/D      石 英 角 閑石 Q細 粒)       良 好

灰☆褐 001RO/2)/に ぷい☆4E〈,Oll17/3) 長 石 角 閃石 (微細粒)       良 毎

にさい☆4g001R7/2)/灰 ☆栂 (101R6/2) 長 石 石 英 角 閃石 砂 粒      良 好

黒相 (7 5YR3/2)ノ灰絹 (7 5YR4/2)    滑 石を多tBに合む           良 妊

にぶいほ(51R3/4)/に ぷい赤褐 (5糧5/3) 滑 石を夕とに合む          長 年

４６

７２

２６５

お

２８２

３２

日縁～用部 ケズリーナデ/ナ デ ー/― /刻 目文

胴～底部  ナ デ/ケ ズリ ナ デ ー/― /―

胴部    ケ ズリ→ナデ/ナ デ ー/刻 目突帯文/―

口禄～日都 条複‐ナデ/条痕→サデ ー/枕 線文/―

ｍ

２３０

３８６

３７７

３５

２２６

３４０

１
１
∞
∞
―
―

３２４

‐２４

‐７ ７

３７

成部    茶 痕‐ナデ/茶痕‐ナデ ー/沈 線文/―

口暴～硯部 ナデ/ナ デ

ロ縁部  ナ デ/ナ デ

日禄部  ナ デ/ナ デ

顕～底部 ナ デ/ナ デ

翻部下半  ナ デ/ナ デ

同部    ナ デ/ナ デ

属部    ナ デ/ナ デ

口縁～隔部 ナデ/ナ デ

ロ縁部   ナ デ/ナ デ

ロ縁部   ナ デ/ナ デ

ロ線部   ナ デ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

―/沈 線文/沈 線文

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/tl突 列点文

沈線文/充 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

班線文/沈 線文/刺 突列点文

沈擦文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 凛文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

70

48 外 謡面に煤付着

37

80

32

23 0

3 8

5 5

5 6

3 4

9 7

6 4

2 1 8

夕孔有 (1箇所)

外4g面に煤付着胴部    条 渡→ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―

偏部   ナ デ/ナ デ ―/沈 線文/―

口縁～隔部 条痕→ナデ/姿 痕→ナデ ー/沈 線文/―

６６

　

　

‐８７

6 1

37 夕 孔有 (1箇 所)

3 4

2 8
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考備
高

，

十

印

残

く

呼

薩

ω

蔵焼
〓

点

目

地

爵

号

実

番

□

号

揮

番
晴 土

器面日室

(内面/外 面)

文 様

〈内面/外 面/日 縁端部)

色 調

〈内面/外 面)
8 位  ,類  器 HE 残存部位

―

∞
『
―

8 0 1  2 1 8 C

302  216 C

303  143 C

804  860 C

305  234 C

306  母4  C

307  254 C

308  215 C

309  364 C

310  237 C

3 ‖  2  C

3 1 2  1 5  C

313  343 C

314  348 C

315  23S C

C(推 定)貝 層直下 IE c4深鉢

C(推 定)員 層直下 ll d2深鉢

C(推 定)員 層直下 II b2深鉢

C(推 定)貝 層直下 I何 深鉢

C(推 定)貝 層直下 I c5深 鉢

C(推 定)貝 層直下 I c4採 鉢

C(推 定)貝 層直下 I c2深 鉢

C(推 定)貝 層直下 I b2深 体

C(推 定)貝 層直下  lI 採 併

にぷい赤糊 (5YR5/4)/灰 相 (51R4/2)

にぷい費lg(10VRS/4)/灰 黄褐 (10R5/2)

にぷい☆砲 (10‖7/3)/灰 黄掲 (10118/2)

にぷい黄健〈10hR3/8)/褐 灰 (10RS/1)

にぷい赤掲〈51R5/4)/経 て57R78)

にぷい黄18〈101R7/3)/灰 黄輯 0016/2)

にぶい縄 (751R3/3)/に ぶい燈〈51R6/4)

にぷい赤拍 (51R5/4)/に ぶい赤摘 (5R4/3)

にぷい糧 (51R3/4)/に ぶい糧 (51R6/3)

にぷい☆ほ 00YR7/2)/灰 黄褐 (101R5/2)

に本い☆ほ (10R7/3)/灰 褐 (75R6/2)

ほ 6‖R3/6)/に ぶい種 (3YR6/4)

にないほ (7 5YR3/1)/ほ (5YR6/6)

灰☆れ (10R3/2)/灰 黄褐 (101R3/2)

にぶいほ (7 5YR3/4)/にぶい績 (7 5γR7/3)

欄灰●01に4/1)/灰 桐 (7 5YR5/2)

抱灰 (7 5YR4/け/灰 担 (8R3/2)

にぶい赤褐 (51R4/4)/に ぶい赤褐〈51R5/4)

にぶい4E(751R7/4)/に ぶいほ (■51R7/4)

にぶい黄担 (10VR7/2)/灰 褐 (■5YR5/2)

にぶい☆ほ00‖ 3/3)/褐 灰て10R4/1)

にぶい☆電 00YR7/4)/に 本い燈 (751R7/4)

灰黄 (2 5YO/2)/黄灰 (25Y5/1)

褐灰 0 0YR4/D/灰 黄掲 (101R3/2)

灰☆れ“OIR6/2)/掲 灰 (751R4/D

第 2貝 層 I 深 鉢

第 2貝 8 El 深 鉢

第 2貝 B I 深 鉢

第 2貝 層  工  深 鉢

第 2貝 B I 落 鉢

第 2貝 用 IE 採 鉢

第 2貝 層   採 体

路色1層jA下[b3深 lj

需色■,以下 Ib'探 併

罵こと1以下 lE c2操鉢

寓も■8以下 IE c2採鉢

思も■8以下  I  探 鉢

属色■8以下 I 探 鉢

黒こと日以下 I 深 鉢

黒雛 日以下 ll 深 鉢

黒畿 日以下 ll 深 鉢

胴部    ケ ズリ→ナデ/ナ デ

底部    ナ デ/ナ デ

日部下半  ナ デ/ナ デ

日部下半  ケ ズリーナデ/ナ デ

底部    条 痕→ナデ/ナ デ

日厳下半ヽ 電部 条痕→チデ/条痕‐ナデ

胴部下半  ナ デ/ケ ズリーチデ

回線～胴部 条痕→ナデ/条 痕‐ナデ

胴部    条 痕→ナデ/条 頼‐ナデ

ロ擦～隔部 ナデ/ナ デ

回線部   ナ デ/ナ デ

扇部    ケ ズリ‐ナデ/ナ デ

月部    ナ デ/ナ デ

洞部    ナ デ/ナ デ

胴部下半  条 項‐ナデ/ナ デ

胴部下半  ナ デ/ナ デ

日繰部   ナ デ/ナ デ

日縁部   ナ デ/ナ デ

日禄部   ナ デ/ナ デ

コ最BE  ナ デ/ナ デ

□壊～日部 ナデ/ナ デ

ロ8～ 項部 条痕→ナデ/ナ デ

ロ線～顕部 ナデ/ナ デ

ロ爆部   ナ デ/ナ デ

胴部    条 痕→ナデ/ナ デ

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/― /―

―/隆 起帯文/―

一/隆 起帯文/―

沈線文/江 線文/刻 El文

沈濠文/江 凛文/刺 突列点文

―/沈 線文/―

―/班 線文/―

―/班 稼文/―

―/成 務文/―

―/沈 線文/―

沈線文/文 沈線/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/痢 突達点文

沈線文/沈 線文/痢 突列点文

沈線文/枕 線文/刺 突列点文

沈標文/成 線文/刺 突列点文

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈練文/沈 線文/沈 線文

―/沈 線文/―

良好      57

良好 (70)  22

良好      57

良好      120

良好      23

良好 く92)  58

良好      71

良好 (218) 97

良好      98

良好  (392) 158

良好       30

良好      58

良j7      55

良好      54

良好 (278)  40

R4Z      76

良好 (278) 70

良好      10

良好      30

良好      53

良好 〈251) 111

氏好      89

良好      58

良好      45

良好 (262) 95

外器面に燦付着

外器面に煤付若

外碧面一BEに燦付着

外掛面に媒付着

320  21

323  288

油

ｏ
珊
　
Ｅ
卜
陣
き
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Ｅ
卜
郎
§
酎
搬
那

考備
高

＞

存

伽

残

＜

呼

醸

ｍ

成廃
査

点

南

地

測

号

実

書

図

号

揮

番
胎 二

需面調整

(内面/外 面)

文 様
く内面/外 面/日 縁端部)

色 調

(内面/外 面)
層 位  分 類  器 種 残存部位

326 115C(推 定)貝 層直下  Ⅱ  深 鉢   胴 部    条 寝→ナデ/ナ デ  ー /沈 練文/―

327 116C(推 定)貝 層直下 m 深 鉢   胴 部    ケ ズリーナデ/ナ デ ー/沈 練文/―

328 107C(指 定)貝 層直下 コ  深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 練文/―

329 117C(推 定)貝 層直下 m 深 鉢   胴 部    条 痕→ナデ/ナ デ  沈 線文/沈 線文/―

330 179C(指 定)貝 層直下  Ⅱ  深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 練文/―

331 23, C(指 定)貝 層直下 lE 深 鉢   胴 部下半  条 痕‐ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―

332 206C(指 定)貝 層直下 lE 深 鉢   胴 部    ケ ズリ‐ナデ/ナ デ ー/洸 線文/―

388 260C(推 定)貝 層直下 m 深 鉢   胴 部    ケ ズリ→ナデ/ナ デ ー/洸 線文/―

334 249C(推 定)貝 層直下 皿  深 鉢   胴 ～底部  ケ ズリ‐ナデ/ナ デ ー/洸 線文/―

335 221C(推 定)貝 層直下 m 深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /洸 線文/―

336 133C(指 定)貝 層直下 m 深 鉢   胴 部下半  ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―

337 281C(指 定)貝 層直下 lE 深 鉢   胴 部    ケ ズけ‐ナデ/ナデ‐洸臨 ―/沈 線文/―

338 337C(推 定)貝 層直下 コ  深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デー沈線  ― /沈 線文/―

339 341C(推 定)貝 層直下 コ  深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デー沈線  ― /沈 線文/―

340 203C(推 定)貝 層直下 コ  深 鉢   胴 ～底部  ケ ズリ‐ナデ エビイサ1/,デ ー/沈 線文/―

341 142C(推 定)貝 層直下 lE 深 鉢   胴 部下半  ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―

342 20 C(推 定)貝 層直下 lE 探 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―

343 25 C(指 定)貝 層直下 m 深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 練文 字Ⅲ突連点文/一

344 243不 明        Ib深 鉢   口 縁～胴部 条痕 ナ デ/ナ デ  ー /押 型文/押 型文

345 102不 明        Ib深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /押 型文/―

346 6 不 明        Ib深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ     ー /押 型文/押 型文

347 372不 明       皿 b2深 鉢   日 繰～胴部 条痕→ナデ/ナ デ  沈 線文/沈 線文/刻 目文

348 65 不 明       Vb深 鉢   日 稼～頸部 ケズリ→ナデ/ナ デ ー/沈 線文/刻 目文

349 190不 明       皿 b5深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ     ー /洸 線文/―

350 191 不 明       皿 b4深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刺 突列点文

灰黄掲 (10W6/2)/招 灰 (10VR5/1)

褐灰 (75】R4/ゆ/灰 掲 (7 5VR5/2)

にぷい槍 (75R6/4)/に ヽい褐 (7 5YRS′3)

灰黄掲 (10VR6/2)/掲 灰 (10VR4/1)

燈 (5眠6/6)/に ぶい槍 (51R6/4)

にぷい赤掲 (5VR3/3)/燈 (5R7/8)

にぷい赤掲 (5‖5/4)/に さい赤褐 (5YR5/4)

にぷい黄燈“OYR6/3)/灰 黄褐 (10YRS/2)

浅黄槍 (7 5iR8/3)/にぶい植 (7 5YR7/3)

にぷい黄植“OYR6/3)/灰 黄褐 (10YR5/2)

灰桐 (751R6/2)/褐 灰 (7 5YR4/1)

浅黄(25Y7/3)/浅 黄 (251773)

灰黄掲 (10VR6/2)/褐灰 (10YR4/1)

にぶい黄栓 (10TR73)/灰 黄撤 10】R6/2)

黄灰 (25Y4/1)/に ぷい黄植 (101R7/3)

明示13(51R5/6)/相 灰 (5TR4/1)

灰褐 (5R4/2)/に ぷい赤担 (5YR5/8)

にぷい績 (75‖ 7/4)/に ぶい掲 (7 5YR6/3)

にぶい赤褐 (5YR5/4)/に ぷい褐 (7 5YR5/3)

にぷい燈 (75R6/4)/に ぶい袴 (7 5YR7/4)

浅黄ね (751R8/4)/浅 黄種 (751R8/3)

灰黄褐 (10R6/2)/明 調灰 (7 5YR7/2)

にぶい燈 (7 6YR7/4)/福灰 (10YR4/1)

総 (5YR7/6)/に ぶい褐 (7 5VR6/3)

灰黄褐 (10‖6/2)/掲 灰 00R4/1)

長石 砂 粒              良 好

長石 砂 粒              良 好

石英 長 布 角 閃石          良 好  (238)

砂粒 長 石 角 閃石          良 好

長石 角 閃石 石 英 聴 粒 (5 mm)  良 好

長石 石 英 角 閃石          良 好  (234)

滑石を多量に含む           良 好

長石 角 閃石 砂 粒          良 好

長石 角 閃石             良 好  (174)

長石 角 閃石 (微細粒)       良 好

長石 砂 粒              良 好

長万 砂 粒 角 閃石 滑 石を瞳かに含む 良好

組砂～残粒 (1～ 3m)石 英 角 閃石 良 好

組砂粒 (l mn)長 石 角 閃石     良 好

長石 砂 粒 (微細粒)        良 好 (117)

砂粒 角 閃石             良 好

長石 角 閃石 l■砂粒 (lm)    良 好

石英 長 石 滑 石をはかに合む    良 妊

長石 砂 粒 角 閃石 滑 石      良 好  (398)

長石 角 閃石 石 英          良 好

角閃石 狙 砂粒 (2 om)       良 好

角閃石                良 好  (172)

砂粒 角 閃石 (彼細粒)       良 好

石英 長 石 角 閃石          良 年

長石 雲 母 ?(微 細粒)       良 好

―

鶴

―

70

46 第 孔有 (1箇 所)

う4

38 外 器面に煤付着

69

10 6

63

49

45

56 外 33面に媒付着

76

50

104

6 0

6 5

6 4

5 7

は

　

　

‐９

～

　

　

‐６ 第 2貝 層出上 ?

3 5



第15表 縄 文土器観察表14

考備
高

＞

存

制

残

て呼離ｍ
成焼

査

点

調

地

刑

号

実

番

図

号

挿

番
胎 土

器面調整

(内面/外 面)

文 様

(内面/外 面/8爆 靖部)

色 目
〈内面/外面)

層 位  分 編  器 経 残■部位

―

毬

―

６９

‐４ ０

２６２

８ ７４

351  375

369  873

372  370

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

皿 b5深 鉢   回 線～底部 ナデ/ナ デ

m c5深 鉢   日 線～底部 ナデ/ナ デ

皿 d2深 鉢   日 縁～胴部 ナデ/ナ デ

皿 b5深 鉢   臼 線部   ケ ズリ‐ナデ/ナ デ

lE b4探鉢   口 縁部   ナ デ/ナ デ

皿 c4深 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ

lI 深 鉢   白 線～胴部 ナデ/ナ デ

lI 深 鉢   胴 部    条 痕一ナデ/ナ デ

コ 深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ

皿 c5深 鉢   口 撮～底部 ナデ/ナ デ

皿 d2深 鈴   日 爆部～底部 条痕→ナデ/ナ デ

lE 深 鈴   胴 部    ナ デ/ナ デ

血 深 鈴   口 縁～顕部 ナデ/ナ デ

唖 ?深 鉾   口 緑部   ケ ズリ→ナデ/ナ デ

IV b 深鉢    日 縁～顕部
 争第  〔ネ

ミ】キ/ケズリ‐

IV a深 鉢   日 縁部   ケ ズリ→ナデ/ナ デ

Va深 鉢   口 緑部   ナ デ/ナ デ

V“ 深鉢   日 縁～底部 ナデ/ミ ガキ

W 掛    日 榛～底部 ケズリ‐,デ/ケズリ‐ナデ

Ⅵ 探 IH  日 縁～顕部 ミガキ/ナ デ

Va深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ

V 探 鉢   日 縁部   ナ デ ミ ガキ/ミ ガキ

V 深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ ミ ガキ

Va深 鉢   胴 部    ミ ガキ ナ デ/ミ ガキ

106

85

46

58 葬 孔有 (1箇 所)

85

74  外 様面lt線内 掛面一部lt赤色擦料有

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/刻 日文

一/沈 線文/―

拡線文/沈 線文/刺 突列点文

沈線文/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

沈線文 刺 突列点文/洸 線文/刺 突列点文

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

―/沈 線文/―

沈線文/押 引文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/刻 目文

―/京1突文/―

―/― /刻 目文

―/― /刻 目文

―/― /―

―/― /―

刻目文/― /刻 目文 東J突文

―/縄 文 沈 線文/―

―/鵜 文 沈 線文/―

―/沈 線文/―

にぷい植 (751R6/4)/に ぶい総 (751R6/4)

にぶい黄槍 (101R7/2)/に ぶい資桐 (10】R5/8)

にぷい赤掲 (51R474)/暗 赤福 (6YR3/3)

にぶい糧 (751R6/4)/灰 褐 (75Y5/2)

褐灰 (10TR5/1)/桐 灰 dOYR5/1)

にぶい種 (5YR7/4)/に ぶい資種 0 0YR7/4)

にぶい黄植 (10R7/4)/に ぷい黄楢 (10YR7/3)

にぶい黄種 00】R7/3)/に ぶい資櫓 (10YRS/3)

にぷい種 (7 5YR6/4)/に ぶい掲 (75R6/3)

にぶい資楢 (10R6/3)/灰 黄褐 (10R5/2)

灰黄 (2 5YRO/2)/灰 黄褐 (101R5/2)

にぷい赤褐 (5‖5/3)/灰 掲 (51R5/2)

灰黄褐 (10R6/2)/褐 灰 (10服5/1)

にぶい黄櫓 (10服7/3)/灰 黄褐 (10R3/2)

赤福 (5R4/0)/に ぶい赤掲 (51R5/4)

にぶい槍 (5服6/4)/に ぷい赤褐 (5R5/3)

灰黄 (25Y6/2)/黄 灰 (25Y5/1)

灰黄福 (10YR8/2)/に ぶい福 (7 5YR5/3)

灰褐 (751R6/2)/に ぷい桐 (7 5VR6/3)

灰支福 (10YRO/2)/福 灰 (10YR5/1)

灰貫褐 00mo/2)/灰 黄掲 (101R6/2)

にぶい褐 (7 5YR5/3)/に ぶい福 (751R5/4)

にぶいま種 (10‖7/3)/灰 黄褐 (101R6/2)

灰掲 (5TR4/2)/祖 灰 (7 5YR4/1)

角閃石

角閃石

角閃石

石英 長 石 角 閑石

角閃石 (微細粒)

石英 長 石 角 閑石 消 石

角閑石 長 石 砂 粒 石 英

石英 角 閑石

石英 長 石

角閑石

角閑石 長 石 石 英

石英 角 閃石

長石 角 閃石 砂 粒

長石 角 閃石

長石 角 肉石 雲 母 (後細粒)

長石 (微細粒)

角閃石 長 石 石 英

角閃石

角閃石

長石 角 閑石 砂 粒

雲母 石 英

長石 角 閑石

長石 角 閃石

長石 組 砂粒 (l mun)

132 第 2貝 層出上 ?

121 第 2貝 層出土 ?

179 第 2貝 層出土 ?

52

38

32

64

58

第 2貝 層出土 ?

第 2員 層出土 ?

良好 032)

良好 !26

良好 (303)

良好

良好

良好

良好

良,

良好

良好 307

良好 (366)

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良t2(215)

良好 (169)

良好 (270)

良好

良好

良好

良好

＆

３４

加

子

4 0

3 4

7 1

5 7

ｉ

　

　

２３

‐５３

　

　

６ ７

３ ０２

　

　

４ ２ 避
０
冊
　
Ｂ
け
離
き



出土遣物観察表

第16表 石 器 ・石製品 ・員製品観察表

挿四番号  実 測番号   日 =地 点   層  位 器 穂 材  貫 長さ m)幅 (m)厚 さ くCm)■ ■ (8) 備 者

3 7 5   2 0 0 1 4 - 0 0 0 3  1 1 - 3

376     20014-0001  Al-3

377     20014-0002  Al-3

378     2oo14-0004  A5

379  20014 001l A1 82連 結部 表 土

石転

削料

純貝層    石 鉄       黒 曜石

末福色上層  磨 製石斧    を 岩

末桐色i厄  磨 製石斧    蛇 紋岩

1 9 3    1 3 3    0 2 5    0 5 7

3 30      2 07      0 55      3 19

3 03      1 72      0 49      2 15

2 70      1 41      0 38      0 99

0 80      5 20      1 42      38 15

9 0 7    5 2 0    2 2 8   1 4 4 0 9

8 44      5 32      1 86     100 87

9 27      5 73      3 16     229 00

13 44      0 48      2 92     375 00

7 78      7 42      2 30     200 04

3 27      3 12      0 74      12 73

3 07      3 70      1 38      31 02

1 80      2 48      0 30      2 24

5 05      2 87      1 12      30 17

7 43      1 62      1 43      22 50

4 24      2 84      0 53      8 49

8 68      3 44      1 10      11 94

478    478    088    1507

5 05      3 84      1 00      10 12

8 57      5 71      1 06      35 01

8 02      4 08      0 70      17 80

8 08      6 78      1 80     106 06

6 53      7 40      1 82     110 10

4 44      6 26      0 70      7 19

石犠表上

表上

表土 石犠

黒曜石

流紋岩

黒曜石

安山岩

382  200140010 A131遷 緒部 員 層 磨製石祭

3 8 0   2 0 0 1 4 - 0 0 1 4  A 2

381     20014-9915  A2

383    20014-0018  A5

384    20014-0017  A2

385     20014-002,  Al-3

380     20014-0020  Al-3

387     20014-0010  Al-2

388     20014-0023  Al-1

380     20014-0022  Al-3

390    20014-0006  C

391     20014-0005  C

392     20014-0007  C

393     20014-0010  C

394     20014-0008  83

395     20014-0009  83

390     20014-0013  B2

307    20014-0012  C

808    20014-0024  C

混貝土層   磨 製石弁

末褐色土層  磨 製石斧

表土     石 鍾

第 1員 層   員 臨

務岩 ?

砂岩ホルンフェルス

千枚岩

砂岩

斧足類(フネガイロフネガイ科

衰土    円 控状石器    泥 岩本ルンフェルス

表土    円 盤状石器    安 山岩

表土    石 製室飾    千 枚岩

競乱層   研 磨寝のある石器 粘板岩

表上     棒 状石器     功 岩 ?

第 2貝 層   石 匙      貸 山岩

第 2貝 届   石 匙      安 山岩

第 2貝 周   石 匙      安 山岩

第 2貝 周   削 母      粘 板岩

員日     Hl器       粘 板岩

貝層下    肖 J騨      柏 板岩

第 2貝 層   石 鍾      泥 岩
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第 7章  動 物遺存体

第 7章  動 物遺存体

第 1節  出 土した動物遺存体の概要

1959年発掘調査では,堆 積土各層で数多くの貝類遺体や脊椎動物遺体が出上したが,定 量的な貝層の

ブロックサンプリングや水洗選別は行われておらず,発 掘時に任意的に取り上げられた現地採集資料で

ある。以下では,採 集された動物遺存体について,貝 類遺体と脊椎動物遺体に分けて同定結果を示す。

第 2節  貝 類遺体

(1)出 上した貝類遺体

調査時に採集され,慶 応大学資料として保管している貝類遺体の種類は以下のとおりである。

① 斧足類 (二枚員) サ ルボウ (説ヮカα々β7rag徳力肋夕なな,フ ネガイロフネガイ科)

②腹足類 (巻貝)

ハイガイ (拷Jl!ακα『α″θSα, フネガイロフネガイ科)

アカガイ C響 力θκθう乃2rgnゎ″Jデ, フネガイロフネガイ科)

マガキ (Crassοヵセθgり,カ キロイタボガキ科)

イ タ ボ ガ キ ( 徐 控 a 姥 浴 θ筋 材 ″ 体 α, カ キ ロ イ タ ボ ガ キ 科 )

イワガキ (Crassθsrrea拘ヮο″α,カ キロイタボガキ科)

アサリ (R″冴raPcsル′′″r71α77物,マ ルスダレガイロマルスダレガイ科)

ハマグリ (1 ″々放ルsθrヵ,マ ルスダレガイロマルスダレガイ科)

オキシジミ (●c′77ra Sブ″をなな,マ ルスダレガイロマルスダレガイ科)

カガミガイ (P72acοsOttaブ?θ″た″初,マ ルスダレガイロマルスダレガイ科)

ヤマトシジミ 0め ,c滅才ηο″rra,マルスダレガイロシジミ科)

マシジミ し あ,c″みたβ″θ,マ ルスダレガイロシジミ科)

シオフキ (】務c″α脇 ヶ7/9772お,マ ルスダレガイロバカガイ科)

アゲマキ (齢″ο″θИc″ルcθ″sr/rtヵ,マ ルスダレガイロマテガイ科)

マテガイ (肋た″sr″,ctts,マルスダレガイロマテガイ科)

ウネナシトマヤガイ (必?密′″″ル″24材,マ ルスダレガイロフナガタガイ科)

サギガイ (】Zαごο″クscc″'θら マルスダレガイロニッコウガイ科)

オオノガイ (″ヵθ″閉attθ θθ″θgα,,オオノガイロオオノガイ科)

スガィ (rr77・bθ COttarなcο″¢否本,古 腹足ロサザエ科)

ダンベイキサゴ (gttbθ″メタ″ま評″re″″,古 腹足ロニシキウズガイ科)

イ シ ダ タ ミ (』狗 ″ο施 湾惣 脇うわ乃 //w Cθ/2/r r Sα,古 腹 足 ロニ シ キ ウ ズ ガ イ 科 )

ァヮビ (nぁ″θぁ″ねああわ乃r71 Cοttsα,古 腹足ロニシキウズガイ科)

へタナリ (∽r筋脇 読摯脇筋,盤 足ロフトヘタナリ科)

フトヘタナリ (位ガ協材ια湯幼 力θ″/″″,盤 足ロフトヘタナリ科)

ツメタガイ (C′θssαメ筋加"初,,盤 足ロタマガイ科)

ウミニナ Oθ″〃αァカ″″″ヵ物な,盤 足ロウミニナ科)
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第 3節  脊 椎動物遺体

イボウミニナ (Bα″′脇ガα zθ″α′な,盤 足ロウミニナ科)

カワアイ (磁r筋,姥αけ切 タガタ浴な,盤 足ロフトヘタナリ科)

イボニシ (rFrαtt c脇ゥ れ,新 腹足ロアッキガイ科)

バイ (』α"′θ″,勾セ?ο″た。,新 腹足ロエゾバイ科)

アカニシ 彼?a″α昭″οSa,新腹足ロアッキガイ科)

トヨ ツ ガイ (a紹 脇切ヵ協 ″J2肱 ,新 腹 足 ロア ッキ ガ イ 科 )

テ ン グ ニ シ ( P F a″ "が 夕S物 あ夕,新 腹 足 ロ テ ン グ ニ シ 科 )

ツ ク シマイ マイ (Z″力材 “ 姥r/協な,,有 肺 ロオナ ジマ イ マイ 科)

(2)貝 層 出上の貝類遺体 について

1959年11月3日付け江坂輝爾氏による調査日誌には,採 取状況は不明であるが,Aト レンテ第 7区純

員層及びCト レンテ第 2貝層採取の貝類遺体数に関する記述がある。

前者 (計949点)は,マ ガキ (670点,約 706%)が 最も多く,オ キシジミ(68点,約 72%),ア サリ(同),

スガイ (66点,約 70%),ハ イガイ (29点,約 31%),イ ボウミニナ (13点,約 14%)の 順に多い。そ

の他では,イ ワガキ,ヘ ナタリ,ヤ マトシジミなどがあるが,そ の割合は 1%以 下である。

また,後 者 (計479点)も 同様に,マ ガキ (296点,約 618%)が 最も多く,ハ イガイ (51点,約 106%),

カガミガイ (48点,約 100%),ハ マグリ (19点,約 40%),マ テガイ (15点,約 31%),ス ガイ (14点,

約29%),イ ワガキ (7点,約 15%),オ キシジミ (5点,約 10%),オ オノガイ (同),イ ボウミニナ

(同)の 順に多い。その他,イ タボガキやサルボウ,マ シジミ,ツ メタガイなどが 1～ 2点採取されて

いるが,そ の害1合は 1%以 下である。

第 3節  脊 椎動物遺体

(1)出 上 した脊権動物遺体の概要

同定作業を実施した資料50点の脊椎動物遺体は,魚 類 (硬骨魚綱)及 び哺乳類である。実際に同定を

行つたのは採集資料の一部であるが,第 1貝層や第2貝層などの貝層出土資料を優先的に選定し,同 定

作業を実施した。

(2)宥 椎動物遺体の種類 と特徴について

①魚類 (硬骨魚綱) ク ロダイ属 ∽cα″筋切響 パ)

スズキ (と,″ο7αbr筋ブ?θ″'C夕S)

②哺 乳  類     ク ジラ類 (磁脇c四)

ムササビ (とβ″肋レα)

ウマ (ど夕″24S Caba〃搭)?

イノシシ Gtt scrO/a)

ニホンジカ C炒 ″sれ呼θ″)

ウシ ●θ"惣夕77rS)

クロダイ属,ス ズキは汽水域にも進入する内湾 (島原湾)を 代表する魚種である。クジラ類は,内 湾
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第 7章  動 物遺存体

第17表 曽 畑員塚出主育椎動物遺体一覧表

No 造物 No 調査区 層 位 大分類 小分類 部 位 左右 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

18

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

23

30

31

32

38

34

85

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

40

47

48

49

50

31

47

86

30

32

48

49

50

12

13

14

15

42

43

5

7

6

48

25

19

27

29

45

18

4

26

3

33

30

24

21

22

28

8

9

2

11

44

20

23

40

38

17

10

41

18

1

35

34

37

8Tl

A l区3～4連絡

BTl

ll区5

B]l

Al区3～4連絡

Al区8～4連絡

Al区3～4連絡

GT

CT

CT

CT

A6

A3

CT

CT

eT

A l区3～4連絡

CT

CT

BT2

8T2

11区4

C]

CT

B12

CT

811

B12

CT

CT

C↑

8T2

CT

CT

CT

CT

A l区4

CT

CT

A5

1 1区5

CT

CT

Al区3

CT

CT

BTl

8Tl

8Tl

第 2貝 再

員層

第 1貝 届30～40

員層最下部

第 2貝 届

貝屈

貝層

貝層

第 1貝 層

第 1員 層

第 1貝 層

第 1員 層

V～ Ⅷ

V～ Ⅷ

第 1貝 層

第 1貝 層

第 1貝 層

貝層

貝層最下部

員層最下部

員層第 2層

貝層第 2層

貝層40～ 50

貝層巌下部

第 1貝 層

貝層第 2層

第 1貝 層

様層

貝層第 2層

貝層最下部

貝層最下部

貝層歳下部

員層第 2層

第 1貝 届

第 1員 層

第 1貝 層

第 1貝 層

貝層40～ 50

貝層最下部

貝層最下部

純員層

貝層50～00

第 1員 層

第 1貝 層

30～40

第 1貝 層

第 1貝 層

第 1貝 層30～40

第 1員 層30～40

第 1貝 層30～40

硬骨A縛

硬骨魚綱

曖骨A綱

硬骨魚縛

硬骨点網

硬骨魚網

硬骨魚網

曖骨魚綱

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類 ?

哺乳類 ?

哺乳類

哺乳類

哺乳類

時乳類

哺乳損

哺乳類

哺乳窺

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

晴乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳頬

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳額

哺乳類

晴乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

クロダイ属

クロダイ属

スズキ

スズキ?

不明

不明

不明

不明

クジラ類

クジラ類

クジラ類

クジラ類

ムササピ

ウマ?

不明

不明

イノシシ/シ カ?

イツシシ/シ カ

イツシシ

イツシン

イツシシ

イノシン

イツシシ

イノシン

イノシシ?

イノンシ

イノシシ

イノシシ

イノンシ

イノシシ

イノンシ

イノシシ

イツシシ

イノシン

シカ

シカ

シカ

シカ

シカ

シカ

シカ

シカ

ウシ

ウシ?

ウシ

ウシ

ウシ

ウシ

ウシ

ウシ

前上顎骨

歯骨

歯骨

陛骨

麟頼

踏報

隠競

踏競

権骨

確骨

権骨

雄骨

大腿骨

大醒骨

不明

不明

准骨

椎骨

下頚骨

肩甲骨

肩甲骨

肩甲骨

肩甲骨

上腕骨

肋骨

続骨

指骨

大ぼ骨

ほ骨

足根骨

遊鵜歯

遊離歯

遊離歯

権骨

稚骨

肋骨

肋骨

上腕骨

梅骨

尺骨

軽骨

遊離骨

確骨

確骨

防骨

上腕骨

手根骨

中節骨/中 足骨

中断骨

遊離骨

を

左

右

一

一

一

一

一

一

一

一

統

右

左

右

右

有

左

左

一

左

右

右

有

左

左

十

一

左

右

右

左

左

右

右

一

一

右

右

左

右

右

腹権

競粂部

担館骨

練条部

韓条部

桂体振未癒合破片

権体板未癒合破片

推体板未癒合破片

推体板未癒合賊片

胸権 ?

腰椎

措合部 左 第二前日歯輸出中

近位部イヌなどの唆痕

近位部カットマーク ?

遠位前縁に口P切痕

遺位輸滑草部に傷

腹側に穴 利 突 ?

遠位部後位にカットマーク多数

下項第一切歯 (唆耗あまり進行せす)

(唆耗あまり進行せす)

近位内alにカットマーク多数

被熱

骨幹部で螺症状剥離の痕跡

下顎第一/二 後臼歯

頚権

尾権

下顎第一切歯

下環犬歯

胸推 推体板末癒合

胸推 権体板末価合

上源第二前臼歯

に回遊して来たクジラ類の猟が行われたか,座 礁したクジラ類が分配されたと考えられる。

イノシシとニホンジカでは遊離歯を除いて,破 片数,最 少個体数ともにイノシシの方が多く出土 して

いる。イノンシ,ニ ホンジカの両方とも頭部,中 軸骨,四 肢骨が出上していることから,解 体は遺跡周

辺において行われたと考えられる。また,火 を受けている骨があり,そ の場で調理した事も考えられる。

- 9 3 -



第 3節  脊 椎動物遺体

一方,ウ マとウンは, 日本における普及がウマは4世 紀末から5世 紀にかけて,ウ シは 5世 紀後半か

ら6世 紀にかけてと考えられている。今回調査を行った動物遺体が出上した曽畑貝塚は,近 隣に所在す

る轟貝塚とともに縄文時代の貝塚であることから, ウマ,ウ シについては後世の混入と考えられる。

なお,古 墳時代の遺物も周辺から出上していることから,ウ マ,ウ シについては当該期に属する可能

性がある。

引用 ・参考文献

松井 章 編 2006『動物考古学の手引き』2001-2005年度 奈 良文化財研究所埋蔵文化財センター

松井 章  2008『動物考古学 Flr″ぁ″で″ヵなヴ豹θoた力αでοわフ lr7ヵ″″』 京都大学学術出版会

―-94-―



第 7章  動 物遺存体

４

９

１４

２

７

１２

１

６

Ｈ

サルボウ
ハマグリ
アゲマキ

ハイガイ      3マ ガキ
オキシジミ      8カ ガミガイ
ウネナシトマヤガイ 13サ ギガイ

斧足類 (二枚員)

イタボガキ   5ア サ リ

ヤマ トシジミ 10シ オフキ

オオノガイ

1

6

3

8

4

9

スガイ

イボニシ

フトヘタナリ
ツクシマイマイ

腹足類 (巻貝)

一-95-―

ツメタガイ

アカニシ

2

7

ダンベイキサゴ
′ヽイ

5イ ボウミニナ
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第 3節  脊 維動物遺体

13

14

15

10

11

12

動物種別計洵値―窮

図1 主 要な骨格の名称 (国はニホンジカ)(八 谷 ・大泰司1994)

単位 :mm

1ぐ枝)角

2頭 衰骨

3上 頼骨

4下 顔骨

5肩 甲骨

6上 腕骨

7槍 骨

8尺 骨

9 中 手骨

10基 節骨

11中 節骨

12末 節骨

13環 椎

14軸 椎

15頚 椎

16胸 椎

17腰 椎

18仙 権

19尾 権

如 胸 骨

21肋 骨

22角 骨

23大 腿骨

24題 骨

25緋 骨

26塵 骨

27距 骨

28中 足骨

第71図 大 型哺乳類骨格名称 (松井編2006よ り転載)

一-98-→
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鳥
移膨

閣
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日

日
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b  ∞
 ②

∞ 鱒
6 診  》 母
5_骸

_ 輯  鍮線

図 2 ニ ホンジカ各後臼歯摩滅指数

右下顎嘆合面 (摩減面)黒 矢印は分断を、自矢印は連

続 していることを示す。(大泰司1980)

ル質

歯槽骨

歯根膜

セメント質

根尖孔

図4 歯 の部分名称 (図はニホンジカ)

(八谷 ・大泰司1994)

イノシン下顎歯摩減指数 (3』l and Payne 1982)

図5 歯 の名称と略号 (図はイノンシ)

(原図 八 谷 ・大泰司1994)

C

d

e

f

g

h

J

k

1

m

n

図 3

第72図 ニ ホンジカ及びイノシシの歯に関する資料

エナメ

象牙質

歯髄

切 歯 前臼歯  後 臼歯

(小自歯)(大 自歯)

-99-―
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第 8章  自 然科学分析

第8章  自 然科学分析

第 1節 放 射性炭素年代測定の概要

曽畑貝塚の貝層埋積年代などを明らかにするため,調 査段階で採取され,保 管されていた貝層出土炭

化物 3点 を対象に,加 速器質量分析法 (AMS法 )に て炭素年代測定を実施した。分析試料は以下とお り

である。

・試料A… 炭化物 (採取地点 :Aト レンチ7区純貝層, 重量約10g)

)・試料B…  ″  (

・試料C…  ″  (採 取地点 :Aト レンテ 7区純貝層,重 量約 3g)

放射性炭素年代は,試 料中の放射性炭素濃度と半減期から単純に算出された年代である。また,放 射

性炭素 δ ttC補正年代は,放 射性炭素年代をδBC値 により補正して算出された年代である。暦年代に較

正にはこれを利用し,年 代値は years before present(O YBP=1950 A D)で表示する。半減期として,国

際的に慣例となっている5568年を適用し,年 代値の誤差は ± lσ表示 (68%確率)で ある。標準試料と

して NISTシ ュウ酸を使用 し, δ
"C値 は国際標準試料 PDBの 同位体比 (ⅢC/'C)か らの千分偏差

(%。)で 表した。

第 2節  測 定結果 悌1擦)

測 定 結 果 は第18表の とお りで あ る。試 料 A:36 1 0± 30Y B P ,試 料 B:3 5 7 0± 30Y B P ,試 料 C:

3550±30YBPと , 3つ の試料とも3550±30～3010±30YBPの 範囲内にあり,比 較的近い値が得 られた。

調査の結果,Aト レンチ 6区 から7区 の純貝層からは,鐘 崎式上器や市来式上器などの縄文後期中葉

に位置づけられる縄文土器が出土している。これまで各地で報告されているこれ らの上器型式の炭素年

代測定結果 (前迫2008,水ノ江2008)と も,お おむね合致する結果が得 られたといえよう。

参考文献

前迫 亮 - 2008「 市来式上器」『総覧 縄文土器』小林達雄先生古稀記念企画 『総覧 縄文土器』刊行委員会

水ノ江和同 2008「九州磨消縄文系土器J『総覧 縄文土器』月ヽ林達雄先生古稀記念企画 『総覧 縄文土器』刊行委員

会

第18表 放 射性炭素年代測定結果

測 定 項 目 単位

測 定 結 果

試料A

(試料番号 09R0912)

試料B

(試料番号 09R0913)

試料C

(試料番号 09R0014)

放射性炭素δⅢC補 正年代 YBP 3610±30 3570± 30 3550主 30

δ・C値 ‰
-27 5 -27 5 -26 0

- 1 0 1 -



第 2節  測 定結果

放射性炭素年代測定分析試料
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第 9章 総

第 9章 総 括

第 1節  曽 畑貝塚の形成過程について

1959年実施の江坂輝輔氏を中心とする発掘調査の結果,調 査区西側と東側で貝層が検出され,前 者は

西員塚,後 者は東貝塚として区別され,西 貝塚では形成時期が異なる2層 の貝層 (第1貝 層及び第 2貝

層)が 検出された。

西貝塚下層の貝層 (第2貝 層)に ついては,江 坂輝爾氏よ り貝類遺体の採取が行われ,マ ガキが約

706%と 高い割合で出上し,続 いてオキシジミ (約72%),ア サリ (同),ス ガイ (約70%),ハ イガイ

(約31%)の 順に多く,そ の他にはイボウミニナ,イ ワガキ,ヘ タナリ,ヤ マ トシジミなどが確認され

た。また,脊 椎動物遺体として,ク ロダイ属やイノンシなどの動物遺体が出上した。本層か らは曽畑式

上器がまとまって出上していることから,縄 文時代前期に形成された貝層と判断され,そ の広が りは直

径10m程度と推定される。

上層の貝層 (第1員層)で は,ハ イガイやマガキを主体 としており,ク ジラ類やイノシシ,シ カなど

の脊椎動物遺体が出上した。本層からは鐘崎式上器などの縄文後期の磨消縄文系土器が出上 しているこ

とから,後 期に形成された貝層とみられ,そ の広がりは南北約25m,東 西約 8mと みられる。

一方,直 径20m程 度と推定される東貝塚の純貝層でも,江 坂輝爾氏により貝類遺体の採取が行われ,

西貝塚第 2貝 層と同様にマガキが約618%と 最も高く,ハ イガイ (約100%),カ ガミガイ (約100%),

ハマグリ (約40%),マ テガイ (約31%)の 順に多く,そ の他はスガイ,イ ヮガキ,オ キシジミ,オ オ

ノガイなどが確認された。本層からは鐘崎式上器や市来式上器などの縄文時代後期の上器が出上してお

り,本 層から出上した炭化物 3点 の炭素年代測定では,3550±30～3610±30YBPという比較的近い値が

得 られてお り,出 上した縄文土器の年代的位置付けとも合致する結果が得 られたといえよう。

第73図 曽 畑員塚検出員層の推定範囲 (1/1,000)

―

ャ
‐
‐
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第 2節  曽 畑貝塚の出上遺物について

なお,西 貝塚下層貝層 (第2貝 層)や 東貝塚純貝層の下層には,縄 文時代前期に堆積 したとみられる

(茶)褐 色土層が堆積 している。当該土層からは,押 型文上器や轟式上器のほか,曽 畑式上器が出上し

ている。 これらの曽畑式上器は,曽 畑期に形成されたとみられる西貝塚下層員層出上の曽畑式上器とは

文様構成に大きな違いは認められない。

第 2節  曽 畑貝塚の出土遺物について一曽畑式上器を中心に一

発掘調査では,縄 文時代早期から後期にかけての上器や石器 ・石製品,貝 製品などが出上 した。出土

遺物の中心は縄文土器であり,押 型文土器 (I類 ),轟 式上器 (Ⅱ類),曽 畑式上器 (Ill類),市 来式上器

(IV類),鐘 崎式上器 (Va類 ),北 久根山式上器 (Vb類 )な どが出上したが,曽 畑式上器の出土量は

その他の型式の縄文土器にくらべて突出している。

曽畑式上器の日縁部形態が判明するもの (計132点)の うち, 日縁部がゆるやかに外反するIll c類が67

点 (約508%)と 多数を占め,強 く外反するIll d類(22点,約 167%)を 含めると6割 以上を占める。

文様については,Ill c 2類やlll d 2類など日縁部外面に検位の平行沈線文のみを施すもの,Ill c 4類

やlll d 4類など横位の平行沈線文に加えて山形三角文などを組み合わせて文様帯を組み合わせるものが

多く,前 者では60点 (約455%),後 者は48点 (約364%)と 多数を占め,刺 突文を施すものは 3点 (約

23%)と ごく少数である。胴部の文様帯は,横 位や縦位,斜 位の平行沈線文を組み合わせた文様,縦 位

の沈線とX字 文の内部を平行沈線文で充填するもの,綾 杉沈線文や縦位の曲線文を施すものなどがあり,

底部は平行沈線文を施すものが多い。また, 日縁部,胴 部,底 部を区別するはつきりとした区画線を施

文するものはみられない。

このように,日 縁部文様常に刺突文を欠いて日縁部が外反するものが多く,文 様帯にくずれがみられ

るなどの特徴があり, これらを総合的に勘案すれば,杉 村彰一氏の分類 (第1～ 3類 )の 第 2類 (杉村

1962),水 ノ江和同氏の分類によるⅡ式b類 (水ノ江1987),堂込秀人氏による編年 (I～ Ⅵ期)の Ill～

IV期 (堂込2008)に 相当し,装 飾的だった文様が整然さを欠き,組 雑化に向かう段階のものといえよう。

なお,曽 畑式上器の特徴のひとつである滑石を混入するものも出上 しているが,掲 載 した271点のう

ち滑石を含むものは43点 (約159%)で ,そ のうち多量に含むものは20点 (約74%)と 1割 にも満たな

い。また,滑 石を含むものと含まないものの文様構成についても大きな違いは認められない。

一方,曽 畑貝塚低湿地出上の曽畑式上器は,直 回する日縁かやや外反する日縁部に刺突文とその下部

に横位の短沈線文を施文するIll a l類やIll b l類を主体とする (第12図)。編年的には低湿地出上のもの

が古く,貝 塚出上のものが新 しいことから,1959年 調査の曽畑式上器を包含する貝塚が形成される以前

に,先 述の貯蔵大群を残した人々が生活していたとみられる。 しかし, これ らの人々が別地に貝塚を形

成したかどうかは現段階では判然としない。

今後の課題として,曽 畑期の居住域は未確認であり,墓 域などを含めた集落構造の把握は今後の調査

に期するところが大きく, 自然遺物の分析を通じた当時の生活環境の復元など,解 明すべき課題が数多

く残されている。

引用 ・参考文献
杉村 彰 - 1962「曾畑式上器文化に関する一考察」『熊本史学』第23号 熊 本史学会
水ノ江和同 1987「西北九州における曽畑式上器の話様相」『考古学と地域文化』同志社大学考古学研究室
堂込 秀 人 2008「曽畑式上器」『総覧縄文土器』河ヽ林達雄先生古稀記念企画 『総覧縄文土器』刊行委員会
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1 曽 畑貝塚発掘調査 の成果

江坂 輝 爾

可見  弘 明

笹津  備 洋

1959年10月28日より,11月 6日 までの10日間に亘って曽畑員塚を発掘調査した。その成果の要点につ

いて報告する。

発掘調査は先づ東西に長さ66m,巾 1.5mの Aト レンチを発掘。西より長さ10mご とに 1区 より7区

までに区分した (7区 は長さ6m)。 ところで曽畑式上器を出土する貝塚は台地の西端部にのみで, 1区

から2区 の西端に認められた。2区 の東半部から, 3, 4, 5区 と6区 の西半部までは貝層がなく,畑

地の耕土層中に微細な貝殻片を混えるのみであった。この地区にも嘗つては縄文時代後期の土器を含む

貝層が存在したものと考えられた。恐らく明治時代の後半か,大 正年代に入つて, この地の貝層が貝殻

を焼いて石灰をつくる原料として採掘されたものであろう。

6区 の東半から7区 には縄文時代後期の鐘ヶ崎式,市 来式などに近似の上器を出土するマガキを主と

する貝層が見られた。

今回の発掘調査は曽畑式上器文化の文化内容,そ の編年的位置などの究明が主目的であり,Aト レン

チ 1区 の東よりに,Aト レンチと直角に南北方向に,長 さ12m,巾 2mの Bト レンチを発掘し,さ らに

Bト レンテ2区 の西側にCト レンチを発掘して,台 上西端に所在の曽畑武土器を出土する貝層を徹底的

に調査した。この地区にも上層には後期の上器を出土する貝層があり,そ の下に礫を含む黒褐色土層の

間層を挟んで,曽 畑式上器を出土する貝層が存在した。この貝層の下には褐色土層が堆積し,貝 層直下

のこの層の上面からは比較的多量に,曽 畑式上器の復原可能な大破片が出上した。またこの層の上半部

からは表裏に淡い貝殻条痕文が施文され,そ の上にみみず張れ状の細隆起線でかざられた土器片が出土

した。さらにこの層の下部から,そ の下に堆積する黒色土層の上部に発掘をすすめると,山 形,格 子目,

精円などの廻転押捺文土器片が発見された。

曽畑式上器のほとんどは平底に近い丸底であつたが,そ の下層から発見された条痕文土器や,廻 転押

捺文土器は平底をなす深鉢形の上器であつた。

なお本貝塚の詳細な調査報告は近く公刊の予定である。
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2 発 掘 経 過

渡 辺   誠

可 見  弘 明

Aト レンテ 第 1区

曽畑貝塚を東西に縦断するAト レンテの西端10×15mが 第 1区 である。本発掘に於て所謂曽畑式上

器を包含する貝層はこの地区に於て発見され, これによってBト レンチ, Cト レンチが設定されて,曽

畑式上器包含貝層が,ほ ば完掘に近いまでに発掘される端緒となった。

第 1区 では西より1～ 5ま での 2m平 方の区を細分して発掘を行った。土地の人の言によれば台地の

先端即ち西端は員塚の高を東西に通ずる道路開襲の際に盛上したものとのことであったが,発 掘の結果

第 1区 1及 び同2の 西寄 りの部分がこれに当るものと認められた。即ち破砕された貝を混えた上層が水

平に堆積し,且 つ出土遺物は曽畑式上器から中世の瓦陶器に至るものまでが雑然として混在 し,二 次的

堆積であることを示している。然し貝層下土層はこのような撹乱を受けた痕跡はなかった。

又第 1区 3と 同4の 間から2区 にかけて南壁寄 りに巾2mほ どの塵芥六があり内部のものから見て中

世に作られたものと思われる。第 1区 4及 び同5で は次第に貝層が浅くなり,旦 つその厚さを減 じて,

消滅に近づき,次 の第 2区 の西端で完全に姿を消す。

結局第 1区 を通観すると第 1区 1は 二次堆積であり,第 1区 5は 貝層の上端となり,第 1区 2よ り同

4ま でが貝塚の主体部をなすことが明らかとなった。この部分では次の様な層序を確認することが出来

た。

第一層 表 土 (耕土層)

第二層 第 1貝層

第二層 際 層 (間に上を含む)

第四層 第 2貝 層

第五層 貝 層下上層

第六層 基 盤 (赤灰色粘質上層)

第 1区 5で は第一層から第二層までは明確に分離出来ない (第二層は部分的に存在する)。

以上の所見から第四層 (第2貝 層)は 第 2区 西端を頂点として,西 に向つて緩やかに下降する傾斜面

に形成された貝塚でその末端は第 1区 2の 西寄 りの部分である。この上の第二層 (礫層)は いかにして

形成されたものか現在の所明らかになし得ないが,内 部に相当量の遺物を包含する点から見て人為的な

堆積と考えられる。更にこの上を覆う第二層 (第1貝 層)は ,第 四層と同じく第 2区 西端を頂点として

西へ向って傾斜する貝塚でその末端は第二層,第 四層を包み込むように急に下降して,第 五層に直接達

している。この様な形の堆積がどうして行われたかは不明であるが,第 二層の堆積が開始されるまで第

二層が露出していたであろうことは推測出来る。結局,曽 畑遺跡に於ては,そ の台地の先端に第二層

(第1貝 層)及 び第四層 (第2貝 層)か らなる各々独立した二つの貝塚が存在することが推定出来た。

これによって, この貝塚の東西の広がりを確認する為にBト レンテが設定されたのである。

次に各層に於ける遺物の出土状態及び種類について述べよう。

第一層 (耕土)

第一層は耕作による撹乱を受けているので中世道物,上 師器,弥 生 ・縄文文化後期土器,曽 畑式上器
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2 発 掘経過 (渡辺 可 見)

等が少量づつ混在していた。この層から磨製有孔小円板 1が発見された。

第二層 (第1貝層)

ハイガイ,カ キを主とする純貝層で,縄 文文化後期土器を包含する。土器の出土状態は貝層最下部即

ち第三層直上にまとまって発見されたが, この区では完好なものは出上しなかった。獣骨ではシカが最

も多い。

第二層 (礫層)

茶褐色上の中にぎっしりと長径 8 cm内外 ・短径 5 cm内外の礫がつまった層で所々に落込みがある。こ

の層中からは曽畑式上器片が出土するが,復 原し得るようなまとまったものはない。

第四層 (第2貝 層)

ハイガイ,カ キを主とし,カ ガミガイがやや多く見 られる純貝層であるが,第 二層に於て見 られたと

同じ礫が非常に多量に含まれている。全体的に曽畑式上器が包含されているが特に貝層最下部即ち第五

層直上に於て復原可能な土器片群の出上が著しかった。発掘中に滑石含有の有無,文 様構成, 日縁の波

状口縁と平縁との差異によって層位的差異が認められるのではないかということが注意されたが,第 二

層,第 四層を通じて発掘所見としては, これらの差異を層位的差異として分離することは不可能であっ

た。石器は半磨製石斧 1,石 鏃 1で 非常に少ない。骨器も未成品 1が 出上したのみである。自然遺物は

シカの他タイ,サ バ等の魚骨があり, 3の 北壁寄 りに小魚骨の群集部があった。

第五層 (黒福色上層)

第五層上部即ち員層下10cm位までは曽畑式上器が出土する。これより約15cm内外掘 り下げた所か ら指

頭細隆起線文,条 痕文土器が出上 した。これらは第 1区 4,同 5に 於いて確認されたが,第 1区 1,同

2で は曽畑式上器と混在し,旦 つBト レンチで確認された。更に層位の異ると見 られる押型文土器も混

在して発見された。猶この層の上部から人骨片が出上した。

第六層 (赤灰色粘土層)

径15cm内外の軽石を多量に含む粘土層で,全 くの無遺物層である。

この トレンチでは貝塚の規模と層序の状態で確認する為10cmのレベルによって掘 り下げた為,傾 斜に

よって層序と矛盾した結果の出た部分が出た。 この為,精 密な層位掘 りはCト レンチを設定して行うこ

ととなった。

Aト レンテ第 2～ 5区

東西に長いAト レンチの中央部を占める第 2・ 3・ 4・ 5区 は,二 次的に破砕された混貝土層が数十

cmの厚さで一様に堆積しているだけで,西 貝塚の東端としての第 2区 ,第 3区 発見の人骨,第 5区 にお

ける混員土層下部に残存した純貝層,押 型文を出土する只層下土層等の他は,プ ライマリーな状態で遺

跡及び遺物に対する所見を求めることは出来なかった。貝層が広範囲に亘って破砕された原因は,土 地

の方々の言葉によると明治年代に焼灰をとるためにかなり大規模な抜取りが行われたためだそうである。

貝は微細な破片となり,魚 骨,獣 骨,上 器片等が殆んど小片のものばか りであったことは, これ らが人

為的,二 次的な破壊によるものであることを裏書きするものと思われた。

第 2区

この区では西に向って地表面が傾斜しており,表 土層,混 貝土層,純 貝層,礫 層,茶 褐色土層,基 層

の礫交り赤色土層の順に堆積している。
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1.表 上層

厚さおよそ10cmの茶褐色層で,曽 畑式や上師器,青 磁等の小破片を混在している。

2.混 貝土層

この層は先に述べたところの破砕された員層であって,員 はみな細片となっているが,マ ガキ ・ハマ

グリ ・ハイガイ ・アサ リ ・オキシジミ ・アカニシ ・スガイ ・ヘナタリ等が識別出来た。その他獣骨若干

と馬の歯が数個出上した。石器は磨製石斧 3点 とスクレイパー 1点 が出上した。 この層の上部には縄文

後期の上器片を含むが,下 部は曽畑式及び轟式のみである。

3,純 貝層

この層は 1区 よりの混貝土層下に小範囲に存在するもので,礫 層をその一部が覆っている。混貝土層

が破砕をまぬがれたものらしい。厚さはおよそ30cmである。

4.礫 層

この礫層は第 1区 の礫層の東端にあたるもので, 1区 との境からおよそ 3mの あたりまで伸びてきて

イ い る。この層は厚さ約30cmで,滑 石を含まない曽畑式が発見された。

5 茶 褐色土層

厚さ約50cmの貝層下土層であり,そ の上部で曽畑式,轟 式の小片が若干発見された。またこの層か ら

勾玉が 1個発見されたことは注目されることである。

6.礫 交り赤色土層

地山であり,遺 物は全然包含しない。西に向う傾斜は地表面より著るしい。

第 3区

1.表 土層

厚さ約20cmの茶褐色土層で耕作上であり,特 記すべきことはない。

2.混 貝土層

この層は西半では厚さ20～80cmであるが,東 半では厚さを増し約80cmになるところもある。貝は細片

となっているがハイガイ ・マガキ ・オキシジミが最も多く,ハ マグリ ,ヘナタリ ・フ トヘナタリ等も少

しあつた。上器は沈線文等を有する縄文中期のものや土師器等が混在していた。西端においてこの層の

落込みが トレンテに沿って 2× lmの 大きさで発見され,更 にこの上墳中より東に頭をおいて伸展葬の

埋葬人骨が発見された。このあたりでは混貝土層の厚さは約20cm,落 込みの深さは30cmである。人骨の

周辺は薄く腐蝕土層におおわれている。頭蓋骨附近にはマガキ ・ハイガィ ・ォキシジミ等がそれぞれ若

子かたまって存在していた。人骨は副葬品その他の明瞭な伴出遺物がなく,所 属時期の確定は極めて慎

重を要する。土塘内部より発見された土器片はおよそ10片ほどあるが,頭 蓋骨に接して条痕文土器のや

や大きい破片が発見された。その他もほとんど条痕文で,曽 畑式は 1片 きりない。人骨よりやや上位に

弥生式の破片が 1片 出上 している。この層が二次的な破壊をうけているために前後関係をにわかには決

し得ないが,人 骨はこの層に先行すると見て良いかと思われる。

3.貝 層下上層

この層は厚さ約50cmの茶褐色土層で, この区の西半にのみ分布する。そして第 4区 東半以東に分布す

る茶褐色土層に対比するものである。

4.礫 交り赤褐色上層

この層が地山であり,通 常混貝土層及び純貝層とはその間に茶褐色土層をはさんで直接に接すること
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2 発 掘経過 (渡辺 ・可見)

はない。ただこの区の東半から第 4区 の一部にかけては茶褐色土層の堆積は見られず直接に混貝土層に

接している。

第 4区

この区では表土層,混 貝土層,同 下土層,基 層の順で堆積 し,地 表面は東から西へ向って緩やかに傾

斜していた。

1,表 土層

茶褐色の耕作上で約20cmの薄い層であり,上 師器,須 恵器の細片が僅に含まれていた。

2`混 貝土層

表土層の下に堆積し厚さは一定しないが,お よそ40cmであり東半がやや厚い,貝 は非常に細かく粉砕

されている。わずかにハイガイ ・マガキ ・スガイ ・ィボニシ ・フ トヘナタリ等が識別 し得た。貝以外の

自然遺物は殆ど検出できなかった。人工遺物においても無文の縄文土器片 1片 と上師器,須 忘器の細片

若千と青磁の小片を2片 発見したのみである。第 3区 寄 りの北壁に沿つてこの層の下にピット様の落込

みがあり,混 貝土層がそのまま充填していた。貝層が破砕されたときに局部的に穿たれた穴 らしい。長

径は東西約150cm,巾は55cmで深さは50cmである。この中からは須忘器破片,曽 畑式破片,条 痕文土器,

無文土器の破片とが極く少量発見された。

3,貝 層下土層

茶褐色を呈する土層で,西 から東へ向ってゆるやかに傾斜している。前述のビットの東側に堆積が始

まり,西 側には見 られない。ピット附近では厚さ約 5 cmの薄い層であるが東するにしたがって厚み増 し

約50cmになる。

4.礫 混り赤褐色土層

第 3層 の下に広く分布する基層である。

第 5区

この区では表土層,混 貝土層,褐 色土層,桃 褐色粘土層の順に,わ ずかに西に向って傾斜しながら堆

積していた。東端では混貝土層と褐色土層との間に純員層が存在する。

1.表 土層

厚さおよそ10～20cmの耕作土層である。遺物は出上しなかった。

2.混 貝上層

この層は先に述べたごとく破砕された貝層であり,撹 乱をうけて遺物はみな細片となり特に見るべき

ものもない。識別し得た貝類は主にハイガイで,他 にハマグリ・カキ ・アサリ ・オキシジミ ・アカニシ ・

レイシ ・スガイ等であった。また人の頭蓋骨の細片も発見された。土器は縄文中 ・後期のものや土師,

須恵器,青 磁の破片もあった。最下層において曽畑式や格子目押型文及び磨製石斧が発見された。層の

厚さは30～40cmである。

3.純 貝層

この区の東端に小範囲に分布するものであって,主 要分布範囲は トレンチ外北方にあるらしく,末 端

がこの区らしい。そして断続しながら第 6, 7区 の純貝層に連結するようである。厚さは約20cmで,貝

はマガキが最も多くオキシジミやハイガイも多い。稀にチョウセンハマグリ ・ヤマ トシジミ ・レイシ ・

スガイ ・ウミニナも見られた。無文の縄文後期の大破片と無柄の石鏃及び人骨細片を発見した。

4.褐 色上層
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付 編 1

この層は厚さおよそ40cmで,そ の上部に押型文等を約30片出上した。そのうち半数は押型文に伴うと

されている太い条痕を特徴とする土器であり,他 に山形押型文,次 いで格子目押型文が多い。そしてこ

れに伴うらしい平底で木索痕のある厚手の底部が 1箇 出上したのは注目される。他に曽畑式,細 隆起線

の轟式が各 1片発見された。

5.桃 褐色粘上層

地山の層であるが他の区のような小礫の混在はなかった。遺物は出上しなかった。

(渡辺)

Aト レンチ 第 6区

第 6区 と第 7区 は,Aト レンチのもっとも東端に設定したもので,遺 跡の載る舌状台地のちょうど鞍

部に当っているため,第 1区 とは比高で100cm,第 3区 とくらべても60cmほど高い。ここでは西より伸

びてくる混員土層とは別に,縄 文後期の純貝層が埋積 している。ボーリングならびに試掘の結果による

と, この貝層はA6, 7区 から北方および東方にも延び,ま た南は谷となって遮断されているが,台 縁

にやはり純貝層の露頭がみられる。これより推定して, この貝層は径20mの サークルをなしているもの

と思われる。われわれはこれを 「東貝塚Jと 仮称し,曽 畑期に築成されたAl区 およびBト レンチの第

1貝層と区別することにした。

前文したように,東 貝塚は縄文後期のものであるが,そ の表土層には須恵器の破片を包含 し,そ の下

土層には縄文前期,早 期の上器破片が見出されており, この地区が相当長期間にわたリエクメネとなっ

ていたことを示している。そのため,A6区 , 7区 における堆積状態は大いに編年的興味をひくととも

に,貝 層の有無によるこの間の自然環境の変化なども当然注意される。

A6区 では,表 土層 ・混貝土層 ・純員層 ・貝層下土層 ・基盤の順で堆積し,各 層はそれぞれ北より南

へ急傾斜している。これは既述のようにA6区 が丘陵の鞍部にあたっているためであろう。A6区 の北

壁における堆積状態は第19図のとおりである。

第 1層 (表土層)

茶褐色の腐蝕上であって約20cmのうすい層であり,唐 イモ畑として耕作されている。この層には,原

史時代の須恵器片が若干包含されていたほか特記するほどのことはない。

第 2層 (混貝土層)

第 1層 の下に20～30cmの厚さをもって堆積している。貝穀をまじえているが,混 土率が著 しく高く,

混土貝層というより混貝土層というべき状態であった。貝殻は種類の鑑別が困難なほど微粉となってい

るが,そ のうちハイガイ ・ハマグリ・アサリ ・マガキ ・マテガイ ・テングニシだけは確認される。第 2

層の上器はその90%ま でが後期鐘ヶ崎式であるが,そ の包含量はきわめて少ない。

第 3層 (純貝層)

A6区 のほば中央から, レンズ状に純貝層が入り,そ のままA7区 に向ってのびている。貝層はその

西端ではきわめてうすく5～ 10cmであり,東 するに従ってその厚さを増し, 6区 東端では25～30cmとな

る。貝層はマガキが主体となり,イ ワガキ ・ハイガイ ・マテガイなどのほか第 7区 に記載すると同じ多

種類がみられ,ほ かにウマ ・シカ,水 禽類の鳥骨,魚 骨なども採集された。文化遺物としては後期鐘ヶ

崎式上器の破片がかなりあり, また 7区 に接したあたりになると前期轟式の上器破片をも少量みうけた。

第4層 (貝層下土層)
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2 発 掘経過 (渡辺 可 兄)

貝層下には茶褐色上がかなり厚く堆積し,こ こからも土器破片と石器とが出上している。 6区 西半の

発掘によると, この層の比較的上部にあたる地表より70cmの辺 りまでは,貝 殻条痕文を内外両面に施 し

た轟式上器の破片が黒耀石片とともに比較的多くでるが,地 表より70cmの辺りで曽畑式の上器片が唯 1

点であるが出上 した。また-100cmから本層の終わ りまでは曽畑式上器のほか,山 形押捺文および組 く

太い条痕を施した厚手上器の破片がそれぞれ数個ずつ出上し,チ ャー ト製の石掻器も1点発掘された。

6区 西半つまり7区 よりでは,本 層の上半部に木炭の小塊がところどころ含まれてお り, これととも

に黒耀石片が10コ以上あり,ま た文化遺物としては,平 行沈線文様の曽畑式上器片,列 点文およびみみ

ずばれに似た隆起帯を並列した土器破片,山 形押捺文上器片,組 く太い条痕文を青海波状に施した厚手

上器片などが混在 していた。いずれも小破片であり,出 上量もわずかである上,包 含層が北か ら南へ傾

斜している関係もあって,各 土器の詳細や,相 互の層序関係については明言しがたい。注目してよいこ

とは, この層の下部から貝殻条痕文を横走させた轟式上器の破片がかなり発掘されたことであり,わ ず

かの連続山型文土器片,前 述した厚手条痕文土器片をともないながらも本層の下底まで深く入つていた。

第 4層 は6区 西端,東 端いずれにおいても地表から130cmに至って終 り,砂 礫粘土層へつづいている。

第 5層 (基盤)

桃褐色を呈する砂礫粘土層であり,砂 礫とくに軽石の混入度が高いため相当堅密である。この層には

文化遺物が全くみあたらず, この地域の基盤をなしている。                 (可 兒)

Aト レンチ 第 7区

Aト レンテ最東端の本区は,N― S15× E一W60mで ,そ の堆積状態の大要は第 6区 と大差ないが,

純貝層はずつと厚くなっている。

第 1層 (表土層)

第 6区 に同じである。

第 2層 (混貝土層)

前述のように破砕貝層であって西より伸びてきているが,第 6区 にくらべてさらに薄くな り, ところ

によっては 5 cmにとどまっている。種類の鑑別できるものはマガキ ・アサ リ ・ハイガイ ・オキシジミ ・

フ トヘナタリぐらいのものであるが,な かでもマガキが多い。これに混って後期の上器片が少量みいだ

せるだけである。この層では, 6-7区 境界から東へ 2mよ ったところにポケット状の落込みがみ られ

た。これを第 1ピ ットと仮によぶが,ピ ットは南するに従い深 く落込み,そ の傾斜はN一 S15° ぐ らい

ある。ピットの東側は焼灰がなだれこんでいる。ピット内には鐘ヶ崎式上器の破片と無文の上器破片が

あった。

第 3層 (純貝層)

混貝土層につづく純員層はかなり厚くなり,第 1ピ ットの個所をのぞき50～70cmの厚みで堆積 してい

る。貝層はマガキが圧倒的に多かったが,他 にイワガキ ・ハィガィ ・マテガイ ・ハマグリ ・アサ リ ・シ

オフキ ・オオノガイ ・アワビ ・ウネナシトマヤガイ等の二枚貝,ア カニシ ・テングニシ ・イボニシ ・フ

トヘナタリ ・イボウミニナ ・スガイなどの巻貝のほか,陸 産巻員のカタツムリもみられた。堆積状態良

好のところをえらんでリンゴ箱一杯の員殻を採取し,そ の比率をしらべた結果は別項のとお りである。

また トラフグの下顎骨のほか,種 類の同定しがたい小魚骨や魚鱗がかなりあり,さ らに貝層のいたると

ころに炭化物が散布していた。文化遺物としては無文浅鉢の完形品のほか器形を復原 しうる後期の上器
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付 編 1

が 2点 あり,ま た破片も豊富に出上したが,す べて市来式および鐘ヶ崎式にぞくするもので,本 層の堆

積期を縄文後期として疑いない。また貝層の東端からは,ア ワビ殻製の垂飾品,サ ルボオ殻製の貝輪も

みつかっている。

この層にもまた2ヶ 所にビットがある。一つは第 1ピ ットの下に当り,約 50cmの深さで貝層がV字 状

に落込み,そ の下端は軽石をまじえた褐色土層にまでくいこんでいる。これを第 2ピ ットとよんでおく

が, この中には無文土器の破片と,貝 殻縁を施文工具に用いた後期市来式の土器破片がみつかっている。

いま一つのビットはごく浅いもので,こ れを第 3ピ ットと仮称しておく。

第4層 (下上層上部)

純貝層の下は,細 礫まじりの褐色土層にうつるが, この層は東端でも西端でも地表より80cmからはじ

まる。そして地表より80～100cmにわたり轟式上器の破片が黒耀石の石屑とともに出上した。ついで地

表より120cm辺にも土器破片の包含をみるが,西 寄 りでは厚手条痕文土器片が石鏃とともに,ま た東寄

りでは山形連続文の上器破片がそれぞれ少量出上している。なおこの層では微量の貝殻を稀にみること

があった。

第 5層 (下上層下部)

砂礫をまじえた褐色土層は地表より145cmで終 り,つ いで細砂礫混入の砂層に変る。この層およびそ

れ以下には,文 化遺物は全く包含していない。またカキ ・ハイガイが稀にみられたが,な ぜ貝殻を包含

するかは明白でない。

第 6層 (基盤)

第 6区 の第 5層 に同じ。第 7区 では トレンチ西端では地表から180cllからはじまるが,東 端では210cm

まで掘下げてもこれに達しない。これは,基 盤が南から北へ30° 傾 斜すると同様に,西 から東へも傾い

ているためであろう。これから考えて,基 盤は第 7区 東瑞のあた りから東へ傾斜し,谷 を形成している

ことが想定される。 (可見)

Bト レンチ第 1区

Aト レンチ第 1区 に於いて確認された西貝塚の規模を確かめるべく更に南北にBト レンテが設定され

た。Bト レンチはAl区 4に 直交して設定され第 1区 3.5×2mは Aト レンチの南側に当る。 Bト レン

テに於ける層位はAト レンチに於けるものとほぼ同一と考えられたが,傾 斜,断 絶等を確認する為,更

に10cmのレベルを以て掘下げることとした。その結果Aト レンテと同じく,次 の6層 の存在が認められ

た。

第 1層 表 上 (耕作土)

第 2層  貝 層 (第1貝層)

第 3層  懐 層

第4層  貝 層 (第2貝 層)

第 5層  貝 層下上層 (黒褐色上層)

第 6層  基 盤 (赤灰色粘土層)

各層とも南へ向って下降する傾斜を示し,そ の末端は,道 路によって切断された崖に露出している。

然し各層間には各々傾向の差があり, この点について次に詳述する。

第 1層 表 土 -30cm
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2 発 掘経過 (渡辺 ・可兒)

第 1層 は耕作上であって,そ の下部は次の貝層に耕作が及んだ為,少 量の破砕貝殻片を含んでいる。

後期土器片数片が出上した。

第 2層  第 1貝層 (北-30～35cm,南 -30～ 55cm)

第 2層 は大部分純貝層であるが,Aト レンチ寄 りの一部は破砕員層である。南へ寄る程貝層の厚みを

増し,貝 層も良好となる。出土する土器は縄文文化後期の上器で,貝 層下部に植ったものが多いが,復

原可能なものはない。貝層はマガキを主とし,獣 骨はシカが多いが,馬 の指骨の出土は注意されてよい。

魚骨はスズキ,ク ロダィが顕著である。

第 3層  礫 層 (北-35～45cm,南 -55～ 65cm)

第 3層 は褐色上にぎっしりと礫のつまった礫層で南から約 lm付 近で非常に厚みを増す。上器は曽畑

式上器が出上し,石 器は砂岩製打製石器 1点が出上した。

第4層  第 2貝層 (北-35～65cm,南 -65～ 80cm)

第 4層 は純貝層と言えるが,第 3層 に見 られたとほぼ同様な礫が相当多量に包含されている。 この礫

の中にはカキが付着したものがしばしば発見されるが, このことは貝層中の礫の堆積の原因について,

示唆する所大である。又この貝層は トレンチの東南隅で消滅し,貝 塚の一端が確認された。土器は曽畑

式土器が出上し,殊 に貝層最下部,次 の第 5層 に接して復原可能な土器片の群集が見 られた。骨角器,

石器類の出土は見られない。

自然遺物については,貝 類はマガキ ・ハイガィ ・ハマグリ ・マテガイ ・カガミガイ ・ヤマ トシジミ ・

サルボウ ・オウノガイ ・アカニシ ・ツメタガイ等が見られ,マ ガキが主体をなす。獣骨はイノシシ ・シ

カが多い。

第 5層  貝 層下上層 (北65～110cm,南80～120cm以上)

南端で基盤が急激に下降し, この第 5層 の下部も確認し得なかった。第 5層 は非常に希薄な包含状態

ながらも,遺 物包含層と言うことが出来る。上部10cmは第 4層 に続き曽畑式上器の包含層で,獣 骨も包

含されている。更に次の10cmでは,曽 畑式上器,細 隆起線文土器,精 円押型文土器等が混在 している。

第 5層 最下部では格子目押型文土器,条 痕文土器が出上した。骨角器は最上部から骨製針 1点が出上 し

たのみである。Aト レンテと同じく第 5層 は多量の軽石を包んでいる。

第 6層 は赤灰色粘土層で無遺物層であり,基 盤と考えられる。

Bト レンチ第 1区発掘の結果,第 1貝層は更に南へ下降しながら厚みを増して行くことが確認され,

又第 2貝 層は第 1区東南部でその縁辺の一部が現れたので, これ以上南に余 り延びる可能性はなく,A

トレンチ南側に於ては,ほ ぼ半径4mの 半円形をなす貝層が存在するであろうことが推察された。貝層

下土層に於ける各種土器の層序関係については,遺 物の出土量が余 りに少く,明 確な結論を得ることが

出来なかった。

猶自然遺物中の貝類に関して,第 1貝層の貝類は種類の如何を問わず第 2貝 層の貝類より小であるこ

とが注意された。

Cト レンチ

Aト レンテ第 1区 3, 4の 北側, Bト レンチ第 2区 の西側にCト レンテ (35×25m)を 設定した。

本トレンチ設定の目的はAト レンチ発掘によって明瞭となった層序に従って完全な層位掘りを実施する

にあった。
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付 編 1

発掘の結果,次 の7層 の層序を確認出来た。

第 1層 表 上 (耕作上)

第 2層  貝 層 (第1貝層)

第 3層  礫 層

第4層  貝 層 (第2貝 層)

第 5層  黒 色土層

第 6層  黒 褐色上層

｀
   第 7層  赤 灰色粘上層

第 1層  表 上 (南-23,北 -40cm)

第 1層 は耕作上で全体に貝殻の微細な破片を含み,遺 物は縄文後期土器片,曽 畑式上器細片の他,歴

史時代以降のものまで混在していた。

第 2層  第 1貝層 (北-23～ -45cm,南 -40～ -55cm)

第 2層 は縄文文化後期土器を包含する貝層で,西 へ向つて下降し,発 掘区の中央部はやや凹みをなし

て厚さを減じる。西南隅は最も良好な純貝層である。包含される土器は完全に縄文文化後期の上器で,

磨消縄文,塗 丹土器が注意に上った。その他磨製石器小破片,貝 輪片等が出上した。

自然遺物について貝類はマガキ ・ハイガィ ・アサリ ・オキシジミ ・ハマグリ ・シオフキ ・サルボウ ・

ヤマ トシジミ ・アカニシ ・フトヘナタリ ・スガイ ・イボウミニナ等であリマガキを主体とする。獣骨は

シカ ・ウミガメ ・小動物 ・ウシ?等 が出上 し,魚 骨も採集された。又人骨が発見され,頭 蓋骨片,下 肢

骨などである。

第 3層  礫 層 (南-45～ 55cm,北 -50～ 80cm)

第 3層 は褐色土層に多量の礫を含む層で,礫 は第 2層 下部からその存在が認められるが第 3層 に至っ

て圧倒的に多くなる。曽畑式上器片を多量に包含している。

第4層  第 2貝 層 (南-55～ 72cm)

第 4層 は相当多量の礫を含む貝層で,西 壁寄 りでは南から北へ約 2m進 んだ所で,貝 層は消滅する。

即ち本 トレンチの西北部には第 2貝 層は存在せず,礫 層がつづいている。

第 2員 層は完全な曽畑式上器の包含層で,復 原可能の上器片,相 当程度復原し得る大破片等が出上 し

た。又石器は,石 ヒ (縦型 3,積 型 1)半 磨製石斧 1等 が出上し,曽 畑式上器に伴う石器がやや明らか

にされた。又貝輪片 1(サ ルボウ)が 出上した。

第 5層  黒 色上層 (南-72～ 92cm,北 -80～ 102cm)

第 5層 はAト レンチ及びBト レンチ第 1区 では分離し得なかった層で, この発掘区では上の色が明瞭

に異なったので,分 離することが出来た。この層の上部では貝層に引つづき曽畑式上器が出土するが,

下部では,条 痕文土器,細 隆起線文土器,精 円押型文土器の破片が出上し,層 位の異なることが確認出

、来た。

第6層  黒 福色土層 (南-92～ 127cm 】ヒー102～132cm)

第 6層 は軽石を多量に含む土層で本発掘区では時間の都合上完全に発掘し得ず,又 遺物も発見 し得な

かった。

第 7層  赤 灰色粘上層
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2 発 掘経過 (渡辺 ・可兒)

第 7層 は基盤である。

この トレンチの発掘の結果,各 層序に包含される上器の種類はほば確認された。又第 2貝 層即ち曽畑

式文化の時期に形成された貝塚は径約10mの 小貝塚であることが明らかとなった。この結果この第 2貝

層を含む貝塚を西貝塚と呼ぶこととした。この貝塚は清野博士発掘地点とは別個の貝塚であり,又 この

台地上に他にもこの時期の小貝塚が拝在するであろうことを推測せしめるものである。
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付 編 1

3 曽 畑 貝 塚 人 骨 所 見

小 片  保

慶応義塾大学講師江坂輝爾氏により提示された,曽 畑貝塚より発掘せられた 1体 の人骨の性別,年 令

及びこの人骨の属すべき時期等を推定する機会を得た。以下この人骨所見を述べ,そ れに就いての知見

を論ずる事とする。

1 埋 葬様 式 (第1図 )

本人骨の保存状態は,貝 塚人骨の通例として,可 成 り良好ではあるが,扁 平骨は破損され,長 骨骨端

部の崩壊しているものもある。

本人骨は典型的な仰臥伸展位をとる。各骨の位置よりして,軟 部未だに健なる間に埋葬せ られた事は

確かである。下顎骨を含む頭蓋は少し左側にずれている。これは土圧によって少しく移動 したものであ

る。埋葬時に,頭 部に空間を作って埋めたという確証はない。

上肢は体軸と略々平行に置かれ,胴 骨上に乗っていない。下肢を見ると,足 関節の部分が左右極めて

接近して置かれている。それに続く足根骨,中 足骨及び趾骨が足底側に向って屈曲してお り, この部分

が左右接近している処を見ると,足 関節以下の左右揃えて緊縛されて埋葬された様にも思われる。この

様な例は稀に経験する処である。鎖骨肩峰端,従 って肩甲骨関節衛の部分が,左 右倶1共に自然の位置よ

り近位方向に移動している。この事は,土 援が狭く掘 られ,こ の空間を,よ り有効に利用する為に,人

為的の作業が行われたと思われる。この様な経験は,古 墳時代箱式棺中に埋葬する時,通 常の肩峰幅で

は到底納棺不能な程狭い空間に,極 めて巧妙に埋葬している例を屡々経験しているが,時 代 こそ違え,

本人骨も同様と考えて差支えない。

前述の如く,洗 骨その他の人骨に対する人為的工作はない。赤色物の塗布,散 布その他は見 られない。

2 人 骨所 見

I)頭 蓋 (第1表)

頭蓋縫合の内,主 要なる3縫合の癒着状況を見ると,内 板は冠状,人 字縫合の癒着殆んど完了してい

るが,矢 状縫合のそれは余 り進んでいない。外板では部分的に癒着が見 られ,冠 状縫合では Pars

tcmporalisの部分完了,そ の他は部分的,矢 状縫合では Pars obdicaの部分完了,そ の他部分的に開始,

人字縫合では Pars lambdoideaの部分に開始している。その他観察可能な縫合では癒着が開始されず,あ

るとしても極めて小範囲に止まる。次に歯牙の唆耗状態を見るに,各 歯によってその程度が著しく異な

り,Broca氏の第 1度より第 4度 に及ぶ。鉗子唆合型を示し,特 に前歯に於いて唆耗度が高く,水 平咬耗

である。上顎左右第 3大 臼歯は生前歯槽膿漏によって脱落せるものと思われ,下 顎のそれは生前脱落か,

先天性欠除か判断に苦しむ。但し,埋 状歯牙でない事はレントゲン写真で明確である。歯石も少しく見

られる。右上顎第 1大 臼歯に高度の観歯を認める。

A.上 面観 (第2図 )

本頭蓋は短頭型 (Brach■kran)を示すが,中 頭型に近い。頬骨弓の外側方への膨隆が強 く,従 って

Phacnozygicである。Scrgi氏の類五角形に属するものと思われるが,或 はこの様な簡単なものでなく,類

七角形と言つてよいかも知れぬ。頭頂結節の発達よく,外 側方に張り出す。頭頂孔は,Pars obclicaの部
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3 曽 畑貝塚人骨所見 (小片)

分で,少 しく右に偏して 1個見る。矢状溝状圧痕はかなり著明。

B.側 面観 (第3図 )

高頭型 (Hypsittan)を呈し,前 頭矢状曲線は前方に膨隆強し。眉問隆起は僅かに見 られる程度である。

頭頂矢状曲線では,前 半に於いて強く屈曲する。後頭のそれでは,上 ,下 鱗共に膨隆が弱い。併し,両

者間の屈曲が強い。上側頭線の発達極めて強く,鈍 な堤状に後進するが,後 頭骨に至らず消失する。左

右側に Oscpiptcricumを見る。側頭担面は平坦,中 側頭動脈溝が左右側に見られる。頬骨弓は長 く,波 形

をなさぬ。外耳孔精円形で,外 聴道骨瘤は見 られぬ。乳様突起よく発達 し,表 面の組椎強 く,尖 端は細

く下垂す。根部の外側方への膨隆強し。

C.底 面観 (第4図 )

脳頭蓋基底は広い。大後頭孔は亜円形を呈し,後 縁正中面上に長さ2 mmの突起状の骨増殖を認む。後

頭類は大きく,そ の関節面上に一稜を作 り,前 後の2面 に分かれる。第 3後 頭類はない。顆筒は広 く且

つ深い。顆管は左側が大きい。乳突切痕,後 頭動脈溝は深い。乳突孔は左側に見る。後頭骨底部は広 く,

咽頭結節は軽度に見られる。茅乳様突起を左右側に認める。日蓋は広型 (Brachystap町lin)を呈し,精 円

の一部に近い。横口蓋縫合は少しく前方に弯曲し,門 歯縫合を欠く。矢状回蓋隆起は殆どない。日蓋棘

強く, 日蓋溝を内外共に認める。後鼻棘は強く突出す。

外後頭稜は左側に偏 し, この稜の右側で,大 後頭孔後縁より後方15mmの処に,長 さ8 mm,幅 4 mmの鈍

長方形の穿孔があり,そ の周縁には仮骨形成す。この穿孔をめぐり,13ml,17mmの 軸を有する。その長

軸が穿孔の長軸に殆ど一致する略々橋円形の陥凹あり,穿 孔に向って次第に薄くなる。 この部分の内板

は,外 板の精円形稜に殆ど一致して薄くなり,穿 孔線に続 く。これは,先 天的の骨欠損か,又 は何等か

の病的変化によるものと思われ, しかも外後頭稜の屈曲と共に,可 成 り以前から存在するものと思われ

る。位置的に見て,生 前の人工的穿厳術とは考え難い。勿論死後の加工ではあり得ない。

D.後 面観

尖頭型 (4klokran)に極めて近い中頭型 (Mcttoklan)の最高値をとる。但 し,幅 耳 Brcgma高 示数で

は中頭型 (Met五okran)の最低値をとる。これは一見矛盾しているが,BaSonと Poボonと の距離が大なる

為に生じた差異である。全輪廓は家根状を呈し,側 頭骨輪廓線は平坦に近く,頭 頂骨のそれは外側方ヘ

膨隆している。後頭骨は中等広,後 頭坦面は平である。外後頭隆起は BIoca氏の第 3度 で,そ れに続 く

最上,上 項線の発達はよくない。下項線は右側に僅かに見られ,左 側には明らかでない。乳突後突起も,

インカ骨もない。

E.顔 面観 (第5図 )

脳頭蓋に比して顔面頭蓋が大きい。頬骨弓幅が著しく大なる為,Kollmallll氏顔示数小さく,顔 面低型

(Euttprosop)を示す。同氏上顔示数は上顔面中型 (Mcscll)ではあるが,低 型 (Ew炉ゆ に極めて近い

値 を とって いる。Vlrchow氏顔示数 を見 ると,過 低型 (HyperchamaeprOsop),同氏上顔示数 は低型

(ChamacprOsopo)である。この様に,本 人骨は極めて横に広い顔面像を呈していることがわかる。次に

側面角を論ずると,全 側面角では顎中型 (Mcsognatll)で,鼻 性側面観では鼻直型 (0■hognath),歯槽側

面角では歯槽前反型 (PrOgnatll)である。この様に,上 顎部の前方への突出は目立たぬ。上顎歯槽突起の

突出は,矢 状面に於いて,歯 牙と共に前方へ張 り出すゆるやかな弧をえがき,従 って歯牙は殆ど垂直に

釘植しており,針 子唆合の形態をとる。

前頭給節は可成 り強く膨隆し,MctOpismusを欠く。Brcgnla隆起は弱い。前頭矢状隆起は軽度に見 られ
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付 編 1

る。眉間及び眉弓の発達は余り強いとは言えず,眉 間は両眉弓をつなぐ面より少しく陥没している。前

頭切痕は左右側に 1個宛見る。鼻中型 (MesOrllin)で,鼻 骨の有隆は大きい。前頭鼻骨縫合は殆ど左鼻

骨にて形成され,従 って,鼻 骨間縫合は上部で左狽1に偏 している。梨状口下縁の形態は Bonin及び三井

両氏の第IV型に属す。前鼻瀬の発達は弱い。鼻中隔は左側に弯出する。眼衛日は鈍四角形を示し,眼 筒

上縁の上下の傾きが少さい。中型 (Mcsoconch)であるが,少 しく左右が異なる。下眼筒縫合は右側に於

いて癒着完了せず。頬骨は極めて大且つ広く,上 顎歯槽広 (Brachystaptthn)を示し,歯 槽突起大で,犬

歯槽隆起は極めて強い。

F`下 顎骨 (第6図 )

本骨は大きく,骨 体は厚 く,且 つ高いが,筋 附着の粗椎は余 り強くない。願部の突起は強いが,願 隆

起の突起はとしくない。願結節は左右非対称に存在するが,弱 い。願孔は,第 2小 臼歯と第 1大 臼歯の

間に,上 下の略々中央部に存在するが,右 側に 1個 ,左 側に2個 ある。右側では大孔の周囲に2個 の小

孔,左 側では大孔の後方に 1個 の小孔が見られる。各筋蕎及び腺蕎は浅い。顎舌骨筋線は強く内側に張

り出し,左 側の方が少しく高度である。下顎枝は広 く,大 きい。下顎角は外方に突出弱く,且 つ外弯を

見ない。唆筋粗面及び翼状筋粗面には数条の高まりを見るが,そ の程度は弱い。下顎小舌は両側にある。

下顎孔は両側共に 1孔宛ある。筋突起大且つ尖端が鈍で,下 顎頚も太い。下顎頭大で,上 面の関節面の

頂上に長軸に沿った一稜を作る。下顎切痕の幅及び深さには特別の事はなく,形 は左右側で異なる。歯

槽突起及び下顎底の形態は拠物型に近い。下顎隆起は見 られぬ。本下顎骨は男性の特徴を示している。

G.頭 蓋輪廊図

計沢1値や観察項目のみ論じても,形 態その物を具体的に記載する事は困難である。それ改多 くの輪廓

図によって特徴を論じ,比 較に応用する必要がある。

1)正 中矢状輪廓図 (第7図 )

Naslonの陥没は軽度,従 ってそれに続く眉間も余 り突出していない。眉問上補は現れず,前 頭給節の

高さで緩く屈曲し,後 方では比較的平坦に経過し,Bregmaに 至る。次で矢状縫合の部分では前半が急屈

曲を行うが, この部分の頭蓋の最高点を示す。その前後は平坦に近く,LaFllbdaを越えて下方に行くと,

後頭麟では,Inlonで強い屈曲を示し,上 ,下 鱗共に直線的である。頭蓋底部も直線的であって,要 する

に,脳 頭蓋は概ね 7面 に近いと考えてよい。

次に顔面頭蓋では,全 体として PrOsthlonを頂点とする三角形を示す。その一辺は Naslo■と Rllinlon,

StlbnasalcとProsthlonを結ぶ線,他 の一辺は日蓋を通る一線で, これは PrOsthionに至って終わる。最後

の一辺は,後 頭骨の底部と楔状骨との交点とNaslonを結んだ線によって形成されており, この角の内最

も鋭なるは Prostllおnの 部分である。

2)地 平輪廓図 (第8図 )

先ず,Glabdla上 地平周径の形態を論じ,次 に顔面部に至 り,耳 眼面と垂直にNaslonを通る面,頬 骨

上顎縫合の上端,同 じく下端を通る面,最 後に,前 鼻棘を通る面を並写 し, これにより諸特徴を検討す

る。

a)GLbdL上 地平周径面

前頭部は決して一面では無く,Glabcllaを頂点として左右に二面を作る。但し,Glabdiaは 小さき陥凹

を作っている。眉弓は,本 線が下部を通る為に現れて来ない。後方へ行き側頭宙に落ちる。最小前頭幅

は小さい。側頭骨鱗部は柏々平坦で,そ の後方で屈曲し,再 び概ね平坦な頭頂骨に移る。後頭鱗は平坦
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3 曽 畑貝塚人骨所見 (小片)

で中央部に寧ろ陥凹を作る。即ち,Sergi氏の類五角形 (PentagonOides)に酷似するが,寧 ろ類七角形と

言った方がよいかも知れない。頭蓋は左右非対称のもの多く, これは先天的のものもあるが,土 圧によ

る変形であることも多い。この様な事は発掘人骨には多く見られるものである。

b)Naslonを 通る面

Nastonは少しく突出し,眼 筒を超えて頬骨前頭突起が現れるが, これは,左 側の突出がより強く,且

つ右側より外側方に位置していることがわかる。極めて左右非対称である。これは先天的のものか,上

圧によるものか不明。

c)頬 骨上顎縫合の上端を通る面

前方には上顎骨鼻切痕縁が左右側で最も突出している。側方へは傾斜して移行するが,頬 骨に至 り前

外側方に強く張 り出し,頬 骨弓に至り,そ の外側方への弧状の膨隆は強い。頬骨弓は左右非対称であり,

変形を来している。頬骨弓幅は極めて大である事を知る。

d)頬 骨上顎縫合の下端を通る面

この線全体は少しく後方に移り,比 較的平坦に過ぎるが,後 方へ行くに従って前方へ出て来る。

e)前 鼻棘の尖端を通る面

前鼻棘は少しく破損 しているが, この部分が最も前方に出ている。上顎骨歯槽突起は側方に張 り出し,

後方へ行くと袋状に萎む。

以上の如く,本 頭蓋の各線は正中矢状面に近い処では,頬 骨上顎縫合の上端を通るものが最も前方乃

至外側方に張り出しており,次 で前鼻棘尖端,Nattonの 順となり,Glおellaが最も後退している。 この様

に顔面部の形態は図形をもって示すと興味ある特徴を示すことがわかる。

f)下 顎骨底面図 (第9図 )

下顎底を紙上に置き,西 ,西 氏描字法を用いて外,内 面を画けば,所 謂
“
角願

"を
呈し,そ の後方は

弓状をなして進み,下 顎角附近に至る。本図を見ると,顎 舌骨筋線が強く内側に隆起 している事がわか

り,左 右非対称なるも本下顎骨の特徴を示す。

以上を総括するに,本 頭蓋は熟年期の男性人骨らしく,然 も老年期に近いと考えて差支えないようで

ある。中頭型に近い短頭型である。頭蓋高型を示し, 日蓋は広く,歯 槽突起の発達よく,言 わば原始的

であろう。最小前頭幅は小さいにも不拘,そ れに反して顔面の横径極めて大,特 に頬骨弓幅に於て著し

く,本 人骨の特徴をなしている。眼衛は鈍四角形を呈し,下 顎骨は可成 り強大,顎 舌骨筋繰は強く張 り

出している。歯牙の唆合型は9tf子状で,用 耗強く,疾 病による脱落を見る。

Il)日同骨

椎骨を見ると,い ずれも強大で,男 性の特徴を有す。腰椎下部の椎体前面に軽度の変形性脊椎症を認

め,又 ,下 部椎体そのものの変形も来 している。即ち,第 3よ り第 5に 至る腰椎体前縁に突起状の骨増

殖があり,且 つ肩平椎体症の症候も見られる。これ等は老人性の疾病として現代 日本人に度々見 られる

“ ものである。その他肋骨,胸 骨は強大であるのみで著しい特徴は見 られない (第10図)。

Ill)上肢骨

a)肩 甲骨 (第11図,第 2表 )

発掘人骨の通例として,保 存不良である。併し,極 めて強大である事は確かである。筋附着部の組鵜
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付 編 1

が強く,特 に肩甲棘,肩 峰の発達が著 しく良好である。即ち,棘 上衛,棘 下筒の深い事は, この部に附

着する筋の強大なるを知 り,上 肢の運動の激しさを知る。肋骨面も弯入強く,肩 甲下筋の頑丈さの証拠

となる。関節筒もそれにつれて長且つ広く,梨 子状を呈す。鳥啄突起も大である。

注 目すべきは,左 側肩峰が骨端線より失われていることである。肩峰は20才前後で癒合することに

なっているが,本 人骨は到底この年令とは思えず,或 は外傷によるか,他 の原因か,↓ ずヽれにせよ興味

ある症候である。

b)鎖 骨 (第12図,第 3表 )

保存はよい。中央断面は丸みを帯びる。胸骨端大きく,関 節面は三角形を呈す。肩峰端も大きい。弯

曲示数大である。左右偵1概ね対称型を示す。肩甲骨と共に上肢の運動の激しさを知る。

右側のそれの下面に見る肋鎖靭帯圧痕が,左 側に比し面積が大きく,そ の胸骨端に近く長径 9 mm,短

径最大 3 mmの,同 縁鈍なる不規則な骨慶を見る。これ骨髄腔に迄達し,周 縁には仮骨の形成が著明であ

る。恐らく,陳 十日性の骨炎症によって生じたものであろう。

c)上 腕骨 (第13図,第 4表 )

余り長 くはないが,上 ,下 端は特に強大で,内 側上顆の突出が強い。右側が左側より長い。小結節の

発達良好。これ肩甲下筋の終止部に当り,運 動激しきると考えられる。結節間溝深し。広背筋及び大胸

筋の附着する大結節稜の強さは特筆すべきである。その下の三角筋粗面もtfI雄強く,且 つ広大である。

特にこれは右側に著しい。上腕骨の扁平も認められる。滑車上孔はない。携骨神経溝は左側に深 く,上

腕骨捻転強く,骨 頭は略々円形。

d)携 骨 (第14図,第 5表 )

長大。上,下 端の発達よし。中央の扁平弱いが,骨 間縁は鋭利なるも突出は強くない。掌面少しく陥

凹するが,背 側面は平坦。携骨祖面は広く且つ粗であり,掌 面に向く。関節環状面の高低が目立つ。

c)尺 骨 (第14図,第 6表 )

検骨に伴い長大。上,下 端は大きい。中央部の扁平著明ではない。骨問縁の突出は微弱。肘頭尖端は

鋭である。尺骨粗面は強くは陥没しない。滑草切痕は大きい。掌面平坦なるも背側面は二溝を作る。茎

状突起は頑丈,尺 骨頭関節面は腎臓形を呈す。

Ⅳ)下 肢骨

a)骨 盤 (第15,第 16図,第 7表 )

発掘人骨は執れも保存不良であり,本 例も同様である。特に仙骨は破片となっているが,骨 盤全体の

形態を知ることは出来る。寛骨の高さは特別の事はないが,横 に広い。骨盤日横径は大ならざるも腸信

幅が特に大きい。従って閉鎖孔幅が大きい。腸骨翼状傾斜角の計測法は,R Mattin氏の教科書 (1928)に

よって定められている。この方法には少しく疑間があるが,腸 骨翼の開き方を示している。本人骨では

この角が著しく大きく,極 めて特殊な形態をとる事が注目される。これは腸骨翼が側方に強 く倒れてい

る事を示し, これに附着する筋の強大さを物語っている。下恥骨角の小なるは直ちに男性骨盤である。

その他,多 くの示数の特殊さは,腸 骨翼の傾斜が大なる事によって生ずる当然の結果である。腸骨の下

後腸骨棘が下方に垂れている事から,大 坐骨切痕が精円の一部に近い形をとり,狭 い。恥骨結合面の隆

起,陥 没は老年に近い事を物語る。秘白は大で深い。

b)大 腿骨 (第17図,第 8表 )
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3 曽 畑貝塚人骨所見 (小片)

骨端部が破損されているが,極 めて頑丈で,ユ つ上,下 端の発達は良好。弯出は著しく弱く,直 線的

である。筋附着部の組維強く,軽 度の第二転子の形成を見る。骨体中央部は丸く,骨 体上,下 端の扁平

は著しい。上部では超広型 (HtterpLwttr)で あり,頸 部短く,頸 骨体角は可成 り大きい。粗線の発達

極めて悪く,柱 状をなさぬ。

c)膝 蓋骨 (第18図,第 9表 )

本骨も強大。前面の縦溝の発達がよい。底部及び尖部が少しく突出している。中央隆線は左右側共に

著明ならず,丘 状を呈す。外側関節面が広い。高,広 膝蓋骨 (Hohc undbrcite Patella)を示す。

d)腫 骨 (第18図,第 10表)

頑丈である。上,下 端は極めて発達良好。然るに扁平睡骨の特徴をもっていない。中腫 (Mesokllcm)

である。ただ,後 面上部に軽い一稜を作るが,中 央部迄で消失する。即ち,上 部では横断面菱形となる。

骨幹は前方に弯曲している。ヒラメ筋線は陥没していない。右側前縁下部が一様に紙密質の胆厚を見,

この部分の前縁が鈍となる。これ何か外力が加わった為のものかもしれない。総て筋附着部の組椎強く,

8軍骨組面広大,外 側に特別の一稜を作る。遠位関節面に続き前面にかけて,博 据面を見る。内果の発達

よし。

e)llF骨 (第18図)

近位部が消失して詳細不明なるも強大。略々中央最大径は大きく,特 に右側が大きい。距骨側への弯

由が見 られ,前 後方向にはない。骨問縁は鋭なるも突出弱し。前縁は鈍,且 つ突出は強い。外側面に深

溝を作る。廟F骨頭及び外果は発達強い。扁平である事は下腿の運動の激しさを想像せしめる。

f)距 骨

これは踵骨と共に強大で,著 明なる博瞬面を有し,睡 骨下端と相呼応している。

V)身 長の推定

Pears側氏身長推定式によれば161 56cmとなり,縄 文人男性にしては可成り長身である。

総括

本人骨の属すべき時期,性 別及び推定年令を決定すべき主題に関して種々の検査を行ったのであるが,

洪積世人類の如き独特な形態を有するものは別として,我 国縄文人では,現 代 日本人の有する特徴を具

備せるものも多くあり,再 度その困難さを病感した。特に縄文式時代の数千年の経過中のどの時期に属

するかを知る事は, 1体 の人骨標本をもってしては殆ど不可能であろう。

現代迄の縄文人の研究は,各 時代一括されて論じられている。亦,地 方差的の研究もなされず,所 謂
“
縄文人

"と
して見紋されている。考古学的精査のなされずにいる為に, これ等人骨がどの時期に属す

るか皆目わからない。 1道 跡でも縄文式時代が多くの層位に分かれている事が知 られるし,そ れに属す

る各期の人骨がある告である。それ等を一括して,統 計的数値により論ずる事は固く戒めらるべきであ

る。本論文にも多くの参考文献を挙げて見たが,あ るものを除いては使用出来ないものが多い。思えば

人類学者の重大な誤謬であった。仮に比較し得たとしても,集 団の平均値と1体 の人骨とでは全く意味

が異なる事は充分に知られるべきである。撫って,計 測値のみで生物を云々するのは極めて危険で,そ

の特徴を表し得たと考えるのは早計である。その意味に於いて,本 論文では,頭 蓋の図形を画く試みを

行った。
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付 編 1

本人骨は我国縄文人の特質と言われている形態を有 している部位もあるが,現 代的要素を有 している

所もある。仰臥伸展位をとっているが,狭 い土壊に押 し込められた感がある。併し,各 骨は自然の位置

にあり,洗 骨の風習によったと思われる節はない。足部が禁縛一括されたと思われるが確証は認められ

ない。熟年期の終 り頃の男性骨であろう。この年令の推定も,研 究そのものは現代人で行われているも

ので,或 は頭蓋縫合の癒着度とか,歯 牙の咬耗度とか,恥 骨結合面とかの性状で決定 しているので,縄

文人の生活様式によって遅速があるかも知れず, これ又この決定は想像の域を脱 し得ないだろう。加う

るに個体差の問題があり,極 めて困難なる多くの点を蔵している。男性である事は決定的である。

頭蓋は短頭型に属しており,中 頭型に近い。高さは可成 り高い。横に広い顔貌を呈している。上顎歯

槽突起は甚だ頑丈で,前 方へ張り出す弧状を呈している。従って鉗子唆合である。 これは縄文人に極め

て多い形質である。歯牙は水平に用耗されているし,そ の程度は著 しく強い。咬合線の波状は見 られな

い。可成 り回いものを噛んでいた事は明らかなようだ。この歯牙の咬耗度と臨歯,そ れに生前脱落を見

ると可成 りの年令であると思うが,左 側肩甲骨肩峰が未だ癒着せざる所のみを見れば若年期のものと考

える以外はなく,年 令推定の困難性を知る。下顎骨も大きく,体 高も低くない。筆者は,愛 媛県上黒岩

洞窟,大 分県河原田洞窟の,確 実に縄文早期人骨を見ているが, この上,下 顎歯樽突起又は部と本人骨

は全く様相を異にしている事を確かめている。であるから早期人骨とは考えられない。それ以後に属す

る事は間違いなさそうである。下顎左第 1門歯が生前脱落している。 これは歯槽は既に閉鎖 してお り,

恰も抜歯の風習による抜去の如く見ゆるが,歯 槽突起の萎縮状態より病的に脱落したものである。

各骨は頑丈,長 大で,男 性骨を思わせる。肩甲骨,鎖 骨,上 腕骨は頑強で,上 肢の運動を激 しく行っ

た事がわかる。又,下 肢骨も強大である。併し柱状大腿骨をなさず,睡 骨の扁平は著明ではない。縄文

人に多い博据面が腫骨,距 骨に見られる。骨盤も広大で,筋 附着が強かった事を知る。賜骨翼状傾斜角

の大なる事が特徴である。下肢の運動激しさを物語る。

次に本人骨は病的変化を多く有している。即ち,頭 蓋に於いて,大 後頭孔後縁右側近くに,右 鎖骨に

骨穿孔があること,左 肩甲骨肩峰が癒着していないし,右 腫骨前縁に丘状の骨肥厚がある事等である。

これは食物及びその他の環境によったものかもわからぬが,炎 症もあった事であろうし,外 傷も考えら

れる。

以上の如く一体の人骨に就いて論じたので,極 めて不得要領の点が多い。現在我国人類学はこの位の

事しかわからぬ。時代の決定は,考 古学者に頼らざれば一歩も進み得ないし,現 在迄の人類学者の業績

は殆ど全部ほぐして各層位に分けて,そ の各々の人骨の記載を行わなければならぬであろう。 日本人の

形質は歴史時代に入つてからも頭著に変動しつつ,あ ると言う。この問題に関してもよリー層の研究が

必要であろう。況や,幾 千年の間といわれる縄文式時代には変動があるに違いなく,そ れでは, どの古

き特徴がどの様に受け継がれるか, どの様に変動を受けるかを決定する必要があろう。この意味に於い

て人類学は一大転換期にあると思うし,転 換せねばならぬ時期の様にも思われる。

稿を終えるに臨み,本 人骨を研究に提供され,且 つ種々の示唆を賜わった江坂輝爾氏に深甚なる謝意

を表す。
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頁

32 大 堀正俊,1958,山 口県上井ヶ浜発掘弥生式前期人骨の下顎骨に就いて,人 類学研究,第 5巻 ,87貢

38 大 山秀高,1959,鹿 児島県大島郡与論島々民頭骨の研究,人 類学研究,第 8巻 ,396頁

34 専 頭時義,1957,現 代九州 日本人上腕骨の人類学的研究,第 4巻 ,278頁

35 芥 沢長介,1961,石 器時代の日本,236頁 ,築 地書館,東 京

36 鈴 木信夫,1961,関 東地方人睡骨の人類学的研究,東 京慈恵医科大学雑誌,第 75巻,2638頁

37 鈴 木尚他,1956,鎌 倉材木座発見の中世遺跡とその人骨, 5頁 , 日本人類学会編

38 田 畑晋作,1958,山 田県土井ヶ浜弥生前期遺跡発掘人骨の脊椎骨,人 類学研究,第 5巻 ,393頁

39 日 畑丈夫,1928,津 雲貝塚人々骨の人類学的研究 第 5部 骨盤骨の研究,人 類学雑誌,第 48巻,第 7附 録

40 同 上, 1929,吉胡貝塚人々骨の人類学的研究 第 2部 骨盤骨の研究,人 類学雑誌,第 44巻,第 4附 録
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41 恒 松洋二郎。 1957,現 代九州人脊権の人類学的研究す人類学研究,第 4巻 .302頁

42 牛 島洋一、 1954.佐 賀県東背振郡三津遺跡出上弥生式時代人骨の人類学的研究, 人類学研究,第 1巻 .273頁

43 米 須清一、 1952, 日本人寛骨の人類学的研究,東 京慈恵医科大学解剖学教室業績集,第 6輯 , 1頁

44 財 津博之, 1929、山田県土井ヶ浜遺跡発掘弥生式前期人骨の四肢長骨に就いて。人類学研究,第 3巻 ,320頁

編者註

人骨は新潟大学医学部において保管されている。なお。1994年7月 から8月 にかけて個人住宅建設に伴う緊急発

掘調査において,古 墳時代の上墳墓が検出され,伸 展葬の女性人骨 (20代から30代前半)力 出`上した。当該土墳墓は

出上状況が1959年調査の上獲墓と極めて類似 していることから,下 記の文献で指摘されているように小片氏報告人

骨は古墳時代のものである可能性が高い。

高木恭二 ・木下洋介 2002「 曽畑遺跡 (貝塚)JF新 宇土市史』資料編 2 宇 土市
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3 曽 畑貝塚人骨所見 (小片)

曽畑員塚人骨所見 附 表
第 1衰 頭 査●lt調億

註 1脅号は R Malth氏 の教科書 0928)に よる。数値
は mm 慶  及 び示数は無名数。角項の数値の上段は
右4Rl 下段は左側を表す。的 配 入なき側は破損の為
に計測不能なるもの。

第 2表  肩 甲骨8t潟ね

番 号 計測項目及び示致 歎 宿

頭蓋最大量

顕蓋底長

大後頭孔長 32

頭釜最大幅

最 小前頭IE

両耳幅

最大後頭幅

バジオンプレグマ高
2 0 耳ブレグマ高

21 ケラベラ トj4HV廟 客

2 4 績孤長

25 正中矢状弧長

27 正中矢状顕頂弧長

28 正中矢状後頭弧長

1 徳 頭 管 下 中 実 状 0 1

28( 後頭骨正中矢状 長

正中央

3 1 正中央状 9 1

3 1 1 袴 頭 骨 丁 中 実 状

2) 後頭骨正中央状下障孤長

1 前 粛 傾 斜 角

5) 前頭骨苔曲角

1 ラムダイニオン角

4) 後家屈曲角

84 大後頭額斜角

頭葦春曇

8/1 頭蓋長幅示数

7/1 頭蜜長厚示数 70 33

7/8 頭套幅高示数

20/1 長斉ブレグマ

20/8 幅耳ブレグマ高示

10/7 大後頭孔示弦 00 01

9/10 店前頭示数

0/8 横前頭頭頂示数 1 18

27/20 矢状前頭頭頂示教 1101

2R/20 矢状前頭後顕示数 94 31

28/27 矢状頭頂後頭示数

20/20 矢状前頭示数

30/27 矢状頭頂示批 85 81

31/28 矢状後頭示数 1 03

310)/280) 後頭骨上葉`曲 示数

顔長

上顔幅

11 両眼幅

頬骨弓幅

中顔幅

47 顔高

上顔高

19( 眼間幅

前眼鷺問幅 1 7

5 1 眼籠幅

眼傷高

鼻幅

鼻高

57

5 7

上00

上顎歯槽IE

口蓋長

口蓋幅

83( 前日蓋幅

下環小頭将

下顎角幅

下項骨長

日高

89(1) 下項骨体高

80 (3) 下項骨体市

70 下項骨体厚
0 1

70 (3) 下顎骨体厚
1 4

7 1 下顎穫幅
37

番 号 計調項目及び示数

7 , ( 1 ) 下項切痕幅

歯符目面角

1下項在角

47/15 コルマ う

47/48 ワイ,レヒョワ 107 21

48/45 コルマン氏上 50 37

ウイリレヒョウ 80 38

52/51 lR鶴示歎
83 83

30/44 1腫稼 席 示 密 1 7

54/55 1鼻示数

61/60 上環歯特示駄 120 88

03/32 口遠示数

71/7o 下項枝示数
8[

57 39

45/8
9/

9/ 1頼骨弓前頭示数 81 38

88/45 1頼骨弓下預示数 71 03

57/Si 1検鼻骨示数 53 33

S9(3)/090)下顔書体高厚示数
44 12

70(3)/710)下頂切痕示数
43 75

第4家 上 8■ 81潟芭

1 最大長

2 全長

3 上増幅

4 下韓幅

5 中央最大幅
2 3

8 中央最小幅
1 7

中央周

8 顕周

9 頭最大績径

, 9 滑車幅

1 1 小頭幅

12a 滑草及び小頭幅
4 1

1 3 博草藤

1 4 肘頭籍幅

1 5 肘頭種深
【

頂骨体角

1 7 頭骨体角

1 8 上腕骨お常
150

150

18a 捻常角

3/5 骨体断面示登

7/1 長厚示数
20 13

0/10 頭断面示数
87 50

11/4a 滑草上頼示歎
33 33

2 形態学的長
104

3 厳海線長
135

8 棟基底長

9 肩峰最大幅

1 0 肩峰長

1 1 烏啄突起最大長

1 2 関節紹ニ

1 4 困節省深

1 6 職縄縁練角

1 7 肢縮縁関節角
130

, 0 熊藤下角

様関簡角

13/12 関節召二幅示数
78 07

14/12 関節缶弯曲示数
1318

算 5表  悔 骨lt潟毎

〕 最大長
243

243

la 小5Rtt面問距確

2 生理的長

S 最小周

4 骨体張径
1 6

1 6

4 a 脅体中央検笹
1 0

1 0

4(1) 小顕横径
25

25

1(2) 頚積径

骨体矢状径

54 腎体矢状径

5(1) 小頭矢状径

5(2) 頚矢状径
1 5

5(3) 小頭周

5(4) 類同

5(5) 骨体中央周

第 3妥  日 ●81潟ね

1 最大長
149

2 骨体弯曲高
1 3

3 骨体苔曲弦長

4 中央垂直径
1 2

1 2

8/1 長厚示鋲

J/5 断面示数
92 31

92 31
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計測項目及び示技 数 値

5(3) 下増頚

6 竹体弯曲
1 04

213

7 頚骨体角

7b 矢状頚tF角

8 紅面位置角

3/2 長厚示数

5/4 骨体断面示数
75 00

円骨東幅

驚行日恥骨健合幅
119

禁骨高

恥骨長

恥骨結合高

Fj鎖孔長

党骨0最 大径

上口横径

骨盤上日常饉
116

1口検径

小骨室側高

小骨磐前高
117

小骨理直高
122

下恥骨角

1/2 骨銀毎高示数
70 77

70 77

2/1 骨盤南幅示数

21/20 閉鎖孔長幅示数

24/2 43 31

12/10 隅骨示数

17/4 恥党骨示数

4/1 完骨示鉱
84 58

13/1 坐党骨示数

2 1 上願ほ

21a 内順前投影幅

21b 外頂前投影相

23 外願最大長

24 内寝最大長

内顧投影的採

25 小思後高

26 内嶺後高

27 骨体考曲
1 94

2 8 路中角

29 頭骨体角

30 頼骨体角

8/2 長「示教 (a)
21 53

8/5 長r示 数 (b)
28 87

G+7/2 預丈示数
13 32

6/7 骨体中央断面示敷

10/9 上骨体断面示数
7222

11/6 下半骨体矢状示数

12/7 下半骨体横示数
12414

H/12 藤鶴示無

18/15 顧検断示数
7

19/18 頭機断示数

19+18/2 頭FR丈示数
80

14/2 顧表示数
15 69

15 73

22/1 頂示数

7/21 上願骨体幅示数
30 14

21/5 上顕骨体長示強

25/22 外願商幅示数

第 6表  尺 脅llヨⅢ

番 号 計測項目及び示数

1 最大量
2 6

2 生理的長

2(1) lt頭小頭長

3 尺骨同

4 前後骨体弯曲
2 38

5(1) 上関節高

上臨関節面高

6 け顕幅

上尺骨幅

7(1) 職頭鳥啄突起問距構

9
向啄尖起韓骨nⅢ関節半の

前領

1 1 尺骨前後径

1 3 尺骨上横径
2 1

尺骨関節角

15a 閣節骨体角
25

骨体上路屈曲角

3/2 長厚示数
!住 31

7/6 帖頭深示欽
,34?8
130 43

8/6 tt頭高示欽

5/2 肘頭頂高示数
1 29

171

9/10 向啄突起梅骨側関師半示数
70 00

72 73

H/12 骨体断面示敷
98 75

13/14 蔦平示数

第 3表  大 田骨‖潟住

番 号 計測項目及び示数

! 最大長

2 所何自然位に於ける大醒骨全長
42?

3 最大中子長

4 所師自然位に於ける韓子長
415

5 骨幹長
345

345

8 骨体中央矢状饉

7 骨体中央横径

9 骨体上横径

骨体上矢状怪

1】 最小骨体下矢状笹

上幅

13(1) 下錦エ
2 7

14a 後顕及び顕長

前頚軸方向に本ける頭長

】4● 類長

顧垂直径

1 7 顧同

頭垂直径

頭横乃至頭矢状笹

顕同

第 7表  骨 宮81潟と

1 骨盤高

1最大骨盤幅

4 党骨深
171

5(1)

75

9 腸骨苗

1 0 鵬脅票高

1 1 閣骨召深
1 0

1 0

1 2 用骨幅

第 9表  障 ■Hlttttt

1 最大値

2 最大幅

3 最大厚

4 関節面高

5 内M関 節面幅
20

2 1

6 外IH関師面幅

1/※ lS養骨高示欽
551

2/※ ※ 藤査骨幅示数

1/2 疎釜骨高幅示数
91 49

※ 大 ぼ骨長+鰹 骨長
※※ 大 醒母上碩幅 lN1 21)
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3 曽 畑貝塚人骨所見 (小片)

番  号 計測FR日及び示数 数 値

1 推骨4長
314

la 樫骨最大長
351

354

lb 樫骨長
343

842

2 頼距間長
328

3 最大上瑞幅
80

7 0

3● 上内関飾面幅
40

Ⅲ9

‖b 上外関節面幅
84

4
Pt省粗面の Hさ になける最大
矢状径

う1

5 0

Ha 上内関飾画深
, 0

4b に外PH節両探
4 1

1 0

5
胆骨紅面の高さに於ける最小

積径

4思

47

6 最大下端幅
5J

5 4

7 下端矢状径
46

J6

ぷ 中央最大径
30

29

84 栄養孔部矢状径
Ⅲ3

84

9 中央様径
2 1

2 0

0ヽ 栄養孔部検径
23

23

1 0 骨体目
は1

10a 栄養孔の ,さ に於ける骨体周
9 1

9 1

1 1 lE骨奄曲
1 87

1 87

1 2 後傾角
1 2

1 3 傾,「ん
7

7

1 1 距骨槍韓
1 7

1 7

9/R 中央断面示欺
6897

9a/8a に示数
6070

67 61

10b/1 長厚示数
22 41

2190
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0                    50cnl
―

第 1図 曽 畑員塚出土人骨
(S=1/20)

第 2図  頭 蓋上面観

-131-

第 3図  頭 蓋左側面観



3 曽 畑只塚人骨所見 (小片)

第 4図  頭 葦底面観
註 :矢印は後頭骨の穿孔部位を示す

第 5図  頭 蓋顔面観

第 6図  下 顎骨上面観
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r/
O                  Cgn
一

―
い

第 8図  グ ラベラ地平周径の面及び耳RR面に固定せ
る場合の顔面各部の地平面

第 7図  正 中矢状匡廓線図
註 :→骨結合部を示す。以下同様

ヒロ"_=ョ ロロぎCrE

第 9図  下 顎骨底面図
註 :内側面は歯槽突起の最内膨隆の外廓線も現

れている。

グラベラ上頭蓋地平周径の位置
ナジオン上の位置
頬骨上顎維合上端の位置
頬骨上顎縫合下端の位置
前鼻棘の位置

註

―-133-



3 曽 畑貝塚人骨所見 (小片)

第10図 下 部腰椎骨前面観
註 :3者 共に旅突起は破損して

いる

第11図 肩 甲骨後面観
註 :矢印は消失せる肩峰を示す

第12図 鎖 骨下面観
註 :矢印は級密質の穿孔を示す

―-134-一
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第13図 上 膊骨前面観 第14図 尺 骨及び桂骨前面観

第15図 骨 盤前面観

- 1 3 5 -



8 曽 畑貝塚人骨所見 (小片)

第16図 骨 盤上面観

第17図 大 腿骨前面観 第18図 ほ 骨、伊:骨及び膝蓋骨前面観
註 :左側朋F骨は外側面を示す
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4 曽 畑貝塚 出土ハイガイの開殻痕 につ いて

可見 弘 明

(1)

採集経済時代の人々が積極的に捕採した水産資源のなかで,貝 類は

a 簡 単な道具あるいは素手で誰にでも容易に, しかも豊富にとることができる

b 蛋 白質に富み,脂 肪とくにグリコーゲンを多分し,灰 分 ・各ビタミンをも相当量ふくみ熱量も

高い

c 美 味であるばかりでなく,一 般に生活力が強いので水からあげて後も長時間にわたり生きてい

るので,保 存に都合がよい

の諸点からすぐれた地位を占めていた。曽畑貝塚におびただしい貝類の廃殻が集積
最1している事実も,

当時にあって貝類が重要な価値を占めていたことを考慮すれば,容 易に理解される。もとより貝肉は副

食物の域を脱しえなかったろうことは明らかであるが,全 体的にみて当時の人々が現代入よりも,は る

かに貝肉を好んで賞味していたであろうことも否定できないのであり,調 理についてもまたそれ相応に

さまざまな工夫がなされていたと思われる。

貝塚の貝類は殻つきのまま漁場から持ち帰ったものであるから,殻 から貝肉をとり出す必要があった

筈である。その方法としては

イ 殻 ごと直火にかけて処理する

口 殻 ごと煮沸用上器に投じて熱湯で煮る

ハ ー 度剥身にしてから生食あるいは干物につくり, または熱処理する

の三大別が考えられる。第一に,曽 畑貝塚の廃殻のなかには火にあたって殻が変質しているものがあっ

たので,直 火による処理法がとられていたことがわかる。第二に,二 枚貝の殻の内側に,員 の液汁がこ

びりついているものもみられたので,殻 ごと煮沸する方法もこれまた曽畑で行われていたことがわかる。

そして第二の剥身であるが,こ れについてハイガイの廃殻中に注意すべき資料が得られているので,以

下これについて二,三 所見を述べてみよう。

(2)

曽畑貝塚から発掘したハイガイのなかに,破 損 した空殻が相当あって,調 査中よりとくに留意して採

集したのであるが,そ の破損の仕方は大別して二つに分れる。

第 I例 :写真 1, 2米1に
示したと2ょぅに,貝 殻の前端あるいは後端のいずれか一ヶ所に破損を生じて

いる。ある標本では腹縁にかけて大きく欠損 している場合があり,ま た別の標本ではごくわずかな範囲

にとどまって,そ の大きさは一定していない。 しかし,破 損個所が右殻の場合でも左殻の場合でも,殻

をとじている閉殻筋 (貝柱)の 直上にあたる貝殻の前端かあるいは後端であることは注意を要する。

これらはAト レンチ第 4区 の貝層の全体から,ま た第 6区 と第 7区 では縄文後期の上器とともに発見

されている。もちろん破損の全くみとめられないハイガイと混在 して堆積 しているので,普 遍的にみら

れるわけではないが,標 本として採集 したものだけでも50コ以上をかぞえ, 1コ , 2コ という稀小例で

はないから,偶 然の結果できた破損とは思えない。貝殻に破損を生じた背後には,な んらかの一定した

目的があり,そ の完逐の為に貝穀を破損する必要があったことは明白である。
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4 曽 畑貝塚出土ハイガイの開殻痕について (可兄)

第Ⅱ例 :写真 3X2に示すものは,Aト レンテ第 1区 出上のハイガイであり,大 型のものであるが,左

右両殻がそろつている。 この前端部にもやはり人工の破損がなされているが,第 I例 の形跡と異って薄

い破口をみるにすぎない。縄文早期曽畑式の上器層に発見されたが, この例は本標品が唯一つ得 られた

だけである。

こうした破損状態で貝殻が出上した例は,す でに他地方の貝塚で二,三 知 られていて,直 良博士は,

貝肉を生のままとり出すために生ずる破損であろうと考察されている。博士は

(1)京 都府竹野部の丹後臼石浜貝塚においてアカガイの前後両端部とくに後端部を破日して開殻 し

ている例

(2)千 葉県東葛飾郡東金野井貝塚 (縄文式)で , これに近いあけ方をしたオキシジミ ・シジミの廃

殻例

(3)北 九サ‖ヽで,福 岡県遠賀郡遠賀町城之越貝塚 (弥生式)の ,ハ イガイ ・ハマグリの殻頂に近い蝶

つがいのほぽ中央のところに疵をつけて開殻している例

をあげられ,前 端ないしは後端部から石器の端をさしこんで貝殻をこじあけたり,あ るいは蝶つがいの

個所に細めな石器の刃先きをあててこじあけ,生 肉をとり出したものと考えられたのである。そこで曽

畑においても,縄 文早期と後期
赴3の

両時代に,ハ イガイの生肉をとり出し,い わゆる剥身を賞味する食

習慣があったと一応考えられるのである。

(3)

しかしながら,開 設に使用 した石器あるいは骨角器は一体 どのようなものであったかとなると, 曽畑

貝塚から出上した石器 ・骨角器のなかに,開 殻に適当するものがみ

あたらない。そこで,実 験的に,い かなる材質からいかなる形態の

道具をつくり, どのような方法で開殻すれば,出 土資料と同じよう

な破損を生ずるかを検討する必要を感じ, これをすすめていくうち

に,上 文したような開殻痕を歴然と殻にのこすような生肉のとり出

し方は拙い技術であり, これをもって当時一般の開殻法に及ばそう

とする推察はにわかに下しえないと考えるに至った。

まづ手はじめに現在漁家あるいは魚介商が貝の剥身をつくる方法

と道具を調べてみよう。第 1図 は 「カイムキJと よばれる道具で,

左側は都内の魚商がアカガイ剥きに使い,右 側は千葉県九十九里海

岸方面で漁者がアカガイ ・ハマグリ ・シジミ承1きに用いる。いずれ

も木柄に先端の細まった鉄べらをさしこんである。鉄べらの部分は,

前者では長さ12cm,巾 1 4cm,肉 も厚いが,後 者はこれにくらべ短

かく,長 さ75c剛,巾 1 2cm,肉 もうすい。こうして大小の差はある

が,鉄 べらの形は相似していて貝殻剥きにはこの種のものが適して

いることがわかる。

貝肉をとり出す方法であるが, この道具の先端を,設 頂に近い蝶

つがいのほぼ中央にあて,二 ,三 度ねじると,貝 はぢきに閉殻をゆ

るめる。次いでやはりこの道具を員殻の前端部からさしこみ前の閉
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付 編 1

殻筋を断ち,外 套膜をはがしながらへら先を後端部に移して後の閉殻筋を切ると,生 肉つまり剥身と称

するものがとれる。この場合,後 端部からはじめても結果は全くかわらない。かんたんきわまりない作

業で,未 経験の素人でもすぐにこつがのみこめる。この方法によると員殻を全く傷つけないので,殻 に

開殻の痕跡はのこらない。また鉄べらのかわ りに竹あるいは木製べら,細 棒を用いて,こ れと同じ順序

で開殻していっても同じように殻に破損を生じないことがわかる。

つぎに,や はりこの種の道具で,直 良博士の推察されたように直接貝殻の前端あるいは後端からこじ

あけて開殻する方法を試みてみると, これでは貝の閉殻力がつよくて作業能率が非常に悪いことがわか

る。しかも貝殻にできる傷は,へ らに当たった部分にごくわずかな剥落ができるだけであり,そ の痕跡

はちょうど曽畑貝塚で唯一つしかみつからなかった第工例の破損状態によく似かよっているが,第 I例

のごとき大きな欠損個所は生じないことがたしかめられた。

直良博士のあげられた東金井 ・囲石浜の破口状態は詳しく知 りえないが, この結果から考えてみると,

二枚員の開殻はやはり蝶つがいをゆるめる方法が有効であり, これには石小刀 ・石鍾あるいは植物質の

細棒へら類で目的がはたせる注4。この場合 (東京付近ではハイガイの入手が困難のため,ア カガイ ・ハ

マグリ ・シジミで試験 した)殻 は全然損傷しないことに注意 しなくてはならない。同じような道具で前

端あるいは後端からこじあけると,能 率が悪いばかりでなく,で きる疵も,へ らの当った貝殻の縁がわ

ずかに剥落する程度にとどまるのである。植物質のへら類や石 ヒで第 Ⅱ例の痕跡が貝殻にできることは

たしかめられるが, こうした迂遠な方法が当時に一般化していたとは思えないのである。第 工例の廃殻

が唯一個しかみつかっていないことも,そ れをうらがきしている。

それでは,第 I例 の破損はなにによって生じたのであろうか。前にも述べたように,閉 殻筋のところ

をね らって破殻しているのであるから,剥 身つくりの結果であることは明白だが,そ の方法は決 してヘ

ら類や石 ヒによるこじあけとみるべきではない。むしろその欠け具合からいっても, 自然石とか槌石の

ような鈍器,あ るいは石斧などによる打撃痕跡であり,そ の破田部から植物質のへら類,細 棒などを入

れて閉殻筋をはがしていたように推察しうるのである。 この方法は大変幼稚であり,貝 殻の取 り扱いを

のみこんだ人だったら,こ のような手日で開殻しなかったろうと思われ,あ るいは年少者の遊び半分の

仕ごとであったのかもしれない。第 I例の資料のなかに,殻 長 3 cll位のちいさいハイガイも多く,剥 身

に適した筈の大型ハイガイばかりがそろつていないことや,他 貝塚にこうした報告例がす くなくないこ

とからしても, この方法もまた一般化していなかったと考える。

(4)

以上のべたように,曽 畑貝塚の縄文早期および後期の上器とともに出上したハイガイの殻にみ られる

破損状態のうち,第 I例は鈍器により貝殻の前端あるいは後端を破口して生肉をとりだした痕跡であり,

第Ⅱ例は同じ個所を植物質のへら類でこじあけて生肉をとりだした痕跡と思われ,す でに直良博士の紹

介された三遺跡のうち,囲 石浜や東金野井の出土例とともに,わ が先史時代に,二 枚貝を開殻 し生の貝

肉をとっていたことを物語るものと思われる。

しかしながら曽畑貝塚の資料によって検討すると,第 I例 ,第 Ⅱ例の破損状態か ら推定される開殻法

は,い ずれも貝類の取扱いに習熱していない幼稚な,迂 遠で非能率的なもので,か かる方法がとうてい

一般化していたとは思えない。つまり開殻痕をとどめるような貝肉のとり出し方は,非 常に幼稚なので

あり,わ が先史時代とくに縄文文化は,水 産物の捕獲とその処理法には高度の生活技術を示しているの
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4 曽 畑貝塚出土ハイガイの開殻痕について (可見)

で,二 枚貝の生肉をうるためには,や は り今 日と同じく蝶つがいをゆるめていく方法で,貝 殻を損傷す

ることなしに開殻 していたのではなかろうか。貝塚の貝殻のなかで,火 で殻が変質 した り,明 らかに煮

沸の形跡があるもの以外は,た とえ開殻痕がなくとも剥身みされたものが相当ふ くまれているのではな

いかと私考する。また開殻に使用する道具は,必 ず しも石器 とは限 らず,植 物質のへ ら類で十分なこと

はくりかえし述べたとお りである。

なおまた生の貝肉を得てか らのことは全 く想像の域を出ないのであるが,煮 た り,干 物にして長期保

存にした り,串 焼きにした以外に,や はり生のままで蛍味することが多かつたろうと思われる。魚貝類

を生食する慣習は,食 生活の上から文化圏を設定 していく際に有効なファクターとなしうるので,貝 類

の開殻法とそれにともなう生食の問題には,大 きな文化史的興味がともなっていることも忘れてはな ら

ない。

註

1 金 子浩昌 「石器時代の漁隣活動J(「千葉県石器時代遣跡地名表」所収)昭 和34年,P81

2 曽 畑員塚では,Aト レンテ6区 および7区から,ハ イガイのほかに巻貝 (フトヘナタリ)が 殻頂を破損して多量

に出上した。しかしこの貝の殻頂は, ことごとく蝕損しているのが自然である (「日本動物図鑑」)。

3 直 良信夫 「古代日本人の食生活J(大 八洲古文化叢刊),昭 和22年,P192

4 薄 刃の石小刀は開殻の目的には全く有効でない。

※ 1 慶 応大学から宇土市教育委員会へ移管された資料中に当該写真は含まれていなかった。

※2 同 上
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5 熊 本県 内の曽畑式上器 出上遺跡

乙益 重 隆

九州における曽畑式上器を出土する遺跡は熊本県地方に最も多く集中している。中でも九州中央山地

の西麓一帯には,丘 陵部の尖端や谷をめぐって有力な遺跡が少なからず分布している。しかるにこうし

た一連の遺跡は,従 来ほとんど組織的な調査が行なわれたことなく,た だ表面採取資料によって判定さ

れているにすぎない。そしてこれらの遺跡では,単 純に曽畑式上器だけを出土することがなく,必 ず他

の各種遺物と混在しながら採取されるのが通例である。従ってここにのべる35箇所にわたる遺跡 ・遺物

の概要は,き わめて杜撰なものであるが,今 後の研究を進める上の手がかりとなることを期待して,あ

えて紹介することにした。

1 玉 名郡天水町字竹崎竹崎貝塚

竹崎貝塚は鹿児島本線 「肥後伊倉駅」の南方約23キ ロ,水 田中に孤立した丘の西側斜面にある。この

丘は元来離島であったが, 自然の子陸と人工的な干拓によって周辺が水田化 し,今 では陸地につながっ

てしまった。この貝塚は昭和28年8月 田辺哲夫氏によって試掘され,そ の時貝層内より乳頭状の四脚を

もった深鉢形の上器が出上した。しかもその器面には九州では珍 らしい斜行縄文や半裁竹管による爪型

文などがほどこされ,中 には頭部に刻み目凸帯をめぐらしたものもみられた。同様な例は最近福岡県宗

像神社沖ノ島や,阿 蘇郡西原村別辻 ・下益城郡城南町阿高貝塚などにも出上し, 国辺氏はとくにこれら

一連の上器を竹崎式と名ずけた。その他にも竹崎では層序関係がわからないが,者 子の轟式 ・曽畑式 ・

阿高式の破片が検出され,幾 つかの文化期が重複していることがわかる。とくに曽畑式上器は細片にす

ぎないが,器 形も文様も曽畑貝塚のものと大差なかった。

2 同 郡同町字尾 田尾 田貝塚

この貝塚は竹崎の東方約15キ ロ,尾 田川の谷口に位する親水産の貝塚で,昭 和37年8月 田辺哲夫 ・田

添夏喜氏らによって発掘調査が行なわれた。幸いその時の調査には和島誠― ・麻生優氏をはじめ,乙 益

も参加の機会を得た。いずれ詳細については国辺氏の報告によるとして, ここにはその概要だけを紹介

したい。

遺跡の中心は現在部落の中央にある地蔵堂附近と考えられるが,全 体の規模はかなり広範囲にわたり,

地点によって文化期を異にした遺物が出土する。中でも地蔵堂の境内では,南 北 (第1)と 東西 (第2)

～二つの トレンチを掘って調べた給果,両 者ともほば同様な結果を得た。すなわち第 1ト レンチの北側

では,上 層に回高式とわずかな竹崎式を出上し,下 層及び貝層下には轟式を出上した。同じトレンテの

南側では,上 層に阿高式と少量の竹崎式,下 層に丸底の波状または山形日縁をなした轟式が出上し,最

下層,つ まり貝層下には曽畑式が群をなして発見された。もちろんこれ らの貝層のうち上層部には所々

撹乱された部位もあったが,轟 式と曽畑式の層は殆んど旧態のままを存し,来 離物をみなかった。第 2

トレンチも同様で, この地点は基磐が東西にわずかばかり傾斜していたが,上 層に阿高式と竹崎式,中

層に轟式,下 層及び貝層下に曽畑式が出上した。

このように尾田貝塚における轟式と曽畑式との前後関係は,わ れわれがかつて宇土市曽畑貝塚で経験

した例や,小 林久雄氏が松橋町宮島貝塚で得 られた結果と大いにくいちがうものがあり,知 何ともしが

たい。しかし尾国の轟式は,い わゆるみみずばれ細隆起線文や貝殻連点文 ・刺突連点文などもあるが,

器形が波状または山形口縁の丸底に限られている点に留意される。改に目下の段階では,同 じ轟式にも
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5 熊 本県内の曽畑式上器出土遺跡 (乙益)

長い生命と伝統があり,曽 畑以前から曽畑以後にかけて存在し得たという解釈が成立するかもしれない。

いずれにしてもこうした問題は近き将来に委ねなければならない。尚この貝塚では,他 に地点を異にし

て御手洗A・ B,御 領式,黒 川式なども採取されている。

3 菊 池郡 旭 志村宇岩本開拓地

阿蘇外輪山の秀峰鞍岳の西麓には,縄 文早期をはじめ弥生を経て,上 師 ・須恵にいたるまで,お びた

だしい遺跡が群集している。中でも岩本部落の北方智者峯 (3986米)の 北麓に位する小川開拓地では,

押型文 ・章式 ・御領式などとともに曽畑式上器が採取されているが,遺 跡の実態は明らかでない。

4 同 郡同村字牟田平

本遺跡も鞍岳の西南麓をめぐる遺跡群の一つで,近 世に構築された湯船ノ溜池の近くにあたる。中で

も西につづく丘陵の高い部分を俗に牟田平と称し,古 くから押型文 ・撚糸文土器が出土することによっ

て知 られる。その他坂本経莞氏によると轟式や擦消縄文のある土器にまじって,曽 畑式上器がかな り検

出されるという。

5 同 郡同村宇松 ヶ平

本遺跡は矢護川にのぞむ小高い丘陵上にあり,や はり前にのべた鞍岳の西南麓をめぐる遺跡群の一つ

である。坂本経発氏によると, ここでも縄文 ・弥生各種の上器にまじって曽畑式上器が検出されている。

6 菊 池郡大津町宇御願所七 ノ尾

本遺跡は鞍岳西南麓の丘裾が,ひ くく横たわつた頂部附近にあり,撚 糸文をはじめ押型文 ・阿高 ・西

原 ・西平 ・御領など各形式の上器にまじって,曽 畑式上器が発見されている。ことに坂本経発氏は本遺

跡から出土する 「阿高式上器の大い凹線文間の高い部位に二歯或は三歯ある櫛歯をもつて連点」 したも

のを,七 ノ尾式とよんでおられる。

7 同 郡西合志村宇野 々島

鞍岳山麓がゆるやかに西にのびた広大な台地は俗に合志原とよばれ,古 くから先史遺跡の豊富な地域

として知られる。本遺跡もその一つで,坂 本経秦氏によると押型文 ・撚糸文土器のほかに,曽 畑式上器

が相当量検出されるという。

8 菊 池市大字水源字古川

菊池川の水源は阿蘇外輪山麓のせまい渓谷より発している。その渓谷にのぞむ傾面には多くの道跡が

分布しているが,余 リー般には知 られていない。古川遺跡もその一つで,従 来曽畑式上器を最も多く出

上している。上器片はいずれも典型的な細型刻文からなり,胎 上に滑石粉沫を混 じたものが少なくない。

恐らくそれ らに伴なったと思われる石鏃や,打 製磨製の石器が採取されているが,開 墾時の発見である

ため遺跡の実態が明らかでない。

9 菊 池市大字水源字伊野開拓地

本遺跡は古川遺跡より更に上流にさかのばること約 2キ ロ,菊 池川水源渓谷にのぞむ山麓台地上にあ

り,広 大な畑地の各所に点々と遺物の群集をみるという。坂本経秦氏の試掘成果によると押型文 ・撚糸

文 ・轟式 ・曽畑式 ・阿高式 ・西平式 ・御領式 ・夜臼式その他弥生式上器など,お よそ各時期にわたる遺

物が出上し,打 製磨製の石器も少なくなかった。ことにそれ らの遺物は,地 点を異にして一応のまとま

りがみられ,伊 野一帯の台地がいかに長期間にわたって縄文時代人の生活舞台となったかがうかがわれ

る。尚本遺跡では後期の縄文式上器群に混って,ク ジャク石の勾玉が出上している。
みなみ お ぐに まち     ま ん がん じ

10 阿蘇郡南小国町大手満願寺字ヒゼンユ
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阿蘇外輪山の北側斜面にあたる小国地方では,深 い渓谷をめぐって多くの遺跡が分布するが,あ まり

開発が行きとどいていない。ここにのべるヒゼンユは,小 国川の支流田ノ原川にのぞむ小規模な遺跡で

あるが,遺 物の出土量と種類は少なからぬものがあった。坂本経莞氏の調査によると撚糸文 ・押型文な

どの古い土器をはじめ轟式 ・曽畑式 ・阿高式 ・鐘ヶ崎式 ・西平式 ・西原式 ・御領式 ・ワク ド石式など多
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5 熊 本県内の曽畑式上器出土遣跡 (乙益)

彩をきわめ,石 器も一通りのものがそろつて出上したという。現地は住居趾と考えられるが,何 分発掘

面積がせまく,遺 物の層序関係や共伴関係については明瞭でない。いずれその詳細については坂本氏の

報告が公にされるはずである。

11 同 郡西原村大字小森字桑鶴上橋

阿蘇外輪山の秀峯俵山の山麓に位する西原村一帯は,複 雑な渓谷をめぐっておびただしい遺跡が分布

している。中でも桑鶴の谷にのぞむ台上には,土 橋をはじめ十余箇所の遺跡があり,い ずれも戦後の開

墾によって発見された。現地を発掘していないので造跡の実態はわからないが,表 面採取では曽畑式上

器を最も多く出上し,有 望な地点の一つである。上器は比較的薄手で細型刻文による羽状文 ・鋸歯文 ・

平行線文などがあり,中 には丸底の底部や胎上に滑石粉沫を混じたものも少なくない。とくに縦形の石

匙や扁平な蛇文岩の磨製石器などは, これらに伴出するものと考えられ,他 の類品と比較する上で興味

深い。その他撚糸文 ・押型文 ・轟式 ・御領式などの細片があり,わ ずかではあるが中国地方の船元B式

を思わせるような, うず巻凸帯文のある土器も検出されている。

12 同 郡同村同,同 ,古 屋敷

土橋遺跡より更に桑鶴の谷をさかのばること約600米,旧 藩時代の間道日向往遇に面して古屋敷遺跡

がある。この遺跡から出土するのは殆んど曽畑式上器一色に限られ,文 様器形ともに上橋の場合と変る

ところがない。ただわずかに弥生式上器や土師が検出されるのは遺跡が重複しているのであろう。

13 同 郡同村同,同 扇坂の下

本遺跡も桑鶴渓谷にのぞむ遺跡群の一つで,昭 和34年の開墾によって発見された。遺物は前にのべた

土橋 ・古屋敷の場合と同様な曽畑式上器を出上し,石 器の量も少なくない。一般に桑鶴の渓谷をめぐる

遺跡群から出土した曽畑式は,器 面の文様構成に乱れが少なく,胎 土に滑石粉を混じたものが目立って

いる。その点同じ曽畑式でも曽畑貝塚出上の一群に比べて,よ り基本的な姿を呈している。

14 同 郡同村大字宮山宮ノ西

西原村の中央を流れる布田川流域には,小 規模な遣跡が多数散在している。中でも宮山部落のはずれ

にある三ノ宮神社周辺では,丘 をめぐって縄文 ・弥生 ・古墳時代にわたる多彩な遺跡群がある。そのう

ち神社の西側はとくに打製石器がたくさん採取され,曽 畑式や西平式 ・土師も出土する。曽畑式の量は

少ないが器形 ・文様ともに典型的なもので,中 には底部の破片もみうけた。

15 同 郡同村同ひろせ

本遺跡は三ノ宮神社の裏手にあたり,や はり宮ノ西の一連をなすものであろう。曽畑式上器をはじめ

御領式 ・須恵 ・土師 ・管玉などが採取されている。

16 熊 本市大江町渡鹿小積原

本遺跡は白川の高岸に近い,託 麻原台地のはずれに位し,す でに長い間の耕作によって煙滅に近い。

東光彦氏の採取によると押型文 ・御領式 ・弥生式上器にまじって曽畑式上器をみるが量は少ない。

17 熊 本市保田窪本町

本遺跡は託麻原台地の地隙に面したせまい地域に限られるが,発 見された上器形式は多彩である。東

光彦氏によると撚糸文 ・押型文 ・条痕文などの古い土器をはじめ,曽 畑式 ・竹崎式 ・阿高式 ・御手洗B

式 ・御領式 ・黒川式などがあり,他 に上師 ・須恵 ・布目五なども散布している。

18 同 市画図町大曲

広大な託麻原台地が沖積平野に変換する江津湖の周辺には,点 々と遺物の散布地をみかける。東光彦
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氏によると大曲遺跡では曽畑式 ・阿高式 ・西平式上器が採取されているが,遺 物の散布状態が散漫で,

遺跡の性格も明らかでない。

19 宇 上郡三角町大字波多字立 畠際崎貝塚

本遺跡は三角湾にのぞむ波多部落台地の尖端部にいとなまれた貝塚で,豊 富な貝を包含 している。崖

面に露出している貝層は,浅 い部分で約10糎,深 いところで150米以上もある。発掘調査 していないの

で層序関係がわからないが,書 式 ・曽畑式 ・阿高式 ・出水式などが採取され,昭 和29年には人骨も一体

出上した。

20 宇 土市曽畑貝塚

本文に詳述したので省略。

21 同 市宮 ノ荘 轟 貝塚

本遺跡は宇土山塊の丘裾に構成された貝塚で,大 正 9年清野謙次博士 らによって発掘調査が行われた。

ついで昭和33年には小林久雄 ・松本雅明氏らによって発掘され,新 しい知見がいろいろと加わった。貝

塚の規模は広範囲にわたり,土 器の種類はきわめて多種 ・多様である。 しかも地点によって文化期の相

異があるらしく,層 序の状態も撹乱された所が多 く一様ではない。従来検出されている土器には撚糸

文 。押型文 ・轟式 ・曽畑式 ・並木式 ・阿高式 ・出水式 ・鐘ヶ崎式 ・西平式 ・御領式などがあり,弥 生式

土器では下伊田式 ・城ノ越式 ・黒髪式がみられ,他 に須恵や土師もある。松本雅明氏によると轟式は四

類に大別され,曽 畑式は殆んど検出されなかったという。恐らく出土地点を異にするのであろう。

22 同 市馬場神山中坪

中坪遺跡は宇土半島の山地と,神 馬部落の孤丘との間にはさまれた低い沖積地帯にあり,恐 らく遺物

は最寄 りの周辺台地から転落したのであろう。水路の断面にみえる包含層によると,地 表下約20糎に土

師 ・須意の層があり,地 表下約120米 に轟式と曽畑式の包含層がある。遺跡の性格が明らかでないが,

轟式も曽畑式も典型的なものばかりで,全 体に器面が磨損しているのは,洗 い流されたためであろう。

23 上 益城郡嘉島村大字上六嘉字カキワラ貝塚

この員塚は熊本平野のかなり奥まった六嘉台地の西南縁に位し,現 在の海岸線から15キロ以上も遠ざ

かった地点にある。貝塚は台地の断崖面にかか り,純 臓水産の貝より成る。そのために層序が乱れてい

て一枚に信頼できないが,出 水式と一部の御手洗B式 を含む層から人骨 8体 がならんで発見された。出

土遺物には押型文 ・撚糸文 ・曽畑式 ・出水式 ・鐘ヶ崎式 ・御手洗B式 ・武式 ・西平式 ・御領式などがあ

り,更 に弥生式上器の黒髪式 ・須玖式や須恵 ・土師もあり,そ れらの出土状態は著しく乱れていた。 し

かし曽畑式の出土層はやや地点を異にし,貝 層のはずれの比較的浅いところか ら,二 箇体分の大きな破

片を検出した。一箇分は幾何学的な鋸歯文と直線文のくりかえし文様から成 り,他 の一箇分は乱れた平

行線文を描き,両 者ともに一括出上した。

24 同 郡御船町辺 田見貝塚

この貝塚は緑川の支流御船川をさかのばった谷口に近い,辺 田見部落の南端にある。遺跡の規模は小

さいが,表 面採取によると出水式 ・鐘ヶ崎 ・御手洗A式 ・市来式のほかに少量の曽畑式があり,そ の実

態は明らかでない。

25 同 郡同町大字七滝字間伏附近 (俗称 御 池原)

阿蘇外輪山の連峯が西南方に流れる裾野一帯は,俗 に大矢野原とよばれ,広 大な原野が起伏している。

中でも御池原とよばれる高原 (海抜約400米)に は干無田 ・間伏など,有 力な縄文式遺跡があり,お びた
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5 熊 本県内の曽畑式上器出土遺跡 (乙益)

だしい遺物が出上している。現地を踏査した東光彦氏によると,遺 跡の範囲はいずれも広大にわた り,

遺物も各時期にわたって多彩をきわめている。表面採取品によって分類すると押型文 ・撚糸文 ・条痕文 ・

轟式 ・曽畑式 ・並木式 ・御手洗B式 ・市来式 ・西平式 ・御領式 ・黒川式などがあり,他 に弥生式後期の

上器や上師 ・須恵もみられた。とくに曽畑式には胎上に滑石粉を混じたものや,文 様構成の整然とした

ものが多く今後の調査が期待される。

26 下 益城郡 城 南町字阿高貝塚

熊本平野の南縁を言」する木原山 (標高3144米)の 北麓には,有 名な阿高貝塚と御領貝塚とが谷をへだ

てて対峠している。中でも阿高貝塚は大正 5年以来数回にわたって発掘され,多 くの遺物を出上した。

しかるにその層序関係については明らかでなく,今 では甫調査の必要にせまられている。従来発見され

ている土器の主体をなすのは回高式であるが,他 に押型文 ・撚糸文 ・曽畑式 ・並木式 ・竹崎式なども少

量ながら出上している。

27 同 郡松橋町大字豊福字両仲間宮島貝塚

この貝塚は八代平野の北縁にのぞむ,豊 福台地のはずれにあり今は煙滅に近い。かつてこの貝塚を試

掘した小林久雄氏は 「表層及び次の混土貝塚上部には弥生式上器,そ れより員層上部には連点文及び細

型刻文の曽畑式上器を出上し,最 下層には細帯隆起土器がある」報じてお られ,曽 畑式よりも轟式が古

いのではないかという予測を下された。しかるに前にのべた尾田貝塚では,そ の逆の結果があらわれた。

いずれにしても曽畑と轟は,時 間的にきわめて近い前後関係にあったことだけは確かであろう。

28 八 代郡竜北村字四 ッ江貝塚

五箇荘山地の西麓砂川の谷日附近には,竜 北村大野 ・同西平 ・同土六瀬など,有 力な貝塚が少なくない。

四ッ江貝塚もその一つで,花 岡興輝氏の採取品によると曽畑式 ・鐘ヶ崎式 ・御手洗A式 ・武式 ・西平式 ・

三万田式 ・御領式などがある。中でも曽畑式は量的に少ないが文様 ・器形ともに典型的なものである。

29 八 代市産島産島貝塚

産島はもと孤島であったが,近 代の干拓によって陸つづきとなった。員塚は島の東南側にあり,規 模

は小さい。江上敏勝氏によると少量ではあるが押型文土器と,明 隙な曽畑式上器が採取されている。 し

かし何分にも短時間の表面採取調査によるものであるだけに,遺 跡の実態はわからない。

30 八 代郡 泉 村下鶴泉村第四中学校内

五箇荘山地の山深い下鶴は,球 磨郡五木村に接した僻服の地である。現地は袋状をなした渓谷の傾斜

面にあり,徳 永隆憲氏によると中学校の敷地を拓いたさいに,お びただしい縄文式遺物を出上したとい

う。上器は撚糸文 ・押型文 ・轟式 ・並木式 ・出水式などがあり,中 には曽畑式とみられる一群が含まれ

ている。とにかく九州山地の最も山深い五箇荘地方にも,こ うした遺跡があることは注意 しなければな

らない。

31 水 俣市宝河内

水俣川の上流渓谷に面した宝河内の台地には,広 い地域にわたっていろいろな時期の遺物が散布 して

いる。斉藤俊三氏の採取品によると押型文土器をはじめ,轟 式 ・並木式 ・阿高式 ・御領式などがあり,

球磨川の支流胸川の上流渓谷には,未 開発の遺跡が少なくない。現地踏査不充分なため詳細を記せな

いが,岡 直温氏の採取品によると,木 地屋部落に近い谷沿いの小平坦地から曽畑式上器が出ていること
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付 編 1

がわかった。しかし破片から推定される文様は,一 般に刻文が浅く沈練化した感があり,ま た直線文は

弧線化する傾向がみられるので,或 は曽畑式そのものというよりも, 日勝山式ではないかという疑を存

する。

33 同 市願 成 寺町上 ノ寺

本遺跡は人吉市の東北部を限る願成寺丘陵の一部にあり,近 くには胴部に二段のふくらみをもった平

底の押型文土器を出上した石清水遺跡がある。上ノ寺出土遺物の主体をなすものは手向山式であるから,

ここにのべる曽畑式の破片も,手 向山式にあらわれた曽畑式文様の踏数かもしれない。一般に手向山式

にあらわれる曽畑系の文様は,施 文が浅くて荒く,著 しい退化現象がみられる。

34 球 磨郡免田町字黒田岡留神社東側

本遺跡は白髪岳山麓よりゆるやかな傾斜をもって北に流れる,扇 状地の尖端部に位 し,昭 和22年の開

墾によって発見された。出土遺物の主体をなすものは手向山式一色に限られる。したがって本遺跡では,

たとえ曽畑系文様の上器片を含んでいても,そ の実態は手向山式とみるべきである。ことに本遺跡出土

の曽畑系文様の上器片は, 日勝山式にみられるような弧線が発達しており,中 には文様間の空隙に,荒

い縄文をうずめたものさえみられる。

ちなみに手向山式上器は鹿児島県大田市手向山出上を模式とするもので,肥 薩国境を中心とする山岳

地帯だけに,特 異な分布を有する疑間の多い土器である。器形は日縁部がやや開き気味な深鉢状を呈し,

胴部は折れて明瞭な菱線をなす。そして菱線上にはしばしば綾杉状の鎖つなぎ文様や,同 心円の連続文

などがあらわされ,底 部は浅い上げ底になるものが多い。器面の文様は内外に早期の上器に特有な撚糸

文を施した I式 をはじめ,精 円 ・山形 ・格子目の押型文を有する工式,縄 文を施したIll式などがあり,

更にお式の文様を踏襲 したW式 ,曽 畑式を踏襲するV式 , 日勝山式を踏嬢 したWI式などにわけられる。

このように手向山式は,九 州における早期の上器文様を,一 定の器形に集成的に包括していることから,

恐 らくその時期は前期初頭頃の所産ではないかとみられている。 ことに前述した人吉市石清水の押型文

土器のごときも,や はり手向山式の一種とみなされ,現 段階ではまだ未解決の問題が多分に残っている。

85 天 草郡五和町大字二江字沖 ノ原貝塚

本遺跡は天草下島の北端,通 詞島に対時する砂丘上にいとなまれた貝塚で,昭 和33年坂本経秦氏を中

心とする調査団によって発掘が行われた。遺跡の規模は広範囲にわたり,地 点によって文化期を異にす

る。中でも汀線に近い貝塚では,各 貝層に出水式を中心にその前後関係を示す有力な土器群が出上した。

更に貝層下の砂層には轟式を主とする尖底土器や,典 型的な曽畑式上器が出上したが,そ れらの前後関

係を分離することはできなかった。その他地点を異にして御領式 ・黒川式 ・弥生式上器 ・須恵 ・土師な

どがあり,石 器をも含めて集計すると莫大な量に上る。いずれにしてもその結果は,近 刊される報告書

にまちたい。

註

1

2

3・

5・

9

竹崎貝塚についてはまだ報告された文献がない。

小林久雄 「肥後縄文土器編年の概要」考古学評論第 1巻第 1号 (昭和10年)

4 坂 本経秦 「小国田ノ原―考古随想司 プリント私刊 (昭和26年)

6・ 7・ 8「 山西村誌」(昭和34年)

松本雅明 ・富樫卯二郎 「轟式上器の編年一熊本県宇土市轟貝塚調査報告」『考古学雑誌』第47巻第 3号 (昭和86

年)
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5 熊 本県内の曽畑式土器出土遺跡 (乙益)

10 橘考文 「宇土市轟大宇馬場に発見せる曽畑式上器Jと もし火 5号 ,宇 上高校社会部

11 乙益重隆 「熊本県上益城郡カキワラ貝塚J日 本考古学年報 8(昭 和30年度)

12・13 註 2

11 小林久雄 「九州の縄文土器J人 類学先史学講座工 (昭和14年)

15 寺師見囲 「南九州の押型文土器J古 代学第 2巻第 2号 (昭和28年)

―-148-―



付 編 1

6 曽 畑貝塚発掘調査関連報道記事

熊本日日新聞社

襲

一

一護

一

ウ彰
４
４
６
増
強
じ

一■
学
的
な
口
査
法
を
行
な
つ
こ
と
に
な
っ

1959年 (昭和34)10月 15日付

-14tJ―



ｏ
　
唖
占
コ
蛹
灘
歯
選
勝
囲
耐
斡
儲
剛
朝

（辞
斗
回
回
卦
副
詳
）

町
の
小
林
久
節
氏
（用
控
考
古
単
奈

ュ
韓
す雛
予
壊
セ
「壊

罷

錘

駆

，望

い
を

言

土宇
慶
大
の
江
坂
氏
ら
迎
え

つ
い
Ｋ
□
観
△
室
二
曇
葛
Ｂ
趣
印

発
，
，
■

茂
人
女
性
の
人
，
て
身

長

は

一

・
五

暫

Ｄ

害

者

土

左

題

っ

畳

骨

セ

抵

宅

熱

腎

長

匿

出

郵
す
る
受
り

に
Ｌ
Ｆ
密
ス

観
文

朔

宍
ユ

〓

画

の
合

最

〉

て
は
Ｄ
ら
を

表

蚕

塗

素

っ

夢

ヽ
雷

畳

員
た
ち
二
お
ほ
工
毎

こ
の
ほ
か
小
レ
ン
チ
作
表
が
出
ど
に
つ

ｈ学
生
岳
ゐ
羊
恵
浄
や
石
緯
類
が
出
士

ヒ畳

暑

暑

一ラ
打
ヱ
ら
軍
拒
増

っ
４

―

一基

―

曽
畑
貝
塚
の
発
掘i
始
るi

暑

穏

実
害
寝
梶
壌
霊
揮

難

轟

パ
染

）
Ｑ
怪

亭

題

程

露

督

暑

？
全
雰
受
安
桜
Ｚ
畳
騒

言

い
Ｂ

発
啓

望

る

営

子
召

岳
お

そ

　

　

　

　

ヽ
・

ヽ

魯

っ
轡

一

Ｘ

彗
最
十
Ｍ
曾

ン

チ
森

還
じ

と
こ
Ｐ
置
＆
事
お
金
一

客

ラ

チ
会密

瞑

き

じ

・
魯

。

ら

馨

浅

掘

壌

選

絵

魯

鼠

鴎

需

☆

寵

曇

蓉

あ

窓
霊
埠
瞬
簡
理
窓

窮

旨

夕
と
な
ぞ
聡
ド

母

暦

軍

査

岳
粛

議

縁

魯

砲

垂
じ

て

大
手

君

隠

面

番

ｇ

繁

容

絞

母

総

辱

鐘

じ

て
い

塚
の
魚

獅

規

各

毘

基

ｆ

特

一
こ
夕

給

鮮

温

支
花

盆

軍

一堺

辞

差

署

お
い
途

盛

養

て
堂
母
？
２
派
こ
盤
余
鍋
杯
さ
れ

一
て
い
る
．

◇
晏

雰

時

篤

武
圭
伊
労
も

雷

ぬ

雪

傘

召

楊

な
煮
鞭
が
あ
る
．

細
文
期
の
人
体
を
発
掘

雷
畑
ュ
塚
多
数
の
土
器
片
屯

富

富

閉

畳

，
香

豪

、
早
も

製

閣

塞

天

骨

一磐

醤

そ

種

総

饗

欝

３

芸

憲

３

５

ン
発

育

安

簡

埠

単

一

酔
子
を
Ｒ
Ｔ
ク
中
ま
っ
十
お
ヽ
襲
巴
甲
ド

レ
ン
チ
の
ほ
ぼ
首
英
毬
度
雪
た
る
末

害

寛

医

乾

く

軽

下
四
ヤ
至
奏
整
軍
Ｅ
国
■
倉
を

丹 角 とれた■ 文用 の人骨 ‐専吐 8ERtt

1959年 (昭和34)10月 29日付1959年 (昭和34)10月 30日付



付 編 1

日
本
人
の
極
先
の
文
化
を
探
る
字
主
市

岩
古
静
の
８
８
貝
擦
郷
査
は
発
遍
が
す

す
む
に
つ
れ
て
多
て
の
”
線
算
ｒ
２
Ｆ
っ

て
い
る
。

と
〓
冶
玉
甑
お
ち
暴
臨
下
レ

ン
チ
の
掘
さ
く
ど
碑
げ
を
控
章
Ц

員

暑

つ

た
員
寓
変
現
密
■

そ
の
申
か
ら
奥
型

的
な
留
畑
式
と
器
庁
長
〓
団
呂
深
犯
毎

倉

骨

同
亀
選
堕
俗
十
年
に
東
大
数
疫
滴
肝

蟹

容

倉

一料
レ
逆
口
慰
昼
鷲
低
要
り
つ
く
し
た
“

と
学
界
は
務
要
ｒ
ギ
常
ヽ

こ
れ
波
の
酎

≡
…
…
…
…
≡
…
…
！
１
，
…
…
…
〓
‥
‥
‥
‥
‥
‥
“

一　
　
骨
畑
貝
線
の
男
掘
作

塩
　
　
一

1959年 (昭和34)10月 31日付

土
器
や
石
器
が
続
出

発
掘
す
す
む
曽
畑
貝
塚

″大
昔
は
泥
海
だ
った
，

薔

墨

顕

灘

臼
香

磐
干

年
題
低
冒
曇
電
笞
字
、
８
畑
寝
線
の

塗
務
督
セ

姶

．
苫

の
襲

恵

魯

逝
％
語

魚
塗

簿

齢

な
文
整

雷

の
を

曇

饗

選
品
式
″
て
―

口
立
選
寮
宮
見

つ

か
？
暮
基

も

へ
ん
平
な
形
を
し
た
片

『
顧
輸
努
ど
つ
る
と
ｒ
ス
系
Ｔ
々
い
こ
の
ト

ウシ
る
理
騒
轡
晏
２

響

い

う
こ
と
が
題
解
さ
れ
た
。
し
か
も
こ
れ

めヽ
あ
手
龍
硬
呈
わ
匹
岸
ｔ
ン
ペ
「
と
ノ
大
蔵
、

選

善

留

里

宮

智

呈

安

化

の
主
困
な
ン
，
表

通
の
特
徴
が
あ
る
こ

＞
赤

標

■

曽
撤

式
主
容
盗
科
て

一理
各
艦
済
▼
密
丙
寄
を
摯
の
と
い
ク

こ
ん
ど
の
制
在
目
的
に
一
歩
す
つ
近
す

い
と

え

　

・・
　

　

．

い
っほ
２
干
み
Ｆ
鏑
軍
そ
人

密

一
体
塩

馨

齢

の
猥
官
些
輯
痛

っ
た
が
、

盟
翌
騒
牌
卜
塗
み
の
疑

占
Ｓ

安

あ

く

こ
と

出
苦

動

絡

塚

浄

玉

、
石
督

欝

セ

ダ

轟

登

、
銃

の
智

酒
醤
塾
２
る
こ
と
に
涯
一っ
一
特

な
る
三
十
日
は
同
口
花
四
小
（な
原
幸

生
穏
善
２
全
室
答
】】干
小
命

暑

雪

Ｌ
工
障
Ｒ
々
地
区
姉
人
会
の
像
部
ら
が

翻
奮
殿
堀
秀
岳
握
す
盗
傍
箱
先

魯

岳

子
粒
害
景
蚤
営
霞
題
録

縮
習
目
望
干
言
晨
霊
憲
寝
や

野
残

基

握

望

文

畠

ぞ

前
日
ほ
び
き
あ
い
て
基
掻
下
レ
ン
チ
の

督

ア≧

ま

宅

開
督
】
互
モ
嬌

４

資

の
よ
目
は

≡
七

寝

全
言
軍

〓

ヽ

マ
キ
泉
ｔ

ａ
）
に
の
ぼ
っ
て
い
れ
■

こ
れ
ら

の
員
は
い
す
れ
登
峰
安
経
伊
岸
む

も
の
イ上
〈
、

七
千
年
前
に
は
向
真
塚

地
梶
亡
岩
し
ょ
っ
の
な
い
泥
掻
だ
っ

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
直
径

ま
秀
大
と
て
の
一
章
官
願
Ｅ
限
っ
て

む
き
身
に
す
る
た
め
こ
じ
開
け
た
と

思
わ
れ
る
キ
ズ
が
つ
い
て
い
る
も
の

夢

富

曇

乞

を

目

ぢ

居
電
氏
は
大
き
な
真
は
り
Ｓ
ｃ
食
ベ

禄

沓

資

購

を

曇

セ

ら
し
い
こ
と
が
来
険
を
も
た
れ
た
。

主
継
以
外
ゆ
里

む
Ｒ
笛
晶
妥
あ
キ

ウ
「
一
一間
が
あ
っ
セ
ほ
か
ヨ
ウ
セ
キ
製

書
畑
員
塚
出
土
品
に
マ
ガ
五
“

の
マ
才
タ
マ
よ
う
の
破
片
一個
が
あ
っ

た
が
ヽ
こ
れ
は
全
田
で
も
揮
文
厚
湧
の

と露
４
浄
８
・〒
た
例
彊
夢
さ
後

の
研
室
墾
翠
と
な
っ
た
。

た
お
垂
雫
じ
ン
チ
の
Ｗ
側
少
々
は

古
＆
秀
圭
畳
こ
宅
ま
二
騒
で
は

と猛
気
，こ
衰
の
種
９
重
境
出

一じ

ぶ

を

お

憲

孫
の
坂

“犠

全

つ
ゑ

っ
喜

鳴

1959年 (昭和34)11月 1日付
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6 曽 畑貝塚発掘調査関連報道記事 (熊本日日新聞社)

聾
蚕

蕎

頃

全
〓
碧

害

の

富

昌

一畳

束
晶

憲

わ
モ

盤
腐

調
に
す
す
み
、

東
西
五
十
Ｍ
に
わ
た
石

基
摩
ドレ
ン
チ
の
聾
魯
“や
？
フ、
年

を示
ら
撃
八、
口
捜
誓
暑
軍
す
る

二
本
の
持
キ
、―′ノン
召
習
て
ほ
樫
手

し
モ

基
々
レ
ン
露
奏
慈
果

昌
あ

】置

醤

誓

鍾

【

酷

暫

再

に
わ
か
れ
る
こ
と
が
建
認
さ
れ
た
。

西

瑚
て
は
要
圭
上
軍
る
の
と
こ
ろ
虚

査
〓
え
工
一干
〓
つ
の
鼻
言
ａ
が

あ
４

掌
す
豊
ュ構
妊
、
続
の

工あ
に
壕
り
れ
る
。
，京
ワ〓
聾
笙
〓

庫
て
厚
さ
手
考
の
よ
。

第
三
日
は
畳
日

て
雪

晃

Ｋ
￥

８

客

員
も
ハ
マ
ク
和
斉
，
表
狂
あ
も
の
ば
か

ｏ
兵

単
一す
皇
露
塞
麦

盆

じ

直
撃
会
至
じ
の
範
番
な
つ

き
ｐ
】
二
箱
気
だ
っ
た
。

一聾
四
騨
ほ

福
首
重
が
四
十
お
ほ
と
あ
り
、

そ
の
ド

は
示
精
と
に
な
っ
て
い
る
↓
第
四
日
に

含
ま
れ
る
と
置
に
皆
ネイ
フ
条
慕
文
や

ｐ
培
野
夙
互
喜
営
事
ふ
４

い
つ
ぼ
芝
風
喜
五
概
曇
野
ａ
鼠
り

圭
督
質
東
津
凸
禄
あ
じ
、

そ
の
ト

脅

な

館

登

冴

国

語

各
安
察
再
嘉
裾
里
▼
お

曽
電
ｔ
唐
摩
ア
束
ゲ
舞
弧
ら
た
。

こ

れ
ら
の
日
位
関
係
は
ひ
き
つ
づ
き
追

究
さ
れ
る
一
…
‐

日

騒

奎

塗

革

祭

露

骨

暑

暑

墓
警

貢

雰

恣

香

豪

会
か
ら
の
見
筆
口
が
相
次
い
だ
．

な
お

〓
戸

題

辱

享

余

管

占

貝 脅
塚 畑

雨
の
中
で
発
掘
調
査

面におれて ,田 買 壊の発潟 作菓

馨暑
全昌

震

1959年 (昭和34)11月 2日 付骨
針
と
腕
輪
を
出
土

一抑
慮一額

一原

協

ヤ

ン

る

喬

翠

督

様

ら

、
口
雪

螢

螢

轟
配
解
離
挙
丁
航

宮

畳

愛
を
弱
督
畳
哲

干
〓

全

い早

氏

畜

３

醸

多

々

夕

彰

、
民

容
ぢ

堀

島

窮

ラ

新

き
ょヶ

賑
か
を
見
学
陣

８

電

密

研

、
委

去

喜
乙

〓喜
長
っ
て
い
令

こ
の
ほ
あ
簡
督
ほ
峰
宙
■
ゐ
容
容
２
現
な

軽

替

曽

登
？

安

本

２
騒
た
ち
と
露
あ
各
〓
理
‘
触

式
と
衝
２
留
Ｅ
官
Ｔ
協
里
千
】
勺

盗
喜

百
の

字
密
ぞ

炉

車
盟
最

≡
基
電
理
と
書
玄
轟
市
Ｘ
子
、

こ
の
巳
駆

か
ら
畳
褒
考
古
学
会
の
一
行
や
熙
書
露

な
索
不
こ
喜
殴
収
逆
郵
如
万
岳
球
黎
密
担
停

士
奮
質
粗
住
玉
丁
ス
一
　
　
　
　
　
３

-152-

1959年 (昭和34)11月 3日 付



付 編 1

■
，
鏑中駒
珍
し
い
装
身
具
が
出
土

は
一
話

許

潟

瓶

矛

誌

ｒ
許

言

語

許

幹

芽

盆

種

の
中
凝

↓毎

衰

吾

覆

雲

ま

一綾

繋

塾

筋
整

葬

確
攣

一こ圏

倉

電

昌

一
言

っ
富

目
の
頂
査
登
国
邑
策
年
一つ
の
年
代
に

畳

集

量

第
言
昼
め
客
買
肩
か
ら□
芋

る
と
確
験
師
南
な
“壇

里
科
だ

夕

島
曇
堅
恐
持
ａ
母

噂
空

雰

導

者

”題

が

営
う
盆
吾
憧
密
曇
ヽ

一轟

繋

襲

残

出

題

冴

☆

一
章

楢

縁

３

署

た

重

姿

査

基

誓

騨

一
裂

裏

多

貰

恐

自

一
アワど日型と衝B

の
■
Ｌ

玄

Ｓ

苫

将

安

ど

ヽ
畳

豊

綜

貴

換

自

唇

Ｓ

の
害

身

富

土
養

蚤

留

選

編

曇

寧

官
昼

７

ン

一ン

も
古
い
こ
と
舟
予
爺
言
五
拒
”
こ
の
言
喜
型
軽
式

な
軒
士
ａ
じ
て
倒
査
団
エ

こ
と
は
ユ
源
製
め
，
折
タ
ン
ア
末
一
の
江
垣
霊
容
戸
台
表
宅
古
学
研
究

鱗
鑑
醒
離
類
理
装
鍔
製
輸
環
「■

農
器
に
逢
衣
極
目
多

８

目

雷

へ
魯

密
畳
垂
要
磐
錦
梁

密

魯

善

控

言

家

電

密

富
字
ぼ
寧
密
密
岳
軍
出

貫

督

警

る
と
い
皮
雷
無
球
田
係
か
０
■

北

熱

密

８

売

督

愚

書

い
る
の
お
路
甘
曇
斉
掌
年

1959年 (昭和34) 1 1月4日付
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録
＆

せ

丞

皆

極

霞

宅

　

　

，

暑

絶

違

窮

接

怪

お

果

う

ン
チ

ふ

音

密

苦

ぃ
も
の
く

な
望
理
ぼ
Ｉ
歪

う
が

こ

そ

鷺

言

寄

舞

Ｅ

霊

普

々

6 曽 畑真塚発舶調査関連報道記事 (熊本Li日新聞社)

1959年 (昭和34)11月 5日 付

1959年 (昭和34)11月 6日 付

菖

遷

梶

埋

匿

握

瞑

電

親

甑

密

雷

添

昏

藁

麓

轟

の
ほ
ほ
路
，
テ
ヽ
本
ス

ヤ
９
■
イ

ワ
シ
、

サ
パ
、

った
曽
畑
人

共
ン
ク
主
ｂ
ｒ
４
記
つ
２
余

言

”
策

景

去
じ
ゃ
丸
だ
っ
た
。

裏

看

峰

二
窮

転

二
五

と

督
興

百

長

ａ
香

潜

予

た

主

択

の

力
令
化
午
“

▼
Ｅ
霞
■
年
≡
盈
室
裏
争
島
ち
お

盛
題
縫
堅
離
華
窪
鏡

旨

岳

一言

盆
掛
ひ
督
Ｆ
ゼ
空
章
ユ
だ
。

な
Ｔ
し
二
氏

ｒ
吾
最
邸
【差
露
Ｅ

お
巌
曽
２
極
留
碧
虫
ンいて
は
画
風
空こ
れ
，
の
を
置
“
い
つたづ
の
ア
ペ
ほ
硬

ユ

営

贅

擦

蹟

８

旦

魚

■

８

岳

音

ぢ

届
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付 編 1

縦
文
土
器

■
重
な
資
料
ぼ
う
大
な
出
土
品

ｈ早
ゐ
缶
季
花
二
馨
豊
主
硬
暮
望Ｘ
腎
密
呂
重
調
ぼ
置
ケ
岳
豊
否
巌
わ
っ
た
４
由
器
塗
壇
百
買
壊

督

暑

嬰
霊

蚕
預

擦
氏

ａ
季

首

窪

誓

程

岳

竪

題

翁

Ｔ

実

ぬ

露

善

覇

寮

裂

活

奨

団
基

余

盗

袋

牽

き

る
象

薩

曇

霞

曇

題

じ
容

ほ

雪

再

曇

き

の
各

」
麟
珠
ば
雫
金
恵
茅
，
赤
争
加
、

こ
れ

に
理
一
の
ふ
ヽ
由
ヽ

連
軍
控
ま
密
雷
め
る

た
る
加
人
百
ぼ

雄
天

使
冒
入
を

こ
え

４

碧

寮

客

五

例

襲

務

霞

一

，
と
嬢
委
容
基
ヽ

ヽ
シ

チ
臼
翌
ヌ
控
さ
遠
宍
士
拐

ａ
王

Ｂ

宅

覇

臼

一

Ｕ

＆
苦

覇
工

・霊
堅
墓

ユ
様

占

墓

濯

５
嵐

請

イ

景

宮

円内は工家口=口 農'8題 東Ⅲの理室 トレン'。

こ

督

ヨ
窪

曇

婆

じ

め
地
重
さ
な

殺
衣
孝
苫
曇
天

条

へ

ｔ

要

曇

要

査

少
曇
畳

翠
犠

冨
樹

堂

寸
■

経

豊

続

登

の
琵
質
奔
ど
う

賀

雷

の
霧

繁

紀

を

舟
る

崚

縮

督

・

▽
Ｚ
盗
原
文
笹
財
●
コ
豪
の
西
　
学
問

難

婚

鱗

灘

畠
密
岩
曇
五
夢
を
設
あ

支
廷
４

摯
言
た
軽
霧
少
り

の
墓
景
質
托
К

簿
婦
腎
畔
路
霜

獲
盗
害
を
そ
４

口
留
組
Ｈ
Ｏ
踏

国
の
指
讐
争
を
７
げ

”≡
鬼
Ｆ
樟
採
悪
が
か
か
り
な
い
と

の
こ
え
押
に
、
学
問
上
必
要
な
こ
と

を

杏

観

字

２

，

．

こ
の
密
果
，

寅
壊
塗
壇
軍
笙
〈
つ
の
周

】基

強

産

弔

■
赤

０

ど

墨

声

の

警

魯

事
に

選

置

雰

宝
題

至

雰

寮

言

ｒ岳
＆
田
孫
投
こ
輩
Ｚ
■

九

骨
こ
れ
草
子
ま
玉
茶
望
〓
丹
て
な
″宙

冒
【

担
子
な
る
瓶
辞
ど
と
東
盟
Ｔ
Ｚ
島
露
弾

八孤
験
す
つ
ミ
見
た
イ
カふ
角

て
い
登
■

こ
ん
，あ
高
室
の
摘

栞

日
曇
田
翌
軸
宝
嘉
貿

学

予

出

置

登

彗

３

密

魯

“

閣
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
メ
プ
啓
五
“
と
言
一
襲
買
〒
ス
〓
ヌ
▼
身
夕
，
な
る
，

持
抵
笛
替
製
貧
錦
畜
受
懸
尋

嬰

盆

Ｅ

震

曇

翁

訴
薄

じ

豊

紀

総

客

Ｂ

系

４

撃

窺

麿

ち

ほ

盈

の

争
土
で
歴
史
講
演
会

妥
争

基

に

よ
傘

蕊

軍

隷

密

弱

葛

い
戸

置

ざ

ら

岳

″

考
育
宅
本
望
軍
掌
主
４
ま
た
確
本
田

故
窪
西
Ｂ
卒
氏
が

投
章
毒
供
で
る
嬢

真
う
■
≡
■

＞
て
に
小
西
氏
の
政
湾

に
つ
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
障
預
し
聴
宋
は

８

暑

〔拭

ち

て

平
野

本
社
慈

堅

酷

盟

妥

が
あ
い
さ
う
し
年
客
十
時
す
選
朗
会
し

た
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ｏ
　
叫
占
コ
輔
津
鏑
訓
麟
囲
臣
書
ほ
卍
対

（邪
丼
Ｅ
Ｅ
卦
副
辞
）

輝
　
菰
―
。主

罷

轡

盤
講
館
蝕
雑
韓
搬路
練
議
な
繰
肥
彗
呂
零
増
Ｆ
☆
と継

絶
館
辞
ま
乳

畳

一一疹

　
雷

岳

，
も

′
　

　

　

寝
ほ
俗
平
五
雰
ね
雰

雷

将

／宕

あ

選

塗

王

房

喜

速
Ｅ
ネ
空
張
究

抱

題

葦

選

終

津
、

縮

あ
寮

坐
翌
宅
密
．

ポ
２
許
零
点
宮
ヽ
Ｂ
母
Ｅ
ａ
犀
　
こ
の
ｉ
置
に
蛭
電
奏
ス
拝
ち
れ

貸
宅

募
譲
、

細
盗
停

の
恐
軍
、

五
８
２
肇
塗
天
Ｒ

　
ゼ
留
曇
夢
そ
衰
童
ｒ
じ
対
あ

俳

砦

薯

撃

ほ

九
摺

寡

ぞ

塗

４

る

系

毛

珠

警

尋

長

牟

あ
ろ

く

畳

揚

導

驚

盆

藩

器

努

盆

”
宅

１

５
，
―

1959年 (昭和34)11月 25日付



付 編 1

て
い
る
こ
と
を
こ
に
蛭
篤

わ
た
０
三
密
画
襲
軍
盗
革
快
ヽ
ほ
滞
Ｆ
が
往
庫
の
ま
ョ
２
参
基
万
っ
て
い
る

事

に

貫

舛

ｓ

蚕

塞

言

舎

京
３

盆

舎

賓

密

こ
ナ
と

盟

密

の

一基

っ
た

さ
れ
た
の
で
あ
Ｐ
玉
■
　
凍
需
量
体
の
△
Ｅ
径
四
讐
Ｆ
■
年
　
　
　
こ
の
さ
ヱ
金
石
モ
、

私
は
最
何

士
露
ど
瀬
ｆ
ヶ
飽
ご
字
ぶ
る

み
冬
つ

一　
　
員

ｒ

ヽ
■
声
　
密
一
…

…
，
一
ヽ

ロ

ン

一
●

ハ
と
輔
狙
あ
地
重
天
お
氏
が
、

半
路

”ζ
ウ
リ

い
や
曽
芳
べ
莫
百
Ｂ
し
た
ほ
再
掘
ぼ
一
わ
れ
な

あ
る
】呂
家
首
島
，
軍
章
夢
鞠
ぢ
て

か
っ
た

抽
ヽ

電

猛

豆

否

雰

警

費

と

し

わ
笠
ｔ

ぬ
繋
幾
雛
塩
酢
欝
望
蕃
覇

ｏ
霧

笛

留

！！一
！一
ド
一一・田
大…ュ
首
い
一
十
一！
．　正
一ャ　
　
盟
す
！　
一狐
・

・中
↓
蜘
韓
姫
巾
ウ
い
「
中帥
中
中

崎
瞬
囃
間

中
中
咋
い
い
（
中
申
串
寺
準

キ

こ
ａ

墨

お
露

翌
再
貧

鳴

ま

本

書

呂
憂

浬
財

じ

握

の
く

歩

！番

滞
霞

圏

・醒
震
鞭
雑
一鍵
盟
欝
譜

推
駆
艶
薙

の
に
堕
ｒ
岸
み
な
い
の
で
あ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

」島
面
本
理
宏
澄
露
品
電
丁

て
多
全
　
　
・　
　
　
　
　
住
得
な
観
炭
増
こＬ
占
暑
つ
４

る
こ
と
だ
け
て
も
彗
お
な
こ
と
て
は
　
密
電
良
壊
は
ヽ
い
い
こ
の
”ヽ
つ
な

け
ら
れ
、

●
ま
な
と
覇
ホ
畳
頑
さ
れ

響

積

登

喜
紀

、
と
に

欝

す

つ
つ。
　

　

　

十
　

　

　

　

　

‐

巻

乞

訟

葵

欠

梁

簿

霜

〓

云

密

奮

の
亀

ま
案

晶

実

混

塁

園

室

碑
官
Ъ
単
宇
ヤ
と
こ
酎
■
た

蛭
婆
巧
差
曖
、

太
呂
審
岳
れ
る
医
す
べ
差
雲
る
と
看
ネ
陀
な
る
室

蟹

圏

轡

月
に
至
国
呂
奏
こ
望
■
〓
百
ほ
直
一
い
る
の
空
密
■
〓
４
昼
凛
は
ま
だ
一
部

ｒ
ぶ
文
草

1959年 (昭和34)11月 26日付

一
広

合
ヨ
Ｓ
ら
Ｒ
へ
可
つ
ま
Ｅ
ｇ
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“

ほ
丁
再
り

，

多

翁

キ
螢

臣

養

主
苫

堅

葛

マ

軍
東三

岳
■
雪

▼
ほ
―
ジ

な
ｒ
亮

０３

奥

Ｕ

安

資

宣

ｏ

努

多

ぬ

邑

母

衆

盆

島

一雷

宮
一岳

ほ

一Ｐ

ま
茎
や
軍
館
子
、

工
只
貿
ち

た

一墜
浸
経
営
Ｐ
焼
裟
だ
塩
ど
島
撃
」

雫

霊
蛍
あ
と
四
留
モ

セ
敏

製

お

驚

峯

占

曇

，
な
っ
て
い
句
圭
栗
電
を
ヮ
蛭
Ｔ
Ｘ
え
　
　
　
　
　
　
チ
盆
害
予
一
ｕ

主
特
下
彰
イ千
こ

“
▲
ｏ
ムいｏ

。
合

ｏ

▲

△

≡
蟹

垂

猛

習

晏

低

ヂ

が
激
っ
て
い
た
ど
こ
設
こ
口
ほ
暮
色

本

ン

去

甚
装

　

っ
豊
出

員

挙

共

喜

ガ

焚

麗

召

奏
畠
磨

だ

森

電

雫

お

協

季

薯

里

懇

電

を

言

去

襲

斉

ま
れ
た
函
北
角
を
０
卜
　
　
あ
万
ヽ
十
あ
末
■
算
酵
螢
宴
？
全
勺
２

本
聴
例
よ
垂
が
■
Ｄ
式
と
さ
れ
た
０

す
と
毎
〓
エ
ロ
全■
百
理
）
は
玉
一
中
に
お
口
畑
式
士
野
片
の
あ
る
こ
と

一ジ

を
，
馬

こ
の
　
寧
金

至

理
江
昼

医

じ

と

０

と

凝

篤
干

ｘ
誉
に

こ

れ
ジ

を

区
を

ヽ
彰
′二

な

音

そ

焦
ｚ
署

起

昏

地
区
覆
最
確
Ｅ
Ａ
下
レ
　
　
な
っ
て
い
る
“　
合
基
宮
じ
　
　
　
　
の
第
五
口
の
下
室
に
は
的
形
、

お
手

区
、

三
区
、
Ｃ
ト
レ
ウ考
ア
の
一部
を

一四
本
と
ｒ
ｒ
甲
韮
ア
命
分
五
覇
班
“

”
悪
麗

鰈

抑
寵

器

薙

準

讐

け
盤

中
圏

本
観

ウ
要
題

警
桑
営

い
轡一■

毒
尋
重
か
っ
Ｌ

■
・・・・・ギ
‐と
針
理
〓
江
　
坂
　
輝
　
弥
…
・祐
　
ｐ銘
双
縦
跳
称
猛
継
熊
鑑
聯
膿

轟
日
置

基
Ｆ
差
主
雀

6 曽 畑貝塚発掘調査関連報道rl■L事 (熊本日日新聞相う

ヵ,角ti
合

,1

っ
た
コ
ヽ
三
区
あ
ま
半
か
ら
五
区
ま

る
こ
と
に
す
る
。

ド
収
碑
９
登
夢
持
つ
士
置
品
篤
〓

A卜"チJと■ほ面□

広
い
″堆

積
範
囲
一

各
層
か
ら
各
期
の
上
器

長

空
腎
二
声
ｆ
■
レ
ン
チ

一
文
の
　
し
て
お
り
、

こ
“
法

形
式
の
土
Ｂ
体

Ｌ

秀

境

圏

ぢ

一
笹

悦

言

官

，

第

言
島

暉

あ

む

島

添
五

環

ぢ

に
ヽ
第

一
口
の
掛
工

（撲
〓
）
が

〓
五
　
も
亮
題
さ
れ
て
い
る
。

お
客
＝
】
貫
妙
脅
ス
を
の
下
重
五
　
ま
Ｌ
雪
口
下
悪
な
々
空
一Ｒ
ロ

お
な
い
堂
Ｑ
瀦
む

口

命

一
日

会
四
ｇ
畳

百
日
Ｌ
ド
の
範
れ
王

ｇ

賀
互

を
雫
照
替
ゑ
Ｉ

面
馬
た
字
は
鷺
式
崩
雰
三

民

缶

，
あ
雲
軍
泣
客

盗

畢

塾

杯

路
爾
盃
雷

　
と
登
工妖
種

暴
商

命

と
雰
っ
色
〓
【
密
〓田
毬
１
　
に
寄
習
曇
鳴
そ
し
と
こ
万
上

聖
す
畳
喜
畳
酸
夢
猛
ヽ

蟹
召
．　
　
　
　
・　
　
　
一０

な
緩
密
筆
受
お
騨
、

あ

下
畳

壺

寝
じ

空

を

単
球

＆

番

Ｅ

塁

硬

総

一質

宅

に

壊

薄

畠

二
　

重
再

閣

喬

事
に

俸

は

領

■

己

層

あ

望

経

韓
四
口
ｆ
め
宝
“
字
４
と
ョ
ｒ
ａ
研
一
文
書
れ
，
お
ヽ

ス
ス
十
理
瓦
よ
の
問

ヤ
る
毎
一
口
日

会
工
Ｂ
理
露
０

は

由
に
経
び
て
い
た
時
台
理
々
軍
空
０

取
Ｂ
の
い
る
い
ろ
昼
取
栗
“
島
が

〕？
■

“〓
身
あ
下
に
電
雪
凸
原
訴

湾
騒
口
宏
軍
智
ぎ
れ
た
、

か
つ
て
小

０
コ
軍
円
の
Ｅ
里
嘉
底
盗
ヨ
Ｆ
に

ム
舟
や
こ
の
駆
苺
と
Ｂ
恥
ｉ
の
角

発
見
さ
れ
て
い
弔

― i 5 8 -
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一第
一亮
緯
く番搭貨土基)

第二層泉土

程文鶏ヒ後期
弟工層Ot i

層

Ａ

ト

レ
ン

，

１

ほ

北

田

の
観

由

母

Ｒ

工径

奎

登

ぼ

駆

の
さ

養
雰
暑

笙
岳
舞
打

宮

増

雰

雷

畠

４

埜
蕊

霧

察

毎

畠
８
雲

鍵

歩

つ。

め

式
基
苫
Ｒ
畳
督
ざ
　
以
温
組
理
書
塙
弾
基
毒

“
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

■
…
≡
■
田

大
宅

由

尊

破

Ｅ

一工

　
　
定
【
　

　

　

ｈ年

　
　
旅
Ｔ

…
≡

坂

弥
…
…．．．，
鞍
婆
課
端
鎖
議
海
北
墳
絶
ギ
汚

縫

源

各
は
、

襲

登

委

凍
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付 編 2

1 肥 後 旅行 談

若 林  勝 邦

余ガ今 日述ベント欲スル肥後旅行談ハニ部分ヨリナレリ始ハ余ガ肥後二旅行セシ所以次ハ探究ノ報告終

ハ自己ノ考へ得タル事賛 トス

余ガ帝囲大學ノ命ヲ帯ビ肥後二旅行セシハ他エアラザルナリ余ハ明治甘一年夏始メテ九州ノ陸地ヲ践ム

ヤ豊前筑前筑後肥前ヲ旅行シ古墳或ハ塚六フ賞見シ人類掌上ノ知識フ得ル少ナカラズ又石器時代ノ遺物

フ散見セシガ改二其遺物ヲ熟視セシエコレ本邦新石器時代ノ遺物ヨリ少シク以前ノ時代二於テ製造セラ

レシガ如シ此事ハ本含二於テ害テ述ベシガ未ダ筆記セズ徒テ雑誌上ニモ掲ゲザリシ其後青森縣二至 り亀

ケ岡フ研究シ同縣下諸地方フモ旅行シ石器時代ノ遺物フ調査セリ而シテ此地方ノ遺物ハ本邦新石器時代

二属スルモノナリト思考セ リ改二此北端ノ遺物研究 卜西南端ノ遺物研究 トフ合セバ必ズ人類學上好結果

アラン事フ知り今回更二肥後へ旅行シ此地方二於ケル石器時代ノ事賛調査二徒事セ リユ肥後ハ天卿ノ内

海二望ミ九州西南端中央部ノ海岸ヲ有セルフ以テ曽テモールス氏ノ研究セシ大野村ノ貝塚 (大森介壌篇二小

野村トアルハ大野村ノ誤ナリ)ノ 他二尚遺跡遺物敷多アルベキフ信ゼシニヨレリ又モールス氏ノ大野村貝塚ノ

研究報告ハ終二世二出デザ リシエヨリ此地方ノ状態ハ充分知ルフ得ザ リシガ篤メナリ次二探究ノ報告フ

記スベシ

余ハ昨年十二月二十八日東京ヲ出立シ本年一月二日熊本へ到着セ リ以後熊本縣管内フ巡回シー月二十一

日掃京セリ今回研究セシ重ナル員塚ハ宇土郡岩古層村 (盲名曾畑村)ニ アルモノ八代郡吉野村ニアルモノ全

村字西ノ平ニアルモノナリ此吉野村ハ誉高塚村大野村 (モールス氏ノ研究セシハ此地ナリ)ノ合併セシモノニテ

貝塚モ雨村二跨レリモールス氏ハ大野村ノ貝塚 卜呼ブモ賛際ハ高塚大野雨村ノ貝塚ナリトス又字西ノ平

ノ貝塚ハ菖高塚村二属セリ新町村制ニヨリ吉野村ノ名フ以テ高塚大野フ紹補セシハ貝塚ノ所在地名ヲ指

示スルニ於テ都合ヨキ大野村ノ名補ニシテ隠ル ヽハ惜ムベシ何 トナレハ大野 卜云ヘル地ハ多ク石器時代

ノ遺跡フ較見シ研究スベキ紬アレナバナリ余ガ又遺物ヲ採集シ得タル地ハ葦北郡大野村下益城郡大野村

ノ貝塚Ht麻郡戸島村全永嶺村合志郡二夕子原全亀尾村山本郡内村全清水村山鹿郡名塚村ナリトス先ゾ貝

塚ヨリ述ブベシ

宇土郡ハ肥後ノ西部二位シ有明ノ海及ビ天ⅢⅢノ内海一部分二望ム中央平カニシテ東部丘陵多ク起伏セ リ

此丘陵中木原山 卜補スル丘アリ其麓ニシテ西南ノ地二貝塚アリ今畠 トナル面積凡ソ七畝貝殻堆積ス厚サ

凡ソ三尺 トス昔ハニ三町二渉リシガ如シ近傍ノ畠ノ地底或ハ小運ノ側面二貝殻アルヲ見ル現今ハ海岸フ

距ル事近キハー里遠キハー里半ナリト云フ然レドモ此貝塚ノ西北ニアル宇土山 卜云ヘル丘ハ土俗宇土島

卜呼ブフ見レバ昔時海水ノ此近傍二末リシー護 トスベシカ曾テ肥前島原ノ崩ル ヽヤ海哺宇土山ノ下ナル

宇上騨フ浸ス ト此騨ハ員塚フ距ル僅二十丁鉄ナリ然レドモ貝塚ハ地高ク海水ノ侵入ヲ免カレタリト云フ

地質局出版ニハ ル地質報文本年第一琉ニヨレバ宇土際ハ地質學上第四紀層中沖積層二属シ木原山及ビ

貝塚ハ第二紀層二属セリ而シテ余ガ此貝塚ヨリ較掘シ得タル所ノ遺物ハ左ノ如シ

ー 石 器  石 斧一個

二 土 器  瓶 類ノ縁,底 ,腹 部敷個

三 骨    獣 骨一個

四 貝 殻  牡 蛎,蛤 , さ めゝ,あ さり,志 がゝひ,敏 個

石斧ハ精磨キ刃フ有ス,土 器ハ縁,腹 部二種々ノ模様ヲ附ス刻ミロノ並行アリ斜線ノ交叉アリ表裏二書
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1 肥 後旅行談 (若林)

ケル斜線アリ縄紋ヲ印セルアリ各趣フ異ニセリ底ニハ裏面二編物ノ痕ナシ土器中僅ニー残片二赤キ染料

フ塗レルモノアリコヽ二記セル土器ハ云フ迄モナク皆貝塚土器ナリ以下同ジ獣骨ハ何ノ獣ナルヤ詳カナ

ラズ

次二記スベキハ八代郡ノ吉野村ノ貝塚ナリ此八代郡ハ肥後西部ノ中央二位シ天卿ノ内海二望ミ大古人民

ノ居フ選ムニ最好ノ地ナリ此等ノ原因ニヨレルモノカ営郡吉野村ノ貝塚ハ面積廣ク凡二丁四方二渉レリ

又貝殻ノ積モレル事厚サ凡四五尺ヨリ四間ノ間ニアリ此貝塚ノ下ハ八代街道ニシテ通行 ノ際仰キ見 レバ

貝殻斜二積 り西南ノ丘腹一殊フ掩フ丘ノ最高ノ部分ハ土現ハル ヽモ他ハ土フ見ル能ハザルナリ此街道 ノ

下ハ漸々低ク最低地ハ街道 卜二間餘ノ差アリ田畠相連り宣里半ニシテ天卿ノ内海岸二達ス此低キ地ハ昔

海水ノ浸セシ所ナルガ現今ノ八代街道ノ下ヨリハ加藤清正ノ肥後二封ゼラレシ以来新二埋メ終二今 日ノ

如クナリシト云フ而シテ今日ノ八代街道ハ通ゼズ吉野村貝塚ノ東北二営レル種山 卜構スル山道ヲ経テ八

代二至リシ ト云フ土俗船繋キ松 卜穂スル松貝塚ノ傍ニアリ又貝塚ノアル丘ノ頂上二至レバ西方二天卿郡

フ望ミ北方二木原山フ見ル下益城郡大野村ノ如キハ眼下ニアリ余ガ此貝塚ヨリ絞見シ得タル遺物ハ左ノ

如シ

石器  石 斧 三 個

土器  瓶 壺類ノ縁,底 ,腹 部,柄 手敷個

骨   鹿 骨,猪 牙,歯 ,人 骨,敷 個

貝殻  牡 蛎,蛤 , さ めゝ,あ げまき,た にし,河 にな敷個

石斧ハ補磨キ刃ヲ存スルモノニ個アリ他ノー個ハ細クシテ磨ケル事前ノニ個二比スレバ少シク巧ナリ巾

廣キ部分ハ欠損セルモ巾狭キー端ハー方ノ面フ研ギ刃 トナセリ土器ハ種々ノ模様フ附ス刻ロノ並行シテ

屈曲スルアリ曲線ノ封スルアリ縦線ノ並行アリ縄紋フ印セルアリ縁ハ波形フナス柄手ハ耳形フナセ リ底

ノ裏面ニハ編物ノ痕アルフ認メズ鹿角ハ又ノ部分猪牙ハー個,下 鰐二生ゼル歯敷個1人 骨ハ睡骨一個ナ

リ貝殻ハ繊水産 卜淡水産ノニ種アリ

次ハ吉野村字西ノ平 (替高塚村字西ノ平)ノ貝塚フ費掘シ石斧貝塚土器,貝 殻フ得タリ石斧ハ補磨ガケリ此西

ノ平貝塚ハ今畠 トナル面積敷十坪アリ吉野村貝塚フ距ル敷町ナリトス

貝塚ノ記事ハ此庭二止メ次二石器ヲ採集セシ地及ビ出鹿地フ述ベン

雲根志後篤ノ四鏃石ノ條二肥後葦北ヨリモ稀二出ル云々 卜記シアルガ改二世ノ石鏃ノ事フ云フモノハ多ク

此書ニヨリ肥後団葦北二出ヅ ト記スルモ葦北ハ郡名ニシテ全郡中ノ何鹿ナルヤ知ル能ハザ リシガ今回全

郡大野村ナルフ知り得タリ然カモ其地二至り同村中字下ヶ原ナルフ知り得タリ此地ヨリ出デタル石鏃三

個ノミナラズ石 ヒー個石斧四個石環一個フ得タリ石斧四個ノ中二個ハ打カキテ後精磨キタルモノナリ他

ノニ個ハ始メヨリtrt磨ケルフ見ル石環ハ半バ欠ク,径 凡三寸 トス此石環ノ類ハ紳口孝平君ノ大古石器考

第十三版十三固ニモアリ径凡二寸 トス北海道ヨリ出シモノナリト記セリ又本誌第四十七新一四四頁二坪

井正五郎君ハパリー万圃博覧含ニテー見サレシ三個ノ蛇ノロ形ノ磨製石器フ記サレシガ固ニヨレバ其形

状類似セリ其中二個ハ径四寸計リー個ハ径二寸五六分 卜云フ余ノコヽ二記セル石環ハ内孔ノ径八分大古

石器考ニアル石環ハ内孔凡五分ナリ次二下益城郡大野村貝塚二至 り蛤, し がゝひ,只 塚土器,破 片フ得

タリ次二託麻郡戸島村二至り危製石斧四個フ得隣村永嶺村二至り精磨ケル石斧ノー片ヲ得次二山本部内

村二至り同村畠ヨリ深迫氏ノ採集セシ磨製石斧一個フ得又同郡清水村ノ磨製石斧一個ヲ得又山鹿郡名塚

村 卜上吉田村ノ堺ナル吉田原二至 り石鉄フ得其他合志郡ニタ子原,杉 水村,義 尾村ヨリ出シ石鏃ヲ得熊

本市坂日氏宅二於テ合志郡立田山三軒屋ニテ得シ石斧二個ヲ見ル其中一個ノ石斧ニハ帆立貝ノ小ナルモ
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ノ附着シオレリ又佐々干城氏ノ祖父ガ居ヲ本妙寺山ノ麓ニ トセシ際掘り得タル石斧一個フ見ル又合志郡

亀尾村ノ石斧フ見ル共二出庭明カニシテ参考ノ資 トナレリ余ガ今回ノ旅行ニツキテ知 り得タル人類學上

ノ知識ハ第一営園石器時代ノ遺跡散布ノ概略ニンテ此遣跡ハ多ク大野 卜名クル地二於テ費見シ得タルコ

ト而シテ此遺跡中ニハ貝塚アル事又石器ノ如キ遺物ノミ較見スル場所アル事ナリコヽ二記セル貝塚ハ本

邦ノ本土及ビ北海道エアルモノト同クシテ同人種ノ手ニナリシモノト考フルヲ得ルナリ

次ハ石器時代ノ遺物ニツキテ啓較スル事多シ特二石斧フ熟視スレバ製法ノ鮭ナルモノ十分ノ八九二居ル

之フ北海道青森縣ノ地方ヨリ出ルモノニ比スレバ製法未ダ進マズ磨り裁リテ造 り石斧ノ如キハ見ザルナ

リ徒テ側面フ磨キシモノ或ハ裁 リロノ痕アルモノフ認メザルナリコレ製法ノ拙ニシテー個ヅヽ自然ノ石

フ持チ末リー個ヅヽ石斧ヲ造 リシヤ知ルベシ余ガ筑後二於テ採集セシ石斧及ビ賛見セシモノニ同ジコレ

本邦新石器時代二進ム前ニアリシモノト考フヲ得ベキナリ(本邦新石器時代二属スクレ遺物ハ東洋學藝雑誌九十七琉エ

出セリ)精 ク言ハ 肥ヾ後ノ石斧ハ本邦石器時代ノ中二於テ特二北部ノ遺物ヨリハ製造使用サレシ時期ノ富

キフ見ルナリ次二貝塚土器フ見ルニ其裂法ハ青森縣下ヨリ費見セル精製ノ土器二比スレバ肥後ノ精製土

器 卜認ムベキモノハ能ナルフ知ルナリ模様中縄紋ハ本邦諸庭ヨリ較見スルモノト肥後二於テ較見スルモ

ノト形二大小アルノミニシテ異ナルナキナリ然レドモ模様中或ルモノハー種他地方 卜異ナル新アルヲ見

ルナリ恰モ青森縣下ノ貝塚土器ニー種ノ趣ヲ存スルガ如シllc事ハ陸奥ノ貝塚土器数多フ☆見セシモノハ容易二解ス

ル庭ナリ)

之ヲ要スルニ石器土器フ比較シ其製法ノ術ニツキ其進歩ノ度フ視レバ本邦石器時代中肥後固ハ本邦北部

特二陸奥地方二於ケルヨリモ早ク人類ノ棲息セシフ知ルベキ也

附言徒末本邦石器時代ノ事跡ニッキテハ本邦西部ヲ研究セシモノ少シ賃二遺憾 ノ至 リナリ北部ハ多ク

石器時代ノ遺物フ較見スルガ改二属世人ノ注意ヲ促セリ之二反シテ西部ハ遺物ヲ較見スル事少キガ故

二世人ノ注意モ薄カリシ然レドモ充分捜索セバ尚敷多アルフ見ルナリ而シテ北部ノ遺物 卜比較セバ互

二有益ナル説明フ得ベシ富東京大學教授モール氏ハ夙二肥後二至 り大野村ノ貝塚フ研究シ石器土器人

骨 フ得 シ ガ (此採集品ハ理科大學人類撃室ニアリ)報 告 フ世 二 公 ニ ナ リシ フ 聞 カ ザ ル ハ 遺 憾 ナ リ

コレ今 日迄肥後二於ケル石器時代ノ有様ヲ充分知ル能ハザリシー原因ナリ又其管時二於テハ本邦西部

二此大野村ノ貝塚ノミ知ラレシガ改二本邦西部二於ケル石器時代ノ有様ヲ知ル能ハザ リシ原因 トモナ

レリ

理學士坪井正五郎君ハ明治二十一年冬豊前二至 り含員小川敬養氏 卜共二筑前鞍手郡木月村ノ貝塚ヲgF

掘シ土器獣骨フ採集シ又害テ此地ヨリ出シト云フ石斧一個フ携へ婦ヘラレタリ又含員寺石正路氏ハ廿

二年夏前二記セル肥後宇土郡岩古層村ノ貝塚二至 り筑前核手郡木月村貝塚ニモ至 り新二鞍手郡楠橋村

ノ貝塚フモg3掘サ レタリ此ノ如ク含員諸君ノ西部地方ノ遣跡二注意アルニモカ ヽワラズ其報告ノ雑誌

上二現ハレサルハ遺憾ナリト云フヘシ因テ余ハ更二坪井寺石ノ雨君二其報告フ寄贈サ レン事フ希望シ

又余ガ彼フ補ハレン事フ請フ大島町ノ貝塚ハ地學含員鈴木敏氏ノ報ニヨル此庭ヨリ得タル貝塚土器ハ

理科大學へ寄附サレタリ

(『東京人類学会雑誌』第 5巻 第49号,東 京人類学会,1890年 )
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2 曾 畑 式 上 器 文化 に関す る
一

考 察

杉 村  彰
一

ブロローグ

縄文文化早期初頭の上器群としては,関 東地方の南部,東 京周辺から三浦半島方面,東 京湾の西部に

分布する撚糸文土器群がある。

早期縄文式上器について次のような編年がなされている。撚糸文土器群の次に無文土器群→沈線文土

器群→条痕文土器群と変移する。

それでは関東地方以外の地域ではどうかというと,撚 糸文土器群に並行するのではないかと考えられ

るものに,中 部地方の一部にかけて分布する押捺文土器群が知 られつつある。撚糸文土器群の終 りに近

い頃か,或 は無文土器群になってから,北 関東,中 部地方から西にかけて押型文土器群があらわれる。

関東地方の無文土器群の終末になって,北 海道,東 北地方,関 東地方の大部分にかけて沈線文や貝殻

文をもった一群の上器があらわれる。

これらは早期初頭にかけてあらわれる土器群であるが,そ れらとは異なった土器群が九州の西部に分

布する。宮畑式上器がそれである。曾畑式上器が縄文文化の成立にどのように関与しているのか,或 は

ないのか, この問題を解決するのが,私 の論文のね らいの一つでもある。

私が九州地方の組文文化に位置する曾畑式上器を取 り扱うことにしたのは,次 の点からである。それ

は曾畑式上器文化の内容がいまだ明瞭にされていないことである。

残念ながら曾畑式上器が学術調査によって発掘された例は数少ない。学術調査によって層位を確認 し,

層の移 り変 りにしたがって各層に含まれる曾畑式上器の変移が見出せれば一等資料としてつかえるだろ

う。

そのように恵まれた例は少ないので現存する資料を様式によって分類し,合 理的な解釈をこゝろみよ

うと思う。

一型式について次のような理解のしかたがある(1ち『一型式 aは ある限られた地域で,限 られた時間に

つくられた上器の組合せをいう。その型式 aは そこで生まれ,上 器を作 り,用 い死んだところの人間の

集団を意味すると解する事が出来る。考古学的遺物を人間の歴史的遺品として把握するための最小の単

元が 「型式」であると。』型式の解釈を以上のようにすると曾畑式上器は再検討しなければならない。

歴史上の発展について次のことがらがありうる。一地域の文化のある時期に他の高度の文化が伝えら

れその内乱を通じて既存の文化が中枢部において粉砕され,そ れにとってかわって内乱を指導した人々

の文化が新しく樹立されることもあろう。また,内 乱にもか わゝらず既存の文化はその本質をかえるこ

となくた ゞ内乱を通じて既存の文化が修正されるか。あるいは再新されるか,ま た,崩 壊への転期とな

るかである。それから内乱もなくそれ自体の内的な変化や発展がありうる訳である。以上のことがらが

曾畑式上器文化の研究を通していえるかどうか。

九サ‖‖の考古学者のなかには九州では縦文文化後期頃まで,押 型文土器が存在すると考えておられたが,

最近になってそうでないことが明らかにされた。私はこの押型文土器については全国的な押型文土器の

あり方より考えて慎重に検討してゆく。曾畑式上器と押型文土器との関係については,学 術調査に於て

両者の関係が層位的に把握された資料に重点を置いて論を進める。

曾畑式上器と大陸に分布する櫛目文土器 (カムケラミーク)に ついては,多 くの学者は両者の文様,
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2 管 畑式i器 文化に関する一考察 (杉村)

胎土その他の類似から速断に結びつけて考えられているようであるが,私 は曾畑式上器文化のあり方を

早く明らかにするのが急務と考える。

1 曾 畑式上器の形態

一般に曾畑式上器と呼ばれているのは,次 のようなものである。熊本県宇土郡宇土町含畑貝塚から出

上 した深鉢形丸底上器を標式として管畑式が設定された。細型亥1文又は細直細文土器等と呼ばれる灰黒

色,黄 褐色を呈するもので比較的薄手のものが多く胎上に滑石粉末混入のものが多い。織細な隻状の施

文具で平行亥」線,刺 突文、連点文,平 行沈線,三 角形細線文 (鋸歯文),羽 状文等幾何学的文様をほどこ

した上器である。

宮畑式上器は九州地方に限つて出土するもので,西 北部から南部 (福岡県す佐賀県,長 崎県,熊 本県,

鹿児島県)に その分布をみる。

曾畑式上器の出土例は約60ヶ所を数え,特 に熊本県下の出土例は30余ヶ所にのばる。曾畑式上器が学

術調査によって得られた例は少ないので,現 存する資料を様式によって分類することにした。

第一類は佐賀県唐津市西唐津海底から発見された曾畑式上器
(2)を

タイプとするものである。すべて破

片であるから復元因難であるが,知 りうることは次のようである。

日辺部,胴 部に施される文様の組合せには規則的なものがある。日辺部は直口するものと外反するも

のとがあって,外 反する日辺部が数を上まわる。日唇上面に刻み目がある場合は日辺部が外反するのに

多い。内面に文様がある場合は外面の第一文様帯が施される。例えば外面の第一文様帯が横の平行沈線

文であれば内面の文様は横の平行沈線文であるわけである。縦の平行沈線のみで文様帯を構成すること

はない。二本単位の鋸歯文 (三角文)が 施される場合それは横の沈線の上に施文されている。まれに一

本単位の鋸歯文が横の沈線の上に施される場合がある。鋸歯文が文様帯を占める場合は一本単位で,鋸

歯文の他の部分は斜の沈線でうずめている。鋸歯文は日辺部に限られる。刺突文 (連点文に近い)が 施

される場合は主に日唇直下に施されている。

類部にある場合は必ず口唇直下にも刺突文 (連点文)が ある。いわゆる束1突文 (連点文)力S日辺部に

なくて他の部分に施文されることはないのである。日辺部に施される最初の綾杉文は左開きであつて胴

部以下に施される場合、最初の綾杉文は右開きである。

2 熊 本県曽畑貝塚出土 (熊本市博物館蔵)
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1 佐 賀県唐津海底発見 (松岡氏蔵)



付 編 2

底部は平底に近い丸底と,丸 底がある。前者の文様はいわゆる蜘蛛巣状を呈し,後 者の場合は横の沈

線である。

おそらく器面全体に文様が施され,全 ての上器中に滑石粉末を含み,箆 状の工具で施文 したものとい

える。しかも施文具は隻状のもの一種類と考えられる。唐津海底出上の曾畑式上器をいくつかに分類す

る必要はないと考える。唐津海底出上の中に大陸に分布を示す櫛 目文土器 とまった く同一の上器が

5, 6片 ある。

第二類とするのは,熊 本県宇土郡宇土市曾畑員塚出上の宮畑式上器
(3)でぁる。形態はわずか口唇部の

肥厚したものがあり日辺部のや 外ゝ反するものと,直 日するものと二種で胴部は弯出しない深鉢である。

底部は丸底と平底がある。文様は箆状の先端で平行する沈線を横縦斜に組み合せたものと,竹 管先端で

施文した連点文,束l突文等である。日辺部の上面から胴部の下面まで文様が施される。わずかなが ら地

文に条痕を残し,意 匠文として曾畑式上器の特徴である幾何学的文様が施される。曾畑貝塚から出上 し

た宮畑式上器に胎上に滑石粉末の混入しているものと,そ うでないものがあるがいずれも文様上の相異

は見出せない。

外面の文様はやはり第一類と同じく組み合せには規貝J的なものがある。内面の文様について述べると,

外面の第一文様が内側の文様と同一なもの。外面の文様は横走する沈線に斜の沈線が加わつた文様で,

内面は横走する沈線であるもの,ま た,外 面の文様は横走する沈線で内面は横の沈線に斜の沈線の加

わったもの。その次に外面の文様と内面の文様が違ったもの等である。

第二類とするのは鹿児島県大日市山野日勝山出上の雪畑式上器
(4)でぁる。採集された土器片はいずれ

も小破片であって復元困難である。詳細に検討するとおそらく平坦な垂直線をなし胴部はや 張ゝって底

部は丸底を呈する鉢形の上器であったと思われる。文様は横縦斜の沈線を組み合せたもの,連 点文,刺

突文,曲 線文等に大別される。これ らの文様が相互に組み合さって文様効果を上げている。曲線文が多

量に出てくるのは日勝山の特色である。連点文及び刺突文は主として日辺部近くに横位二列及び三列に

施されており回辺部の文様を構成している。この種の施文方法はおそらく箆状の先端等を使用して刺突

されたものと思われるが,一 部植物の茎を横断し,そ の箆状の横断面を押圧 して施文 したと思われるの

がある。

2 雪 畑式土器の編年的位置

曾畑式上器の編年的位置を考えるにあたって押型文土器,貝 設条痕文土器等について述べてみる。

昭和38年, 4年 に佐賀県小城郡束分竜王遺跡
(5)が

調査され次のような層位が確認された。だいたい 5

層から成 りたっていた。第 1層 の耕土は淡灰黒色上で遺物はほとんど見 られない。第 2層 は主に御領式

を出す層で,第 3層 は主に阿高式が出上し数片轟式も出上している。第 4層 は曾畑式の出上の層で同層

の下位から押型文土器 (精円文で器壁は厚 く,橋 円文は比較的大きい)力 数ヽ片出上している。最下層の

基盤は帯黄褐色砂層であった。

昭和34年10月江坂輝爾氏等が熊本県曾畑貝塚を調査されて次のような成果をおさめられた。貝塚は6

層からなっていて第 1層は15～20センテメー トルで無遺物層であった。第 2層 は 5～ 10センテメー トル

の厚さで第 1貝層と呼んでいる。上器は鐘崎式に近い土器片,市 来式に近い文様をもつ土器が出上した。

これ らの形式の上器は第 1貝層 (第2層 )直 下の第 3層 の上面からも発見されている。第 3層 は小石を

混えた黒褐色土層であつた。第 4層 (第2貝 層)は 少々小石を混えて厚さは30～45センテメー トル前後
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2 會 畑式上器文化に関する一考察 く杉村)

南部九州縄文時代編年表 で あった。第 5層 は褐色土層で40～50センチメー トルの層である。第 6層 は

早
　
期

押型文文化

轟下層

曾畑
石坂

沖の原

立副
　
期

日木山

轟上層  石 坂

手向山

紅灰色で小石を混えた粘上の基盤であった。

第 3層 下部から第4層 (第2貝 層)と 第 5層 上面にわたって曾畑式上器が

多量に出上した。第 5層 の上半分からは,表 員に箆状で施文した結果出来た

細隆起線の上器が出上した。第 5層 には曾畑式上器,貝 殻条痕文土器,押 型

文土器が出上したのである。この押型文土器は平底で円筒形をした深鉢であ

ろうと思われる。阿高式上器の出土はなかった。曾畑貝塚に於ては押型文土

器は曾畑の層より下層より出上したのである。押型文土器 自体は新しく熊本

市カブト山出上の押型文と同時期と思われる。

佐賀県多久市西多久板屋綿打遺跡
(6)では含畑式上器出上の層より下層から押型文土器の出上があった。

福岡県小倉市平尾台御花畑
(7)では曾畑式上器がやはり押型文土器より上層から出上している。

以上数力所の例をあげてみたが,曾 畑式上器は押型文土器文化の後に位置すると思われる。

貝殻条痕文土器の出土は九州全上にわたっている。曾畑式上器が出土するところはだいたいに於て貝

設条痕文土器の出上がある。店津海底,竜 王遺跡,長 崎県平戸,福 岡県沖の島,曾 畑貝塚, 日勝山遺跡,

鹿児島県手向山遣跡,熊 本県章貝塚,同 沖の原貝塚。

同じ貝殻条痕文土器と云っても特に九州南部に分布を示す吉田式は貝殻腹縁文で,石 坂式と云われる

土器は日辺部の文様は貝殻腹縁文で胴部は員殻条痕文の上器である。

曾畑式上器はこの貝殻条痕文である石坂式,吉 田式と同一層から発見された事はない。

昭和33年7月熊本県宇土市宇土町宮之庄轟貝塚を調査された松本雅明熊大教授は次のような事を報告

された。比較的原状を保っていた層については6層 からなってお り第 1層は貝の細片を交えた表土。第

2層 はカキを主とした純員層であり,第 3層 は混土貝層。第 4層 はアカガイを主とした純貝層であり,

第 5層 は黒上層,第 6層 は黄土層 (基盤)で あった。各層から出土する土器をあげると第 2層 から回高式,

第 3層 の下半部から轟式と云われるものが出上した。同層から出上した諏式上器は地文に貝殻腹縁文を

有しその上に上をはりつけた云わゆるミミズばれの上器であった。第4層 からは貝殻や箆状の先端で突

いて出来た連点文,爪 形文の上器が出上した。第 5層 出上の上器は第4層 とほぼ同一土器であつた。

轟貝塚に於て轟式上器を分類することは出来なかったが,た 傾ゞ向として云えることは市式を包含す

る層で上半部から,地 文に貝殻条痕を持ちその上に指で上をはりつけて大きな強いすじをつけ,そ のミ

ミズばれの大きな文様を示す轟式上器が出上したこと。その下半部から曾7tB式上器と,平 行する沈線を

主体とするがその間にアルカ属の貝殻口唇を押捺した文様を配 した上器が出上した。これより下層に土

器がごく柔らかい時貝殻の先端や箆の先で表裏を引きかき,ミ ミズばれが出来たもの。この文様をもつ

尖底土器 2個 が出上した
(3L

轟貝塚においては,最 下層の貝殻条痕文土器が出土する上層に曾畑式上器と,曾 畑式上器の伝統と考

えられる土器が存在した事実は認めなくてはならない。伝統の残る土器については後述する。

昭和34年8月 熊本県天草郡五和町沖の原貝塚の調査
(いが行われた。沖の原貝塚は 5層 からなってお り

最下層から曾畑式上器数片,お 員塚において曾畑式上器と同一層から出上したところの平行する沈線を

主体とするがその間にアルカ属の貝殻日唇を押捺した文様を配した上器が,沖 の原貝塚に於ても出上 し

た。貝殻腹縁で押捺した土器 (この上器と類似したものは鹿児島県 日木山遺跡か ら出上している)と 地

文に貝殻文を施文しその上に隆起文を配 したミミズばれ土器,い わゆるお式が出上した。最下層か らは

- 1 7 0 -



付 編 2

大きく分けて曾畑式上器片と曾畑式上器の伝統の残るところの地文に貝殻条痕を施し,平 行沈線のある

土器とそれに貝殻腹縁文土器が同一層から出上したことである。轟貝塚でも曾畑式上器数片と,曾 畑式

上器の伝統の残る土器は同一層から出上した。轟貝塚でも沖の原貝塚でも曾畑式上器と曾畑式上器の伝

統の残る土器は同一層から出上し, しかも曾畑式上器よりも含畑式上器の伝統の残る土器が数に於て圧

倒的に多かった。お貝塚に於ては曾畑式上器の伝統の残る土器の出土する上層からミミズばれの■式が

出上した。沖の原貝塚に於ては同層からミミズばれの轟式と曾畑式上器,曾 畑式上器の伝統の残る土器,

それに日木山式上器に類似する貝殻腹縁文土器が出上し,い わゆる日木山式的なものが他の上器よりも

圧倒的に多く出上した。轟貝塚と沖の原貝塚の両貝塚に於ていえることは曾畑式上器の伝統の残るのは

貝殻腹縁文土器であって,曾 畑式上器の要素であった沈線は時とともに貝殻腹縁文に圧倒され消えてい

く。曾畑式上器の伝統の残る土器文化について一型式もうけてい かゝどうかわからないが,私 は沖の原

文化期と呼んだらどうかと考えている。この沖の原文化こそ日木山式上器文化につながリミミズばれの

上器つまり轟式文化を産み出す基調が芽ばえていたと考える。

私は前頁のような編年をこ ろゝみた。

3 宮 畑式土器文化の様相

九州西部に限って分布を示す曾畑式上器文化は網文時代早期末に比定されるべきものであった。曾畑

式上器文化は押型文土器文化,貝 殻条痕文上器の後に位置する文化であった。曾畑式上器文化は押型文

土器文化,貝 殻条痕文土器文化から自然的な形で発生したものではなく九州に於て押型文文化が終 り,

貝殻条痕文土器文化にはいリー部の地域でその発展を呈しようとした時に,曾 畑式上器文化は外来 した

ものと思われる。

曾畑式上器の由来を日本内に求めることは困難である。私は朝鮮全上に分布を示す櫛目文土器に曾畑

式上器の粗形を求めるものである。櫛目文土器と曾畑式上器との文様は完全に一致するものではない。

南鮮の櫛目文土器人が島づたいに九州にやって来て,そ の文化を伝えたのであろう。貝殻条痕文土器人

に外来者の櫛目文土器人は,箆 状の施文具によって施される幾何学的文様を地文に隻状の施文具で引き

かいて出来る条痕を伝えたのであった。店津海底出上の道物はこのような状態をよく表わしたものと理

解される。員殻条痕文土器人が櫛目文土器人の真似をして作った土器がいわゆる唐津海底出上の曾畑式

上器であろう。内面に笛状で引きかいた擦痕文と貝殻条痕文があり外面に幾何学的文様を施 した上器が

これである。これを仮に含畑の第 1期 と呼ばう。唐津海底出上の含畑式上器が 1本 の範状のものである

のに対 して櫛目文土器は櫛状の数本のもので施文されている。将来に於て唐津海底出上の曾畑式上器よ

りも一段階櫛目文土器に近い土器が発見されるかも知れない。

朝鮮から伝えられた櫛目文土器
dいを自分のものに消化したのがいわゆる曾畑貝塚出上の曾畑式上器に

代表される土器ではないだろうか。これを第 2期 としよう。第 2期 の文化はかな り曾畑期の中でも広範

囲にわたっている。

曾畑式上器の特長的文様であつた幾何学的文様が乱れ曲線化し曾畑文化期も下り坂をむかえる時期が

日勝山にみられる土器ではないだろうか。これを第 3期 と呼ぶ。

第 1期から第 3期 までを曾畑式上器文化期とする。この曾畑文化期は時間的にかな り短い時期であっ

たのではなかろうか。それは貝殻条痕文文化期と貝殻腹縁文文化期の間に位置した事からもいえる。押

型文文化期が終 りを告げ,貝 殻条痕文土器文化期になった直後に曾畑式上器文化が存在 したと解 した方
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2 曾 畑式土器文化に関する一考察 (杉村)

が合理的であるように思う。貝殻条痕文土器,貝 殻腹縁文上器, ミミズばれの轟式等が強い関係にある

以上ある地方では曾畑式上器文化期になってからもこれ ら広義の貝殻文土器文化は何 らかの形で脈々と

続いていたのかも知れない。すると曾畑式上器文化期と並行 して存在 したと思われる貝殻文上器文化は

何であろうか。鹿児島県下か ら出土する石坂式上器文化ではないかと思っている。曾畑式上器 と一緒に

石坂式上器が出上しないことは並行関係を示すものかも知れない。九州も組文時代前期初頭になって 日

本の縦文文化のあり方と歩調を合せて横の連絡をしながら発展するのである。

曾畑式上器文様の発展をみるとまず鹿児島県大田市,熊 本県人吉市に分布する手向山
“'式

がある。手

向山式上器文様構成をみると,押 型文,縄 文,撚 糸文,条 痕文,■ 式,曾 畑式上器の各土器文様を踏襲

している。手向山式上器の分布は前述の大田市,人 吉市つまり盆地状の所に分布するのである。

他に曾畑式上器文様の伝統は阿高式上器とよく云われるが曾畑式上器文化 と阿高式上器文化 との時間

的間隔が大きい。

宮畑式上器文化は純文早期に於て全国的な変移を示す撚糸文土器群,押 型文土器群,沈 線文土器群,

貝殻条痕文土器群という文化の推移の型として生まれたのではなく,本 来外来文化であったのである。

しかしその文化は九り‖ヽ全上に広まることなく,九 州の西北部か ら南部にかけて一時期他の文化を圧 し

て しまうのである。だが全国的な力でおしよせて来る広義の貝殻条痕文土器文化に吸収されて しまい,

影をひそめてしまうのである。

本来な らば外来文化は既存の文化を指導する例が多いように思えるけれども,曾 畑式上器文化につい

ては,伝 える側の立場と受入れる立場とが一致 していなかったと云えるのではないかと思う。

曾畑式上器文化期内に於て内的な変化はあったが,九 州の縦文文化の発展に影響 したかどうかの判断

については現在のところ何 とも云えない。

註

(1)芹 沢長介氏。

(2)図 版 1松岡史氏所蔵。

(3)図 版2熊本市博物館蔵。

(4)木 村幹夫氏 「薩摩国伊佐郡日勝山土器について」考古学7-9 昭 和11年。

(5)「佐賀県小城郡三日月村大字東分竜王遺跡について」教育佐賀 昭 和38年。

(6)松 岡史氏教示。

(7)隈 昭志教示。

(8)そ の後`松 本雅明・富樫卯二郎氏 「轟式上器の編年一熊本県宇土市轟貝塚調査報告一J考 古学雑誌 第 47巻第

3号  昭 和38年12月 が 発表された。そこではミミズばれの縄痕文を含畑式より古いとされているが,本 稿に

おいては充分利用できなかつた。

(9)乙 益重隆氏,坂 本経発氏,日 辺哲夫氏,調 査 (未報告)。私の卒論のために特に許しを得た。

(10)藤田亮策氏 「朝鮮考古学研究J昭 和23年。

(11)賀川光夫氏 日 本考古学講座8昭和31年。
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3 肥 後 国宇 土 郡 花 園村 大 字岩 古曾 字 曾 畑 貝 塚

清 野  謙 次

第 1章 宮 畑員塚研究記録の考古学上に特に重要なる理由

ソバタ貝塚は曾畑田と書くのが正しいらしいが,諸 報告には曾畑と書いてある。曾畑でソバタと発音

出来るから私も宮畑と書くこととした。

曾畑貝塚は石器時代土器研究者によつて細形刻紋または細直線紋と呼ばるる特色ある紋様の上器を出

すので九州に於ける有名な貝塚である。殊にこの紋様が朝鮮の石器時代土器の或る種類と至大な関係が

あるし, また琉球の石器時代土器と関係が深いので,考 古学者によつて大いに注意せ られた。

ところがこの貝塚は今 日全滅に近い姿となつてしまつた。後述の如く,私 はまさに開墾せ られようと

する直前にこの貝塚を発掘して数100片の上器片を採集 し得た。そしてまだ残地があるので員塚はこの

残地にも残存すると思つて居つた。後年,九 州の石器時代土器研究家小林久雄氏に面談 した所が,貝 塚

の残地は殆んどなく,上 器の小片を少数採集し得たのみであつて,私 の採集 し得たる如き大破片はもは

や見当らないと聞いてびつくりした次第であつた。

それだから私の蒐集が曾畑貝塚最大の遺品であつて, この蒐集に基づける記載が宮畑貝塚発掘の最も

精細なものだといへる。それで以下の記載は簡単ではあるが,考 古学の資料として重要である。

第 2章  発 掘の概要と人骨の出土状態

大正11年3月 に,私 は別記の如く (第1部第4篇 )肥 後国当尾村大野貝塚を発掘した後に,そ の発掘

品を荷造した。それが了つてから熊本県史蹟調査委員であつた所の古賀精義氏に案内せ られて,麗 らか

な春光を満身に浴びつつ人力車上にゆられながら北方里余を隔つる曾畑貝塚に着いた。

曾畑員塚は轟貝塚 (第1部第 2篇 )と 阿高貝塚との中間部に位置する。員塚から南方には山をめぐらし,

西から北にかけては遠く肥後の水田平野がひらけて居る。この貝塚は僅かに高まつた丘の上に在つて,

その大部分は桑畑になつて居る。ただ貝塚西南端の一番低い所は,私 の訪れた当時には上採 りの作業中

であつたから,荒 らされて居つた。

貝塚のこの部分の地主は宮畑の人で木村定次郎氏とい

つた。私等は同氏を訪うて来意を告げ,再 び貝塚へ行つ

た。木村氏の話では自分の所有地の一部に貝塚があつて,

地味が悪いから貝殻と土壌とを運び去つて低い水田にす

る筈で, 日下土工に着手中だといふ。日下残つて居る所

は水田上約 3尺 高い畑地 (第1図 のB)30坪 ばかりの所

であつた。この部の断層を検査すると2尺 内外の厚さの

貝層が見える。地つづきの既に土取りしたAの 部分から

人骨が出たといふ。人骨の1片を実てたといふ場所を捜

した所が人骨片が出た。それはまぎれもない石器時代人

大腿骨の特長を具へて居たから,私 はこの残部すなはち

図のB部 位を発掘すべく決心した。しかるに遺はながら

これは当時突然に出遭した事件であつて, さらに引続い
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3 肥 後国宇土郡花園村大字岩古曾字官畑貝塚 (清野)

てこの地に滞在する余 日がなかつたので,他 日再び発掘の目的で来訪することとして,そ の時までは残

部に手を附けないこととし,従 つてまた水回を作れない間の損害は私が負担する約束が成立して,一 ま

づ私は京都へ引き上げることとした。

木村氏と話して居る内に,私 はこの人と若干の因縁に結ばれて居る間柄であるのを知つた。私が大正

9年 に轟貝塚と阿高貝塚とを発掘した時に,同 地方の住民から明治初年にこの両貝塚の貝殻を採って石

灰に焼いた人があつたと聞いた。そして議員塚の人骨の多く出る部分はこの時に失はれたといふ話であ

つた。ところがこの木村氏がこの貝殻焼きの当人であるのを知つてびつくりした。すなはち木村氏は当

初この曾畑貝塚の貝殻を焼いて居たのであつたが,貝 殻の分量が減少して来たので轟貝塚と阿高貝塚と

へ出掛けたのだといふ。惜しむらくはかくの如くにして,こ の3大 員塚の貝殻の厚い部分は研究せ らる

ることなく失はれて,貝 層の薄い土まじりの部分だけが残つたのであつた。しかしその後に貝殻を焼い

て石灰を採るのは採算上,引 合はなくなつたのでこれを止めたといふ。

かくして私は曾畑貝塚から京都へ帰 り,満 1年後の大正12年3月 2日 から宮本博人君と共に曾畑貝塚

の発掘に取 り掛かつた。前述の如くA地 点は前年発掘せられて既に水田と化 して居つたがB地 点は発掘

の約束で残されて居た。木村氏との話では古くはA, B周 囲の水田一面にも貝穀が在つたのだが上記の

如く明治年間に掘下げて水田とせられたのであつた。そしてB部 が大貝塚の最後の残存部であつたのを

後に知つたが,発 掘時には北方桑畑にも貝層が延長して居ることと思つて居た。

宮本君と私とはB地 点の東北端から人夫を億つて発掘を始めた。熊本からは古賀文学士等も来 り授け

られた。

3月 2日 は天気がよくて南地の空は暖かかつた。午前中に私は宮本君と現場に居つたが,午 後には現

場を宮本君に托 して,古 賀氏と共に下益城郡六嘉 (ろつか)村 貝塚を訪うた。それは拙著 『日本原人の

研究』 (大14)第 73頁に示した如くこの貝塚からも人骨を獲たのであつた。

自動車を飛ばして 3里 離れた六嘉村を訪うて再び自動車で帰つて来ると,私 の不在の間に宮本君は,

やや完全な人骨と不完全人骨との2体 (曾畑第 2号 及び第 3号 人骨)を 掘出して居つた。発掘は 3月 3

日と4日 との合計 3日 間継続 してB地 域の全部を発掘し了つたが,不 完全人骨をさらに3例 加へ得たの

に過ぎなかつた。

B地 域の地層は約1尺の厚さの表上の下に厚さ 1尺か ら2尺 5寸 の黒土まじりの貝層がある。人骨は

貝層の下部に存在するが浅いので保存状態は不良であつた。貝殻は海産でカキ,ハ マグリ,サ ルボウ,

アカガヒ,ニ シ,ア カニシ等から成つて居た。石器若干のほかに,後 述の如く,特 色ある土器片が多か

つた。なほB地 域のほば中央部から重なり合つて,後 掲の如く,40個 近くのハマグリの殻に穴をあけた

ものが相接して現はれた。またこの員塚から出上した6例 の人骨に就て記載すると次の如くである。

曾畑貝塚第 1号人骨 (清野蒐集第199号)第 1回採訪時にA地 点から偶然出上して居た人骨破片。

曾畑貝塚第 2号 人骨 (清野苑集第571号)か な り完全な人骨で地下 2尺 5寸 ,貝 層下部から発見せ ら

れた。上肢及び下肢を屈して仰臥し,頭 位は東北にあり。

曾畑貝塚第 3号 人骨 (清野克集第552号)保 存状態極めて不良なる人骨片。

曾畑貝塚第4号 及び第 5号 人骨 (清野蒐集第553号及び第554号)保 存状態不良。両人骨は極めて近接

して埋葬せられて居つた。そのため肢骨の一部分は相混じた。両人骨共に仰臥屈葬,頭 は東北にあつた。

曾畑貝塚第 6号 人骨 (清野蒐集第579号)保 存不良。仰臥屈葬。頭は北にあり。
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第 3章  文 献的記載

曾畑只塚を学界に初めて紹介した人は若林勝邦氏であつて 『東京人類学会雑誌』第 5巻 第49号 (明23)

にこれを記載した。同氏は曾畑貝塚から石斧のほかに上器片を採集し,そ の上器紋様として 「刻み目の

並行あり,斜 線の交叉あり,表 裏に画ける斜線あり,縄 文を印せるありJと 記 してある。 これで見ても

明らかな通 り,若 林氏はこの貝塚から数多く発見される代表的紋様たる細形刻紋に着目したと同時に,

縄紋ある土器片も交つて居ることを記して居るのだ。

その後に寺石正路氏は 『東京人類学会雑誌』第 5巻 第53号 (明23)に 宮畑貝塚に就て簡単に,こ の貝

塚から半磨製石斧と縄紋土器片を出す由を記して居る。

大正7年に至つて中山平次郎氏は 『考古学雑誌』第 8巻 第 5号 に 「肥後国宇土郡花園村岩古層字曾畑貝

塚の上器」といふ一文を掲げた。これは中山氏がこの只塚の表面採集によつて獲られた土器片を基礎と

して, この貝塚の上器紋様を論じたものである。上器の大部分は後年の細形刻紋土器と呼ばれるもので

あつたが,少 数の異なつた紋様ある土器片を出す由を述べて拓本を図示してある。それは阿高貝塚に多

く見る所の太い凹線を使用しての曲線紋土器片 (太形凹紋といはれるもの),磨 消縄紋,隆 線で画いた直

線及び曲線紋様である。

以上の 3報 告が私の曾畑発掘以前に現はれたものであつた。その後,昭 和14年 8月 に至つて 『人類学

先史学講座』第H巻 に小林久雄氏の 「九州の縄文土器」力`ある。これは曾畑貝塚の発掘報告ではない。

九州の先史時代土器論の一部分として曾畑貝塚に多い細形亥1紋土器に就て論じてある。

こんな次第だから曾畑貝塚で初めから問題になつて居るのは特色ある細形刻紋土器であつて,石 器は

一向問題にならない。それは石器が 1個 2個 の少数しか出なかつたからである。ところが後年上器の破

片は多数発見せられたのみならず,細 形刻紋の類例が朝鮮から発見せられたのみならず,琉 球の先史時

代上器にも類例があるのでこの貝塚土器は考古学者の特に注意する所となつた。

こんな次第なので南鮮から北鮮に亘つて出土する所の細形刻紋の類品に就て手近にある文献から記述

する。

昭和10年に斎藤忠氏が 『考古学雑誌』第25巻第 6号 (昭10)に 「慶尚南道蔚山君F西生面出上の櫛 目文

上片Jと して図示して居るし,山 本博氏は 「西日本の弥生式問題J(『考古学雑誌』第25巻第12号,昭 和

10)中 に,慶 尚南道牧之島,平 安南道竜岡郡海雲面,成 鏡北道城津郡津面,同 慶興郡雄基面,京 畿道慶

州郡九川面,同 江華郡下道面から発掘せられた同種土器を図示して居る。後藤守一氏も,『東洋考古学』

(昭9)の 中の 「日本考古学」部第483頁以下に櫛目紋土器の結合的記述を行つて居るし,藤 田亮策氏に

もこの種朝鮮発見類似土器に就ての記述がある。

第 4章  発 掘遺物

1 馬 歯

自然遺物中で特に記して置かねばならないのは,曾 畑貝塚から1個 の馬臼歯 (長1寸 9分 )を 発掘 し

たことであつて,馬 がこの時代に既に飼養せられて居たのが分る。

2 貝 輪

発掘の概要で記述した如く, B地 域の中央部に近い小区域に図に示せる如く多数の貝輪が発見せられ

たが,そ の中の約 3分 の2.39個 の貝輪を図に示した。その中のただ 1個 だけが図に示す如くアカガヒ

製の貝輪で、その他はハマグリの大形のものである。このアカガヒ貝輪の大きさは32× 18寸 で,孔 は
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20× 08寸 の大さに穿たれて居る。ハマグリの穴もアカガヒの大も極めて粗末に穿たれて居つて,穴 の

周囲は単に打ち欠いただけで葛もす り込んでいない。また貝殻の表裏共に研いだ跡がない。

この多数の貝輪の出た辺には貝塚の貝層は切れて居つた。そしてこの貝輪群の六の中へ 1本 の組が通

してあつて,古 くこれを連ねて居たが,紐 は腐つて消失したと思つても差支へない位置で発見せられた。

アカガヒ製の腕輪は石器時代人骨の前膊部にはめ込まれたまま発見せ られたが,そ れは通常精巧な貝

輪であつた。穴の縁部もす り磨かれて居つたし,貝 殻の表裏面も平滑に研磨されて居つた。ただしここ

に見る程度に近いアカガヒ製貝輪であつても,腕 輪たり得るのであつて,曾 畑貝塚に近い轟貝塚の人骨

はこの程度に近い粗製貝輪を侃用して居つた。それは京大考古学教室から報告した私の 「肥後国宇土郡

轟村宮荘貝塚人骨報告」(『京大考古学研究報告』第 5冊,大 9)に 記しておいた。

しかしこの場合にはアカガヒ製貝輪はハマグリ製貝輪と一所になつて居る。ハマグリ製貝輪が腕輪に

使用せ られた例はまだないし,ま たこの39個の貝輪の穴には腕輪に使用し得ない程小形の穴もある。そ

第 2図  曾 畑員塚の一区より発掘の粗製員輪写真

o  l  ?寸

第 4図  曾 畑員塚出土の磨製石斧の型式模式図

第 3図  曾 畑員塚出土の石杵,石 皿写真

0 05 1寸

第 5図  曾 畑員塚出土の打製石斧実測図
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れでこの貝輪は多分腕輪用のものでない。従つてこの貝輪群は腕輪たる目的で作 られたものでない。他

の目的の用品であるが大に紐を通じて装飾用に使つたものやら,或 いは他 日夫々必要な目的に使用する

ために紐を通じて保存したものや ら分らない。しかし珍しい所見として注意すべきである。

かつて大野雲外氏は三河貝塚から出上した多数の貝輪に種々の大きさの穴を穿つたものを並べ写した

ことがあつた。それはここに写したものとは異なつて一小局所から発見せ られたものではなく,貝 塚の

各所から発見せ られたものであつたが, これを穴の大きさに順 じて並べて, まづ小さな穴を穿つて後に

次第にこの穴を拡大して貝製腕輪に見る如き大穴ある貝輪にしたものだと解釈した。これに対して江見

水蔭氏は,六 の小さい貝輪は貝輪の未製品のみだと考えるのは宜しくない。或る程未製品もあるだらう

が,小 大を穿つたままで別の用途に使用せ られた場合もあるに相違ないと考へた。水蔭氏の批難の方が

尤もである。

また私達はこの貝塚をかな り広く発掘して石器は相当数出したのに拘 らず,骨 器角器の類を全然採集

し得なかつたのは注意を要する。

3 石 杵

曾畑貝塚から割合に多数の石杵を発掘したのはこの時代に既に原始農耕によつた収穫で一定度の穀食

が行はれたのを示すものではあるまいか。私達は下の写真に示す合計 5個 の石杵を得た。その横断面は

円形ないし精円形の長形である。自然に長味を帯びた河原石を採 り来つて多少の加エーー側面研磨を加

へて規則正しい形にした。そしてその上下端にはす り跡或は叩き跡が附いて居る。

第 3図 の右端の品から左端の品へと計測 して見ると表の如くである。ただし重量は秤の都合上, gで

示した。

番号 長 さ 中央部直径 重 さ

1

2

3

4

5

4 2寸

4 9

3 4

3 8

3 2

18× 17寸

10× 09

14× 07

13X07

09X06

700g

290

240

190

100

4 石 皿

小形の品がただ 1個 出た。それは第 3図 下に示した品で関東発見石皿とは少々形式が異なつて居る。

大さは55× 43寸 で厚さ05寸 ,重 さ610gで ある。裏の凸面は美しく磨かれて居 り,表 の凹面には多数

の小さい叩き跡を留めて居る。

5 磨 製石斧

磨製石斧は11個出上したから,曾 畑貝塚で多く発見出来るものだといへる。すべて両刃の石斧で多く

は短冊形だから柄の部分も刃の部分もその幅が大して差がない (11個中の10個まではそれである)。ただ

1個 のみが柄部がやや著しく狭くなつて居る。製作法としては石斧の形状に近い自然石を採 り来つてこ

れに多少の加工を施して石斧の形状にすり上げたものが多い。加工法の一部として自然石面に多少打撃

を加へて形を整へたものもあるので,胴 の一部分に打製の跡を留めて半磨製石斧といふべき形のものも

ある。

中央部の横断面からいふと,大 体に於て4型 式がある。その中のA型 はただ 1個 であるが横断面半月

形であつて石斧の一面は平たい。これは片刃の傾向が著るしいが,実 際の片刃石斧は逐に見 られない。
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B型 は曾畑貝塚に多い。11個中の4個 がこれである。この型式は横断面レンズ型を呈するが分厚いもの

と薄いものとある。C型 も曾畑貝塚に多く11個中の4個 である。D型 はC型 の一部と考へてよいものだ

が,石 斧は分厚くて細長い。のみといはるる種類であるが,朝 鮮に少なくない。C型 の横断面は楕円形

ないし丸味のある四辺形ともいふべきものである。11個の石斧の大きさと形状とは次の如し。

6 打 製石斧

打製石斧は4個 出た。その 1個 をここに図示するが,い づれもこれに似た長方形である。用石は雲母

片岩,硬 砂岩のほかに黒青白色の紋をまじふる美しい蛇紋岩製のものが 1個 あつた。大きさは下に記す

通 り。

番号 長 さ 幅 厚 さ 型式 破損の有無 重 畳

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

4 6寸

4 5

4 0

4 8

4 0

5 1 (以 上)

3 5 (以 上)

2 7 (以 上)

3 5

3 6

3 7 (以 上)

1 5寸

2 0

1 5

2 2

1 3

1 9

0 8

2 0

1 6

1 8

1 7

08寸

0 7

0 5

0 8

1 0

1 4

0 6

0 3

0 4

0 5

0 0

A

B

C

C

C

D

D

B

B

B

C

完全

完全

完全

完全

完全

刃部欠

柄部欠

柄部欠

完全

完全

刃部欠

235g

250

125

420

230

640

100

130

100

170

320

番号 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

1

2

3

4

5 1寸

40

3 0

4 5

23寸

20

1 7

2 3

06寸

03

0 3

0 6

340g

150

1 1 0

410

7 石 庖丁

石庖丁といへば満鮮の石器時代遺跡から出土するスレー ト製磨製石庖丁を想起せ しめるが,曾 畑貝塚

からその形式のものは発見せられなかつた。以下述べんとする3品 はその用途からいつて石製庖丁とい

ふべき品であるが類品を余り見ないものである。

第 1種 は使用法を想像して図示した品で淡褐灰色の硬砂岩製の磨製品である。長さ53寸 ,幅 38寸 ,

厚さ08寸 の大形分厚の品で, どうもスレー ト製石庖丁とは余 り似て居 らない。どこまで関係があるか

は後来の研究を要するが,大 野延太郎氏 「石鋸に就て」 (『人類学雑誌』14161,明 32)の 中にいく分こ

れと似た品が 3個 ある。ただし大野氏の品は破損品ばか りであるからよく分からない。出所として大野

氏の 3と 4は ,北 海道室蘭, 5は 武蔵国西ヶ原だといふ。

第 2の 石庖丁は第 1の 品と大分異なつた形で半磨製石斧の一種と解してよいかも知れない。淡黒色片

岩製で鋭い刃が附いて居る。石斧にしては側面にも刃が附いて居つて異形だ。長70寸 ,幅 23寸 ,厚 さ

06寸 の大形品である。
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8 上 製紡鍾草

黒褐色の上製品である。直径21寸 ,厚 06寸 。大形で中央部に大がある。表面はへ らでなでて平 らに

されて平滑だが,少 し角張つた所が残つて居る。南鮮の石器時代から土製紡鍾車の発見が稀でないが,

曾畑貝塚からこの品を発見したことは宮畑文化と朝鮮石器時代文化とをさらに一歩近寄せたこととなる。

そして曾畑住民は既述の如く原始農業を営んで居たと共に大陸式紡織を行つて居たと思ふべきである。

9 土 器

土器の特色は褐色のものが多いが,時 として黒色のものもある。厚さは概して薄手 (2-3分 )の もの

が多いが時として 3-4分 の中厚手のものもある。上質は砂を含むこと少なくして比較的堅硬,時 とし

て雲母の混人の著明なものがある。森本六爾氏はこれを滑石木の混入と解して関東の繊維土器にこれを

比して居る (「滑石混入の縄紋土器」『考古学』第 5巻第10号,昭 9)。土器の表面は研磨せられて居るが

充分でない。器物の形状は深い鉢形或は浅い鉢形に限られて居る様だ。殊に前者が多い。日径は4-7

寸のもの,つ まり中形土器が多い。大形破片を測つた所が,直 径 4寸 のもの 2個 , 5寸 のもの6個 , 6

寸のもの 5個 , 7寸 のもの 7個 , 8寸 のもの 1個, 9寸 のもの 1個あつた。

上器片には紋様のあるものが多い。そして紋様の8-9割 は細形刻紋だ。縁は平縁であるが, 日唇部

に連続切 り目を附して,き ざみ縁としたものが少なくない。細形刻紋の印せられた上器は悉く平縁で渡

縁はなくまた把手もない。それは土器の形態図に示せる如くである。ところが,5回 高式紋様のある土

器, 8曲 線縄紋のある (鐘ヶ崎)土 器には縁瘤が造 られたものもある。また, 4み みず膨れ線で紋様を

附せられた品の中には小把手ともいひ得べき突起が縁に附されたこともある。

紋様は土器の表面に附してある。縁に沿つて絞様帯となつて居るだけの場合もあるが, しばしば縁を

越えて胴腹部にまで及んで居る。 しかし底に近い所は紋様がない。

割合に多数の場合 (約2-3割 位)縁 の内側に沿つて内紋様が附されて居る。これは当然外開き上器に

多いが,直 壁の日の開きの少ない土器にもこれを見ることがある (他の貝塚では内紋様は平たい皿以外

には余 り見ないものである)。この内紋様は列点紋,列 線紋,或 は両者混用の簡単なもので縁に沿つて

帯状に画かれて居る。

上器の内面と外面との中間部,す なはち口唇部には,往 々きざみがある。ただしきざみの幅の広さは

種々である。そしてまた, ここには貝設の圧痕紋が印せられて居ることもある。

細形亥」紋について考へると, この紋様の要素は点または直線 (多くは短直線)の 並列である。稀に曲

線もあるが,曲 りが弱い。この直線は棒先で附けられた沈紋だが,稀 には凝爪形紋に見る様な節が附い

て居る。さて, これ等要素を組合せて次の如く細形刻紋が画かれて居る。その大要は第 7図 写真を見て

いただけば分るが,組 立てられた紋様として現はれるものは (1)点 線並列紋,(2)短 直線或は長めの

直線の並列紋,(3)短 直線を斜めに並列させて羽状とした紋様,(4)直 線を組合せて重複三角形に近

い紋様,(5)直 線を組合せて重ねた四角形紋様,(6)直 線を組合せて重ねた菱形紋様とする。かくし

て出来上つた紋様が細形刻紋として特異な印象を生ずるのだ。

上記の如くg畑 有紋土器中の8-9割 までは表面に細形刻紋が印されて居つて内面には仕上げの時に

附いたらしい条痕が多い。それはアカガヒの縁部で掻いて出来たらしいもので被様的効果を帯びさせた

ものではない。

残 りの数少ない紋様の内で割合に多いものは阿高式紋様 (太形凹紋)と いはるるもので,ま たこれは

南福寺員塚土器の紋様にも似て居る。ただしこれは小林久雄氏のいふ所の阿高式末期のもであつて,太
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形凹紋帯が狭いものが多いのみならず紋様が簡素で瘤縁も見 られる。ただしこの阿高式上器は細形刻紋

土器よりも分厚に作 られて居て焼きが赤い。器形は両者大差ない。またこの類は浜田,島 田,小 牧氏の

「肥前国有喜貝塚発掘報告 (下)」(『人類学雑誌』第41巻第 2号 ,大 15)で は曲線絡縄紋といはれた類だ

が,曾 畑貝塚では曲線の種類多からず,ま た複雑でない。

かくの如くして曾畑貝塚土器の中から細形刻紋土器を引去 り,さ らにまた阿高式上器を引去つた残余

は極めて少数の上器片となるが,そ の紋様は単種類でない。それはここに轟式上器と仮に命名して写真

第 7図  宮 畑員塚出土の主器片写真
上段 細 形刻紋ある土器片(曾畑式土器)下 段 貝殻条痕紋と細隆起線紋のある
土器片 (番式土器)とその他の土器片 (上中央2片 中左2片)
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第 8図  曾 畑貝塚出上の土器形態模式図 (1,2,

8

3曾畑式 4轟 式 5阿 高式 6,7,8鐘 ヶ崎式 ?)

0   0 5   1 寸

第10図 宮 畑員塚出上の台附底部実測図

第 9図 曾 畑員塚出上の阿高式上器片

で示した土器片が主要なものである。便宜上これを轟式上器といふ理由は 2片 の縄紋の施紋された上器

(轟員塚から縄紋の施紋された上器は出なかつた)を 除くのほか,写 真に示した紋様の上器はすべて轟

貝塚から出る。これは私等が発表した 「肥後国宇上部轟村宮荘貝塚発掘報告J(『京大考古学研究報告』

第 5冊 ,大 9)を 参照していただけば分るが,細 隆起線紋があるし,み みず膨れに似た低い高まりの帯

紋があるし,長 い沈線紋もある。また前期 「有喜貝塚発掘報告」で細形絡縄紋といはれたものもある。

縄紋の施紋された土器は僅かに2片 出た。第 7図 下段の向つて上左から二つ目のものと,中 左端のも

のである。前者はたいして特徴のない縄紋であるが,後 者は曲線紋様ある磨消縄紋であつて御手抗 B式

或は綾村A式 といはれる種類かも知れない。精巧品で朱塗の跡がある。出上 した地層の深さは明瞭でな

いが,前 文に記した如く,私 等の掘つたB地 域は明治年間に員殻を採 り去つた残地だから曾畑貝塚深層

が主として残つて居つたものである。

最後に底部に就て注意すると土器底部は,す べて平底である。ただし精細にいへばその3分 の 1は底

の中底部が僅かに上がつた平底である。底の直径は2寸 5分 のもの2個 , 3寸 のもの4個 , 3寸 5分 の

もの3個 , 4寸 のもの6個 であるから,日 径が中形であつた割に底は大形であつたといへる。

平底が上記の如く15個出たほかに僅かに 1つ の台附の底部が出た。この上質は赤味があつて少し厚手
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3 肥 後国宇土郡花園村大字岩古曾字曾畑貝塚 (清野)

なので多分阿高式上器に属したものらしいが,か なり進歩した台附の底部である。それは図示するが如

く三角形の透し穴が 3個 ある。そして細い葦の管でつついて 2段 に円形を並列した帯紋をめぐらして居

る。

第 5章  結 語

曾畑只塚は北方に於て朝鮮石器時代の東三洞貝塚土器と関係し,南 方では徳之島遺跡か らさらに琉球

上器へと連絡するので,考 古学上重要な員塚である。

古く大正 7年 に 「河内国府石器時代遺跡発掘報告」が現はれた時に (『京大考古学研究報告』第 2冊 ,

第54頁)肥 後国轟貝塚から発見せられた所の分厚い快入り朝鮮式磨製石斧が図示せ られて居る。それで

次篇に記す如く,轟 貝塚を大正 8年 に発掘した時には央状耳飾を得たほかに,朝 鮮と関係のあるものと

して大量の細隆起線紋土器と少量の細形刻紋土器とを発掘した。細隆起線紋が朝鮮石器時代土器に若千

の類似あることを主張し得られるのではあるが,細 形刻紋土器の方が一目瞭然として類似して居る。

しかもこの細形刻紋土器は曾畑貝塚の主要土器であつて,そ の曾畑員塚は発掘報告が学界に現はれざ

る前に殆んど全滅した。そしてこの貝塚の最終遺物が割合に多数私の手に残つて居る。それで私はこの

貝塚に就て念入りに記述して置いた。正式報告ほど図を多数挿入出来ないし,上 器の紋様拓本を全部割

愛 したのは残念ではあるが,理 解 していただける程度には書けたと思つて居る。そして将来これが九州

石器時代研究者に若千お役に立つならば幸いである。

さて曾畑貝塚は従来九州石器時代として古いと考へられて居つた。土器の器形が簡単なこと,上 器の

上質に雲母を混へること,細 線刻紋が紋様として素朴なこと等を考へると一応肯定できる。それだから

九州石器時代土器の研究者小林久雄氏の如きも章式,阿 高式,曾 畑式を九州石器時代の前期として居る。

それは土器からの議論である。もつとも土器だけの議論であつても,私 の発掘で, 1片 ではあるが磨

消縄紋土器の出たこと,複 雑な台附の底部の出たことは新しさうな話である。それからまた石杵が多 く

出て穀食を想起せしむること,馬 歯が出ること,紡 錘車の出ることも高文化,す なはち時代の下つたの

を考へさせる。ただ私達のこの貝塚発掘は,地 層的に深さを定めて上層を順次に上げて行つたのではな

いから,年 代的序次を考へる上には熟考の余地があらう。しかし曾畑式上器を古いといひ切るには未だ

後の研究を必要とする。

また宮畑貝塚に共存する阿高式上器から考へると阿高後期のものだと思へないこともない。ただし細

線刻紋と阿高式紋様との間には曾畑貝塚で中間紋様或は移行紋様は見当らない様である。

(『日本貝塚の研究』岩波書店, 1969年)
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1988 「 曽畑貝塚低湿地遺跡から出土した木質建物に関する一考察J

1988 「 曽畑貝塚低湿地遺跡出上の動物遺体J

1988 「 熊本県曽畑貝塚低湿地出上の縄文時代人骨J

1988 「 曽畑貝塚低湿地遺跡のC14測定結果J

1988 「 曽畑貝塚付近における地形環境の変遷」

1988   「習畑員線低起覚1鷲幌文前翔からは上したと]ウタン神同l_航 w4,3″″の採実と8子について!

1988 「 縄文時代食用植物研究上の意義」

1988  「中国長江流域にみる編物 (網代)について一曽畑出土資料と関連して刊

1988 「 縄文時代の人々」

1989 「 曽畑式上器様式」

岨
占
コ
輔
沖
磯
唖
澄
丹
け
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１



収 録 誌 巻 号 発 行  所

76 中 村忘            1989 「 曽畑式上器の文化」                   『 シマ研究会』第31回               南 島文化研究所

77 小 林達雄 小 川忠博      1989 『 縄文土器大観』 1                                             小 学館

78 坂 田邦洋           1989 「 対馬越高尾崎における縄文前期文化の研究J        『 別府大学考古学研究報告』 3           別 府大学考古学研究室

79 水 ノ江和同          1990 「 占北九州の曽畑式上器J                 『 伊木力遺跡』                  聴 欲拷辞雌 船軸ケR馴縮験合

80 水 ノ江和同          1990 「 中 南 九州の曽畑式土器J                『 肥後考古』 7                  肥 後考古学会
81 渡 辺誠            1990 「 縄文時代の日韓関係」                  『 市制百周年記念 東 アジアと日本 特 別考古学講座講演集』 福岡市埋蔵文化財センター

82 緒 方勉            1991 「 曽畑式土器の祖形について (予察)J           『 瀬田裏遺跡調査報告』 I             瀬 田豪遺跡調査団株式会社阿酪大津コル場
83 島 津義昭           1992 「 日韓の文物交流J                    『 季刊考古学』38                 雄 山閣
84 広 瀬雄-           1992 「 韓国櫛目文土器の編年J                 『 季刊考古学』38                 雄 山閣
85 水 ノ江和同          1992 「 曽畑式上器の成立J                   『 季刊考古学』38                 雄 山閣

86 坂 田邦洋           1993 「 曽畑式上器の研究 :韓国岩寺洞遺跡の櫛文土器」      F〕 1府大学紀要』34                別 府大学考古学研究室

87 加 藤晋平           1994  噺 期の上器縄文尖底土器/円筒土器/黒浜式上器/北白川式上器/曽畑式上器)J 『縄文文化の研究』 (3)縄 文土器 1(第 2版 )   雄 山閣
88 え びの市史郷上史編さん委員会編  1994 「 縄文時代J                        『 えびの市史』上                 宮 崎県えびの市
89 杉 村彰-           1994 「 曽畑式土器 曽 畑貝塚J                 『 縄文時代研究事典』               東 京堂出版
90 宮 田紘-           1998 「

縄文時代」                       『 新熊本市史』通史編第一巻 自 然 原 始 古 代   熊 本県熊本市
91 矢 作健二 橋本真掛夫 小田静夫 江坂瞬捕他 2001 「 縄文時代前期曽畑式上器にみる九州～南西詰島の人間活動 胎上分析から」 『日本第四紀学会議演要旨集』31          日 本第四紀学会

と    ;: 讐暴倭奏 金田一精      :‖‖:  ;是嬰晶羅上土器と植物食の発展―」            ‖繁喜士喜畳1亀笙揮:              繁套曇軍圭再
鷺    94 井 立尚            2003 「 千里ヶ浜遺跡出上の隆帯を施した曽畑式土器」       『 西海考古』 5                  西 海考古学同大会

1     95 水 ノ江和同          2003 「 曽畑式土器～縄文時代の海外交流J            『 熊本歴史叢書』 1                熊 日出版
96 木 崎康弘           2004 『 豊饒の海の縄文文化 曽 畑貝塚』                                     新 泉社
97 藤 田和裕           2005 「 曽畑式上器の作成J                   F西 海考古』6 正 林護先生喜寿記念号       西 海考古学同人会
98 小 日富士雄          2005 「 縄文の航海貿易J                    別 冊太陽 『古代九州』               平 凡社
99 村 川逸期           2006 「 日韓 縄 文及び新石器時代前期の交流についてJ      『 日韓交流史理解促進事業調査報告書』       日 韓交流史理解促進事業実行委員会
100 建石徹            2007 「 九州の前期土器―曽畑式上器群―」            『 日本の美術』略496 縄文土器前脚        至 文堂
101 山崎真治           2007 「 曽畑式上器の終焉‐有明海】ヒ岸部の事例分析から見た九州縄文前期末上器群の様相J 『古文化談叢』57                 九 州古文化研究会
102 古環境研究所         2007 「 曽畑遺跡出土曽畑式上器付着炭化物の放射線炭宗年代測定J 『熊本県立装飾古墳館研究紀要』 7         熊 本県立装飾古墳館
103 堂込秀人           2008 「 曽畑式土器」                       『 総覧縄文土器』J 林ヽ達雄先生古稀記念企画     『 総覧縄文土器』刊行委員会
104 鐘 ヶ江賢二                2008  「 九州島保部における縄文土器の移動形態についての予察―五島列島出上縄文土器の岩こ学的分析から J 『九州と東アジアの考古学一九州大学考古学研究節0周年記念論文集―』九州大学大学院大文科学研究院考古学研究室
105 宇土市史編纂委員会編     2oo9 『 宇上の今昔百ものがたり』                                        熊 本県宇土市
106 木之下悦朗          2009 「 曽畑式上器の製作法について」              『 上水流遺跡』3 鹿児島県立埋蔵文|ヒ財センター発掘調査報告書崎8 魔児島県立理蔵文化財センター

No     著  者  名      発 行年 表       題
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題表編著者名 発行年 収 録 誌 巻 号 発 行  所

豆谷和之 田 崎美佐

山口大学埋蔵文化財資料館編

「光構内教育学部附属光中学校武道館新営に伴う発掘調査」
「御手洗遺跡」

1994 『 山□大学格内遺跡調査研究年報』XH

1998 『 学内発掘20年の歩み』

山田大学埋蔵文化財資料館

山田大学埋蔵文化財資料館

福岡県

編著者名

（対
さ
）
寓
囲
対
心
滑
離
―
岬

題表 発行年 収 録 講 巻 号 発 行  所

3 飛 高憲雄他

4 柿 原野田遺跡調査団

5 柳 田純孝

6 二 宮忠司

7 浜 石哲也

8 萩 原裕房 富 永直樹

9 山 口信義

10 吉 武学

11 横 山邦継

12 狭 川真一 山 村信柴

13 井 上裕弘 ,木下修

14 前 田義人

15 池 田祐司

16 井 上裕弘

17 井 上裕弘

18 前 田義人

19 山 口信義

20 中 村修身

21 榎 本義嗣

22 水 ノ江和同

23 谷 口俊治

24 小 池史哲

25 井 上裕弘 仲 間研志

26 池 田祐司 ・山口譲治

27 富 永直樹 ・神保公久

28 白 木守

29 仲 間研志

30 加 藤良彦

31 米 倉秀紀

『蒲田遺跡』

『柿原野田遺跡』

『四箇周辺遺跡調査報告書』

『四箇周辺遺跡調査報告書』

『田村遺跡』 H

「安国寺遺跡の調査 (2)

2

4

第 1次 調査 (2)J

『楠橋貝塚』

『四箇遺跡群』第23次調査報告書

『四箇遺跡』四箇遺跡群第22次調査

「宮ノ本遺跡第 3次 調査J

「稗畑遺跡の調査J

『貫川遠跡』 5

『脇山』IV 県 営固場整備事業に伴う脇山A遺 跡 5次 調査報告

「鎌塚遺跡の調査」
「山ノ神遺跡の調査」
『貫川遺跡』 7

『永犬丸遺跡』

「山鹿貝塚J

「栗尾B遺 跡第 1次 調査の記録J

「大碇遺跡J

『上曽根遺跡』

『新延貝塚』

「天園遺跡の調査」
「次郎丸高石遺跡第 3次 調査」
「野口遺跡 (第7次 調査)J

「筑後国分寺跡―第38次調査―J

「楠田遺跡J

『日村』14 田 村遺跡群第20次調査

「大坪南遺跡第 1次調査J

1975

1976

1978

1981

1984

1984

!988

1989

1989

1991

1991

1992

1992

1992

1992

1993

1994

1994

1994

1994

1995

1995

1996

1997

1997

1998

1998

1999

1999

福岡市埋蔵文化財調査報告書33

福岡市埋蔵文化財調査報告書47

福岡市埋蔵文化財調査報告書63

福岡市埋蔵文化財調査報告書104

久留米市文化財調査報告書39

北九州市埋蔵文化財調査報告書69

福岡市埋蔵文化財調査報告書196

福岡市埋蔵文化財調査報告書199

太宰府市の文化財17

九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告49

福岡市埋蔵文化財調査報告書611

福岡市埋蔵文化財調査報告書619

福岡市教育委員会

福岡県甘木市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡県久留米市教育委員会

北九ナH市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡県太宰府市教育委員会

福岡県教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

―
―
】
∞
∞
―
― 九州検断自動車道関係埋蔵文化財調査報告20    福 岡県教育委員会

北九ナH市埋蔵文化財調査報告書121         北 九州市教育委員会

福岡市埋歳文化財調査報告書312          福 岡市教育委員会

九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告22     福 岡県教育委員会

九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告22     福 岡県教育委員会

北九州市埋蔵文化財調査報告書139         北 九州市教育委員会

北九州市埋蔵文化財調査報告書151         北 九州市教育委員会

福岡県芦屋町埋蔵文化財調査報告書6        福 岡県芦屋町教育委員会

福岡市埋蔵文化財調査報告書386          福 岡市教育委員会
一般国道210号線浮羽バイパス関係埋蔵文化財調査報告8 福 岡県教育委員会

北九州市埋蔵文化財調査報告書181         北 九州市教育委員会

福岡県文化財調査報告書122            福 岡県教育委員会

九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告42     福 岡県教育委員会

福岡市埋蔵文化財調査報告書536          福 岡市教育委員会

『平成8年度久留米市内遺跡群』久留米市文化財調査報告書127 福岡県久留米市教育委員会

久留米市文化財調査報告書139           福 岡県久留米市教育委員会



編著者名 発行年題表 収 録 麟 巻 号 発 行  所

―

一
磐

―

32 仲 間研志

33 山 口護治

34 宇 野恨敏

35 大 塚紀宜

36 戸 田哲也他

37 柏 原孝俊

38 松 本直子

39 柏 原孝俊

40 近 藤康治

41 自 木守

42 佐 々木竜郎

43 米 倉秀紀

44 阿 部泰之

45 加 藤良彦

46 小 林勇作

47 南 宮士寛

48 田 上勇一郎

49 中 村恒次郎

50 斎 部麻矢他

福岡県教育委員会

福岡市教育委員会

北九州市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡県太宰府市教育委員会

福岡県小都市

福岡県小都市

福岡県小都市

福岡県久留米市教育委員会

福岡県久留米市教育委員会

福岡県太宰府市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡県筑後市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡県太宰府市教育委員会

福岡県教育委員会

『金場遺跡 上 巻』
『日佐遺跡』日佐遺跡群第 1次調査報告
『貫 ・井手ヶ本遺跡』 3

F中山遺跡J
「カヤノ遺跡第?次調査」
「千潟向雄ヶ浦遺跡」
「横隈山遺跡四地点」
「津古東宮原遺跡」
『横道遺跡I』

「市ノ上北屋敷遺跡 (第5次 )」
「日焼遣跡第3次調査」
『今山遺跡第8次調査J～石器制作社と縄文時代前期から平安時代までの遺格,遺物の調査～

「乙石遺跡第2次調査の記録」
「広瀬遺跡」 2

『古島榎崎遣跡』
『警弥郷B遺 跡』 3 第 5次調査報告
『西新町遺跡』 9 第 18次調査報告
r日焼遺跡第2次調査」
『竹重遺跡J3

1999 九 州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告54

2000 福 岡市埋蔵文化財調査報告書646

2001 北 九州市埋蔵文化財調査報告書257

2001 福 岡市埋蔵文化財調査報告書687

2001 太 宰府市の文化財58

2001 『 小郡市史』4

2001 『 小都市史』4

2001 『 小郡市史』4

2001 久 留米市埋蔵文化財調査報告書173

2002 久 留米市文化財調査報告書183

2004 太 宰府市の文化財74

2005 福 岡市埋蔵文化財調査報告書835

2006 福 岡市理蔵文化財調査報告書874

2006 福 岡市埋蔵文化財調査報告書901

2006 筑 後市文化財調査報告書72

2007 福 岡市埋蔵文化財調査報告書929

2007 福 岡市埋蔵文化財調査報告書939

2008 太 宰府市の文化財100

2010 福 岡県文化財調査報告書227

佐賀県

日著者名 題表 発行年 収 録 携 巻 号 発 行  所

51 松 尾禎作

52 西 田和己他

53 高 瀬哲朗他

54 堤 安信他

55 多 々良友博他

56 高 瀬哲朗他

57 多 々良友博他

58 明 瀬慎吾

59 小 松譲

60 日 島龍太

61 渋 谷格

62 家 田淳一

63 田 平徳栄 ・副島正道

04 西 田巌

65 谷 澤仁

「佐賀県西唐津海底道跡」
「六本黒木遺跡」
「香日遺跡」
「浦田道跡」
『金立開拓遺跡』
「下石動遺跡」
「簾石B遺 跡」
『赤松海岸遺跡J
「山浦西北方遺跡」
F中尾ニツ枝Jl
「猿嶽A遺 跡」
「鈴熊道跡」
「大久保三本松造跡」
『大野原遺跡』
『大願寺二本松遺跡』

佐賀県教育委員会

佐賀県教育委員会

佐賀県教育委員会

佐賀県教育委員会

佐賀県教育委員会

佐賀県教育委員会

佐賀県鎮西町教育委員会

佐賀県教育委員会

佐賀県唐津市教育委員会

佐賀県教育委員会

佐賀県教育委員会

佐賀県教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀県大和町教育委員会

1955 『 日本考古学年報』4

1980 九 州横断自動車道関係理蔵文化財発掘調査報告書 1

1981 九 州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書2

1983 九 州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書3

1984 九 州検断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書4

1987 九 州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書6

1989 九 州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書9

1989 鎖 西町文化財調査報告書7

1991 九 州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書14

1991 唐 津市埋蔵文化財調査報告47

1993 九 州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書16

1993 九 州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書16

1993 九 州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書16

1998 佐 賀市文化財調査報告書48

1993 大 和町文化財調査報告22

４
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N6      編 著者名 表       題 収 録 誌 巻 号発行年 発 行  所

66 西 田巌

67 古 賀章彦

68 日 島龍太

69 古 賀彰彦

70 市 川浩文

「川久保遺跡 1区」
「大日遺跡 2区 J

『唐ノ川遺跡群 唐 ノ川高峰遺跡 (3)』

『金立遺跡』 E

「戦場古墳群 I区 の遺構と遺物」

71 八 尋実 ・桑原幸則      『 船塚遺跡一縄文 ・弥生 古 墳時代編―』

1994 佐賀市文化財調査報告書55

1996 佐賀市文化財調査報告書66

1996 唐津市文化財調査報告書72

1998 佐賀市文化財調査報告書87

1999 佐賀県文化財調査報告書140

2000 神 埼町文化財調査報告書67

2001 唐 津市文化財調査報告書96

2007 佐 賀県文化財調査報告書170

2009 佐 賀県文化財調査報告書180

佐貿市教育委員会

佐賀市教育委員会

佐賀県唐津市教育委員会

佐賛市教育委員会

佐賛県教育委員会

佐賀県神埼町教育委員会

佐賀県唐津市教育委員会

佐賀県教育委員会

佐賀県教育委員会

唖
占
加
輔
澪
磯
唖
占
丹
卜
錦

（料
合
）
声
囲
車
ぶ
澪
幹
―
渾

72 田 島龍太

73 徳 永貞照

74 渋 谷格他

『菅牟田荒谷遺跡』
「東ltH瀬遺跡3区J
「西畑瀬遺跡」2

長崎県

N6      編 著者名 表       題 収 録 議 巻 号発行年 発 行  所

75 麻 生優           『 岩下洞穴』                       1967                          長 崎県佐世保市教育委員会

76 佐 世保市教育委員会     「 下本山岩陰」                      1972                          長 崎県佐世保市教育委員会

77 渡 辺康行          「 深堀第Il群遺跡について」                1983                          長 崎市立深堀小学校

と    ;; 禁 豊透中藤田和裕       『 星馴

イ`学校校舎増発に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書』

 |;8! 長 崎県文化財調査報告書71             量 揺賢談暮委昌套

〒    告1 橋香空患
中国敦之

      穣信層環掛                       |:告: 曇据曇郭を酪諮墓繋唇喜舌;             量帽量繁喜委昌室
82 高 野晋司          「 宮田A遺 跡」                      1989 長 崎県文化財調査報告書93             長 崎県教育委員会

83 同意社大学考古学研究自ウ長見町教育委員会幅 『伊木力遺跡』                      1990 多 良見町文化財調査報告書7            長 崎県多良見町教育委員会

84 福 江市教育委員会      『 福江 ・堂崎遺跡J                     1991 福 江市文化財調査報告書4             長 崎県福江市教育委員会

85 旧 福江市史編集委員会    「 江湖貝塚」                       1995 「 福江市史』上                  長 崎県福江市

86 旧 福江市史編集委員会    「 白浜貝塚」                       1995 『 福江市史』上                  長 崎県福江市

87 旧 福江市史編集委員会    「 黄島泊浦 (泊崎)遺 跡」                 1995 『 福江市史』上                  長 崎県福江市

88 長 崎県教育委員会      『 伊木力道跡』 1                     1996 長 崎県文化財調査報告書126            長 崎県教育委員会

89 有 川町教育委員会      『 頭ヶ島白浜遺跡』                    1996 有 川町文化財調査報告書 1             長 崎県有川町教育委員会

90 長 崎県教育委員会      『 伊木力遺跡』E                     1997 長 崎県文化財調査報告書131            長 崎県教育委員会

91 小 値賀町教育委員会     『 山見沖海底遺跡』                    2002 小 値賀町文化財調査報告書16            長 崎県小値賀町教育委員会

92 塚 原博           『 野首遺跡』                       2003 小 値賀町文化財調査報告書17            長 崎県小値賀町教育委員会

93 川 線雄一          『 貝津横島B遺 跡』                    2008 謙 早市文化財調査報告書21             長 崎県誌早市教育委員会

熊本県

No      編 著者名 表       題 収 録 競 巻 号発行年 発 行  所

94 清 野謙次

95 江 坂輝璃

「肥後国宇土郡花固村岩古曽字曽畑貝塚―附貝輪の用途一」  1924 『 歴史地理J432
「曽畑貝塚の発掘調査J(1)～ (4) 1959 熊本日日新聞



編著者名 題表 発行年 収 撮 購 巻 号 発 行  所

―

〓

―

96 乙 益重隆

97 江 坂輝開

98 坂 田邦洋

99 江 本直他

100 松本健郎

101 松村道博

102 中村煽

103 林田憲義

104 佐藤伸二他

105 中村幸史郎他

106 菊池市史編さん委員会

107 菊池市史編さん委員会

108 隈昭志他

109 花岡興輝

110 高木恭二 木 下洋介

111 浦田信智

112 大城康雄

113 林田憲義

114 島津義昭

115 丸山真治他

116 江本直他

117 隈昭志 西 住欣一郎

118 水俣市教育委員会

119 水俣市教育委員会

120 緒方勉

121 山崎純男

122 山崎純男

123 山崎純男

124 富田紘一

125 富田紘一

126 宮田紘一

127 富田紘一

128 富田紘一

129 宮田紘一

130 富田紘一

181 村崎孝宏

132 村崎孝宏

133 松村真紀子

日本人類学会

縄文文化研究会

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

九州電力株式会社`中後迫遣跡調査団

熊本大学考古学研究室

熊本県松橋町

九州電力株式会社 日向遣跡調査団

熊本県山鹿市

熊本県菊池市

熊本県菊池市

熊本県五和町教育委員会

熊本県苓北町

熊本県宇土市教育委員会

熊本県教育委員会

熊本市教育委員会

熊本県三角町

熊本県松島町

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

熊本県水俣市教育委員会

熊本県水俣市教育委員会

瀬日寝追跡調査団̀ 株式会社同様大津」ルフ場

熊本県本渡市

熊本県本渡市

熊本県本渡市

熊本県旭志村

熊本県旭志村

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

熊本市教育委員会

「熊本県上益城郡カキワラ貝塚J

「曽畑貝塚発掘調査報告」

F曽畑式上器に関する研究―尾田貝塚―』

「曽畑J
「天ノ岩戸洞穴」
F中後迫遺跡調査報告J

「桑鶴土橋遺跡』2

「宮島貝塚 (町指定)」

『矢護川日向造跡調査報告』
『方保田東原遺跡』
「伊野遺跡」
「伊牟回遺跡」

『沖ノ原遺跡』
「苓北町内の縄文遺跡 黒 染遺跡J

『西岡台貝塚』
『出野遺跡』lll

『神水遺跡発掘調査報告書』
「際崎貝塚」
「前島貝塚」
『竜田陣内遺跡J

『曽畑』
『鼓ヶ峰遺跡』
「木臼野遺跡」
「西きんどう遺跡」
『瀬回裏遺跡調査報告』 I

「鳴子崎遺跡群」
「立浦遺跡」
「南古郷遺跡」
「大谷遺跡」
「前原遺跡 (菊池郡大津町)」

「川戸貝塚」
「八景水谷遺跡」
「上古閑遺跡」
「弓削宮原遺跡」
「水源地遺跡」
「古池さん遺跡」
「古池さん北遺跡」
「江津湖遺跡群第 1次調査J

1959 『 日本考古学年報』8

!960 『 日本人類学会』第15回研究発表抄録

1974

1976 熊 本県文化財調査報告19

1978 熊 本県文化財調査報告31

1978

1979 『 研究活動報告』 5

1979 『 松橋町史J

1980

1981 山鹿市立博物館調査報告書2

1982 『菊池市史』上 「縄文時代の菊池」

1982 『菊池市史』上 「縄文時代の菊池」

1984

1984 『苓北町史』第2章第 1節

1985 熊本県宇土市埋蔵文化財調査報告書12

1985 熊本県文化財調査報告75

1980

1987 『 三角町史』

1987 『 松島町史』

1988 熊 本県文化財調査報告98

1988 熊 本県文化財調査報告100

1988 熊 本県文化財調査報告96

1990 水 俣市埋蔵文化財調査報告書 1

1990 水 俣市埋蔵文化財調査報告書 1

1991 『 大津町文化財調査報告』

1991 『 本渡市史』

1991 『 本渡市史』

1991 『 本渡市史』

1993 『 旭志村史』

1993 『 旭志村史』

1998 『 新熊本市史』史料編 1

1996  F新 熊本市史』史料編 1

1996  F新 熊本市史』史料編 1

1996 『 新熊本市史』史料編 1

1996 『 新熊本市史』史料編 1

1997 熊 本県文化財調査報告書162

1997 熊 本県文化財調査報告書162

1999 『 熊本市埋蔵文化財発掘調査報告集一平成10年度―』

４
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編著者名 題表 発行年 収 録 誌 巻 号 発 行  所

134 野 田恒親他

135 績 田彰久

136 矢 野裕介他

137 戸 田清恵

138 村 崎孝宏

139 文 化財環境整備研究所

140 山 下義満

141 池 田朋生

142 亀 田学

143 西 健一郎 ・塚本国男

144 山 城敏昭

145 亀 田学他

146 山 口健岡J

147 西 住欣一郎他

148 大 坪志子

149 岡 本勇人

150 帆 足俊文

151 杉 井健他

152 芝 康次郎他

153 西 山絵里子

154 米 村大

155 高 濱未末

156 山 崎純男

157 西 慶喜

158 西慶喜

159 藤 本貴仁

「梨木遺跡」

『古閑山遺跡』

『蔵城遺跡』

「大鶴A遺 跡」

『耳切遺跡』

『古閑原遺跡』

『灰塚遺跡』 (I)

『石の本遺跡Il』

『梅ノ木遺跡』 工

『ヒイデンPhl遺跡』

『頭地田口A遺 跡』

『フスギ遺跡』

『方保田東原遺跡』 (5)

『東鶴遺跡』

「熊本県小波戸遺跡の植物種子J

『曲手西原遺跡』

『阿高貝塚』

「柳貝塚採集資料報告J

「小波戸遺跡発掘調査報告J

「荒木浜遺跡J

『陣ノ内遺跡』

「禿島遺跡」

『大矢遺跡』

「高畑乙ノ原遺跡J

「高畑前鶴遺跡J

『轟貝塚一慶應義塾大学資料再整理報告―』

1999 熊 本県文化財調査報告175

1999 熊 本県文化財調査報告171

1999 熊 本県文化財調査報告172

1999 熊 本県文化財調査報告176

1999 熊 本県文化財調査報告180

2000 豊 野町文化財調査報告 2

2000 熊 本県文化財調査報告187

2001 熊 本県文化財調査報告書194

2001 熊 本県文化財調査報告199

2002

2002 熊 本県文化財調査報告206

2003 熊 本県文化財調査報告214

2004 山 鹿市文化財調査報告書17

2004 熊 本県文化財調査報告222

2004 『 先史 東 アジア出上の植物遺存体』 2

2005 菊 陽町文化財調査報告 4

2005 熊 本県文化財rJB査報告223

2005 『 上天草市史大矢野町編資料集』 1

2006 『 上天草市史大矢野町編資料集』 2

2006 『 上天草市史大矢野町編資料集』 2

2007 合 志市文化財調査報告 1

2007 『 上天草市史大矢野町編資料集』 3

2007 天 草市文化財調査報告書 1

2007 山 都町文化財調査報告 1

2007 山 都町文化財調査報告 1

2008 宇 土市埋蔵文化財調査報告書30

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

熊本県豊野町教育委員会

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

熊本県長洲町教育委員会

熊本県教育委員会

熊本県教育委員会

熊本県山鹿教育委員会

熊本県教育委員会

熊本大学文学部

熊本県菊陽町教育委員会

熊本県教育委員会

熊本県上天草市

熊本県上天車市

熊本県上天革市

熊本県含志市教育委員会

熊本県上天草市

熊本県天草市教育委員会

熊本県山都町教育委員会

熊本県山都町教育委員会

熊本県宇上市教育委員会

唖
占
コ
輔
淳
磯
唖
占
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大分県

編著者名 題表 発行年 収 録 講 巻 号 発 行  所

160 栗田勝弘

161 田中裕介他

162 田中裕介他

103 今回秀樹

164 塩地潤一他

165 綿貫俊一 小 柳和宏

「新生遺跡J

「手崎遺跡」
「大部遺跡」
『大肥下河内遺跡』
『横尾貝塚』
『岩ノ下岩陰遺跡発掘調査報告書』

大分県旧野津町教育委員会

大分県教育委員会

大分県教育委員会

大分県日田市教育委員会

大分市教育委員会

大分県埋蔵文化財センター

1984 『野津川流域の遺跡V 新 生遺跡 下 藤遺跡』

1998  -般国道210号日田バイパス建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書I

1998  -般国道210号日田バイパス建設に伴う埋茂文化財発掘調査報告書I

2006 日 田市埋蔵文化財調査報告書63

2008 大 分市埋蔵文化財発掘rvR査報告書88

2008 大 分県教育庁埋蔵文化財センター調査報告書32



宮崎県

編著者名 題表 発行年 収 録 鉄 巻 号 発 行  所

166 飯 田博之他

167 金 丸武司

168 大學康宏

169 金丸武司 ・森田浩史

170 金丸武司

171 実 原光博

172 出 山真次他

173 藤 木聡

174 有 馬約子

175 秦広之

「田向遺跡J

『元野河内遺跡』

「大谷遺跡表採縄文土器資料」

『本野遺跡 (縄文時代遺物編)』

F本野原遺跡』 2

「笹ヶ崎遺跡J

『尾花A遺 跡 I 旧 石器時代～縄文時代』

「カラ石の元遺跡」

『鵜戸ノ前遺跡』

『山中遺跡』

1994  『県道向山 日之影線道路改良事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書』

1997 旧 田野町文化財調査報告書39

1999 高 原町文化財調査報告書4

1999 旧 田野町文化財調査報告書32

2005 旧 日野町文化財調査報告書52

2006 『 都城市史』史料編 考 古

2009 宮 崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書185

2010 宮 崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書189

2010 宮 崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書193

2010 小 林市文化財調査報告書4

宮崎県教育委員会

宮崎県宮崎市教育委員会

宮崎県高原町教育委員会

宮崎県宮崎市教育委員会

宮崎県宮崎市教育委員会

宮崎県都城市

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県埋蔵文化財センター

宮崎県小林市教育委員会

鹿児島県

編著者名 題表 発行年 収 録 講 巻 号 発 行  所

―

ド
程

―

176 戸 崎勝洋 立 神次郎

177 金 峰町教育委員会

178 志 布志町教育委員会

179 井 上秀文他

180 倉 元良文 中 原一成

181 堂込秀人

182 池 畑耕一 前 迫亮一

183 清 水周作

184 清 水周作

185 宮 下貴浩他

186 宮 下貴浩他

187 宮 下貴浩 ・相美伊久雄

188 前 迫亮一

189 宮 田栄二 東 和幸

190 中 村和美 ・池畑耕一

191 宮 田洋一他

192 前 迫亮一 ・森田郁郎

193 八 木澤一郎他

194 八 木澤一郎他

195 有 馬孝一他

196 清 水周作

197 宮 下貴浩他

198 黒 川忠広

「指辺遺跡J

『阿多貝塚』

『別1府 石 踊遺跡』

『中尾田遺跡』

『神野牧遺跡』

「波留貝塚J

『千迫遺跡』

『船窪遺跡』

『川路山遺跡』

『上水流遺跡第 1次調査』

『小薗遺跡』

「鳥追薗遺跡J

『高井田遺跡』

『計志加里遺跡』

『上野原遺跡』

「猿引遺跡J

『中原遺跡』

「山ノ脇遺跡」

「西原遺跡」

『城ヶ尾遺跡 I 縄 文 ・古墳時代編』

『萩原遺跡』

「上焼回A遺 跡」

『東郷坂A遺 跡』

1977 鹿 児島県埋蔵文化財発掘調査報告書5

1978 金峰町埋蔵文化財調査報告書 1

1979

1981 鹿 児島県埋蔵文化財発掘調査報告書15

1996 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書20

1990 鹿 児島県埋蔵文化財発掘調査報告書72

1997 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書22

1997 大 隠町埋蔵文化財発掘調査報告9

1997 大 隅町埋蔵文化財発掘調査報告11

1998 金 lgr町埋蔵文化財発掘調査報告書9

2000 金 峰町埋蔵文化財発掘調査報告書H

2001 金 峰町埋蔵文化財発掘調査報告書12

2002 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書35

2002 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書38

2003 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書52

2003 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書53

2003 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書54

2003 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書58

2003 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書58

2003 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書60

2003 大 隠町埋蔵文化財発掘調査報告書31

2003 金 峰町埋蔵文化財発掘調査報告書15

2004 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書65

鹿児島県教育委員会

鹿児島県金峰町教育委員会

鹿児島県志布志町教育委員会

鹿児島県教育委員会

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県教育委員会

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県大隅町教育委員会

鹿児島県大隅町教育委員会

鹿児島県金峰町教育委員会

鹿児島県金峰町教育委員会

鹿児島県金峰町教育委員会

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県大隅町教育委員会

鹿児島県金峰町教育委員会

鹿児島県立埋蔵文化財センター

４

罰

∞



編著者名 題表 発行年 収 録 誌 巻 号 発 行  所

199 西 園勝彦他

200 中 原一成

201 野 退盛雅他

202 鹿 屋市教育委員会

203 上 東克彦 福 永裕暁

204 中 村耕治他

205 中 村耕治他

206 寺 原徹

207 開 築久志他

208 長 野長一他

209 西 園勝彦 ・東和幸

210 最 上優子

211 橋 元邦和

212 藤 崎光洋 中 村和美

213 中 村耕治 日 高正人

214 池 畑耕一 三 垣恵一

215 長 野員一他

216 長 野員一他

217 長 野員一他

218 寒 川朋枝

219 繁 昌正幸 三 垣恵一

220 有 川孝行 深 野麻衣

221 藤 野義久 出 口浩

222 上 東克彦 福 永裕暁

223 長 野長一他

224 寒 川朋枝他

225 藤 崎光洋

226 平 美典他

227 相 美伊久雄他

228 日 高正人他

229 牛 ノ濱修 ・橋口拓也

230 清 水周作 杉 山真二

231 溝 口学他

232 溝 口学他

233 関 明恵他

234 捕 架久志他

235 冨 田逸朗他

236 小 林晋也 川 口雅之

『フミカキ遺跡』

『桐木遺跡』

「松山田西遺跡」

『サ1の上 中 ノ丸遺跡』

『中山遺跡』

「窪見ノ上遺跡J

『建石ヶ原遺跡J

『白糸原遺跡』

『南田代遺跡』

『桐木耳取遺跡lll』

『山下堀頭遺跡』

『柳原遺跡』

『大畠遺跡』

『三角山遺跡群』 (3)

『尾ヶ原遺跡』

「中尾遺跡J

「隠迫遺跡」

「炉堀遺跡」
「仁田尾遺跡J

『堂園平遺跡』

『市ノ原遺跡』

『地頭仮屋跡』

『大龍遺跡D地 点』
「二頭遺跡J

『仁田尾中A B遺 跡』

『前山遺跡』

『上山路山遺跡』

『安茶ヶ原遺跡』

『仁田尾遺跡』

「市ノ原遺跡第4地 点J

「鷲ヶ迫遺跡J

『宮岡遺跡』

『上水流遺跡』 3

『下ノ原B遺 跡』

「桜谷遺跡の発掘調査成果J

「建山遺跡J

『市ノ原遺跡第 3地 点』
『堂原遺跡』

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県鹿屋市教育委員会

鹿児島県加世田市教育委員会

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋歳文化財センター

鹿児島県出水市教育委員会

能児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋歳文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立理蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県鹿児島市教育委員会

鹿児島県鹿児島市教育委員会

鹿児島県南さつま市教育委員会

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立理嵐文化財センター

鹿児島県曽於市教育委員会

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

随児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

2004 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書74

2004 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掴調査報告書75

2004 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書76

2004 鹿 屋市埋蔵文化財発掘調査報告書74

2004 加 世国市埋蔵文化財発掘調査報告書25

2005 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書83

2005 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書83

2005 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発堀調査報告書86

2005 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書88

2005 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書91

2005 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書92

2005 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書94

2006 旧 野田町埋蔵文化財報告書 1

2006 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掴調査報告書96

2003 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書98

2006 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書99

2006 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書101

2006 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書101

2006 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書101

2006 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書104

2006 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書105

2006 鹿 児島県鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告書44

2006 鹿 児島市埋蔵文化財発掘調査報告書48

2006 鹿 児島県南さつま市埋蔵文化財発掘調査報告書 1

2007 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書110

2007 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書115

2007 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書116

2007 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書118

2008 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書128

2008 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書130

2008 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発颯調査報告書132

2009 曽 於市埋蔵文化財発掘調査報告書8

2009 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書136

2009 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書137

2009 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書138

2009 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書139

2009 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書140

2009 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書145
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Nα      編 著者名 発行年 収 録 講 巻 号

237 岩 澤和徳 ・小林晋也      「 尾付野山遺跡」                      2010 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書147  鹿 児島県立埋蔵文化財センター

238 平 木場秀男他         「 建山遺跡」                        2010 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書152  鹿 児島県立埋蔵文化財センター

239 前 迫亮一他          「 定塚遺跡」                        2010 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書153  鹿 児島県立埋蔵文化財センター

240 富 田逸郎他          『 桁域跡』                         2010 鹿 児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書155  鹿 児島県立埋蔵文化財センター

沖縄県

表       題 発 行 所

Ho      編 著者名 表       題 収 録 離 巻 号発行年 発 行  所

241 新田重清

242 新田室清

243 安部克子

244 高宮廣衛

「喜屋武洞村貝塚」
「野口第2遺跡J
「高又適跡」
「渡具知東原遺跡」

1976  1沖 縄県立博物館紀要』 2

1976 『 沖縄県立博物鵠紀要』 2

1979 『 研究活動報告』 3

1981 『 沖縄国際大学文学部紀要』101

1903 伊 是名村文化財調査報告書9

2001 『 沖縄考古学会報告資料』

熊本大学考古学研究室

沖縄県伊是名村教育委員会

沖縄県名譲市教育委員会

245 伊是名村教育委員会     『 具志川島遺跡群』

246 名護市教育委員会      「 大堂原貝塚発掘調査概報J

※不備な点も多々あると思うが 前 次gr正 追 加したい

＝
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PLATES



図版 1

調査地遠景 (西より)

Aト レンテ調査状況 (西より)



図版 2

Aト レンチ 1区及び Bト レンテ調査状況 (南より)

Bト レンテ 3区 調査状況



図版 3

Aト レンテ 1区北壁西半側中央部上層断面 (南より)

Aト レンチ 1区北壁西半側の員類堆積 (南より)



図版4

Aト レンテ 7区 土層断面

Bト レンテ 2区 西壁土層断面 (東より)



図版 5

土境墓検出状況 (Aト レンテ 3区 ,
南より)

Aト レンテ 7区 北久根山式上器出土
状況

Bト レンテ 3区 曽畑式土器出土状況



図版 6

Aト レンチ 1区撹乱層及び表土層出土縄文土器

Aト レンテ 1区第 1員層及び礫層出土縄文土器 ・土製品
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Aト レンテ 1区第 2員 層出土縄文土器 1

図版 7
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Aト レンテ 1区 第 2員 層出土縄文土器 2



図版 8

Aト レンテ 1区第 2員 層出土縄文土器 3

Aト レンテ 1区第 2員 層出土縄文土器 4



図版 9

Aト レンチ 1区第 2員 層出土縄文土器 5

Aト レンテ 1区第 2員 層出土縄文土器 6



図版10

Aト レンテ 1区第 2貝 層最下部出土縄文土器 1

Aト レンテ 1区第 2貝 層最下部出土縄文土器 2



図版11

Aト レンテ 1区第 2員 層最下部
及び褐色土層出土縄文土器

Aト レンテ 1区褐色土層出土縄
文土器

A・ Bト レンチ連結部第 2員層出
土縄文土器 1



図版12

A・ Bト レンテ連結部第 2員

層出土縄文土器 2

A・ Bト レンチ連絡部第 2良

層出土縄文土器 3

A・ Bト レンテ連絡部第 2員

層出土縄文土器 4



図版13

Aト レンテ 2～ 5区 混員土層
出土縄文土器 1

Aト レンチ 2～ 5区 混員土層
出土縄文土器 2

Aト レンテ 2～ 5区 茶褐色土層出土縄文土器 1



図版14

Aト レンテ 2～ 5
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区茶褐色土層出土縄文土器 2

Aト レンテ 6・ 7区 混員土層及び純貝層出土縄文土器



図版15

Aト レンテ 6・ 7区 純員層出土縄
文土器 1

Aト レンテ 6・ 7区純貝層出土縄
文土器 2

Aト レンテ 6・7区純員層出土縄
文土器 3



図版16

Aト レンテ 6・ 7区純貝層出土縄

文土器 4

Aト レンテ 6・7区純貝層出土縄

文土器 5

Aト レンテ 6・7区純員層出土縄

文土器 6



図版17

Aト レンチ 6・ 7区 褐色及び茶褐色土層出土縄文土器 1

Aト レンチ 6・ 7区 褐色及び茶褐色土層出土縄文土器 2



図版18

Aト レンチ出土層位不明縄文土器 1

Aト レンチ出土層位不明縄文土器 2



図版19

Bト レンテ表土層及び第 1員層出土縄文土器

Bト レンテ第 2員 層出土縄文土器 1



図版20

Bト レンテ第 2員 層出土縄文土器 2

Bト レンテ第 2貝 層出土縄文土器 3



図版21

Bト レンテ第 2良 層出土縄文土器 4

Bト レンテ第 2貝 層出土縄文土器 5



図版22

Bト レンチ第 2員 層出土縄文土器 6

Bト レンチ第 2員 層出土縄文土器 7



図版23

Bト レンテ第 2貝 層出土縄文土器 8

Bト レンテ第 2員 層出土縄文土器 9



図版24

Bト レンチ第 2員層最下部出土縄文土器 1

Bト レンテ第 2員層最下部出土縄文土器 2



図版25

Bト レンテ第 2貝 層最下部出土縄文土器 3

Bト レンテ第 2員 層最下部,褐 色土層及び黒褐色土層出土縄文土器



図版26

Bト レンテ褐色土層及び黒褐色土層出土縄文土器

Bト レンチ員層出土縄文土器 1



図版27

Bト レンテ員層出土縄文土器 2

Bト レンテ員層出土及び出土層位不明縄文土器



図版28

Cト レンテ第 1員層出土縄文土器 1

Cト レンチ第 1員層出土縄文土器 2



図版29

Cト レンチ礫層 ・第 2貝 層出土縄文土器 1

Cト レンテ礫層 ・第 2員 層出土縄文土器 2



図版30

a酬 晶 iレ
ン菊 2員 層雌 徹 土

Cト レンチ第 2員 層出土縄文土
器 2

Cト レンテ第 2貝 層出土縄文土
器 3



図版31

3 1 2

Cト レンテ黒色土層以下出土縄文土器 1

Cト レンテ黒色土層以下出土縄文土器 2



図版32

Cト レンテ (推定)貝 層直下出土縄文土器 1

Cト レンテ (推定)員 層直下出土縄文土器 2



図版38

Cト レンチ (推定)員 層直下出土縄文土器 3

Cト レンテ (推定)貝 層直下出土縄文土器 4



図版34

Cト レンテ (推定)員 層直下出土縄文土器 5

出土 トレンテ不明縄文土器 1



図版35

3 5 2

出土 トレンチ不明縄文土器 2



図版86

出土 トレンテ不明縄文土器 3



図版37

出土 トレンチ不明縄文土器 4



図版88
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Aト レンテ出土石器

Aト レンチ出土石器 ・石製品



図版39

B・ Cト レンチ出土石器 ・貝製品
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